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は じ め に

第6回身体障害者実態凋査は、昭和5 5年2月15日を調查時点として実施され、同年7月10 

日、基礎的数値を発表することができた。爾来、各方面からその詳細な分析結果を報告するように 

という強い要請を受けていたところであるが、仝股ようやくまとめられたのでここに報告する〇 

身体障害者実態課査は、昭和2 6年12月の第1回調査以来、5年每忙実脳されてきたのである 

が、昭和5 〇年の錮査が集計不能とたり、今回は1〇年ぶりの夷施となったものである。

本年は、障書者の「完全参加と平等」をテーマとする「国際障害者年」でなる。障害者問題の昨 

日をふりかえり、今日を見つめ、明日を考える好機であ・、問题解決のための長期行勃計画の策定 

が当面の課題と左ってしる。

一方、身体障害者福祉法も制定以来3 〇年余を経て今、一つの耘機にあ#、その見直しが進めら 

れている〇こうした時期に身体障害者の実態が明らかにされるとの意義は極めて大きく、関保方面 

のご利用とご検討を期待したいと思う。

な扒 本調査の実脑にあたっての騎害者関係団体のこ・理解とご協力、各都道府乐指定都市及び福 

祉事務所関係者のご労苦に心からの敬意と感謝の意を表したい。また、この解析に当っては、厚生大 

臣官房統計情報部社会統斟課の西野議治補佐を中心に、同社会局更生課の西沢（現茨邃庁）、塩崎 

（現保護課）、浅野の各補佐及び河野專門官、北本、有馬、塩出の各事務官が激務の寸暇をさいて 

とりくんだものであることを特記してお・きたい。

以下、調査実現までの経緯と所感を述べることとする。

碉査の経題と若干の感想

昭和5 〇年調査が集計不能となった理由は一部の障害者団体等の反対により1〇数煨で調查の実 

楠が不可能となったためである。

当時、陋害者団体等が調査反対の理由として掲げた事嘎は、概ね次の3点である°

1） 調査の目的が、隱害者を家庭や地城から隔離し、楣設に収容しようとするところにあること。

2） 調査用語、調査事項に隔害者の人権を侵害する曲それのむるものがあること。

3） 調査の実旖汇関して障害者団依等に事前の協議がなかったこと〇

こうした立場からの反対運動は、厚生省、都道府泉、福祉事務所などかなり広い擬囲にわたって 

集団交渉,座りこみなどの形で展開され13都府粟で鑿計不能となり、全国集計もまた不可能とな 

ったのであるC

たしかに、指摘されるような誤舞を生ずる部面が当時Q行政をと》さく環境、方向のなかに亠部 

とはいえ認められたことは否定できない。しかしながら、調翻止という事態がうみ出した悪影制 



忙は、はか》知れない拒どのものがあった〇

その第一は、身体障害福祉施策の企:画立案、予鉉の編成にあたって4 5年調查結果に依存せざる 

を得なかった点である。実忆1〇年の長きにわたって古いデーターによってわが国身体障害者福祉 

のおり方が左右されてきたのである。

第二には、障害者運動への偏見と障害者問題を敬遠する庞潮の醸成である。

実態調査反対砌の赦しS展匪の後遺症として残されたものは、①障害者運動は極端なもの、話 

しあう余地のないもの、②妣害者問題はクブーだ。ヤケドをするからそっとして於けといった「偏 

見」と「敬遠」の風潮であった。とりわけこうしたふんいきは蹄害老福祉疔政•担当者忆淮しく、あ 

る種の「ことなかれ」主義をも生み出していたようである。

「データーのないところに計画はなく」!"計面のないところに行政はない」というのがわたくし 

の信念である。昭和5 3年の春、身体障害者福祉を担当すること忙なって今更のようにデーターの 

不足に鳶かされた。予算積算数値が現実ぱたれしているとと吃もあきれた。1た一方、瓯害者籀祉 

関係者の障害者団体ないし障害者運動に対するアレルギーの強いことにも飛いた。

何とかしなくてはいけないと豪う思いにかられ左がら決心したのが、実態飼査の実施であった。 

それによって「新しいデークーを得るJとともに「障害者アレルギーの克服」をも期待したのであ 

る〇

特に、昭^55年に国際障害者年を控えていたことも調査実祐を決意する要因となった。できれば、 

この年を期しておくれがちな身粧福祉の画期的前進を図少たいと考えていたし、国際的情報交換の 

場に1〇年前の古めかしいデーターを出す恥しさを味わいたくないという思いも強かったからであ 

る〇

幸い、昭和5 4年皮予算の中に関係者各位のご理解を得て約3,3 0 0万円の調査費を計上すること 

に成功した。大蔵省折術の過程で「敢えて火中の粟を拾うのですか?」と理解と同淸を示されたこ 

とが印象に残っている。

予算は確保したもののSよいよ舷の臾拋であるc

5 4年4月早々「調査原案」の作成に入り、5月中旬「金国的規模をもち、前回詞査に関ちのあ 

る障害者団体等」に調査素案を送付し、協力を依頼した。1〇団体のうち6団障からは、前向きた 

ご意見とともに賛成する旨の回答を得たが、3つの障害者団体からは引き続き協議し衣ければ賛否 

は決められない旨の回答があり、自治労からは障害者団体の態度をみてからと0う返事をもらった 

障害者団依との弼議は、5月から12月まで約半年にわたり延50回を数えたが、特に問題とな 

った事項は、次のようなものであった〇

(1)身体障害者福社の理念に関すること

ア.身障者が家庭や地域で生きてSける条件整備一楠策の方向、現状をめぐる謊議

イ.生活保障の碗立を饭優先と考える主張
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ウ・収容施設の意義の明確化一1部団体からは不要騰が银づよく主張された。

ェ.障害者の発生予防の意義一1部の団体からは障害者の発生予防対策は、障害者の存在否 

定に連なる旨の指摘があった。

（2） 実態調査の方法、用語に関すること

7.障害原因からの「先天性」の郁除一優性保護、梢神衛生施策等忆悪用される启、それがある 

からという。

イ.人権，プライバシーを侵すがごとき調査事項の削除一学歴、収入韻、婚姻歴等

ウ.収容対策を推進するような飼査事項の削除一「施設収容の要否」

ェ•懿査員他計方式から自計郵送方式への切りかえ

（3） 過去の行政方針等のあり方您関すること

ア・過去の身障行政の功罪一行政責任の追及

イ・前回調奁をめぐる追及

ウ・現行施策の不備に関する追及

ェ.行政機関、施設、医療機関等の現業活動での事例、追及一戚員の言動、処遇のあ》方等

5 4年12月中旬、障害者団体との密議は最終段階を迎えた。双方が前向きで誠意をもって話し 

あったこともあって蹶く「全面的賛成はできないが反対はしない」「賛成はできないが、今後赭問 

題化ついて継続協馥する」といった回答が出される忙至り大勢が決した。明けて1月末、障害者且 

体の動向を見守るとしていた自治労も基本的には反対しない旨を明らかにされたのであるc

こうして、2月15ヨ夹在を調査時点とする調査は大した混乱もなく無事終了  ■ずることぼなった 

のであるが、こうした成果を叹め得た要因は次の5点に要約できそうである。

1） 誠意をもってのねばり強い話しあい

2） 身体障害者福祉を前進させなければという願望の一致

3） 障害者運鉤の成長一障害者の主体性の確立、よきリーダーの存在

4 ）マスコミの理解ある対応一調査の意義についての理解と反対運動への冷静な対応

5）都道府県担当責任者の毅然たる対応一数糜でみられた反対運動への説得と対応は見事であ 

った〇

昭和5 6年（国際障害者年）9月

厚生省社会厨更生課長 

板山賢治



〔馥老〕

1.日本の・障害奢 〈在宅十施股人所）

!茲本となる心身庭害児者

（1）心身冊害児者

ア身体障去児（17オ以下） 

＜児蛊福祉法）

ィ身体障害者（18オ以上） 

（戲体蹄粵者棉祉法）

ウ彻神爾弱児•者
（楮神莊弱者棉祉法）

エ重度心身障害児

（児童福祉法）

約 352万人
2 5 1万6千人

】1万1千人
（45年1〇月）

2 〇 3万人
（5 5年2月）

3 5万6千人
（4 5年10月）

1万9千人
（4 9年9月）

（2）糟神障営者

（和神術生法）

2.その他難病患老等

!〇!万人

総

......................... I約1C 〇万人以上 

St （14-2）［初 4 £ 2万人|以上

H.世界の障害者（国建の實料によるゝ

1.今日 、世界には、打よそ4位5千万人の隧害者がいると推定されている祸、その大半は' 発 

展途上国にかSて生活している。

2 全世界の障害者

世界各国におSて、少〈とも国民の!〇人に1人は何らか.の障害をもってはる。

（1） 事 故〔特に家庭内が故:）…… 每年少くとも2,0 0 0万人が爭故汇あい、そのうち11

万人が值以的な機能障窖をもつ。

（2） 交通第故…… 毎年1,0 0 0万人か頭部外惕、裨衢慣够、切断などの大事故にあってい“

（3） 病気とま获失調……恒久的な障書を伴う病坛や栄養失調は、特に発展途上国に多く、例

えば、ハンセン氏病に减毎年2,0 〇 〇万人が用り、毎年2 5万人の子供がビクミン不足 

で畜囱となっている.

⑷ 稲 神 病 ……i〇人に1人は人生のある時期棍神病となってい島。

⑸ 祝览障害... 崔界中には、1,0 0 0万人〜1,5 0 0万人

⑹ B 聽 ……7,0 〇 〇万人が聽覚蹄害

⑺脳性攻ひ……1,5 〇 〇万人

⑻てんかん……1,5 〇 〇万人

.⑼脳血管障害……富める国忆頸著

（1¢戦 似……紛争は鞄えず、悲側は続いている。
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3） 補装具の交付の希望 .................................................76
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コ 「盲人用テープレコーダー」、「盲人用琲計」は視党障害者のそれぞれ9.8%、

10.8 %が、「聴覚障害者用屋内信号灯」は胚覚阳害者の3. 9 %が、また「肢体不

自由者用便器」は肢体不自由者の7.0%が持っている。 ..........................79
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第［章調査の概要

!調査の目的

この調査は、

①身体障害者の障害の菽類、程麽及び原因等の基礎的資料

@日常生活の状況、補装具の所持状況、各種年金の受給状況及び住宅状況毎の生活実態

③陣害別ニーズ

を把揮する等、今径における身体障害者槁ネ止対策、特に在宅障害者対第の企圃•推進のための媒證 

資料を得ることを目的として、詞査を行った备のである。

2 調査の対象及び客体

全国の身体障售者（昭利55年2月:13日現在、!8倉以上の者であって、身体障害者福祉法別表 

に掲げる障害を有する者）及びその属する担:帚を対象とし、昭和5 4年厚生行政基礎鯛査地区 

1,791地区（昭和50年国勢錮査区の レ3 60 ）の身体障害者及びその属する世蒂を調査の客体とし 

た〇

3 調査の時期

昭和55年2月15日現在の狀況について、調査を行った〇

4 調査の事項

阳和55年身体障害者夹態鯛査•調査票（以下、鯛直栗という。 頁穆照。）に蝎げる班琅である

5 調査の方法

（1）厚生省では、昭和54年傢生行政基縫調査（昭和54年6月1日現在で夹施）で調査された身 

体障害者及びその属する世帯について功体艇者実態調査•披侧査世帝至簿及び地区歩図を作成 

し、調査票に厚生行政基礎調査票から所定の事項を転記したうえ、これら関係雅類を都道府泉• 

指定都市の艮生主管部（局）長に送讨して調査を依頼した。
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⑵ 都道府眼•指徒都市の民生主管部（局）長は、上記の調查関蘇書類を該当担当地区を所管する 

福祉事務所長に配付するとともに指揮監督して調査を実施した。

⑶ 福祉事務所長は、調査賀に調査関係書類を配付するとともに、調査票等の記入のしかた、その 

他調査上の必要事項を調査員に説明しゝ指魂監督にあたった。

⑷ 調査員は該当世帘を訪問して、調査票の記入及ぴ郵送による返信を依頼した（郵送法による 

回収方法を採用した° ）。ただし、調査事項のうち障害の種類、程度、原医及び疾病名（調査票 

の問1の事項）については、医師が自ら又は、医卸の意見によって調査費が記入した。

⑸ 調査票の紀入は身体隐害者本人が記入することを原則とした。

6 調査の撥関

厚生省社会局長が大臣官房統計悄報部長の協力を得て企画、立案し、都莖府県・指定都市民生主 

管部（局）長は管下の福祉琪務所長を、福祉事務所長は調査員.を指拯監番して調査を行つ比。

7 調査票Q回収状況と調査結果の推計方法

この調査は、標本鯛査法に基づく標本設計に従って全国から假作為に抽出された標本鋼査である 

厚生行政基礎調査によって把握された身体康害者を調査の客依としている。厚生行政基礎程の標 

本設計は昭和50年に行った国勢調査で便用された調査区を用い、層化無作為抽出法により全国の 

調査区を抽出率1/36〇で抽出し、その蜩査区内に居性する全世帯負を陶査したものである。

この調査は「5 調査の方法」で述べたように、調査の客体となった身体瞳害者のプライバシー 

を保護する こと、 調査票提出の自由意思を尊重することを配慮して、調査票の回収は劉送法をもっ 

て行った。その回収状況は表1のとおりである。厚生行政基礎調査において身体障害者cして調査 

され、この調査の客体となった身体障害者数は?,779人であったが、この調查が実施された時点ま 

でに死亡、転出された者、調査時点長期不在であった者は合計630人であり、この調査は7,149人 

•について調査した結果、回答されたものは6,807入で回叹（答）率は95.2 %と郵送調査としては 

極めて离い回収率であった。
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表1 調査実施状況と回答（収）状況

調査実施の状況 客体数

IWAt:舒圖挨濮脚齊よ厂 トX礪衲知焰虫魁…….…••⑹ 7,7 7 9 人

630 A
死亡したもの 269
他に転出したもの 234
長期間不在となっているもの 127

本調査が可能であったもの..... （c = a~b ） 7,1 4S
調査票が回収（答）されたもの..........（d） 6,8 0 7

障害の程慶加1〜6級に該当するもの 4,4 5 7
障害の程度が7級に該当するもの 1 34
隧害の程度が級外に該当するもの 1,6 60
障害がないと判定されたもの 556

調査票が回収（答）されなかったもの 342
調査を扌包否したもの 181
未回収となったもの 161

回収（答）率 （空X100 ）

C
9 5.2 %

上述の調査方法と回収状況を考感して、死亡、転出、長期不を、調査拒否及び未回収のものの障 

害の程慶が回収（答）したもののそれと同一であったと仮定して、比推定法による推計方法を試み 

たものである。すなわち、全国推計値は世帯人員を補助変数とする比推定により、つぎのように算 

定した〇

Z ;ある溜性をもつ世带人員の全国推計値

Pi : i標本地区内の世带員総数

Z i ； i槐本地区内の当該厲性をもつ調査対象世带員数総数

Xi； i標本地区内の当該矚性をもつ世帶員数

Y i ； i標本地区内の当該属性をもつ回答世帯の世带員数

P ;昭和54年6月1日全国日本人人口（総理府統計局）

とすると、全國推計値は

r _ £Zi 为Xi
£Pi 鸟Yi

=443.54 • XXi 4=1,977,000 人

で与■えられる。
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なお、次章、結果の抚要における推計值算出にあナこって推計数の100位を、また、構戒割合は小

数点以下2位を四捨五入してあるので、必ずしも総数と一致しないことに留意されたい。 

また、次章の表、図及び統計表のキで表章記号は以下のとおり取り扱った〇

計数のない場合 一

統計項目のありえない場合 •

比率が微少（0.0 5未満）の場合 0.0

推計数が1,0〇〇未満の場合 〇

is



身体障害者実態調査・調査票

（昭和55粥2月15日現住）磁）行盘管现/?*©济12439©
、ノ 昭和5も年3月23日まで 

序 2 — 7・35—1 
昭和55年L刀!0 B£»

厚 生 省

〇^ mg 匹》r对

屯柚m房所 

阿五R氏^

£ 55 t «

この讥査は、特に専門的な斜断の必姜な「問1」を除ま・に偉店のあるご本人に处入していた犬¢ものでナ」

M !あなたの障誓の柱烦と、その理度は次のいずれに该当しますか。また■股霑の恿田と厌爲名はいずれに裁強し去すか。

く口富め也徴は,负砒とに魏出すろ岔号に® をつけ，盘目と廣诃名｛こついては.闪誉o&mご上に壬なもの-つの監兮をお入し主す。）

n 障書の№ m
よ客 の & 長 住

S
馬 

占・ 型 :t 〇 ftS
1 1.说 荒 B 目 12 3 4 5 6 汕・和fl 3,ぬ外

a
2. e X PF W 2 3 4 G 汕.キ购9 .ぬ外

3.単術数扼障N 3 5 \ B. T« 9. 15外
4. 8产・ 3X5战俺工書 3 4 j 8. 7¢] 9.以处

a

5.上 戲切斷 1 2 3 4 5 6 7 B.ぶS工阪外

6.上Q我也理宙 1 3 3 4 5 C 7 ! 9. W9i
7. T K W IS 12 3 4 5 6 7 6.示呀9.ぼn
8. T E W 12 3 4 5 6/ 8.干谄3.说矢

9.体幹我能侔吉 12 3 5 8.不蚪9・en

V
1Q.心・战据“音 1 3 4 8,不聊9 .段外
讥•呼玄おは倍・き 1 3 4 8.不圳9.
は■じん•凰桓痒暂 1 3 4 8.辆 S.

/ 13•直 a « « 1 2 3 4 S E 8.RH 9.
m.比合科足 1 2 3 4 S G 7 |8.不貯 9.

（は杏の図困〉
ヽ

1.5 3 < & 2.常い2 2 3. <ntecoifi
4. e«j •戰宓 S・败 实 6.S ft £2
z中む性炙世 して 〇@の次,％ 9.出土垮の很傷

io.その他 1L不

く您吾の渥稠も；

1. U 性 r t t 幷匕性小乂すヒ

1 T9 料 » 4. 么行広心宴总眞老

5. 船 血 管 W 这 6. 仲创ご氏息

7. •) つ-9 ナ 住氏息 & 中％准吳.岂

9. 円 耳 住 ft ・电 ia 角族快患
1L ポ' 易 仗 IL ・魄趕D系提是

13. C ん 蟻 R .v )4. 心 口 庶 Q
15. 些 根 电 1G- そ。 佗

1?. 平 明

間2琼窖奁うけたのは何住頃のときですか.

1-r~rn«诉

2.不 ¢1

身体曲害嘴手幔をお持もですカゝ

1. 再っていろ

2. 持"ていない

厂 ・碾1.あなた护选铮絵の沖口についてどうかいま,め》

[・ 話仍は石刃 2.1?阳:きぴしい 3.訂CU:ちまい 4・,霸Pきか、I

——> %2.再っていない理由は,次のいずれですノも

「仏チ腹锐反幻□らない 

乖・骼&巾仍1*5・卩股をも更としない 

しなことがない!・バ・疟应歯が而豺

1*7.をの绘

間3

一 2 0一



M4夫の手咨をお持ちですか。

（酸自すらものすべてに〇印をします）

t. tt爲瞎君乎慢 3・を理暑建囁4•悽 4.1~3刀手機は昏っていない

問3次の①から⑤までの助作を、あなたは0分一人でできますかコ 〔こC羽舍、できる.できないの輕斷は灵に勞持していあ
囱分一人でできない埸合は、介劝の程度と主な介功魯を盜えてください。I麴張異や旦助具をつけた姻でみま九

（各勁作ごとに】~ 4のいずれ护一つ1こ〇印をします©>

（2^たは4に〇中をした人は・王た介功若の書号&紀入しtTo）

盛 作 一人でできる
两間をかければ 

で き 〇

一人ではできない 主A 

介助君一处介翻がめ要 全85介动曲0更

0 女事をする 1 2 3 4
© トイ"が便えも 1 2 3 4
（3> 入坊をする 1 2 3 4
0 衣股の着裁をする 1 2 3 4

家の中を抄動する 1 2 3 4

く主な弁助若》

L & ft 潘 1玫

a 子 供 4.そ呢の寒黨

5 段 6.家毎孝せ員

7.加人•知人 3. & 人

9■その睫

補1.〔3・4に〇印そした人のみ】

介助£うけはじめてから現在までどれくらい民遏しましたか。

匚口年匚口 月ぐらい

補2.介助にJ?する衣用ぽどのようにま少なっています轴

:肢畐するものすべてに〇印もつけ.お型は・ 沖55年I月中にgL/xamを記入します訂

1.如 料
ヤけが子

“2・自入£含む）で支払っている （脑［：；］,000«）
W 3.生を保富の螺番著加?!のうち腔人介厦粉をうけている （月希「 j P"］,000f5）

n 4.罐万昌衿岸曲らの介凄爭蛊をうけている <a« L L J~1，。〇3円）

■ 5•そ 〇 他 i n] —poo円）

BJ6 過去1年間に其出した回数はどれくらいですか。

ML 升出するうえでこまること、及び并出されない理由□何です歼

（孜导する主なもの五つまでに〇印そしま九〉

1.介助若がいない 2. a«d!かかる x 人の目がえにz\る 4.人とことがana

5.利用できる空酬沒聞がまい。 6.・犹どに危及を感じる r.辺肖や肌に序役が多い

8.丹むしても£QるこEはない 9.外出したいとは惡わない 10.そのせC 】

補乙〔外出したことのある人Gみ）

外圧の目的は何でしたか.（放刍すらものナペてに〇历をしま九〉

1.B » ノ 2.迢 学 3.拾擬のための箱を 忍買 勧 5.肪 闆 6. fc 步

7.嶽棗•レグg ■■・シ・ン 8.サーグル・仲闕の異まり 9.文化运妙への松R 10. 廉 行

11.その他］ J

問7自動車をお持ちですか。 （旳曙する址畴員3:序夯している直助事も含め壬十わ

h序をしている

2.所有していない

fill.あなた自拎建饭宪拎區をもっています九

1. も。てし\る

2. も・* "V V、な い —.. ' W”,

祐2.迷を免徉匡を今技取谭したいと晏います叫

'1.鸟 う 2~gba ~\
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れまでに肄害を軽くするための治疫，槻龍風復切練または啓菓麹練をう存たことがありますか.

あ も--------------坯 それはどういう毁诫でうけ比のですかQ
な い く旗当ナるも。すべHに〇审をしまお）

1.薮感松関 ね 出金摘出5狼 3・Gr^mCZ 4.ま0肚

ハ 過去I年間に加ぜや眩痛などの病幣のため医療檄関で治瘗（入院•往摻も含む〉をうけたこと护為りますか。

1.去くか加らなかった 2,1*-108 3.11-303 4・31日以上

間ioあなたの住宅は次のうちいずれですか。

1.待ち宋 2.公E促宅 3.公比・公励矩宅 4.辂手性宅 5.建営倍家 6.その他

補あなたの蚣でいる住宅で.僅みやすレ、ように改孩したい務新はどこです机。

く匕当十らもの三つまTiCOfiJをしま讥〉

しヱ関 2. M S 3. Pイレ 4•台序］

5, 8? r 6.隋段 讥を龛 8.その鱼i
9.改适のお要はない

問“おな交自身とあなたを含む世帯の爆税状況は次のいずれに踐当します加。

あなた自:・の操税状況

©序 堤 靈 h » ft 2.非澤良 [
h所得対を艮税 2.均零割のみ眾現

あなたE含む 

世薇の踝覲・说

⑤爾 !4 ft 1.a ft 2・非21注

t.所得戳を律股 2.旬等勿のみ戻超 3.井澤?1

間12おなたは公的年金・手当をうけていますか©うIナている場合はその年?R及び年金名・手当名を焙入してください. 

（欧右するものすペてに〇第さしま讥年鱼名、手当名は枚程ナち暫号坤入します。）

［年金について］

!•寓遷にE2JT5W
2.尊富!戈核曼打二上み年住

3・年金は爻給していない

［爭肖について［

血十方万手

4. 国め翻度による釆爭

5. J&松畑R邂コも乎当

6. 乎宓は攵娉しヾいない

やが万半 

年な 11""1］.000円 

年義!—\—■rj』〇〇百

审口口口

杯ロロ□匚ト

（年金名）

I S5民年金 2事生年金 

3各&は诉年金 4船貝齢 

5患卷法による年金6労吳禱債 

？その他の公的年僉

く手ヨ&

1權址手当 2袴園児・扶翼手自

3児舷,孚当 4兀査手自

5廉〇!箜広君介ま字宣

6その竝の公的な学当
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問13あなたは心flWW扶養共済朋废をご存知ですか。

1. 处。ている

2, 知らない

M あなた、生をは岛かたの宋炭け、5幼就に加人してハ*すか.

1. 加入したことがちる

2. to Aしている

3. 加入してい衣レ、

関I4あなたは昭和55年1月中どのような仕事についていましたか。

1.畳寒・熊第•濒噸從專 2. 採丸・檢右從修 3.連は•み信花・

4•亭楞愷事 5. 曾理的稱也徒・ &・ VL朴 v- ex«$
儿あん主・マ・サージ•はり・き”う從事 8. wri»-ammxst* (7,tB:〇
9.弘J& 律秦 10. その憶（I-9以外）のUE军 11.仕事をし¢かった

觸仁C1-weofnをした人のみ）

昭和ss年1月中の御いた良日数と収入はどれ«らいでt处

« b n | ~ ; ~ ( e

七可万 そ

U5 入 I 1:],00 0 円

M2.（11に〇印をした人のみ）

出来をしなかった理由は决のいずれでナ％ く砂浙ナE知Uもの一つに〇印そしま九〉

L J8就の隊書のため 2.訥区のため 1. m n 〇 a め 4.謝く娜詆なレ、ため

5.若鞍がなV、た刀 6.通幼あ血!!な九"め 丁.余“，・字に略:&TQにめ ■・そ叮 13

» 3. （|・备を£け3料に仕事渥しでい#人のみ3
仕車はける口と比7 次りうちどれに孜忠しidか。

1.動挤えも圧呆け“睜も內じ 2“14務尤は的じだが仕・C内谷がかミフった

3.仕!Tの円"は卿じだが勤M免那がわった 4.・«!龙も出联の穴写もかわcた

5.障會をうけて炉ち仕移がない

間15あなたは播浪具をお椅ちですか.その秋汉は次のい・Tflに换当し求すか・

（©~©。それぞれについて轨当す〇もめに〇卬をし

用市 の材離 片体阳憲需
K it ffi T 
交村%典た

一

..*... 牛役の 女付林取

6 り iな し :〉効憂なし 債贸すみ

®l 皿 M 1 i 2 2 1 .5-. i f ^
叫恵字 n 1 \ 2 — 3 5 J 7

®] 0人張い丸 一 3 i5 i i 丁

l®l M « » 1 2 3 — 4 j L - « r I

« B 1! 2 一 3 - 4 :5 c i r 1

|®| K A 1! 7 〇・ 3 ««4* 4 1..5 - 6 ! 7 1

|叫 ・い ナ 1 ! 2 3 4 1--5 - 6 1 T 1

|®l M ft M V't ' 1 2 —»> > 4 ! 5 C ! 7 I

|® ) 1 i 2 - 3 彳 i s 1 « ! 7 1

1®! その他の!!•從具 1 i 2 f 3
「厂 ]'5 6 r i i
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間!6あなたは日常生活用貝をも持ちですか。その状況は次のいずれに孩きしますか. 

检 く©-〇のそれぞ•れについて妆きナ。ものに〇印乞しま十。）

所青の軒将 紙 黑 *• <〇 2 w # a
あ 〇 ! n し W）け まり 

艮なし *a-ti 角siしむい

(D 宙人用チープレn 一ゲー 1 ! 2 - 4 ! 5 - e T
ク埼 n 1 ! 2 -* 厂 4 - 5 - 6 7

◎ # カらdイタフ彳/- f【;'2 *• 4 ! 5 一 !==T=^ X皿-

© 民光澤劣着用ヤ。ンPマ天"一 1! 2 -
—-；~5~~ 6 r"-"；'

① < Q尢时It 1 2 •** A \ 5 一 6 j f j
◎ ” i fi a « tr 1;I 「 4 ； 5 - 6 1
〇 1； 2 一 L .4 J-- 5 — G 7
〇 • き色せ

11 2
- 4 i 5 — ¢17

（D ・ 锲 あ \ ! 2 4 T 5 6 t
曲 * nn«25 1 : 2 — 4 L S 一 ~一]

© ■ 轄№寝台 1 \ 2 «■*> ~~~~;~~ S 一 6 ・一」一….

0 丸いイプ,イ6- » ] 2 - 4 \ 5 6 1 r

KI7 ［この買間のみは太平洋软争によって火僵谋をうけた人におたずねしまr7~［ 

あなたの火傷導はヽ何によるものですか。

1. ut®•tt/scttM^zsに圧err耳）によるもの

2. 戦 罠く空a - ® isnouよるもの

間18現住のおなたにとって、简に必憂な擾証サービスはどのようなことですか。

（五つ主で刃んで〇印をします。）

1. 样門的な战能回厦抑Wの臾梅

2. 隔％にかかりやすいので匡疫貰のQ酸

3. 白が生なのなかで.かなりの介的が0宴かので.介肪涉物の充宪

も爸力になじた戦蕪拥碟の夹施

5,就为かむずがしv、!oマ・Wく梯の理保

6・障咨に通した仪偲をもった铠屯の莎保

7. •年金などの扇得^啣の充烫

8»%卅一"・レクリ・ーレ・ン•文化括勤に林る擾助

9.馳域についての根获朽助

10.そ の 他〔（具徉的に）

MI9牡金に対して宝むことはどのようなことですか。自由にお賽きください。

2,いa港体に対して----- 以

1.iCc H!に时して

3.堆城社绥（生氏）に対して

［ご協力かりがとうございました。この!H宜票は添付された封旖で最寄りの郵便ポストに投珑してください。］
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第2章 調査結果の概要

本章は、この調査の結果を瞬観したものであるが、本褥を利用されるにあたって、つぎの点を留 

意さ扎たよ。すなわち、この調査は前章で説明したようにr18歲以上の身体爵害者」を調査の対 

象としていること、また、「社会福祉施設に入所していろ身体障害者Jは調査の対狡から除かれて 

Sることである。したがって、本魯忆おける数値はすべて「18歳以上の在宅の自体障害者」にっ 

しての結果である。

1身体驚害者の障害の現状

⑴障害の賀類

□ 全国の身体障害者（18歳以上）は2,030,000人、そのうち在宅の身体睡謹者は 

1,977,000 人

昭和5 5卑2月現在、全国の18歲以上の衽宅の彭体障害者は表2忆みるようにL,g 7 7,0 0 0人と 

推計され、乞のうち男】.134,000人、女:84 3,00 0人である。このほか社:会福祉施設に入所してい 

る身体障害活は畏3に示すとなり約5 3.000人でめ!5、わが国Q1?裱以上の身体障害者は両者あ 

わせて2.0 3 0,00 〇人である。

□ 肢体不自由者が全身体瞄雷者の57%と過半数

身体瞌窖者办陋害の褲级別忙みると、視觉隔窖者は3 3 6.000人、礎览隨害者は317.000人、肢 

休不自由者は1.127.0 00人、内部障害者は197.00 0人であり、肢体不自由者は全身体障害者の 

5 7%と過半数を占めていあ。また、二つ以上の舉害を有する正祓障害者はI 50,000人である須 

障害の稔類の組合せでみると表4のとおり、「紀霓瞰害と肢体不自由」が59,000 AT, BWS者 

の39.6%ともっとも多く、ついで「視霓障書と肢体不自由」が3 5,0 00人（23,1%）、「視党 

瞰害と聴覚障害」2 3,000人〔15.1 %）となっており、三柯狽以上の關を有する者は!1,000 

人であゐ。
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表2 性別にみた障害の種類別身体陣害者数

障害の租類
推計 数 楸 成 割 合

綺数1 男1 女 総数 女

総 数

千入

1,9 7 7
千人-

1,1 34
毛人

843
%

10 0.0
%

10 0.0
%

1 0 0.0

視覚障密 336 1 53 183 1 70 1 3.5 2 1.7

聴覚障害 3 1 7 184 1 34 1 6.0 1 6.2 1 5.8
聴 党障窖 283 161 123 1 4.3 1 4.2 14.6

・平衡機能舞窖 7 5 2 0.4 0.5 0.2
音声•耆晤機能隙審 27 1 8 9 1.3 1.6 1.1

肢体不自由 1,1 2 7 699 428 5 7.0 6 1.7 5 0.8
上肢切断 73 61 1 2 3,7 5.4 1-S
上腔機能障害 334 213 121 1 5.S 1 8.8 1 4.4
下肢切 断 48 40 8 24 3.5 1.0
下肢機能险害 4B0 274 207 2 4.3 2 4.1 24.5
体幹機能障害 191 111 79 9.6 9.8 9.4

内部障雪 1 97 98 98 1 0.0 8.7 11.7
心黴機能燃雷 11 5 51 64 58 4.5 7.6
呼吸器機能障害 47 31 1 6 2.4 2.7 1.9
腎臓機能障害 35 16 1 B 18 1.4 2.2

（再掲）重複障害 150 80 70 7.5 7.1 8.3

表3 性•隴舅の種類別にみた社会福祉施設に入所している身体障害者数

（昭和5 4年10月1ヨ現在）

障害の 稳類
冥 数 構 成割 合

総数・】）丁 男| 女 総数 1男 1女

総 数 5 3,2 0 6 2 7,0 4 9 2 6,1 57 10 0.0 10 0.0 10 0.0

視觉 障害 8.9 8 2 3,7 9 7 5,1 85 1 6.S 1 4.0 1 9.8
聴覚 障害 5,7 7 4 2,5 6 2 3,2 1 2 1 0.9 9.5 I 2.3
肢体不 自由 2 7.1 9 7 1 4,6 9 6 1 2.5 01 5 1.1 5 4.3 4 7.9

上 肢 3.2 81 1,9 16 1,3 6 5 6.2 7.1 5.2
下肢 ・体幹 2 3,9 1 6 1 2,7 80 J 1,1 3 6 4 4S 4 7.2 4 2.6

内部 障害 1,4 8 6 845 641 28 3.1 2.5
熏!5. 哺害 9,7 6 7 5,1 4 9 1.6 L 8 1 8.4 1 9.0 1 7.7

激料:厚生卷、昭和5 4年社会福社杨股狐査
注1）:総数には18歳齐満の者が311人含まれてよる°
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裘4 隔害の組合せ別にみた;®複障害者・数

障害の顿類 推計数 構成剖會

千人 %>
総. 数 1 5 〇 1 〇 0.0

視 覽瞳啻と聽覚隨害 Z 3 1 5.1

视党陳審と肢体不自由 3 5 2 3.1

視覚障害と内部障轡 4 2.4

聴覚障害と肢体不自由 5 9 3 9.6

聴覚障害と內部障窖 6 4.1

肢体不自由と內部障害 1 2 &0

3秫以上の障害 11 7.7

口 身体陥穆者は1ID年間に50%増加、なかでも肢体不自由者の增加が潘しい。

身体隔害者の夾敝瀏査は昭和2 6年よりほ健5年ごとに夹施されてめり、身体瞞害者数の年次播 

移をうかがうととができる。これを麻第の租莎別にみると、淤5及び図1のとお］）である。前回（昭 

和4 5年）の錮查時の1,3 1 4.000人K比べ663,000人、50.5%の坳口となって4リ、阳窖の純 

類別にみると祝览障害者3 4.4 %增、聰血!凝害者3 4』％地、肢体不自由者4 7.7 %增で、内部儼雪 

者は昭和4 5年鯛査時には新規に役けられ宛足後間もない時期でもり、またその彊降害の艳囲か淞 

充された結果2 9 8.5 %増とこの1〇年間ぼほ丫3倍:曾となつ尢。

□ 国民1,0 0〇入のうち身体殛啻落は23.8人。したがって、国民42人に1人が身体励雷瓠 

豺体阳害者の出現率も逐年离率化の倾向。

わが国の人口l.c 0 0人に対する身体隔害者数Q年次堆移をみると衷6のよう忆、前回陶査時（昭 

和4 5年）の17.9人から33.0%增加して、23.8入となり、これは国民4 2人に1人の割合で身 

体障害者がいることを示している。このような出現率の离滓化の预向は4 0年關査以降、5年間忙 

ほぼ11%台の増加となっていることがうかがわれ、费体障普者数の増加傾向と併わせて、出現率 

の高舉化傾向も注目されみ。
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表5 障害の種類別にみた身体障害者数の年次推務

年 次
（再掲〉 

重復障害
総数 視覚斑害 聽覽曉書 肢体不自由 内部障害

昭和

昭和

昭和

推 Mt 数（単位: 千人）

2 6 年 5 1 2 1 2 1 1 00 2 9 1 ■
3 〇 7 8 5 1 7 9 130 4 7 6 ■ 一

3 5 8 2 9 2 0 2 1 4 1 4 8 6 4 4
4 〇 1.0 4 8 2 3 4 2 0 4 6 ! 〇 2 1 5
4 5 1.3 1 4 2 50 2 3 5 7 5 3 6 6 12 1
5 5 1,9 7 7 3 3 6 3 1 7 1.1 27 1 9-7 1 5 〇

構成割 合（単位: %)

2 6 年 1 〇 0.0 2 3.6 1 9.5 5 6.9 一
3 〇 ! 〇 0.0 2 2.8 1 6.6 6 0.5 -
3 5 ! 〇 0.0 2 4,4 1 7.0 5 &6 5.3
4 〇 1 〇 0.0 2 2.3 1 9.5 5 8.2 2 0.5
4 5 ! 〇 0.0 1 S.0 1 7.9 5 &1 5.0 9.2
5 5 1 〇 0.0 1 7.0 1 6.0 5 7.0 1 0.0 7.5

対前回增加割合（単位:傍）

3 〇 年 1 5 3.3 1 4 7.9 1 3 0.0 1 6 3.6
3 5 1 〇 5.S 11 2.9 ! 〇 &3 ! 〇 2.1 一
4 〇 1 2 6.4 11 5.B 1 4 4.7 1 2 5.5 * 4 8 86
4 5 1 2 5.4 I 〇 G.B 11 5.2 1 2 5.1 5 6.3
5 5 1 5 0.5 1 3 4.4 1 3 4.9 1 4 7.7 2 9 8.5 I 2 4.0

表も 人口千人対身体障害者数の年次推移

年 次

身体障害者数 人口千対身体障害者数2ノ

推計数
対前回 

增加割合
推計数

対前回 

増加酬合

昭和2 6年】)

3 〇

3 5
4 〇

4 5
5 5

千人 ％

5 12 •
7 8 5 1 5 3.3
8 2 9 1 0 5.6

1,0 4 8 1 2 6.4
1,3 1 4 1 2 5.4
1,8 7 7 1 5 0-5

人 ％

6.1 -
1 4.5 2 3 7.7
1 3.9 9 5.9
1 6.0 I 1 5.1
1 7.9 111.0
2 3.8 1 3 3. 0

注1）:昭和2 6年の数値ほ18歳未滴の者を含む。

2）:人口千対身体障害数算出の基礎人口は、総理府統計局の「推計人口」 

及び「国勢調査」圧かけるつきの調査時。13歳以上の日本人人□を 

用いた〇

昭和26年一昭和26年10月1E現在の推計人口 

昭和3 0年、3 5年、4 0年、4 5年——各国勢調査の入口 

昭和5 5年一昭观5 4年1〇月］日現在の推討人口
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図1 障害の種勲别にみた身体障害者数の年次推移
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注:5-o^n,伸び率による推計である。
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⑵障害の程度

□ 障害の程度が1級は2 93,000人、2級は355000人、10年前に比べ庫度化の傾向。

身体障害者の障害の程度忆ついて、身体随害者福祉法恼行規則別表⑸に準拠した霁級别にみると、 

表7のとねりである。澤害の程度でもっとも多いのは4級で381,00 〇人であるが、1・2級わ重い 

障害を有する障害者はあわせて648,00 〇人、全身体障筈者の32.8%で、前回調査時の349.000 

人に対して2倍と大幅な増加を示しており、障害の程度の重度化の傾向が認められる。

なお、社会福祉施設に入所している身休障害者の環害の程度別状況は表8のと;^！）である。

表7 障害の程度別身体障害者数と構成割合

障害の程度

推 計 数 權成劃合

昭和5 5年 昭和4 5年 対麹回 

増加割合
昭和5 5年 昭和4 5年

総 数

千人

1.9 7 7
千人

1,3 1 4
%

1 5 0. 5
%

1 0 0.0
%

1 0 0. 0

!級 2 9 3 1 4 2 2 D 6-3 1 4. 8 1 0. 8
2級 3 5 5 2 0 7 1 7 1/5 1 7.9 1 5.7
3級 3 3 7 1 6 5 2 0 4.2 1 7.0 1 2. 5
4級 3 8 1 2 3 3 1 6 3.5 1 9. 3 1 7.8
5級 2 6 5 2 0 0 1 3 2. 5 1 3.4 1 5. 3
6級 2 4 4 1 6 5 1 4 7.9 1 2. 4 1 2. 5

・ 不明 1 〇 1 2 0 2 5 0.0 5.1 1 5. 4

表8 障害の程度別にみた社会福祉施 

設に入所している身体障害者数

資料:厚生省「社会福祉施故調査（昭和5 4年）」

障雷の程度 人員 構成创合

人 %
B 数 5 3,2 0 5 1 0 0.0
!級 1 6, 5 8 5 3 1.2
2級 1 9, 2 0 5 3 6 1
3 級 7,6 4 7 1 4. 4
4 級 4, 3 11 8.1
5 級 2,7 5 1 5.1
6級 2,7 0 7 5.1
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ロ 視觉!®褥者、蛋掬!®害者のぼぼ半数は1• 2紐の境虫磴雪者。

陳害の穩類別に隱客の程屣をみると、表9及び因2のとおリであるc1• 2級者をみると視蛍隱 

箏者ではi 8 0.00〇人（53.8%）、聴覽陋害者8&0 0 0人（2 7.9%）、腔体不自由者341.000 

人（30.3%）、内部陞啻者3&000人（19.3%）、蕙欄厳畲者では73,000人〔488%）とをっ 

ており、視覚藤啻老及び亟,做陳答者に!tSKの僦かをbっものが多い。

表9 障窖の極類別にみた障害の!1度別身体障害者•数

〇

障書の程废 総数 祝党障書 聴觉咏害 肢体不自由 内部障害

.ヽ 推Et数（単位:千人）

総 数 1,9 7 7 3 3 6 3 1 7 1,1 2 7 1 9 7
!級 2 9 3 1 2 8 〇 1 2 7 3 8
2級 3 5 5 5 2 8 8 2 1 4 〇

3 級 3 3 7 2 9 7 1 1 9 6 4 〇

4級 3 8 1 2 9 4 7 2 3 0 7 5
5級 2 6 5 2 8 4 2 3 3 —

6級 2 4 4 5 1 9 4 9 9 —

不明 ! 〇 ! 1 8 1 2 2 8 4 3

枢戌刑合（皿位:％）

総 数 1 0 0.0 1 0 0. 0 1 0 0. 0 I 0 0.0 1 0 0.0

1級 1 4.8 3 & 2 〇.1 1 L3 1 9.1
2級 1 7.9 1 5.6 2 7.8 1 9.0 〇. 2

3級 1 7.0 & 6 2 2. 5 1 7.4 2 0 5
4級 1 9,3 & 7 1 4.8 2 0.4 3 8.1

5級 1 3.4 & 3 1.4 2 0.7 一

6級 1 2.4 1 5.3 2 9. 5 &8 一

不明 5.1 5.3 3.8 2.5 2 2.1

2

2

1

（再掲） 

巫複瞳害
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図2 障害の種類別にみた障害の程度別構成割合

100⑺
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⑶年齢

□ 60歳以上の身体障害者は1,067,000入、5 4.1%で、身体障害習全体の年齡構成の高齢化

が進む〇

年齢階級別の分布をみると表1〇及び表11に示ナように、6 0歳以上の身体障害者汶!.0 67,000 

人に及んで拎リ、全身体障害者の542 %と畔数を占めている。人口1,0 0〇人に対する身体障害 

者の制合を咲ると、全体では23.79人であるが、6 0~ 5 4歳では55.83、6 5~6 9歳68,7 4、 

7 〇歳以上8 7.5 4となっており、高齢になるほど高S割合となって出る。年能曙級別の分布を前回 

調査時と・較ペると図3にみるように、4 0歳代までは増滅がほとんどみられまいが、5 0翊上 

の年齢階層の増加が著しく、姝に6 0歳以上では前回調査痔（59 5,000人）ぼ対し8 〇%増と急 

激な増加を示してか^、身依障害者全体の年齢榴成の髙論化が進んでいることをものがたっている〇

表10年齢階級別にみた性別身体障害者数

年 齢 階'■級
昭和5 5侔 昭和4 5年

椅数 男丨 女 総数| 男 女

推計数 （単位:千人）

総 数 1,9 7 7 1,1 3 4 84 3 1,3 1 4 7 8 5 5 2 9

1 8 • 19歳 1 1 7 4 1 3 7 7
2 〇 ~ 2 9 8 6 5 5 3 〇 97 5 7 4 〇

3 〇 ~ 3 9 13 5 8 〇 5 5 1 27 8 〇 4 7
4 〇 ~ 4 9 2 6 0 1 5 9 ! 〇 2 2 0 9 1 3 3 7 1
5 〇〜 5 9 4 1 7 2 5 1 1 67 2 7 4 1 7 6 9 8
6 〇 ~ 6 4 2 4 0 1 4 6 9 4 1 52 9 5 5 6
6 5 ~ 6 9 268 I 6 3 1 〇 6 1 67 9 7 7 〇

7 〇 5 58 2 7 3 2 8 5 2 7 5 1 4 1 13 4

購成割合 （単位

総 数 ! 〇 0.0 1 〇 0.0 ! 〇 0.0 ! 〇 D.0 1 〇 0.0 1 0 0.0

1 8 • 1g歳 0.6 0.6 0.5 1.0 0.8 1.3
2 〇 ~ 2 9 4.3 4.9 3.6 7.3 7.2 7.6
3 〇~ 3 9 6.8 7.0 6.6 9 6 1 0.2 8.8
4 〇 ~ 4 9 1 3.2 1 4.0 1 2.0 1 5 9 1 6.9 1 4.5
5 〇〜 5 9 2 1.1 2 2.1 1 9.8 2 0.9 2 2.4 1 8.5
6 〇~ 6 4 1 2.2 1 2.9 11.2 11.5 1 2.1 1 0.6
6 5 ~ 6 0 1 3.6 1 4.4 1 2.5 1 2.7 1 2.3 1 3,3

7 〇 〜 2 &2 2 4.1 3 3.8 2 0.9 1 7.9 2 5.4

—34 —



表11 年齡階級別にみた人口

千人当り身体障害者数

(人〉

年齢階級
1)

昭和5 5年
2}

昭和4 5年

総 数 2 3.7 9 1?. 9 2

1 8 • 1 9 诫 3. 5 1 3.2 g

2 0-29 4. 9 4 4.9 3
3 0 ~ 3 9 6.9 6 7.7 4

4 0 ~ 4 9 1 6.0 3 1 5.8 4

5 0-59 3 3. 6 9 2 9.7 4
6 0 ~ 6 4 5 5. 8 3 4 0.8 7

6 5-69 6 8.7 4 5 6.2 0

7 0 ~ 8 7. 5 4 6 3.6 3

図3 年齢階級別にみた身体障害者数の分布

ピ

・

-

-

-

 

(

身
体
障
害
者
数)

昭
邪
55
孑

槻

昭
和
45
年I

E
.

〇

7 8-19 20-29 30-39 40-49 50-5 9 60*-6@ 70以上

（年齢階級…歳）

_ 35_



⑷ 障害の原因と障害の発生時期

Q障害の原因は「席故」によるもの2 4.6%、「疾病」によるもの63.8%。

身体障害者のM密の原因をみると表12のとおり、「事故」忙よるものが24.6%、「疾病」によ 

るものが63.8%、原因が「不眸」のものは11.6%となって出足。「期故」のうちでもっとも多い 

ものは「労働災害」によるものであり、「疾病」のうちでは「感染症」、「申毅性疾患」以外©「そ 

の他の疾患」となっている。これを前回調査時と比ぺると「事故」、「疾病」の割合にほとんど差 

は熬められないが、対前回増加割合でみると「胡故」では「交通事故J、「労働災害」によるもの 

の増加制合が高く、また「侯病」では「感染症Jが減少する一方、「伍生時の損傷•その他」が裔 

S増加割合を示している。

障害の極類別に障害の原因をみると衣13のとおりである。各障害の稲類を通じて「その他の疾 

BJがもっとも多いが、肢体不自由者では「労働災售」を疔じめとする「协故」廬よるものが、他 

の障害渚より多いことが目立つ〇

っぎ0て隔審が何歳に発生したかを、障害の原因別にみ上う。表14忆示すように、3淡芒での乳 

幼児期は「感染症」及び「出生時の損傷」が、13~3 9就では「交通班故J及び「労働冀窖」が、 

4 〇歳以上では「その他の疾患」がそれぞれ他の原因に比較して多S。・だ、障售の私類別に砸罟 

の発生時期をみると表15のとおり、祝党障害者及び聴覚障雷者は12箴以下の乳幼児期及び少年 

期忙、肢体不自由渚は18歳〜6 4探の潸・壮年期に、内部趣害者は40歳以降の壮年期に発生し 

た割合が离い。

*-3 6**



表12 身体瞳害の康因别にみた身体陳害者数

注1)昭和5 5年の稠査の「その他」には先天性障害を含む。

锡害の原因
携 計 数 構成 削合

昭和5 5年 昭和4 5年
対前回 

増加創合 昭和5 5牟 昭和4 3年

千人 千人 % % %

総 数 1,9 7 7 1,3 1 4 1 5 0. 5 1 0 0. 0 ! 〇 0.0

認 故 4 8 6 3 5 0 1 3 8.9 2 4.6 2 6.6

交通事故 a 2 5 8 1 5 & 6 4.7 4.4
労働災害 1 7 7 11 7 1 5 1.3 9.0 8.9

その他の寧故 11 9 1 〇 〇 11 9.0 fi.O 7.6

戦傷病•戦災 9 7 7 5 1 2 9. 3 4.9 5.7

疾 病 1.2 6 1 8 5 3 1 4 7. 8 6 3.8 6 4.9

感 染 症 6 1 15 0 6 0.7 4.6 11-4

中曙性疾患 8 7 11 4. 3 0.4 0.5

その他の涙患 8 4 1 S 8 3 1 4 4.3 4 2.5 4 4.4

出生時の摘傷 7 〇 3. 5
113 • 2 « 5.C & 6

その他1) 2 5 2 1 2.8

不 膵 2 3 0 111 2 0 7.2 11.6 8.5
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表13 障雷の種類別にみた傷害の原因別構成割合

(%)

傷害の原因 総数 視觉障害 聰覚障害 肢体不自由 内部障害
〔別掲） 

重祓障害

総 数 10 0.0 10 0.0 1 0 0.0 10 0.0 10 0.0 10 0.0

區 故 24.6 1 4.5 11.3 3 6.1 4.8 1 0.7
交通泉故 4.7 1.4 1.3, 7.4 一 3.8
労働災害 9.0 41 2.9 1 3.8 2.7 3,0
その他の事故 6.0 5.5 2.9 8.5 0.5 2.1
戦歸.戦災 4.9 3.5 4.3 6.5 1.7 1.8

疾 病 6 3.8 6 8.6 6 5.0 5 9.0 7 4.2 7 3.4
感染定 4.6 3.0 3.0 5.1 7.0 4.4
中毒性疾患 0.4 0.5 1.0 0.2 0.9
その他の拱患 4 2.5 4 5.7 3 33 4 22 4 9.0 4 7.9
吕生時の損憊 3.5 3-5 5.4 3.4 1.9 3.3
その 他 12.8 1 6.0 2 2.3 8.2 1 6.2 1 6.S

不 詳 11.6 16.9 23.8 4.8 2 L0 16.0

a14 障害の原因別にみた障害の発生時の年鶴階級別分布

（%）
障窖の原因 総数 〇~3歳 ! 4~1 2 1 3~17 18~39 d 0 ~ 6 4 65以上!不詳

魏 数 10 0.0 12.4 7.2 3.2 2 3.2 3 3.9 14.7 5.5

事 故 10 0.0 3.9 5.0 44 4 91 31.0 5.2 1.2

交通厚故 10 0.0 1.0 4.8 5.8 3 5.1 4 4.2 8.7 0.5
労働災窖 10 0.0 — - 5.8 5 1.6 3 &3 2.5 1.8
その他の頸故 1 0 0.0 14.9 1 5.6 5.6 227 2 9.0 10.4 1.9

戦傷病・戦災 1000 0.5 14 9 0.4 7.3 0.5 一

疾 病 1 0 0.0 1 5.2 8.0 2.8 1 4.7 3 4.8 1 7.7 6.8
感-染症 10 0.0 3 3.5 1 6.5 3.9 2 2.8 17.5 1.9 3.9
中毒性疾虑 10 0.0 一 2 3.5 一 3 5.3 3 5.3 5.9 —

その他の浜恵 1 〇 0.¢ 7.9 7.5 2.9 1 5.0 4 0.2 2 0.6 4.7

出生琲の損锄 10 0.0 8 0.3 7.S 0.6 0.6 1.9 — S.9
そ の 他 1 〇 0.0 1 7.8 6.7 2.1 ]2.5 3 2.0 19.5 9.5

不 薛 1 0 0.0 12.4 6.9 3.5 1 2.7 34.9 1 7.2 12.4
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表15 障害の種類別にみた隱害の発生時の年齢階級別分布

(%)

障害の種類 総数 〇~3歳 4~1 2 13-17 1 8 〜3 9 4 0~6 4 j 6 5以上!不詳

総 数 1 0 0.0 1 2.4 7.2 3.2 2 3.2 3 3.9 1 4.7 5.5

視覚障害 1 0 0.0 1 2.4 11.1 4.1 1 9.4 3 0.4 1 5.5 7.3

聴覚障害 10 0.0 1 7.5 9.5 1.8 1 4.1 2 &3 1 9.4 9.4

肢体不色由 10 0.0 12.7 6.3 3.5 2 7.0 3 3.7 1 3.4 3.5

内部障害 1 0 0.0 2.7 2.7 2.7 2 2.3 4 9.8 1 26 7.2

(5)障害の原因となった疾病

□障害の原因となった疾病は、視覚障害者ては「網脈絡臓•視神経系疾患」力5、内部障害者 

では、「心臓疾患」力漓い割合。

身体障害の原因を疾病别にみると表16に示すとお》、全はでは「脳血管障害」、「骨関節疾患」 

及び「網跟絡膜•視神経系疾患」が多くみられるが、これを時害の種類別にみると視覚障害者では 

f網脈絡膜♦視神経系疾患」が3 3.9 %、聰覚障害者は「中耳性、内耳性疾患」が4 7.2 %、疲体不自 

由者は「脳山僧疾患」が19.0%、内部障害者では「心鹿疾患」^5 3.8%と高い割合を示している。

疾病別に前回調査時と比較すると表17のとおり、.肢体不自由者の障害の原因である「肯霜筋疾 

虽」が3.1倍、「脊馳損傷」が2. 2倍、「網脈絡膜•視神軽系疾患」が1.8倍と、他め疾患に比べ禹

増加割合を示している。
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表17 疾病別身体岡雷者数の推移

疾 病 名

MWI -視彳停疾患 

その他の疾患

総 数

脳 性 マ ヒ

脊 髓性 小 児マ ヒ

脊 損 傷

行性 筋 萎縮 症

脳 血 管 瞰 窖

件 関 節 疾 患

リ ウマ 于 性疾 患

中 耳 性 疾 患

内 耳 性 疾

角 膜 疾 思

水 晶 体 疾 息

推 あ 敬 構成 割合

昭和5 5年 昭和4 5年 対前回 

増加割合
昭和弓5年 呛和4 5年

千人 千人 % % %
1,9 7 7 1.3 1 4 1 5 0.5 10 0.0 1 0 0.0

59 49 1 2 CA 3.0 3.7
53 39 1 3 5.9 2.7 3.0
66 30 2 20.0 3.3 2.3

5 5 1 0 0.0 0.3 0.4
227 172 I 3 20 115 1 3.1
1 84 59 3 11.9 9.3 4.5

9 2 69 1 3 3.3 47 5.3
72 67 1 07.5 3.7 5.1
82 70 I 17.1 4.1 5.3
7 4 48 1 54.2 3.7 3.6
65 63 1 03.2 3.3 4.8

1!粗 67 1 7 6.1 5.S 5.1
880 576 1 52.8 4 4.5 4 3.8
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⑹ 身体障害者手帳の所持の状況

□ 手帳の所持者は1,433,000人、全身体障害者の725%、視覚障害者、肢体不自由者の手 

帳を所持している割合が高い。

身体障害者福祉压にもとづく身体障害者手帳の交付を受けて所持している者は、表】8のように

1,4 33,0 00人、全身体障害者の?2.5 %で、所持していないものは5 4 4.0 0 〇人、2 7.5 %である。 

障害の和瀕别に手帳の所持しているものの割合をみると、視覚障害者7 7.0 %、聴覚障害者7 0.5 % 

肢体不自由者7 8. 〇%、内部障害者3 6.3%、垂複睡害者5 5.6 %で、視覚障害者及び肢体不自由者 

の手帳の所持している別合が高い。

身体障害者手帳を所持している割合を趣の穩類別に4 5年調査時と比較してみると、図4のと 

おりである。全体では4 5年の57.9 %から7 2.5%と大幅に增加しており、各障害の租類を通じて 

所持している割合が高くなっていることが認められる。

つぎに障害の程腹及び、障害の原因となった疾病別にみると、表19及び表2 0のとおりである。 

障害の程度では1-2級の;1度障害者は,8 0 %以上の所持劃合となっており、疾病別には「脳性マ 

ヒ」、「脊髓性小児マヒ」及び「進行性筋萎縮症」は9 〇 %以上が手帳を所持し离い割合となって 

いる〇

表18 障害の種類別にみた身体障害者手帳の所持の状況

障害の種類
推 計 数 構成割合

総数
手帳を持 
っている

手帳を持
って1、ない

総数
手帳を持 
っている

手帳を持 
っていない

sfA 千人 千人 も ま %
総 数 1,9 7 7 1.4 3 3 544 10 0.0 7 2.5 2 7.5

視觉障害 336 259 77 10 0.0 7 7.0 2 3.0

聴覚障害 317 224 94 10 0.0 7 0.5 2 9.5

肢体不自由 1,12 7 880 247 10 0.0 7 8.0 2 2.0
上肢切断 73 69 4 10 0.0 9 3.9 5.1
上肢機能陳害 334 259 75 10 0.0 7 7,5 2 2.5
下肢切断 48 45 3 10 0.0 9 3.6 6.4
下肢機能障害 480 371 109 10 0.0 7 7.4 2 2.6
体幹機能障窖 1 9 1 135 56 10 0.0 7 0.7 2 9.3

内部障害 197 71 126 10 0.0 3 6.3 6 3.7
心臓機能障害 115 34 82 1 0 0.0 2 9.2 7 0.8
呼吸器機能隨害 47 20 27 10 0.0 41.5 58.5
じん朦機能隨害 35 18 1 6 10 0.0 5 2.5 4 7.4

（再掲）重複障害 150 83 67 10 0.0 5 5.6 44.4
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図4 障害の種類別にみた身体障害者手帳の所持の 

割合の前回調査との比較
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表!9 障害の程度別にみた身体障害者手帳の所持の状況

(%)

障害の程度 総 数
手帳を持つ

ている

手帳を持つ

ていない

総 数 10 0.0 7 2.5 2 7.5

!級 10 0.0 8 2.0 1 8.0

2級 100.0 8 6,8 1 3.2

3級 10 0.0 7 5.1 2 4.9

4級 1 0 0.0 7 0.5 2 9.5

5級 10 0.0 7 5.6 2 44

6級 10 0.0 0 5.7 3 4.3

不明 1 0 0.0 2.2 9 7.8



表2。疾病の程度別にみた身体障害者手帳の所持の状況（幻

疾 病 名 総数 手皈を持っている 手帳を持っていない

総 数 1 0 0.0 7 2.5 2 7.5
脳 性 マ ヒ ! 〇 0,0 9 5. 5 4<5
脊髄性小児マ匕 1 〇 0.0 9 4.2 6.8
脊 髄 損 翁 1 〇 0.0 8 8.5 115
進行 性 筋萎縮症 1 〇 0.0 9 1.7 8.3
脳血管障害 ! 〇 0.0 6 5. 6 3 4.4
骨 関 節 疾 患 1 〇 0.0 7 9.8 2 C.2
リウマア' 性疾患 1 0 0.0 5 9.1 4 0.9
中 耳 性 疾 患 1 〇 0.0 7 9.8 2 0.2
内 耳 性 疾 患 ! 〇 0.0 7 1.7 2 8.3
角 膜 疾 患 1 0 0.0 8 0.7 1 9.3
水 晶 体 侯 患 1 00.0 5 9. 5 4 0.4
網脈絡膜、視神経系疾患 1 0 0.0 8 5. 2 1 4.8
じ ん 臟•疾 憑 1 0 0.0 5 4.3 4 5.2
心 朦 疾 患 1 0 0.0 3 0.3 6 9.7
呼 吸 器 疾 恵 1 0 0.0 6 0.8 3 9.2
その他の疾患 1 〇 0.0 7 8.3 2 1.7
不 明 1 0 0.0 6 4. 2 3 5.8

（7）治療•機能回復訓練または職業訓練の受療・受講の状況

□ 身体障害者の55.3 %が何らかの治療・訓練を受け、殊に内部障害者、肢体不自由者に受療 

・受購者が多い。

今までに障害の治療や機能回復駅練あるいは跌菜斟I練などを医療機関や社会福祉髓殷、犠蕖輒練 

校で受けたことがあるかどうかを、障害の軽類及び障害の程度別にみると図5のとお・である。身 

体障害者の55.3%は何らかの治療•訓竦を受けてキT、障害の種類別にみると内部障害者、肢依不 

自由者の割合が高く、聴覚障害者は44.35&と低い。障害の程度別にみると、重度陣害者ほど治療• 

訓練を受けた者が多〈、1級では64.0%となっている。

つぎに、どの上う衣機関で治療や訓練を受けたかをみると、表21及び表22のとお^で、全体で 

は49.8%と身体障害者の半数が「丟療機関」で、「社会福祉掘設」は2.8 %、「戦親懈校」は1.6 

%に過ぎない。これを障害の種類別にみると、肢体不自由者は「社会福祉施設」を、視覚障害者で 

は「戦篥訓練校（失明者更生硒設、盲学咬などを含む）」を利用している割合が他の障害者に比べ 

て高いととがみとめられ、陣害の程度別では2級の障害者の「社会福址施設」の利用度がもっとも 

高いことがわかる。
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図5 讎冒の種類及び障胄の程度別にみた治療•機能回復訓練 

又は醴離釧練を受けたことのある容の劇合

〔障きの稲類別〕 〔障害の程度別〕
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表21 障害の種類別にみた治療•機能回復訓練又は

職業訓練をうけた機関の割合（重複回答）

（幻

障窖の 種類
治療•機能回復訓練などを受けた機関

医療機関 社会福祉施設 職業訓練校 そ の 他

総 数 4 9.8 2.8 1.6 3.7

視覚 障害 4 6.8 2.2 3.3 3.7

聴觉 障 害 3 9. 6 2.0 0.7 3.2

肢体不 自由 5 2.0 3.5 1.6 4.3

内部 障害 5 8.3 0.5 0.2 0.3

裘2 2 障害の程度別にみた治療・機能回復訓練又は

職業訓練をうけた機関の割合（重複回答）

障害の程度

総

1

2

3

4

5

6

不

級

級 

級 

級 

級 

明

治療・機能回復訓練などを受けた機関

医援機関 社会褐蚩貓設 戦策訓練狡 そ の他

4 9.8 2.8 1.6 3.7

5 3.7 3.9 3.0 5. 4

5 0.6 5.8 2.8 5.1

4 9.9 2.9 1.4 3.4

4 &0 2.0 0.7 2.1

4 7.1 1.7 0.5 4.2

4 5.2 0.4 0.4 2.0

5 9. 6 一 0.4 Z6
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2.身体障害者・の日常生活 

（1）身体障害者の世帯

龍

身体陥害者の日常生活を観察するにあたって、まず、日常生活を営む生活Q基本的な単位であ 

る家族との関係を、身体障害者がどのような世带に属しているかでみよう。

1）世帯人員

□ 身体障害者の世帯の平均世帯人員は5.8 ?人て一般世帯の3.30入に比べ世帯規摸が大きく、 

とくに聴覚障害者の世帯は4.0？人ともっとも多い〇

身体障害者の世帯規模を也滞人員別構成でみると表2 3のとお如 全体では2人の世帯がもっとも 

多く 21.9 %であるが、3〜£人の世帯も全国の世带人員別構成に比べてかなり高い割合で分布し 

て、その平均世帯人員は3.8 ?人であ!?、全国の一般世帯の3.3 0人に比べ身体障害者の世帯規模 

が大きいことを示している。

障害の種類别にみると、平均世帯人員のもっとも多いのは聴覚障害者の4.0 7人で、もっとも低 

いのは内部障害者の3. 61人であるが、世帶人員別構成剖合でみると、視覚障害者の「I人世带」の 

10.7%、内部障害者の「2人世带」の2 8. 6 %が他の障害者に比べ多くみられるのが注目される。

表23 障害の種類別にみた世帯人員別構成割合と

1世帯あたり平均世带人員

障害の種類 総数 !人 2 人 3人 4 人 5 人 € 人 7人~
帝
世
員 

世
均
人 

1

平
帯

総 数 10 0.0% 7.4% 21,9% 17.7 % 17.3 衣 13,8% 12尹 9.2% 3.8 7 人

視覚障害 10 0.0 10.7 19.2 19.7 15.2 14.5 11.8 9.0 3.7 8

聴覚障害 1 0 0.0 7.3 2 2J 10.9 18.6 15.4 13.7 1 2.0 4.07

肢体不自由 10 0.0 6.2 21.6 1 8.9 182 13.5 1 2E 8.9 3.88

内部障害 1 0 0.0 8.3 2 8.6 1 8.0 13.3 11.9 12.6 7.2 3.61
全邵） 1 0 0.0 1 8.3 15.2 1 7.6 2 &2 1 23 6.4 2.9 3.3 0

&1）:厚生备「厚生行政基礎調査（昭和5 4年）」



2）世帯員搆成による各種類型別世帯

□ 単独世帯は7.4知、核家族世帶は46.4%.三世代世帯は32.6%で、全国の一般世帯に比 

べて三世代世帯の割合が身体障害者の世帯は2倍。

世带構造別分布を障善の種類及び障害の程度別にみると表2 4、表2 5のとお少である。夫姻の 

みか夫婦とその子からなる核家族世带は4 6.4%、三世代世帯は3 2.6%、その他の世帝は13.6 

%であり、全国の一般世带に比べ親•子•孫が同居する三世代世帯の割合が高い。これを障害の種 

類別にみると、聴覚障害者の三世代世帯の3 9.0趴 内部障害者の夫婦のみの世帯の2 4.3 %が目 

立つ。なお、、障害の程度別にみると、各扱ともほほ同様な分布を示している。

表2 4 障害の種類別にみた身体障害者のいる世帯の世帯 

構造別世带数の構成割合 

世 帯 構 造 総 数 視覚璋害 聴覚障害 肢体不自由 内筍障害 全国门

総 数 1 〇 G.0 1 〇 0.0 ! 〇 0.0 1 C 0.0 1 〇 0.0 1 〇 0.0

単 独 世 带 7.4 1 0.7 7.3 6.2 &3 1 &3

核家族世带 4 6.4 3 8.7 3 &5 4 9.7 5 3.6 6 0.1

夫婦のみの世帯 1 7.8 1 5.2 1 6.9 1 7.7 2 4.3 1 2.4

彌 と未婚の子のみの世帯 2 4.9 2 0.5 1 8.2 2 8.0 2 5.5 4 3.3

片菽と未婚の子のみの世幣 3.7 3.0 3.4 .4.1 3.8 4.4

三世代世 带 3 2.6 3 3.3 3 9.0 3 1.2 2 3.8 1

その他の世帝 1 3.6 1 7.3 1 5.2 1 2.9 9.2 5.5

注1）:厚主省「厚生行政基礎調査（昭和5 4宅J
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表2 5障害の程度別にみた身体障害者のいる世帯の世帯搆造別世帯

数の搆成割合 5

□ 高齢者世帶は12.6%。常覇者世帯は36.6%と全国の一般世帯より少なく、自営菜者世帯 

（17.7% ）、疑納世帯（：24.5%）は全国一般せ帯より多い。

世带頰型別に身体障害者の世带をみると羨2 6のと於り、男6 5歳以上と女6 〇歳以上者のみで 

構成するか、またはこれに18廳未満の子が加わった世带、いわゆる离締者世帑は身体障習者のい 

る世蒂全体の12.6 %であり、障窖の频類別にみると肢体不自由者（10.4わ 以外の障害者は15 

%前後が窩齢者世帯でもる。

つぎ忆、世帯樂態別にみると表2 7のように、身体障害者の世带のうち常翘者の世带3 6.6%で、 

一般世帯の剖合・より少く、自送者世带（17,7 %）、農耕世帯（2 4,5 %）は一殷世帯より大きな 

割合を示している。
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表2 6 障害の種類別にみた身体障害者のいる世帯の世帯類型 

別世帯数の構成割合

注!）:厚生省「厚生行政基礎調査 、（昭和5 4年）」

世帯類型 総 数 視覚障害 聴覚障害 肢体不自由 内邹障害 全国"

総 数 1 0 0.0 1 〇 0.0 ! 〇 0.0 1 0 0.0 ! 〇 0.0 1 0 0.0

高齢者世帯 1 2.S 1 4.9 1 5. 9 1 0.4 1 5.8 6.5

母子世帯 0.2 0.3 一 0.2 0.7 1.3

父子世帯 0.2 0.1 一 0.2 0.2 D.2

その他の世帯 8 7.1 8 4.7 8 4.1 8 9.3 8 3.3 9 2.0

表2 7 障害の種類別にみた身体障害者のいる世帯の世帯業態別 

世帯数の構成割合

注!）:厚生省「厚生行政基礎調査（昭和5 4年）」

世 帯 萊 態 総 数 視覚障害 聴覚障害 肢体不自由 内部璋害 全国门

総 数 ! 〇 0.0 1 〇 0.0 1 〇 0.0 1 〇 0.0 1 〇 0.0 1 〇 0.0

屣 用 者 世 带 3 9.5 3 7.3 3 4.1 4 1.8 3 S.0 6 3.5

常雇者 世 带 3 6.6 3 4.6 3 1.6 3 &5 3 7.2 6 1.0

会社・団体等の役員の世蒂 1.8 1.5 1.5 2.0 1.6 2.3

一般:常矗者世帯 3 4.8 3 3.2 3 C.1 3 6.6 3 5.6 5 8.7

殛用者規模 30人未満 11.7 1 2.4 1 0.3 11.8 11.5 1 5.1

h 3〇〜999人 1 3.6 1 3.2 1 2.7 1 4.3 11.9 2 1.3

X1000心官公庁 9.0 7.5 7.0 1 0.4 1 2.2 2 2.3

臨時屣用者世带 1.2 0.9 1.1 1.3 0.9 1.3

日雇屈用者せ带 1.7 L7 1.4 1.9 0.9 1.2

自営業者世帯 1 7.7 2 1.3 1 6.2 1 7.2 1 6.4 1 5.9

農 耕 世 帯 2 4.5 2 0.9 3 0.6 2 4.8 1 9.1 1 0.1

専 業 世 帯 7.8 7.3 1 0.2 7.6 5.9 3.0

兼 藥 世 帯 1 6.7 1 3.6 2 0.4 1 7.2 1 3.3 7.1

その他の世帯 1 &3 2 0.6 1 9.0 1 6.2 2 5.5 1 0.5
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3）世帑主からみた続柄

□ 世帯主は51.6%'父毎18.7%、配偶老J7.4%の順に多く、長子は4.2%、その他の子

[*3.0 %。

世带内での身体障害者の地位を世带主との続柄別にみると、表28のと扛りである。世帶主であ 

るものは51.6 %と全身体障害者の半数であち、世带主。父讶は18.7 £、配偶者は17. 4 %、 

長子など子はあわせて7.7%である。これを璋害の鏈類別にみると、視覚障害者及び總党障害者の 

2 5¢と匕は父毋であり、また、肢体不自由者及び内部漳害者の5 3 %〜5 5伤が世帶主である 

ことがわかる.

表28障害の種類別にみた身体障害者の統柄別構成割合

世帝王からみた続柄 ㈱ 数 祝党陣咨 聴覚障害 肢休不自由 内部障害

総 数 し 〇 0.0 1 0 0.0 1 0 0. 0 1 0 0.0 1 〇 0.0

世 带 主 5 1.6 4 6.5 4 6. 3 5 4.5 5 2.5

配・偶 者 1 7.4 1 8.4 1 4.4 1 6. 6 2 4.5

畏 子: 4.2 2.0 4.1 5.1 2.5

畏子以外の子 3.0 1.7 4.2 3.0 3.2

子の配偶者 0.5 0.4 0.3 0.6 0.9

孫 0.2 0.1 1一 0.2 0.2

父 盘 1 8.7 2 5. 3 2 5. 3 1 5.6 1 4.4

祖 父 母 0.3 0.8 0.1 0.3 一

兄昭•姉妹 2.8 3.0 3.1 2.9 1.1

その他の観族 1.2 1.5 2.1 0.9 0.5

そ。 他 0.2 0.1 0.1 0.3 0.2

4）配偶の状況

□ 配偶者のいる身体障害者は65,8%、未 ^11-6%、死別•難別などは22-6%〇 4 〇战 

未満の氏体障害者の「右配偶」の割合が低い:，

身体障害者の配偶の状況をみると表2 9及び因6のとお、り、「有配偶」は6 5.8$、「未婚」は

L 2.6%、、死別・驢别など〇「その他」（（12 2.6 である.これを昭和5 .0年の国勢調査による国 

民仝体の配偶の秋况と比べてみると、身体障害者の「その他」が岛い割合となって护り、年齢階級
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別にみると4 〇歳未瀝での「有配偶」の割合が低い。

表2 9 年齢隔級別にみた身体障害者の配偶状況

配偶の状況 総・数18~29歳 3Q~39 4〇〜49 50~59 6〇〜69 70歳以上

10 0.0 
(1 0 0.0 )

10 0.0 1 0 0.0 1 0 0.0 
(100.0) < 10 0.0 )(1 00.0 ]

1 0 0.0 10 0.0 
(! 〇 0.0 )(1C 0 0 )

1 0 0D
(10 0・〇)

4
 77.&

1
 3
 

/Is 
X?

8
 55.1.

6
 7 7 8.4 7 8.6 7 5.3

(9 0.8 ) ( 8 4.5〉 ( 7 1.1)
51.5
4 42 )

(
11.6
2 3.1) (

8 0.7
6 0.7 ) (

3 7.4
8.5 ) (

12.9
4.0 )(

9.0
2.5 ) (

3.7
1.5 ) (

1.7
1.3 )

(
2 2.6

5.4 ) (
1.8
0.6 ) (

2.6
23 ) (

8.7
5.2)(

123
13.0 ) (

21.0
2 7.4 ) (

4 6.7
5 4.5 )

注:（）内は総理府統計局昭和50年国勢調査の全国の配偶の状況。

匱6 年齢階級別にみた配偶の状況別構成割合（％）

〔有配偶〕 〔無配偶〕

未婚その他

100.0

身体昨者一 

全 国亠］

歳｝

-49 >>
«•«»•«»• ・・・・・ ・•*■•

数

有 配 偶

Q

.2 

〇 9
6
 8

未

そ の 他

1■ユよ

注:全国は総理府統計局「昭和5 〇年国勢調査」
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□ 視党璋害者の「有配側」\［殺の更度障售者のI有配偶」の割合が低い。

障害の稲類及び障害の程睦別に配偶の状況をみると、表3 〇、表3 2のと・、リでちる。视党陣害 

谱は「有配偶」の割合が5 8,3 0ともっとも低く、死別•離婚衣どの「その他」が3 2.9 %と％ 

に及んで診り注目される。また、障害の程寢别にみると、1級の「有配偶」の釧合は5 8.7 %で、 

雌に衣るほどとの剑合は高くなっているa



5）身体障害者とその世帯の所得税及び市町村民税の課税状況

□ 身体障害者のいる世帯の23.9%が市町村民視、所得税とお非課税〇身体障害者本人の課税

状況では、市町村民税は67.1%、所得税は77.5%ヵち需税〇

身体障害者のいる世帯の課税状況をみると、表3 2のとお》、市町村民税が非課税の世帯は24.6 

%、均等割のみ課税されている世帝は13.7另、所得割を課視されている世帯が5 6.6%であか、 

一方、所得税をみると非課税の世帝は4 2.1%、課税されている世帶は5 2.3 %である。両税の課 

税状況の組み合せでみると、両税とも非謀税の世帶は2 3.9 %、課税されている世帝は51.4あで 

ある。とれを全国の一般世带と比較すると図7のように、身体障害者世带の非課税世帯は一般世 

帯に比べて市跨衬民規、所得税ともその劃合は約25倍となっている。

つぎに身体障害者本人の課税状況をみると表33のとおりである。市町村民税が非課税Qものは 

6 7.1$、所得税は7 7.5%であるが,これを萍害の裡類別にみると視覚障害者及び聴覚障害者は 

両税とも非課税のものが多い.

表3 2身体障害者のいる世帯の所得税及び市町村艮税の課税谿

市町村民税

総 数

非 綵 税

’均 等劃 のみ

税'
'所 得 刪

無 回 答

所 得 税

総 数 非d!税 課 税 :無回答

! 〇 0.0 4 2.1 5 2.3 5.7

2 4.6 2 3.9 0.2 0.5

1 3.7 1 1.4 1.7 0.6

5 6. 6 6.5 4 9.7 0.4

5. 2 0.3 0.7 4.1
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図7 市町村民税・所得税の課税状況の身体障害者

のいる世带と­ 憑世帶との比較

a 市町村民税

b 所得税

（非録税） （課税）

注D:身体障害者のいる世帝は「無回备」を除いた割合である.したがって表3 2とは一致しない。

2）： 一般世带は粵生省「昭邓5 5年国民生活臾態調査」
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6）生活保護の受給状況

□ 生活保護を受けている身体障害者は98,000人、身体障害者20人に1人が受給し、全国 

保護率の4倍^。

生活保護法による扶助を受けている身体障害者は9 8, 000人でありヽ1,000人に对する受給率 

（保護率）は49.4人で、全国の保護率12.3%。と比べて約4倍の保護率となっている。保護率を障 

害の種類別にみると表3 4のように、視覚障害者が8 3.7%ともっとも高〈内部障害者が6 0.4 %5 

とつづいて高い保護率を示している。障害の程度^にみると表3 5015^1-2級の重变璋害者 

ではそれぞれ6 0%aであ!?、また、年齢階級別にみると表3 6に示すよう紇4 0歳代での保護率が 

6 4.7%ともっとも高く'これらの身体障害老の生活の耀持が困難であることを示している。

表3 4障害の種類別にみた被保護者数と保護率

身 体 章 害 者
全国"

・総 数 視覚障害 聡覚障害 肢体不自由 内部障害 （W 
霓複障害

推計数（千人） 9 8 2 4 11 4 〇 11 11 1,4 3 3

保護率（も） 4 9.4 8 3.7 3 8.0 3 7.6 6 0.4 7 4.0 1 2.3

注D:厚生省「厚生省報告例（社会福祉関係）5 5年2月」

表3 5 障害の程度別にみた被保護者数と保護率

総数 !級 2級 3級 4級 5級 6級 不 明

推計数仟人） 9 8 1 8 2 2 1 5 1 4 ! 〇 11 8

保護率（%〇） 4 9.4 6 0.5 3 1.3 4 3.5 3 7.2 4 0.1 4 3.6 7 8.9

表3 6 年齢階級別にみた被保護者数と保護率

総数 18〜2 9歳 3〇〜39 4〇〜49 5〇〜59 6〇〜64 6 5~6 9 70〜

推計数
（千人） 9 8 1 4 17 2 4 1 3 1 2 2 6

保餒率
（%〇）

4 9.4 1 3.8 3 2.8 6 4.7 5 7.4 5 3. 5 4 4.6 4 6.9
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¢2）住宅の所有状況と改造の希望

1）住宅の種類別所有伏況

□ 「持ち家」に居住している身体障害者は80.4%、「借家」は17.4%、借家のうち「公營 

伎宅」は4.5%て、全国の一般世帯に比ペ「持ち家」の割合が高い。

身体障害者が現在启住している性宅忙ついて、住宅の種類別にみると医8及び表3 7のとも、©で 

ある。全体では「持も家」が8 0.4 %、「僭家」が17.4 %で、借家のうち『公営住宅」が4.5ま、 

『民営住宅」が11.3 などとなっており、これを昭和5 3年住宅統計調査の結果と比較してみる 

と身体障害者では「持ち家」の割合加一骰世帚よ!）高く、したがって『借家」の各住宅の割合がい 

ずれも低くなっている。

障害の種類別にみると、穗覚障害者及び肢体不自由者の「持ち家」の割合が高く、8 0%を超え 

てお“ゝ内筍障害者の「公營住宅」が7.7 %と高い割合を示しているが注且される。

図8 住宅の種類別構成割合の仝国との比較

給与住宅（5）

公馆住宅,公址，公団住宅
* （5.0¢）

””.「はヱ^^し、その他（22%）

注】）金国は総雄府「昭和5 3年住宅統計關査」°

— 56 —



表3ア障害の種類別にみた住宅の瓊類別住宅の状況 ⑹

障害の種類 縉数 持ち家

借 家

その他 無回答
総数

公営

住宅

趨

 

怎

公

住

給与 

住宅

民営 

借家

総 数 10 0.0 8 0.4 17.4 4.5 0.5 1.1 11.3 1.6 0.6

視覚障害 10 0.0 7 7.9 192 3.8 0.3 0.5 14.5 2.1 0.8

聴覚障害 10 0.0 8 5.7 11.7 3.8 0.1 0.7 7.1 1.7 0.8

肢体不自由 1 0 0.0 8 0.7 173 4.3 0.6 1.3 11.1 1.4 〇,€

内部障害 1 〇 0.0 7 3.6 2 3.9 7.7 *■1.1 1.6 1 3.5 2.3 0.2

2）住宅の改造の希望

□ 改造を希望している全身体障害者は4「1%、肢体不自由者が47.6%ともっとお多く、1・ 

2級の重度障害老の半数が改造を希望。

身体障害者が日常生活を営むうえで困難をきたさないように住みやすく家屋内を改造することを 

希望している者は4 3.1%であるコこれを障害の種類別にみると図9のように、腹体不自由者が

4 7. 6%ともっとも多く、とくに下肢切断・下肢機能障害者と体幹機能障害者がそれぞれ4 9.7 %、

5 0.9 %と鬲い劃合を示している。

また、障害の程度別にみると図10のとおり、1-2級の重度障害者のほぽ半数が改造を希望し 

ている。
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図9 障害の種類別にみた住宅の改造を希望する 

身体障害者の割合

総 数隠橡殺勲〇1

視"窖鹽遞緡無鏡滋辎 

聰"破隊貓磁綾 

肢体不自由瞬薇遍総総総斜 

瞬爲际紐曲細

,可amoBMお細 

体和能障害睡如沁核麴 

内部障害隠総他沁!

（梯〉碗御緣激曲総OM

図1〇 嶂害の程度別にみた住宅の改造を希望する

身体障害者の割合

书隠遨濺琢総総細 

2級核畑妙核核翩 

彳級 mUES3Si 

缎幽緞報蹈癖闕

5极 曉:酬:題:翅4 23乳:磁:ぼ;矗 

6級腹総谿鹼稼 

不明陸総隊违E能綢
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□ 改造を琳望する場所でもっとも多いのは「hイレ」で52,8%、ついで「風吕」47.4%、

「居室」26.4%など。

改造を帑望する身体障害者のみについて、改造を希望する場所をみると、表3 8のとネヽりである。 

全体では、「トイレ」が5 2.« %のものが希望して抄»もっとも多く、ついで『風呂」が4 7.4 %ゝ

「居室」2 6.4%、「台所」2 3.1%の順となqている。陣害の樫類別忆みると、肢体不自由者の 

なかでも、下肢切断・下肢機能障害者と害者の「トイレ」の改是がそれぞれ61.4 %、6 3.6 

%と希望が強いこと、また、聴党障審ぎの!・居室」の改造の希望が他の障害者に比べ高い割合を 

示していることが注目されよう。

つぎに障害の程慶別にみると表39のように主として居室内で生活を余儀なくされている1• 2 

級の靈度障害者は「居室」の改造を希望する劃舍が高くそれぞれ3 3.9 %、2 8,4 %孑られ、3 • 

4 - 5級の中庭障害者では、「トイレ」、「風呂」、「台所」、「階段」など日常生活上必要な屋 

内の場所の改造を希望する割合が离くなっているC

・表3 8 障害の種類別にみた改造場所別の改造希望者の割合

（改造希望者総数を120とした割合） 斶 

障害の種類

能 数

視 党 障 害

聴 党 障 害

肢体不 自 由

上肢切断・上肢機能障害 

下肢切断•下肢機能障鲁 

体幹機能障害

内 部 障 害

（再勒霾複障罟

改 造を 卷望す る暢 所

玄関 贏呂 トイレ 台所 廊下 ®段 居室 その他

1 4.0 4 7.4 5 2.8 2 3.1 4.7 118 2 6.4 9.6

1 5.8 4 1.4 5 1.6 2 6.6 4.3 1 2.2 2 7.6 1 3.2

1 &O 3 9.6 3 &6 2 9.0 3.9 4.7 3 3.3 1 4.5

1 3.2 5 0.6 5 6.3 1 9.9 4.9 1 3.3 2 4.4 8.2

i 1.8 5 0.4 S 1.4 2 1.7 6.8 11.6 2 7.2 7.8

1 3.2 5 0,1 6 1.4 2 G.9 4.2 1 5.2 2 1.9 8.3

1 5.5 5 2.5 5 1.6 1 4.2 3.2 11.4 2 6.0 8.7

1 0.5 4 6.4 5 1.6 3 2.0 5.2 1 0.5 2 &£ 5.9

1 2.1 5 2.7 6 3.6 1 9.4 3.0 9.1 2 3.6 11.5



表3 9 障害の種度別にみた改造埸所別の改造卷望者の割合

（改造轟望者総数を10 0,0とした割合）

W
改造を希望する埸所

障害の程糜
玄関 風呂 トイレ

稔 数 1 4.0 4 7.4 5 2.8

1 級 1 5.6 4 9.5 4 8.3

2 級 1 4.2 5 0.5 5 53

3 級 1 3.3 4 &g 5 5.2

4 級 1 3.8 4 &1 5 7.5

5 級 1 0.7 4 4.7 5 6.1

6 級 1 9.2 3 6.9 4 2.9

不 明 8.0 4 &9 4 5.5

台所 廊下 階a 居室 その他

2 3.1 4.7 11.8 2 6.4 9.6

1 7.7 5.8 9.2 3 3.9 1 0.7

1 8.0 4.3 11.7 2 &4

2 1.0 3.8 1 3.7 2 3.2 1 0.8

2 5.2 3.2 1 2.9 2 4.0 11.7

2 3.7 6.3 1 3.4 2 2.1 6.7

3 4.5 3.9 & 9 2 6.1 8.4

3 6.4 8.0 1 2.5 2 3.9 4.5
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(3)自動車及び自動車運転免許証の所有状況と免許証取得の希望

1)自動車の所有状況

□ 身体障害者のいる世帯の5仁〇%が自動車を所有、肢体不自由者の世帯では54.5 %ともっ 

とも所有割合が髙く、障害の程度では3・4・5級の中度障窖者の所有割合力:高い。

身体障害者自身または身体障害者の同居家族が自動車を所有している割合は、図11のとおりで 

ある。身体障害者の世带の51.0まと半数が自動車を所有しており、障害の種類別にみると技体不 

自由者がもっとも多く 5 4.5 %、視覚障害者が4 2.0%でもっとも低い。障害の程度別にみると、 

4級が5 9.3%ともっとも多く、ついで5級• 3級の順となっておヽり、中度障害者の世帝で所有割 

合が高くなっている。

図1!障害の種類別及び障害の程度別にみた自動車の所有者の割合

〔障害の種類別〕 〔障害の程度別〕
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2）自動車運転免舒証の所持状:兄と運転免許証の取得の希望

□ 運転免許証の所有者は全身体障害者の16.3%。免許証を持っていない身体障書董のうち、

7・孑％が免許証の取得を希望。

身体障害者の遲転兌許证を所持している割合をみると、表4 0、表41のとふ、»である。身体障 

窖者の16.3 %が遛鞍免許証を所持してお、り、障害の極類別に映ると肢体不自由者が21.3 %、内 

部障害者が19.1%と多く、障害の程度別にみると5級が2 8.6%と他の級に比べて厲い所持の割 

合を■示している〇

っぎ尤、免許証を持っていない身体障害者について、免許証取得の希望があるかどうかをみると、 

持っていない者のうち7.3 %が取得を希望しており、これを障害の稔類別にみると肢体不自由者で 

希望する割合がもっとも离く、障害の程度別にみると4級、5級の身体障害者の免許の取得を希望 

するものが多い.

表4 〇 障害の種類別にみた自動車運転免許証の所有状況と

・免許証取得の希望 （の

障害の穩類 総 数
免許証を 

持っている

免許証を持っていない

無回答
総 数

取 
希
得を 

望
取得を希 
望しない

無回答

総 数 1 〇 0.0 ゝ1 6.3

♦

8 0.9 5.9 7 4.6 64 2.8
(1 〇 0.0) < 7.3) ( 9 2.2) ( 0.4)

視覚障害 ■1 0 0.0 2.8 9 2.9 2.9 8 9.6 0.4 4.4
(1 〇 0.0) ( 3.1) ( 9 陶）.（ 0.4)

聴覚障害 ! 〇 0.0 11.2 8 6.6 5.6 8 0.7 0.3 2.2
• (1 〇 0.0) ( 6.5) ( 9 3.2) ( 0.3)

肢体不自由 1 〇 0.0 2 1.3 7 6.0 7.1 6 8.4 0.4 2.7
(1 〇 0.0) ( 9.4) ( 9 0.1) ( 0.6)

内部障害 1 〇 0.0 1 9.1 7 9,7 5.0 7 4.8 — L1
(1 〇 0.0) ( 6.2) ( 9 3.8) ( -)
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表41障害の程度別にみた自動車運転免許証の所有状況と 

免許証取得の霸望

障害の程度 総 数
免許証を 

持っている

免許証を持 っていない
:M

無回答
総 数

取 
希
得を

望
取得を卷 
望しない

無回答

総 数 ! 〇 0.0 1 6.3 8 0.9 5.9 7 4.6 0.4 2.8
(1 〇 0.0) ( 7.3) ( 9 2.2) ( 0.4)

1 級 1 〇 0.0 6.5 9 0.2 3.6 8 6.1 0,5 3.3
(1 〇 0.0) ( 4.0) C 9 5.5) ( 0.5)

2 叙 ! 〇 0.0 7.5 8 &6 6.1 7 1.1 0.4 3.9
(1 〇 0.0) ( 6.9) ( 9 2.5) ( 0.6)

3 盘 ! 〇 0,0 1 7.1 8 0.8 5.9 7 4.5 0.3 2.1
(1 〇 0.0) ( 7.3) ( 9 2.3) ( 0.3)

4 綠 ! 〇 0.0 2 2.2 7 5.7 7.0 6 8.5 □.1 2.1
(1 〇 0.0) ( 9.23 ( 9 0.6) ( 0.2)

5 憑 1 〇 0.0 2 8.6 6 &? 7.7 6 0.9 0.2 2.7
(1 〇 0.0) ( 11.2) ( 8 8.6) ( 0.2)

6 叙 ! 〇 0.0 1 8.0 7 9.9 5.1 7 4.2 0.5 2.2
(1 〇 0.0) ( 6.4) C 9 3.0) ( 0.7)

不 明 1 〇 0.0 1 4.5 8 2.0 5.7 7 5.4 0.9 3.5
(1 〇 0.0) ( 7.0 ( 9 2.0) ( 1.1)
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（4）就業状況とその収入

1）就業率

□ 就變している身体障窖者は638,000人、就筆率は32.3%。前回調査時（44.1%）より 

就環率が低下。

身休障無者の就萊秋況をみると表4 2のとおり、就菜している者は638,000Aであり、就集率は 

3 2.3 %である。前回調査時と比べると不就菜者の増加率が7 9.6 %増と就荣者の増加率］.0,2 % 

增を大きく上回って粧◎、したがって就菓率も眩下している。煌た、就集率も4回の調査の中でも 

っとも低い。

就樂率を性別及び年齢階級別に、就樂擀造基本調晝による金国一傲の就集率と比敕してみると、 

表4 3及び図12のとおサである。総数では、身体障害者の就業率3 2.3 %に対し全国一般のそれ 

は6 2.0 56であ上、性別にみると男4 4.4 %に対して7 9.4%、女15. 9 %に対し4 5.6%とを 

って打り、全国値との比較でみると女の就業率が低い。つぎに年齢階級別にみると、4 0歳以上の 

身体障害者。就業率が全国の就業率と比べて差が大きくみられ、就毅の困難さを示している.

表4 2 就業状況別身体障害者数及び就業率の年次推移

調査年月 総 数 就萊者 不就菓者 無回咎 就簾率

昭和35年7月 8 2 9千人 3 8 ?千人 4 4 2千人 ー千人 4 6.7

40年8月 10 4 8 412 6 36 一 3 9.3

45年1〇月 13 14 5 7 9 7 3 5 - 4 4.1

55年2月 19 7 7 6 3 8 13 20 1 9 3 2.3

対前回比け謬\ 1 5 0.5 % 11 0. 2 % 1 7 9.6 % 一 •



表4 3 性別にみた就業状況別身体障害者数及び就業率

性 総 数 就菜者 不曲者 無回答 就菜率
全国一役D 
の既業率

総 数
19 7 7千人 6 38千人 13 2 〇千人 19千人 3 2.3% 6 2.0 %

男 113 4 5 0 4 6 2 0 1 〇 4 4,4 7 9.4

女 8 4 3 13 4 6 9 9 9 1 5.9 4 5.6

注1）:全国一般の就架率は15歳以上の就業率である。

資料:全国一般の数値は総理府統計局「电和5 4年就業構造基本調査」。

図12 年齢階級別にみた身体障害者の就業率と全国一般の

就業率との比較
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総数 〇 18-29^ 3〇〜39 40-49 SC-59 60-64 35以上

（年齢階級…歳）

注!）;全国一股の「総数」及び「18〜19」は15-17歲が含まれている 

資料:全國一般の数値は,総理府統計局「昭和ミ 4年就集構造基本蜩査」
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ロ 内部障兽者及び視党障害者の就業率がそれぞれ2「4 %、26.6%と低い。

っまに就峯率を障害の種類及び障害の程度別にみると、表4 4及び表4 5のとおり、障害の勸類 

隹別では内部障害者が2 3.4%ともっとも低〈、つづいて視覚障寄者が2 6.6 %となっている。障害 

の程度別にみると1ゝ2級の靈庭障害老ではそれぞれ26.9%、23.8%と低い就襲率となっている。

表­ 障害の種類別にみた就業状況別分布 ⑴

障審の麵類 総 数 就藥者 不就奕者 無回答

総 数 1 0 0. 0 3 2. 3 5 6. 7 1.〇

視觉障害 1 0 0. 0 2 6. 6 7 2. 0 1.5

聴觉障害 1 0 0. 0 3 1.6 6 8.1 〇. 3

肢体不直由 1 0 0. 0 3 5. 7 5 3. 2 1.1

内部障害 1 0 0. 0 2 3. 4 7 5. 9 〇・ 7

表れ障害の程度別3た就業状況 （め

障害の程度 総 教 就業者 不就業者 無回签

総 数 1 〇 〇. 〇 3 2. 3 6 6. 7 1.〇

1 級 1 〇 〇. 〇 1 6. 9 8 2. 〇 1.1

2 級 1 〇 〇. 〇 2 3. 8 7 5. 3 〇, 9

3 級 1 〇 〇, 〇 2 8.1 7 '〇, 8 1.1

4 級 1 〇 〇・ 〇 4 〇, 9 5 & 8 〇. 3

5 級 1 〇 〇. 〇 4； 8. 8 5 〇・ 〇 1.2

6 級 1 〇 〇. 〇 4 〇.1 5 9. 〇 〇・ 9

不 明 1 〇 〇. 〇 2 5. Q 7 1.9 2. 2
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2）就業者の職奖、就業日数と収入

就業している身体障害者638,000人の驕菜や就労状况、収入について調査日前の昭和55年1月

中の状況でみよう〇

□ 身体障害者全体では、「農•林•漁業従事者」と「製造工程従事者」がともに18.7%とも 

っとも多いが、視覚障害者ては41.3 %が「あんま•マッサージ•はり•きゅう征事者」〇

まず、職業についてみると表4 6のように、身体障害者全体では「農•林•漁菓従事者」及び「 

製造工程従事者」が18.7%ともっとも多く、ついで「あんま•マフサージ・はり•きゅう従事者」 

を含めた「專門的・技術的燃集従事者」が17.4 %、「販売•サービス従事者」14.9%とが高い 

割合を占めている。これを障害の種類別にみると、視覚障害者では「あんま・マッサージ•はり• 

きゅう従事者」が4.1.3 %と高S割合を示して朴リ、聴覚障害者では「専門的、技術的璇榮従事 

者」が14.2%、肢体不自由者では「販売•サービス従事者」「事務従事者」がそれぞれ16.1も、 

13.5 %ヽ内部障害港では「販売•サービス従事老」が2 0.2 9と他の璋害者に比べて髙い鈕合と 

なっている。
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□ 4か月間（1月中）の彳人務たり平均就労日数は］9.0日、視覚障害老18.5日、聴党障害

者18.60、肢体不自由者イ沢4日.内部障害港］7・2日で、内部障害窘の款労日数加少ない。

昭和5 5年1月中の就労日数をみると表4 7のように、!〇自以下の就労日数のものが1&3中、 

11~15 9が9. 5$、!6 ~2 0日が2 6. 4%、2!日以上が4 3.2 %となっており、その皿均 

就労日数は19.0日である.これを障害の權類別にみると、内部璋害者S2 5』怖は1〇日以下の 

就労日数であり、2!日以上復2 g.G %にすぎず、その平均就労日数は］L 7.2日と祝党障害者の 

1&5日、聰覚障害者の2 8.6日及び肢体不自由者の19.4日代比べて低い.

表4 ? 障害の種類別にみた就労日数

障害の穗類 総 数 10日以下 11〜15 13 〜20 21日以上 不 詳
平 均

就労日数

総 数 1 〇 0.0 1 8.3 9.5 2 6.4 4 3.2 2.6 1 9.0 日

視覚障害 1 〇 0.0 21.9 3,5 2 3.9 4 2.8 3,0 1 8.5

聴党障害 ! 〇 0.0 1 8.1 1 2.4 2 &8 3 5.4 5.3 1 8.6

肢体不自由 1 〇 0.0 1 6.7 8.5 2 G.1 4 G.3 1.9 1 9.4

内部障害 ! 〇 0.0 2 5.0 1 4.4 2 &8 2 9.8 1.9 1 7.2

□ 2月中の就労による平均月収は706,700円.1日平均収入は5,616円。視党障害者及び 

聴覚障害者の収入が他の障害者より低い。

1月中の就労収入をみると表4 8のとおりである。月収3万〜7万円未満が2 3.2 %、7万〜li 

万円未満が2 2.4笑ともっとも多く分布して、11万円未満の就労者が6 2%え及んでおり平均月 

収は!06,70ORである。障害の種類別に平均月収をみると、視党璋害者が81,300円、隠党障害者が 

84,90 〇円と両禅害が低く、肢体不自由者は115,300 FJ^内部璋害は125,800円となっている。

つぎに1ヨあたりの収入を障害の穏類と職菜別にみると表4 9.及び表3 〇のと撫）である。障害 

の種類別にみると祝党障書者及び聴覚障害者が、戰菜別では「あんま•マッサージ•はり•きゅう 

従事渚」、「採鉱•採石従事者」、「販売•サービス従珥者」及び「農•林•漁樂従事者」が低く、 

これらの身体障害者の労働による収入の低位性が認められる»

な扒 昭和5 5年1月に存ける金国の就峯状況及び収入は、労働省のPfe月動労統計調丑報告（ 

昭和5 5年1月分）」によれば、「出鋤日数」は1• 9.9日、「現金給与総額」は197,945円であり、 

1日平均収入は9,947 Rとなる。
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表4 8 障害の種類別にみた収入階級別身体障害者数の

度数分布及び平均収入 ⑹

収入階級

相 対 度 数 累積相対度数

総数
お
害 

页

障
ー

聡党

障害

肢体 

不自由

内部 

障害
総数

竟
害
ー 

[¥
障

聴覚

障害

肢体 

不自由

内部 

障雪

総 数 100.0 100,0 10JD.0 100.0 100.0 ■ • ■ * ■

~29日9戸 16.5 24.2 21.8 13.9 13.1 16.5 24.2 21.8 13.9 13.1

30,000~
69.999 23.2 27.4 2&2 20.3 293 39.6 51.6 50.0 34.2 42.4

70,000〜
109,999 22.4 24.7 20.9 23.0 15.2 6 2.0 76.3 70.9 57.2 57.6

110,000〜
149,999 11.3 9.1 12.1 11.9 8.1 73.2 85.5 83.0 69.1 65.7

150,000~
189,999 11.1 5.9 10.2 12.8 8.1 84.4 91.5 93.2 81.9 73.7

190,000-
229,999 6.9 3.8 2.4 8.1 12.1 91.3 95.3 95.6 90.0 85.9

230,00〇〜
249,999 1.5 一 0.5 2.0 2.0 92.8 95.3 96.1 92.0 87.9

250.000〜 7.2 4.8 3.9 8.0 12.1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

平均収入金箱
（単位二円〉 106,700 81,300 84,900 115.300 125,800 • ヰ ■ ■

表4 9 障害の種類別にみた1日当り平均収入

睡轡の租類 平均就労日数 平均月収 1日当り平均収入

総 数 1 9.0 日 1 0 6.7 0 〇 円 5, 6 1 6 円

祝覚障 害 1 8.5 8 1,3 0 0 4.3 9 5

聰覚障 害 1 && 8 4,9 0 0 4, 5 6 5

肢体不自由 1 9.4 11 5, 3 0 0 5, 9 4 3

内 細 呼 害 1 7.2 1 2 5,8 0 0 7,3 1 4
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表5 〇 職業別にみた1日当り平均収入

1日当り
職 探 平均就労日数 平均月収

平均収入

総 数 1 9.0 R 1 0 6,7 0 〇 円 5,6 丄 6 口

農策・林業•漁・業従事者 1 3.8 6 5,3 0 0 4,7 3 2

採鉱 • 採石従事者 1 9.0 8 8,6 0 0 4,6 6 3

運輸•通信従事者 2 1.4 1 4 4,3 0 0 6,7 4 3

事 務 従 事 者 2 1.3 1 4 7,9 0 0 6,9 4 4

警理的事務従事者 2 1.8 2 3 6,4 0 0 1 0,8 4 4

販売・サービX従事者 2 1.8 1 0 1.9 0 0 4,6 7 4

あんゼ・マッサ-ジ•はり•きゅう従聖者 1 7.8 7 6,4 0 0 4,2 9 2

專門的・技術的職蘋従事者 2 0.6 1 3 7,4 0 0 6,6 7 〇

规造工程 従 事者 1 9.3 1 0 2,5 0 0 5,3 11

その他の 職 萊従 翻 者 1 8.5 6 6,6 0 0 3,6 〇 〇
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3）不就業者の不就業の理由

□ 不就業の理由でもっとも多いのは「重度の障害のため」32-4%, 「高齡のため」力526.2
%で2位〇 「適職がないため」は3.2%、「働く場がないため」は2.6% 〇

就業していない身体障書者について、不就業の理由をみると表5IOとおり、「更度の障害のた 

め」が3 2.4 %でもっとも多く、ついで「高齢のため」2 6.2傍、「病気のため」21.8%とこの 

三者で8 0%を占めているが、「働く場がない」、「適職がない」及び「通勤が困難」を理由と 

するものが三者あわせて6.1%みられ、これらの身体障害者は就業の意思を持ちながらその機会に 

恵空れずにいるものと考えられる。

障寒の種類別にみると、各陣害によって不就業の理由が多少異なり、視覚障害者及び肢体不自由 

者では「重慶の傷害のため」が、聴党障害者では「高齢のため」が、また内部障害者では「病気の 

ため」がもっとも多い理由となっている。

つぎに、障害の程度別にみると表5 2のとおリ、1• 2級の巫度障害者では当然のことながら「 

遁度の障害のため」がそれぞれG 9.6 %、5 3.5%と過半数以上みられ、3 • 4級の中度障害者で 

は「働く場がないため」ヽ「適職がないため」及び「通勤が困難衣ためJをあわせて、それぞれ 

10.8%、8.1%みられ、これら中度障書者の就労意欲に対応した就菜の機会が少ないことを示し 

ている。

なお、、性別に不就集の理由をみると図13のとかりである。

表51障害の種類別にみた不就業の理由 （ね

不就誰の理由 総 数 視覚障害 聴覚離害 肢体不自由 内部障害

総 数 1 0 0.0 1 0 0.0 1 0 0.0 1 〇 0.0 1 0 0.0

垂度の障害のため 3 2,4 3 &g 9.9 4 〇:3 1 6.3

病気のた め 2 1.8 1 5. 8 1 5. 4 2 0.4 4 7.5

高 齢の た め 2 6.2 2 9.4 5 0.9 1 9.0 1 S.9

働く埸がないため 2.6 2.0 2,9 2.9 1.5

適職がないため 3.2 2.8 3.7 3.4 2-1

通勤が困難なため 0.3 一 一 0.4 0.6

家事.修学に專念するため 6.0 5.7 7.4 5.4 7.1

その他のため 5.7 3.9 8.0 6.0 3. 6 •

不 詳 1.9 1.7 1.8 2.1 1<S



（め
表5 2 障害の程度別にみた不就業の理由

不就乗Q理由 総数 !級 2級 3級 4級 5級 G級 不明

辱 数 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100,0 10 0.0 L00.0

砥度の隐害のため 32.4 69,6 53,5 26.3 12.5 11.0 5.8 4.9

病気のため 21.8 13.3 15.0 23.3 26.9 27.4 23.4 39.5

高齡 の た め 26.2 9.2 16.1 25.5 35.6 32.1 49.5 36.0

働く塩かないため 2.6 0.7 2.0 4.1 3.4 3.3 2.8 1.2

適職がないため 3.2 0.9 1.7 6.0 4.3 4 3 1.8 4.3

通勤が匪雑だため 0.3 0.2 0.2 C.7 0.4 - 0.3 一

家事•潘学忙専念するため S.0 2.0 4.3 5.4 9.5 9,4 6.S 9.1

その他のため 5.7 1.6 5.3 6.1 6.7 9.4 8.6 2.4

不 詳 1.9 2.2 1.0 2.0 0.8 3.0 1.2 2.4

図13 性別にみた不就業者の不就業の理由

〔男〕 〔女〕

'渤気のため/ 

f&k 2 0.9% 蘆》

性
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（5）補装具の所有状況と交付の希望

1）補装具の所有状況

□ 補装具を持っている劃合は、視觉障害者では「眼鏡」が38.7%、「盲人安全つえ」34.2 
%、「点字器」11-0%、聴党障害者の「補瞻器」が59.〇%、肢体不自由者の!•歩行補助っえJ 
が24.0%、「裝異」8.8%。

補装具を所持している身体障害者数と割合を補婪具の翟韻別にみると表5 3のように、身体障害 

者全体では「歩行補助つえ」が320,000人（16.2%）、「眼鏡」314,000人〔15.9%〕、「羅 

聴器」2 2 4.0 0 0人（11.4$）などとなっている。補装具は障害の種類によって必要度も当然異 

なるので、障害の種類别に各補装具の所持の状況をみると表5 4のとお、りである。視覚障害老・では

「眼鏡」が3 &7%ヽ「盲人安全つえ」が3 4.2 %、「点字器」11.0%となって新!?、廳覚障害者Q 

「補聴器」が59.0务、肢体不包由者では「歩行補助つえ」が24.0%、『装具」力辻.8$、「義肢:」 

6.8%、 「車いす」が5.5%となっている〇

これらの補装具を所持している身体障害者のうち、身体障害者福祉法によ！?支給された補装具の 

所持者の割合をみると表5 5のと存りである。補装具を所持している身体障害者全体でみると、「 

盲人安全つえ」が72.7み、「車いす」が71.4%、「義肢」が70.6队「補聴器」52・〇臥「点字器」

「装具」がとも忆4 8.8 %と高い割合を示し、これらの身体障害者に補装具が支給されていること 

｛わかる。连た、澤害の種類別忆みると、視覚障害者の「盲人安全つえ」の7 3.4 %、「点字の

4 9.4 が、聴覚障害者。『補聴器」の5 7.1%が、また肢体不自由者の「車いす」の7 5.2 %、「義 

肢」の71.3%、「装具」の50.4%が身体障害者福祉法によって支給されている。

表5 3 補装具の種類別にみた所有状況別身体障害者数と所有割合

補装具の種類
淮 計 数 所持して 

いる割合所持している 所持していない 無 回答

眼 鏡 314千人 1,5 9 9 千人 6 4千人 1 5.9 $
点字畚 3 7 1,8 6 5 7 5 L9
盲人安全つえ 1 2 〇 1,7 8 5 7 2 6.1
補聴器 2 2 4 1,6 8 2 7 〇 11.4
義 肢 8 〇 1,8 2 3 7 4 4.0
装 具 10 7 1,7 9 8 7 1 5.4
車いす 6 8 1,8 3 6 7 2 3.5
電動車いす 4 1,8 9 7 7 6 0.2
歩行補助つえ 3 2 〇 1,5 9 2 6 5 1 6.2
その他の装具 5 2 1,8 5 〇 7 5 2.6
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表5 4 隐審の種類別にみた補装具の種類別・所有状況別

身体障害者数と所有割合

所持して
推 計 数

粘装具の種類 所持して 

い る

所持して 

いない
無回备

眼 鏡 130千人

〔視覽

198千人

障害〕

g千人

点字器 37 289 10

盲人安全つえ 11S 213 8

補聴器 1S 308 12

義 肢 1 321 13

装 具 3 320 13

車 い す 2 321 13

電動車いす 〇 322 13

歩行補助つえ 16 308 11

その他の装具 8 315 12

C肢体不自由〕

眼 M 104 978 45

点字器 〇 1,076 50

盲人安全つえ 3 1,075 50

補聴器 16 1,063 48

義 肢 77 1,003 47

装- 具 99" 983 44

車いす 64 1,017 45

電動車いす 4 1,074 49

歩行補助つえ 271 818 39

その他の装具 3S 1,042 50

いる割合

0.2

34.2

4.6

0.4

0.9

4.8

25

9.2

0.0

6.8

5.5

0.3

24.0

38.7%

11.0

推 計 数

所持して 

い る

所持しい 

いない
無 回答

〔聴覚 璋 寒〕

47千人 26 3千人 6千人

一 309 8

2 307 8

187 127 3

1 308 8

4 305 8

2 307 7

一 309 8

25 284 7

6 303 8

〔内部 障 害）

32 159 6

一 191 6

〇 190 6

6 185 6

”一 191 6

〇 190 6

- 191 6

- 191 6

8 182 6

2 189 6

所持して

いる割合

15.0 %

0.7

59,0

0.4

0j6

7.8

1.8

16.2

0.2

2.9

4.3
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表5 5 障害の種類別にみた補装具所有者のうち身体障害者福 

祉法で交付された補装具所有者の割合

2）補装具の効果

□ 補装具の所持者の6,0%以上!ま捕装具が日常生活上効果があるとし、「電動車いす」、「 

歩行補助つえ」、「盲人安全つえ」、「車いす」、「点字器」は効果力;あるとするものの割合が 

高い。

現在、捕装具を所持している身体障害者について補装具が日常生活上、効果があるかどうかをみ 

よう。補装具の種類ごとに効果があるとした者の割合をみると表5 6のような、「電動車いす」、 

「歩行補助つえ」、「盲人安全つえ」は8 0 %以上の者が対果ありとしてもっとも多く打り、「車 

いす」、「点字器」、「装具」も7 〇 %以上が効煨があるとしている。障害の種類別にみると、補 

装具の所持者のほほ° 6 〇 %以上が効果があると答えている.

一 ? 5 —



3）補装具の交付の希望

□ 視堂障害者て「盲人安全つえ」、「眼鏡」の交付希至者はそれぞれ1〇 9,0 0 0人、8 5,0 Q 〇 

人、聴党障害者ては「福斑騎」を15 5,0 0 0人、技体不自由港では『步行補助つえ」、「車い 

す」がそれぞれ2 2 8.0 〇。人、1□ ^00 3と、これらの确装具の交付の希望力ヾ磯い。

掘装具の交付の需望者数を廨害の禅類別比みると我5 7のとおりでむり、その交付を希望してい 

る身体障害者の割合をみると表5 3のとおりである.交付の希望が強い補装具を举^ると、視覚障 

害者では「盲人安全つXJが3 2.5 0、「眼範」が2 5.2 %、聴覚障害者では「補聴畚」が4 &8 

为、肢体不自由者では「歩行疇助っえ」が20.3%、 「車いす」が9.5 と衣っているが、これを 

日常生活上必要なため所持し使用している者のみについてみると総じて5 〇侈から9 0 %の身依障 

害者が交付を希氮していることがみとめられる。
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表5 7 障害の種類・補装具の所有状況別にみた今後の補装具 

の交付希望者数

（単位:1,000人）

障害の種類• 

補装具の 

所有状況

眼鏡 点字器

盲人 

安全 

っえ

補聴器 義肢 装具 車いす
電動

車いす

歩行 

補助 

つえ

その他

の装具

総 数 158 31 117 207 52 80 116 28 257 43

補装具を所有 
している

125 23 82 1 54 54 64 39 3 175 25

補装具を所有 
していない

33 8 34 52 7 16 77 25 92 18

視党障害
厂 "
,85 29

----- コ

109 13 〇 2 3 2 10 6

補装具を所有 
している

1
1 67
1

23 79 5 一 1 一 5 4

補装具を所有 
していない

1 18
1___

6 3打 8 〇 〇 3 2 4 2

聴党障害 14 〇 3 155
1
1 1 2 2 〇 20 3

補装具を所有 
している

12 一 2

i

136

1
:I 2 1 一 13 2

補装具を所有 
していない

2 〇 1 19
1
t 〇 一 1 〇 6 1

肢体不自由 47 1 4 33
r
1 60
1

76 109 26 228
一---- 1

31 1

補装具を所有 
している

35 一 2 11
1
t 55
1

50 38 3 152
1

18 1
1

補装具を所有 
していない 12 1 2 22

1
» 6
L

1 6 71 23 76
1

14 1

内部障害 13 一 〇 6 一 〇 2 〇 9 3

補装具を所有 
している

12 一 〇 3 一 〇 一 一 4 1

補装具を所有 
していない

1 一 一 4 一 一 2 〇 5 1
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a.5 8 隆害の穫類•補装具の所有状況別にみた今後の補装具

の交付希望者の割合

〇）

赛害の稱類・ 

補装具の 

所有状況

盲

眼鏡点字器安

つ

人

全補聴器義肢装具車いす 

兄

他

具
 

©

装 

そ

の
 

行
助
え 

@

す 

電

頼

総 数

補装具を所有 
している

補芸具を所有 
していまい

8.0 1.5 5.9 105 3.1 4.1 5.9 1.4 13.5 22

3 9.9 61.9 6 8.5 6 8.8 6 9.4 5 9.5 5 7.1 7 7.8 5 4.6 4 8.7

2J 0.4 1.9 3.1 0.4 0.9 4.2 1.3 5.8 1.0

視覚障害

補裳具を所有 
している

補装具を所有 
してい衣い

聴覚障害

補装具を所有 
している

補装具を所有 
していない

肢体不自由

補装具を所有 
している

補按具を所有 
していない

内部璋害

補装貝を所有 
している

補装具を所有 
していない

(2 5.2 8.6 3 25( 3.8 0.1 0.5 0.9 0.5 2.9 1.7

1
(5 1.5 6 2.7

1
6 8.3 1 34.3 - 4 2.9 一

» :
3 3.3 4 7.5

1
1 8.9 2.0 14.4 1 2.4 0.1 0.1 1.0 0.6 1.4 0.6
1____ — -------- 1

r ------ )
4.3 0.1 1.0 | 4 8.8 | 0.4 0.6 0.6 0.1 6.2 1.0

2 5.2 一
1

8 0.0 |
1

7 25 |
1

6 6.7 4 0.0 5 0.0 一 5 3.6 38.5

0S 0.1
1

0.4 1 15.0 ! 0.1 一 0.3 0.1 2J2 0.3
L ーー」

r 一 __ __ __ __ 一 _ ー ー

4.1 0.1 0.4 29「
1

5.4 6.8 9.6 2.3 2 0.3 23

3 3.2 — 66.7
1

66.7 | 7 0.7 6 0.7 5 2.3 87.5 5 &2 5 0.0

1.2 0.1 0.2
1

21 1 0.6 1.6 6.9 2.1 9.3 1.3
L -*• — 一 一

6.5 I 0.1 3.2 一 0.1 1.1 0.1 4.7 1.4

3 6.1 - 100.0 46.2 — 10 0.0 一 一 4 7.4 6 0.0

0.8 一 一 1.9 一 1.2 0.2 2.9 0.7
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(6)身体障害者用日常生活用具の所有状況と交付の希望

1)障害者用日常生活用具の所有状況と使用効果

□ 「庖人用テープレココダー」、「盲人用時計」は視覚障窖者のそれぞれ9.8%、!0. 8% 

が、「聴覚障害者用屋内信号灯」は聴覚障害者の3, 9 %が、また「肢体不自由者用便器」は肢体 

不自由者の7.0%が持っている。

各障害者用の日常生活用具の所有状況をみると、表5 9、表6 0及び表G1のとおりである〇祝 

覚障害者では、「富人用時計」刑10.8%、「盲人用テープレコーダー」が9.8%と両生活用具は 

視觉!障害者の1劃が所持している。聽覚髓害者では「屋内信号灯」が3. 9 %、「目党時計」が1.4 

かで聴覚障害者用日常生活用具の所持の刻合は低く、肢体不自由者では「便器」が7.0%、「浴槽」 

加2.5%、 「离沸器』、「特殊寝台」は1.8 %となっている。

これらの日常生活用具を所有している者のうち、国の制度で交付された用具を持っている者の割 

合をみると、茨6 2のとおり視覚障害者用の各生活用具と「電動タイブライター」の交付された割 

合が高い。

つぎに、日常生活用具を所有している者瓷ついて使用効果をみると、表6 3のと汩りで、ほとん 

どの用具は「効果があるJと答えている者が7 0~8 〇%と高い劃合を示している。

表5 9 視觉障密老用日常1生活用具の所有状況別身体障害者数と所有割合

日常生活用具の预類

総 数 視 覚 障 書

推 針 数 所有して

いる劃!合

推 計 数
所有して

いる創合
所有して 
い る

所有して 
いない

無回答
所有して 
い る

所有して 
いない

無 回答

千人 千人 千人 % 千人
卒入 千人 %

盲人用テーブレコ~ダー 3 5 1.8 6 6 7 7 1.7 3 3 2 5 9 8 9.8

盲人用時計 4 4 1,8 5 7 7 6 2.2 3 6 2 9 0 9 ! 〇・ 8

盲/冈如^イブライター 5 1,8 9 3 7 8 0.3 5 3 2 1 ! 〇 1.6
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表6 〇聴姥障害者用日常生活用具の所有状況別身体障害者数と所有割合

日常生活用具の穫類

総 数 聴 覚 障 害

推 計 数 所有して

いる割合

推 計 数 所有して

いる郛J合所有して 
い る

所有してi
いない1無回答

所有して 
い る

所有して 
いない 無回答

千人 千人 千人 ％ 千人 千人 千入 %

聴覚障害者用サウン 1 1,8 9 3 8 2 0.1 1 3 0 9 7 0,4

" ©觉時計 9 1,B 8 7 8 1 0.4 4 3 0 5 8 1.4

”屋内信号灯 1 2 1,8 8 2 8 2 0.6 1 2 2 9 8 7 3. 9

表61 肢体不自由者用日常生活用異の所有状況別身体障害者数と所有割合

総、 数 肢 体不自 由

推 計 数 所有して 推 計 數 所有して
日常生活用具の種類

所有して 
い る

所有して 
いない 無叵答 いる割合

所有して 
い る

所有して 
いない 無回答 いる別合

千人 千人 千人 % 千人 千人 千人 %
肢体不自由者用浴槽 3 1 1,8 6 8 7 8 1.5 2 8 1,0 5 4 4 S 2. 5

" 湯沸器 2 6 1,8 7 3 7 9 1.3 2 1 1.0 6 1 4 6 1.8
〃 便器 9 5 1.8 0 4 7 8 4.8 7 9 1,0 0 3 4 5 7.0
” 特殊便器 1 5 1,8 8 3 7 8 0.8 1 4 1,0 6 8 4 5 1.2
" 特殊寝台 2 3 1,8 7 4 8 〇 1.1 2 1 1.0 5 9 4 7 1.8

電動タイプライタ'- 4 1,8 8 7 8 6 〇. 2 3 1,0 7 0 5 4 〇. 3

表6 2日常生活用具を所有している者のうち国の制度で交付された者の割合

8常生活用具の積類
国の制度で交付さ 

れたものの割合
0常生活用具の秘類

国の制度で交付さ 

れたものの割合

宣人用テープレコーダー 5 26 眩体不色由者用浴 槽 2 9.0

"時 計 4 7. 5 ・ 湯沸器 2 4.1

" カナタイプライター 7 5. 0 7 便 器 9. 8

聴覚障害者用サウンドマス4 1 0 0.0 〃 特殊便器 11.1

〃目 覚 時 計 3 5.0 “ 特殊寝台 3 3.3

”屋内信号灯 2 & 6 電動タイプライター 5 0.0
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表63日常生活用具を所有している者のうち、「如果がある」と答えた者の割合

日常生活用具の種類
「効果がある」 

と答えた割合
日常生活用具の種類

「効果がある」 

と答えた割合

盲人用テ・-フレコーダー 8 0.3 肢体不自由者用 浴 槽 7 3.9

〃時 計 7 6.8 湯沸器 7 4.1

”カナタイプライター 7 5.0 便 壽 8 0.0

聴覚障害者用サウンドマスター 1 0 0.0 特殊便器 8 0.6

" 目覚時計 6 5.0 ff 芍殊寝台 9 0.2

" 屋内信号灯 7 5.0 電動タイプラ イター 1 2.5

2）障害者用日常兰活用具の交付の希望

□ 「盲人用テープレコT・一」と「盲人用時計」は視党離害者の2 0%が、「目鱼時計」と「屋 

内信号灯」は雜宦障害者の1〇%が、「浴曙」と「便器」は肢体不言由者の1〇 %が交付を希望。

日常生活用具の交付を希望する割合を用具の種類別にみると表6 4のとおり「盲人用時計」がも 

っとも高く19 7%で、ついで「盲人用テープレコーダー」が18.0%、「肢体不自由者用浴槽」 

10.9%、「聴覚障害者用目党時計」が10.5%と多くみられるが、これを現在これらの用具を所 

有している者と所有していない者に分けてみると、所有し実際に使用している考の交付希望が強い 

ことがわかる〇

表6 4障害の種類別にみた日常生活用具の所有狀況別交付希望者の割合

日常生活用具の種類 数
所有している 
者の交付希望

所有していない 
者の交付希望

盲人用テープレコーダー 1 &0 5 6.8 1 4.2
〃時 計 1 9.7 5 9. 8 1 5. 3
" カナタイブライター 5.8 4 1.7 5.4

聴覚障害者用サウンドマスター 5.0 3 3.3 5.0
” 目覚時計 1 0.5 5 0.0 1 0.9
” 屋内信号灯 & 4 5 7.1 8.9

肢体不自由者用浴 槽 1 0.9 3 9. 7 1 0.6
" 海佛器 7.0 3 4.0 6.8
〃 便 器 9.4 3 4.3 7.9
” 特殊便器 5.0 4 1.9 4.8
" 特殊寝台 5.5 2 3.4 5.4

電動タイプライダー 0.6 7 1.4 0.5
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(7)介助の状況

1)日常生活動作別の介助の必要度

□ 一部または全部の介助力・必要な身体障害者は、「食事」は8.3%、「排便」は11.7

「入浴」19.7%、「衣服の着脱」16.7%、「屋内移動」10.9 %〇

日常生活を営むうえで他人の介助を必要とする身体障害者がいる。ここでは、日常の生活動作の 

うち基本的な勵作として、「毀事をする」、「トイレを使う」、「入浴する」、「衣服の着脱をす 

る」及び「家の中を移動するJの5つの動作について、介助の状况をとりあげてみよう。身依障害 

者全体では表6 $にみるように「金事」は「一部介助那必要」が4.1%、「全部介助が必要」が 

4.2%、「誹便」は「一部介助」が4.7%、「全部介助」が7.〇%、「入浴」は【一部介助」が 

& 5%、「全部介助」が11.2%、「衣服の湛脱」は「一部介助J 7.5 %、「全部介助」9.2%、 

「屋内移動」は「一部介助」が4.1%、「全部介助」6.8%となっており、生活動作のなかでも 

「入浴」の介助の必要腹が高いこと划みとめられる。

表6 5 日常生活動作別介助の状況

(%〉

日常生潘動作 総 数 一人で 
できる

時間をかけ 
れはできる

一部介助が 
必 稷

全部介助那 
必 要

無回答

食事をする ! 〇 0.0 8 1.4 9.3 4.1 4.2 0.S

トイレを使う ! 〇 0.0 7 7.5 9.8 4.7 7.0 1.0

入浴する ! 〇 0.0 7 1.6 7.7 8.5 11.2 1.1

衣服の溶脱をする 1 〇 0.0 7 1.0 11.4 7.5 ' 9.2 1.0

家の中を移動する ! 〇 0.0 7 6.2 11.8 4.1 6, 8 1.2

□ 視哋席害者のほぼ1〇 %が、また、肢体不自由者の10-27 %が生活動作に介助が必要

障害の租類別に、「一部介助が必要」と「全部介助加必要」とする身怵障審者の割合をみると、 

図14のとおり、肢体不自由者では「入洛」の2 7. 2 %おはじめ各生活動作とも离い劃合を示し、 

殊に 陰部介助を必娈とするもの」が1〇%以上みられ注目される〇ついで、視覚障害者の介助を娶 

する者の罰合力S高く、各生活勳作ともはぼ1〇%程度の劃合を示している。
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つぎに障害の程度別にみると表6 6のとおり、1• 2級の靈度障害者では介助を要するものが各 

生活動作とも2 〇%以上みられ、特に「入浴」は41.2%、「衣服の務脱」は3 5.2%と高い割合 

を示しているc

ロ 「全部介助那必要」な身体障害者数は241,000人、全身体障害者の12,2%であり、日常 

生洽動作のすべてを「全部介助が必要Jな身体障害は67,000人。

以上で観察してきた介助の状況は、個みの生活動作についての介助の状況であったが、ここでは、 

5频類の生活動作のうち何種類の生活動作について介助を必要としているかを「全部介助加必要」 

とする备のについてみよう〇表6 7にみるように、「全部介助が必娶」な身・体障害者は241,000人 

で、これは全身体障害者の12.2%にあたる。1桓類の生活魏作だけの介肋が必要なものは53.000 

人、2椎類が44,000人、3種類加28,000人、4種類が49,000人、5極塡全部の生活動作は67,000 

人となってぬり、「全部介助が必嶼」者の2 7.8%が、生活動作すべてに介助を嘤していることが 

わかる。
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図14 障害の種類別にみた日常生活動）作の介助が必要な身体障害者の割仑化）

（一部介肋） （仝部介肋）

・视戏障害

金串をナる

トイレを便う

入浴する

衣服の着脱を
する

泉の中を移動
する

b •隠戏郎書
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表6 ? 日常生活動作の種類数別の全部介助必要な身体障害者数

日常生活動作の種類 推計数 構成割合 :E借生活動作の種類 推計数 構成割合

千人 % 千人 %

総 数 2 4 1 ! 〇 0,0 3稳類 2 8 11.6

1a類 5 3 2 2.1 4 " 4 9 2 0.4

2 " 4 4 1 & 2 5 〃 6 7 2 7.8

2）主な介助者

□ 主な介助者でもっとも多いのは!■配偶者」で、各生活動作とも40%台、ついて「子供」が

2 0%•で、介助者の9 〇%ちかくはこれらの家族。

介助を必要とする身体障害者の主な介助者をみると表6 8のとおりである。各B常生活動作とも 

ほとんど同じ劃合で介助者が分布しており、「配偶者」加4 0%台、「子供」が2 〇%台で、rsj 

と「その他の家族」を加えた家族が介助しているものが、9 0%近くに及んでいる。

表6 8 日常生活動作別にみた主な介助者

主な介助者

者

供

族

戚

人

人

他

詳

数

食事をする を
う

レト
使

入浴する
衣服の着 
脱をする

1 0 0.0 1 0 0.C 1 0 0.0 1 0 0.0

4 3.1 4 5.8 4 4.8 5 0.7

9.4 9.2 & 5 7.4

2 0.8 1 9.3 2 2. 5 1 & 9

1 4.6 ]3.4 1 3.4 1 3.0

0.8 1.0 1.0 0.8

0.3 一 0.6 0.1

1.3 0.2 〇・ 6 0.4

3.0 2.7 1.5 1.9

3.8 4.4 3.2 2.7

3.0 4.C 3.9 4.0

家の中を 
移動する

1 0 0.0

7.2

2 2.2

1.0

0.2

2.5

4.3

5.0

総

配 偶

競

子

そ の 他の 家

親

家 庭 奉 仕 資

人 知

雇

そ の

不
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(8)過去1年間の受療伏況

〇 身体障害者の7 3,8%が病気のため医療根関に入・通院しており、年間の入・通院日数でも 

っと电多いのは1~!〇日で30.9%、ついて31日以上が2 6.3%。内部障害者の受療ヨ数が多 

し、6

矗体睡客者は、一般の他滋者に比べて楼病する餉合出高いと考えられる。ここでは、過去一年間 

忙病轨に罹り、医療機関に入院や麵院をして治療を受けた日数をみ!:う。表6 9えみるよう忆、 

fl0 0Jが3 0.9%ともっとも多く、ついで「31日以上」と辰期間受療しているものが 

2 6.3%と・以上と衣っている。これを障害の衡凰別にみると、内部昨老の受採日数が多く「3L 

日以上J邠3 6. 9 %に及んでいる。

つぎに年齡階繆リにみると、表7 〇及び図15のとお久 停齡が高くたるほど受療日数划多くたり、 

6 〇歲以上では「31日以上」の受療日数が3 〇%を超えている。

表7 〇 年齢階燉別にみた過去1年間の受療状況

年齢階級 魏 数
全くかから 
たかった

1-1 oa 11-30 日 31日以上 焦回客

総 数

1 8~2 9 歳

3 0-39

4 0 ~ 4 9

5 0-59
G 0 ~ 6 9

7 〇・'-

1 0 0.0 2 6.2 3 0.9 1 5.5 2 6.3 1.1

1 0 0.0 3 X5 4 3.1 1 4.2 7.3 1.8

! 〇 0.0 3 3.4 3 7.4 11.8 1 5.4 2.0

1 0 0.0 3 0.5 3 3.0 1 4.7 2 1.3 0.5

1 0 0.0 2 7.9 3 2.7 1 4.8 2 3,3 1.3
! 〇 0.0 2 4.4 2 &〇 ! 6.0 3 0.3 1.3

1 0 0.0 2 1.5 2 7.3 1 7.0 3 3.2 0.9
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15年齢階級別にみた過去1年間の受療状況
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(9)身体障害者の外出

1)外出の頻度

□ 「ほぼ每日外出する」身体障害者は4 3.8 %、「年に数回」、「全く外出しない」はともに

11.4 %〇なかでも肢体不自由者は「年に数回」と「全く外出しない」をおわせ2 6.3%みら扎 

他の障害者に比べ外出の頻度が少ない。

身体隱害者の生活行動の中でも外出す,ることはかなりの困難をともない、外出が制約されている 

ものと考えられる。ここでは、身体障害者がどの程度外出し、外出するうえで困難をきたしている 

理由などについてみよう。

炭71及び表7 2は、障害の稳類及び障害の程度別汇外出する堀度をみたものである。全体では、 

「ほぼ毎外出するものが4 3.8%、「年に数回」、「全く外出しない」はともに11.4%で、 

両者あわせて1年中ほとんど外出しない身体障害者は2 2.8%である。これを瞬響の種類別にみる 

と、視覚瞳害者と肢依不自由者は「年に数回」、「全く外出したい」老の官U合が髙く、両障害渚の 

战ぼ4人に1人はほとんど界出せず、これらの隠害者の外出力嘔難であることを示している。障誓 

の程度別にみると、輕庭になるほど外出の頻度は高くなっている。

袤71障雷の種類別にみた身体庫害者の外出の頻度別割合

備

障害の種類 総 数 ほぼ毎日
週 に
2 • 3回

に
回

3
 

一
 

月2
 

一

年 

数
吃 
回

全くな 
かった

照回答

総 数 ! 〇 0,0 4 3.8 1 7.6 1 4.7 1 1.4 11.4 L0

祝注障害 ! 〇 0.0 3 4.2 2 0.1 2 0.5 1 3.2 1 0.4 1,6

聴觉险害 ! 〇 0.0 5 2.2 2 0.3 11.6 9.8 5.2 0.7

眩体不自由 ! 〇 〇. 〇 4 4.7 1 4.8 1 3.3 1 1.6 1 4.7 1.0

内部障害 ! 〇 0.0 4 1.9 2 5,5 1 &2 1 0.1 4.3 一
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表7 2 障害の程度別にみた身体瞳害者の外出の頻度別割合

障害の程度 総数

総 数 1 〇 0.0

! 級 ! 〇 0.0

2 級 1 〇 0.0

3 級 ! 〇 0.0

4 級 1 〇 0.0

5 級 1 〇 0.0

6 級 ! 〇 0.0

不 明 1 〇 0.0

ほぼ毎日?.3© 1.30

4 3.8 1 7.6 1 4.7

1 4.5 1 7.1 1 6.0

3 3.4 1 5.6 1 6.8

4 &2 1 6.9 1 4.8

5 1.2 2 2.1 1 4.0

6 0.0 1 5.7 1 2.5

5 &4 1 6.5 1 3.8

4 5.2 1 9.7 1 4.5

年に 
数回

な
た 

く
っ 

全
か 無回答

1 L4 11.4 1.0

1 8.3 3 3.4 0.6

1 6.1 1 7.0 1.1

1 0.1 9.1 0.9

8.8 3.4 0.6

7.0 3.0 1.7

7.8 2.9 C.5

9.2 9.2 2.2

2）外出するうえで困ること・外出しない理由

□ 外出するうえで困ることは、視覚障窖者では「車などに危険を感じる」が4 7.0%、聴覚障 

窖者は「人と話をすることが更難」が4 3.5%、肢体不自白者は「道路や駅に隔段が多い」が 

2 4.7%ともっとも多い。

外出するうえで困ること、あるいは外出しない理由をみると表7 3及び表7 4のと汨りである。 

全体では「車衣どに危険を感じる」力S 2 6.6 %ともっとも多く、ついで「道路や駅に階段が多い」 

21.5%、「人と話をすることが困難」10.8%、「介助者がいない」10.7%となっており、こ 

れらが困ることあるいは扒出しない理由として离い謝合を示している。障害の謹類別にみると、視 

覚障轡者の4 7.0%と半数近くが「車などに危険を惑じる」からとしており、また「介助者洋いな 

い」が1&5 %と他の障害者忙比べ高い割合を占めている〇また、瑶覚障害者では「入と話をする 

ことが困難」が4 3.5%ともっとも多く、肢依不自由者では「道路や駅に階段が多い」ことを外出邪 

困難なことのなかでも大きな問題として2 4-7%が举げている。

つぎに障害の程度別にみると、重度、中度、軽度の各程度を通じて、困難あるいは外出しない浬 

由として举げている身体障害者の割合はほとんど同様である。
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表? 3 障害の踵類別にみた「外出するうえで困ること及び外出しない理主」 

の割合 切

外出するうえで困ること 
及び外出しない理由

総 数 視覚障害 聴觉障害 肢体不自由 内部障害

，介助者がいない 1 0.7 1 8.5 5.3 1 0.7 4.5

怪费がかかる &1 & 7 5. 7 9.3 &3

人の目が贸にかかる 6.3 4.6 3. 9 & 3 1.4

人と話をすることが困難 1 C.8 5.4 4 3. 5 4.6 2.5

利用できる交通機蘭加衣い 6.3 8.S 5.9 9.2 5.9

車などに危険を感じる 2 6.6 4 7.0 3 2. 7 2 1.1 1 3.1

道路や駅に階段が多い 2 1.5 2 6.8 1.7 2 4.7 1 6.0

外出しても困ることはない 2 7.3 1 9.4 2 5. 〇 2 & 7 3 6.3

外出したいと披思わない 1 2.8 1 6.C 8.4 1 3.3 1 1.3

そ の 他 1 1.8 1 0.4 5. 6 1 3.4 1 4,9

無 回 答 .1 5.5 1 3.3 1 5. 2 1 3.3 2 0.7

表? 4 障害の程度別にみた「外出するうえて'困ること及び外出しない逗由」

の割合 &

外出するうえで因ること 
及び外出し左い理由 総数 !級 2級 3級 4級 5級 6級 不男

介助者がいない 10.7 2 3.8 1 5.6 11.2 5.5 4.2 3.8 5.2

経费加かかる 8.1 1 0.9 11.3 8.6 & 5 7.7 4.4 3.8

人の目が気にかかる 6.3 5.1 8.1 & 6 6.5 5.9 3.8 1.4

人と話をすることが因難 10.8 7.3 19.8 12.3 7.6 3.2 1 S3 2-8

利用できる交通機関邙ない & 3 1 2.9 1 2.5 7.2 6.3 5.9 5.6 3.1

車衣どに危険を感じる 26.6 3 2.2 3 7.1 2 7.8 22.7 1 &4 23.8 9.7

道路や駅に階段が多い 21.5 2 5.1 2 4.3 22.3 21.7 2 1.1 1 5.6 10.1

外出しても困ることはおい 2 7.3 1 0.1 1 4.8 27.5 3 5.6 3 &8 4 0.7 26.7

外出したいとは思わだい 12.8 2 4.1 1 4.8 12.6 9.4 7.9 7.4 9.4

そ の 他 11.8 21.8 1 3.4 11.3 9.8 &〇 S.2 8.9

無 回 答 15.5 1 0.3 1 2.4 14.8 16.5 21.1 1 5.4 20.1
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（10）公的年金•手当の受給状態

1）公的年金の受給状況

口 年金受給者は1,365,00 〇人、劉体障害者の6 9.0 %が受給。そのうち、障害年金の受給者

は689,000人で3 4.9 %

身体障害老忙各種の年金邙支給されて汩り、身体障害者の6 9.〇%、!,355,00 〇人が年金を受 

給している。そのうち、障害に起因する年金、いわゆる障害年金のみを受給している者は628,000 

人（31.8%）、老齢年金などの障害以外の理由で受給している者は675,000人（3 4.2%）、 

障害年金とそれ以外の年金の2種以上を受給している者は61,000人（3.!%）であり、年金を受 

給していない者は612,0 00人（31.0%）である。障窖の種類別にみると、表7 5のとおり、戏 

覚障害者及び聴覚障害者の受給率が8 〇%弱と高く、肢体不自由者及び内部障害者わそれぞれ642 

%、6 3.1%と低い。

障害の程度別にみると表7 6のとおり、1級、2級では受給率がそれぞれ8 & 8%、8 6.6%と 

髙く、障害年金もそれぞれ6 5.1%、5 9.7%と高い割合を示している。また、年齢階級別にみる 

と表7 7のように、6 0歳未满では受給率は4 0%台で推移し、その年金の種類もほとんどが障害 

年金であるが、6 0歳を超えると隱害年金以外の年金の受給割合が高くなっている。

表? 5 障害の種類別にみた年金の種類別受給者数

障害の穫類

年 金を受給してい る

総数 総数

⑴ 
障害に起因 
する年金の 
み

⑵ 
障害以外の 
理由による 
年金のみ

(1),(2)© 
両年金
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していない

視
聴
肢
内

 ヽ
7
 
6
 
7
 
7
 
7
 

千 ?
 
3
 
1
 
2
 
9

9
 
3
 
3
 
1
 
1

1,
1,

人
5
 
7
 

〇

千
6
 
6
 
5

3
 
2
 
2

1

計

人
8
 
1
4
 
7
 
6
 

千 2
 
5
 
g
 
3
 
4

推 

6
1
 

3

6
 
1
1
3

覚
觉
体
部 

視
聴
肢
内

%

・
 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

d

o.a
 

〇 
Q
 

O

O

O

O

O

1X 
1
 
1* 
1
 
1

%- 

〇 
5
 
7
 
2
 
1

9
 

虫 
8
 
4
 
3

6
 
7
 
7
 
6
 
6

割
%
 
8
 
9
 
8
 
9
 
4

砂 

1
 
4
 
g
 
g
 
3

3
 
4
 
2
 
2
 
2
 

搦
)

%

 
2
 

合

4.
3

%
 

〇1.
3

5
 
3

0.
も

2
 
2

障
障 

覚
覚

皂 不 体

障 部

数

害

害

由

害

4
 
4

2
 
2

7
 
1

数
人
5
 
2

)

千
7
1

7
 
4
 
2

4
 
4
 
7

人
1
 
4
 
8
 
3
 
6
 

千
6
 

4

人 
2
 
9
 
7
 
3
 
3

千
1
 
6
 
6
 

〇 
7

6
 

4

総 数
害
害
由̂

4
 
3
 
5

3
 
6
 
0

3
 
4
 
3 8

 
9

5

5.

3
 
3

-91-



觸

表7 6 障害の程度別にみた^^金の種類別受給状況

障

総

害の程慶 総 数

年金を受 給してい る

総 数

⑴ 

障害に起因 

する年金の 

み

⑵ 

隧害以タ・の 

理由による 

年金のみ

⑴•⑵の 

両年金

数 1 0 0. 0 6 9.0 3 1.8 3 4.2 3.1

! 級 ! 〇 0.0 8 8.8 6 5.1 2 1.9 L8
2 級 ! 〇 0.0 8 6.6 5 9.7 2 4.0 2.9
3 級 ! 〇 0.0 7 0.0 3 0.6 3 5. 6 3.8
4 級 ! 〇 0.0 5 7.7 1 7.0 3 6.9 3.8
5 級 ! 〇 〇,〇 5 0.5 11.2 3 5.6 3.7
6 級 ! 〇 0.0 6 1.9 9.3 4 9.6 3.1
不 明 1 〇 0.0 5 5. 7 5. 7 4 9.6 0.4

年金を受 

給してい 

ない

3 1.0

11.2
1 3.4
3 0.0
4 2.3
4 9.5
3 8.1
4 4.3

表? 7 年齢階級別にみた年金の種類別受給状況

爲

年 齢卩皆級 総 数

無金を受給している
年金を受 

給してい 

ない
総 数

(1)
障轡に起因 

ずる年金の 

み

⑵ 

障害以外の 

理由による 

年金のみ

⑴■⑵の 

両年金

総 数 1 0 0.0 6 9.0 3 1.8 3 4.2 3.1 3 1,0

1 8〜2 9战 1 0 0-0 4 5.4 4 4.0 1.3 一 5 4.6

3 〇 ~3 9 1 0 0.0 4 9,2 4 7.5 0.3 1.3 5 0.8

4 〇 ~ 4 9 1 〇 ,〇. 〇 4 0.9 3 8. 5 1.9 0.5 5 9.1

5 〇 ~ 5 9 1 0 0.0 4 7.5 3 9,4 5.5 2.6 5 2. 5

6 〇 ~6 4 1 0 0.0 7 & 6 3 8,2 3 2.7 7.8 2 1.4

6 5 ~ 6 9 1 0 0.0 8 8.9 2 &1 5 4.4 6・5 11.1

7 〇 ~ 1 0 0. 0 9 3.6 1 6.0 7 55 2,0 6.5
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□ 国民年金の受給者は945,000人（身体隆害者の4 7.8%）、厚生年金は234,000（11.8

% ）、恩給法による年金は!49,000人（7.5% ）。

年金の制度別の受給者は表7 8にみる上うに、「国民年金」は94 5.00 0人（受給率4 7. 8 %）、 

「厚生年金」23 4,0 0 0人（11.8%）、「共済年金」5 6.0 0 0人（2.8%）、「思給法による年 

金」149,000人（7.5% ）である。受給している年金が障害に起因する年金か否かを制更別にみ 

ると、「国民年金」は障害年金とそれ以外の年金とほぼ同じ割合となっているが、「厚生年金」、 

「共済年金」、「恩給法による年金」は障害年金以タ!・の年金を受給している割合が高い。

つぎに、年金をどのような制変から受給しているかを、障害の褪煩、障害の程度及び年齡階級別 

にみると、表7 9、表8 0及び表81のとおりである。障害の稚類嗣では、視覚障害者及び聽覚障 

害者の6 0%以上が「国民年金」の受給で他の障害者に比ペ离い割合を示しており、障害の程度別 

にみると1級、2級の障害者のそれぞれ7 0.8%、6 7.6 %が「国民年金」を受給している和、5 

級、6級の軽慶障害者ではそれぞれ11%那「恩給艺による年金」を受給しているの炉注目される。 

また、年齢階級別にみると6 C蔻代になると各制應とも受給率が高くなっている。

表78 年金の制度別にみた年金の種類別受給者数

（延数）

年金の種類 国民年金 厚生年金
各 種

共済年金
船員保険

恩給法に 

よる年金
労災補償

その他の 

公的年金

（推 計数）

千人 千人 千人 千人 千人 千人 千人

総 数 9 4 5 2 3 4 5 6 4 1 4 9 3 6 5 7

障害に起因する年金 4 7 8 9 6 1 2 2 6 〇 3 2 1 6

障害以外の理由による年金 4 6 7 1 3 8 4 4 2 8 9 4 4 1

（受 給割 合）

% % % % 殆 め %
総 数 4 7.8 1 1.8 2.8 〇・ 2 7.5 1.8 2.9

障害に起因する年金 2 4.2 4.9 0.5 〇.1 3.0 1.6 0.8

障害以外の理由による年金 2 3.6 7.0 2.2 〇.1 4.5 0.2 2.1
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表7 9 障害の種馥別にみた公的年金制度別年金受給者の劃合

髒豳災舷施審の癒類 国民年金 厚生年金
拿済歳船員保険 その他の 

公的年金

視覚障窖

聴党障害

肢体不自由

内部障害

4 7.8 11.8 2.8

3.4 8.2
〇, 6 1 L 2
1.7 1 2.2
5.8 1 7.3

0.9
2.4
3.5
3.2

〇. 2

— 5.9 0.4 3.0
〇.1 7.3 0.3 2.8
0.2 8.1 2.6 2.7
0.5 7.2 2.5 2.9

松 数

表8 0 際害の荐度別にみた公的年金制度别年金受給者の割合 

____________________ 阀 

障害の程度国民年金厚生年金鈿年豐船負保険饕鑫労災保償爲製
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表81 年齢階級別にみた公的年金制度別年金受給者の割合 

_____________ __________ 闵 

年齢階級国民年金厚生年金鈿年曇船負保険労災補償芻澀

7 0 ~

1 8 ~ 2 9歳

3 〇 ~ 3 9
4 〇 ~ 4 9
5 〇 ~ 5 9
6 〇 ~ 6 4
6 5 ~ 6 9

数 4 7.8 1 1.8 2.8 0.2 7.5 1.8 2.9

3 9.9 2.8 — 0.5 一 1.4 1.4
3 9.0 7.2 0.3 — 一 3.6 0.3
2 9.3 8・7 一 0.5 一 3.7 0.7
2 7.8 8.9 2.4 — 7.2 2.9 1.3
4 3.0 1 9.9 7.4 0.2 1 6.8 2.0 3.9
5 9.0 2 1.7 3,3 0.3 11.7 1.0 4.0
7 1.6 1 0.1 3.5 〇.1 8.4 〇・ 2 4.9

—9 4 一



2）諸手当の受給状況

□ 身体障害者に対する諸手当の受給者は3 7 2,000人、全身体?S害者の18.8%-e、そのうち 

「国の制度による手当」のみの受給者は204,000人（10.3%）、「地方公共団体の制度によ 

る手当Jのみの受給者は12 2,00 0人（6,1% ）、「国・地方公共団体取方の手当」の受給者は 

4 7, 0 0 0 人（2. 4 % 。

福祉手当や児童扶養手当衣ど国の制度や地方公共団体の制度による身体障害者に対する手当を受 

給しているものは、全国で3 7 2,0 00人で、身体障害者全体の18.8 %が受給しており、手当を受 

給していないものは1,605,00 〇人で81.2%である。手当を受給している372,000人について、 

受給している手当邙国の制度による手当か、あるいは地方公共団体の制度による手当かをみると、 

国の制度による手当のみを受給しているのは204,000人（10.3%）、地方公共団体の制岌によ 

る手当のみの受給者は12 2,00〇人（6.1%）、国•地方公共苗体の双方の手当の受給者は47000 

人（2.4 %）である。

手当の受給率を障害の種類、障害の程度及び年齢階級別にみると、表8 2、表8 3及び表84の 

とおりである。臃害の種類では視覚障害者の受給璇加もっとも高く 3 2.6%であり、随害の程度 

別にみると1級が5 4.0%、2級が3 4.3%と鯉障害者に備在しており、年齢階級別にみると 

5 〇歳未満の受給率が2 0~3 〇%台、5 〇我以上では1〇%台の受給率となっている〇

表8 2障害の種類別にみた国一地方公共団体の制度別手当の受給割合

手 当を受給してい る

障害の稲類 稔 数
総 数

（1） 
国の制度に 
よる手当の 
み

⑵ 
地方公共団 
体の制度に 
よる手当の 
み

⑴-⑵の

両手当

手当を受給

していない

総 数 1 0 0.0 1 & 8 1 0.3 2.4 8 1.2

視覚障害 

聽覚障害 

肢依不倉由 

内部障害

1 0 0.0

1 0 0.0

1 0 0.0

1 0 0.0

3 2.6

1 7.6

1 5.7

1 4.9

2 0. 3

1 0.3

7.9

6.8

7.1

4.1

6.5

6.1

5. 2 6 7.4

3.2 8 2.4

1.3 8 4.3

2.0 8 5.1
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表8 3隨害の瑋度別にみた国一地方公共団体の制度別手当の受給割合

园

手 当を受拾 してい 6

障書の程匪 総 数
総 数

⑴ 
国の制慶に 
上る丰当の 
み

⑵ 
逊方公共圧 
体の制度に 
よる手当の 
み

(1)•⑵の

両手当

手当を受給

していない

総 数 1 0 0. 0 1 & 8 1 0.3 5.1 2.4 8 1.2

1 級 10 0-0 5 4.0 3 4.3 9. 2 1 0.4 4 6.0
2 級 1 0 0. 0 3 4.3 1 9.4 1 0.5 4.4 6 5.8
3 殺 1 0 0. 0 1 3.3 2.9 1 0.3 0.1 8 6.7
4 級 10 0-0 5.8 2.4 3.4 一 9 4.2
5 級 1 0 0.0 4.8 2.2 2. 7 一 9 5.2
5 蔽 1 C 0.0 3.1 2 A 〇・ 7 一 9 6.9
不 明 1 0 0.0 4.6 3.9 0.9 一 9 5.2

表8 4 年雄階殺别にみた国一地方公共団体の制度別手当の受給割合

圏

手当を受 給 している

年 m級 総 数
縉 数

⑴ 
国の制慶K1 
上る手当の 
み

⑵ 
地方公共団 
休の制度忙 
よる手当の 
み

⑴•⑵の

面手当

手当を受給

していない

総 数 1 0 0. 0 1 & 8 1 0.3 6.1 2.4 8 1.2

1 8 ~ 2 9讒 1 0 0. 0 2 &g 1 6,1 9.2 3.7 7 1.1
3 〇 ~ 3 5 1 0 0. 0 3 2.1 1 8,7 7.9 5.6 6 7.9
4 〇〜 4 9 1 〇 0.0 2 3.7 1 3.5 8.2 2.C 7 6.3
5 〇 ~ 5 9 1 〇 0.0 1 6-2 8.4 5.1 2.7 8 3.8
6 〇~ € 4 1 0 0.0 1 5.1 8.1 5.9 1.1 8 4.9
6 5〜 7 〇 1 0 0.0 1 6.5 7.3 6.S 2.5 8 3.5
7 〇 ~ 1 0 0. 0 1 6.3 9.7 4.8 1.7 8 3.7

国の制度による手当を受給している251..0DQ八について受舲している手当の剧逻をみると、表 

85のと潘りで、「福祉手当」を受給しているものが203,000人と圧倒的に多く、全身体障害者 

の10.3%である。手当の制叢を「福祉手当」と各種の网度の手当をまとめた「その他の手当」の 

2区分にして、嗓害の種類、隙害の怨度及び年瞬級別疋みると、表8 5、表8 7及び表8 8のと 

おりであり、祝童嘛窖者と晦覚!®審者、1• 2級の磁度曉害老及び5 〇歲耒衢の身体底害者の「福 

祉手当」の受給率那高い。
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表8 5 国の制度による手当別受給者数及び受給割合（延数）

褐祉手当
特別児童 
扶養手当

児董扶義 
手 当

児童手当 黔翼 その他の 
公的手当

推 計 数
千人

2 0 3
千人
6

千人
1 3 祕

。

r
千人

3 1

受給割合
%

1 0.3
% %

〇. 7 。/ 。/ %

表86障害の種類別にみた国の制度による手当別受給割合勞

障害の程類 福祉手当 その他の手当

総 数

視 覚 障 害 

聴 覚 障 害 

肢体不自 由 

内 部 障 害

1 0.3 3.5

2 2.5 5. 4
1 2.0 3. 2

6.9 3.0
5.4 3.4

表8 7 障害の程度別にみた国の制度による手当別受給割合

障害 の程度 福祉手当 その他の手当

総 数 ! 〇＞3 3. 5

1 級 4 1,6 6.7
2 級 2 0.3 5.5
3 級 1.2 1.8
4 級 0.8 1.5
5 級 0.2 2.0
6 級 0.5 1.5
不 羽 — 3.5

表8 8 年齢階級別にみた国の制度による手当別受給割合

年 齢 階 緻 福祉手-当 その他の手当

総 数 1 0.3 5~5

1 8 ~ 2 9 歳 1 7.0 5.0
3 〇 〜3 9 2 0.0 7.5
4 〇 ~ 4 9 11.0 7.0
5 〇 ~ 5 9 9.4 2.5
5 〇 ~ 6 4 7.6 1.7
6 5 ~ ? 〇 &1 2.0
7 0 ~ 9.3 2.7
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3.身体障害者の「現在、特に必要な福祉サービス」

□ 「福祉サービス」としてもっとも要望が強いのは「所得保障の充実」で身体障害者の6 4.1

%が要望、ついで「医療費の軽減」が2 9.9%、「障害に適した住宅の碇保」!9.2%、「機能 

回復訓陳の実旌J16.4% 〇

身体障害者の福祉サービスにおけるニーズを障害の欖類別にみると表8 9及び図16のとおりで 

ある。身体障害者全体では商得保障の充疑!が6 4.1%ともっとも多くの者が要望しており、つい 

で「医療賢の軽減」、「障害に適した設備をもった住宅の祇保」、「機能回復訓練の実施」「介助 

体制の充実」、「働く場の確保Jなどの要望が独い。障害の穫類別にみると、各障害の種類を通 

じて「所得保障の充実」が6 5 %程変の強い要望を示しているが、視覚障害者では「住宅の確保」

（2 4.0 %）、「介助体制の雜立」（1& 5 %）、聴覚隧窖者では「文化活動の援助」（15. 4 %）、 

肢体不自曲者では「住宅の確保」（21.1%）、「介助体制の充央」（1&1%）、内部際害者で 

は「医療費の軽诚」（4 6,6%）と障害の额類によって舟ーズ加異なっている。

つき汇、障害の程度別にみると表9 〇のとおり、「所得保障の充実」は軽度になるにしたがつて 

變望する割合が若干低くなるが、各級を通じても〇と高い。!• 2級の重度障害者で要望の高いの 

は「介助体制の碗立」と「徑宅の確保」であり、中•軽度障害者では「医療費の輕滅」と「働く場 

の確保」を要望する割合娜髙くなっている。

表8 9 障害の種類別にみた「現在、特に必要な福祉サービス」の要望している割合

現在、特に必要な福祉サービ次の稔類 總 数 祝覚障害 聴党瞳害 肢体不自由 内部昨

専門的衣機能回復訓練の実施 1 6.4 6.9 1 0.2 2 1.8 11.3
疥気にかかりやすいので医療饗の嵯減 2 9.9 2 4.2 2 3.6 3 0.5 4 6.6
日'常生活のなかで、かなりの介肋が必要

}1 5.8 1 8.5 9,7 1 8,1 7.9
なので介助体制の充実

能力に応じた職礙訓練の実施 9.1 5.7 8.8 1 0. 5 7.2
就労がむずかしいので、働く場の確保 1 3.8 11.4 1 3.0 1 4.9 1 3.3
障害に懑した股備をもった住宅の確保 1 9.2 2 4.0 .1 2.3 2 1.1 11.3
年金などの所得保障の充夹 6 4,1 6 5.9 6 4.3 6 3.3 6 5.5
Xポーツ•レクリエーン》ン•文化活動に

} L 1.3 9. 2 1 5.4 1 I. 3 7. 9
対する援助

結嬉についての相談活肋 2.1 1.3 2.5 3.0 1.8
その他 4.5 4.1 5.2 4.6 3.6
無回签 1 7.5 1 5.7 1 9.0 1 7.4 1 6,4
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図16 障害の種類別にみた「現在、特に必要な福祉サービス」 

の要望している割合

内

部

障®
 

K

休
不
自
由 

翹
览

障S
 

視

覚

陣

書

严擾

一 99一



表90 障害の程度別にみた「現在、特に必要な福祉サービス」を要望している割合

現在、時に必要サービスの種類 総数 !級 2級 3級 4級 5級 6級 不明

專門的な機能回復訓練の実施 1 6.4 15.1 2 2.0 1 7.4 1 5.1 16.6 11.4 1 2-7

病気にかかりやすいので医療迓の艦械 2 9.9 2 0.0 2 4.9 3 0,8 3 6.1 3 5.3 2 7.8 3 9.9

日常生活のなかで、かなりの介助が必要 

衣ので、介助体制の充実
}1 5.8 3 6.8 2 5.3 1 3.2 8.6 6.0 5.1 8.8

能力に応じた職業訓練の実堀 9.1 5.9 1 0.1 9.S 10.1 10.2 8.2 7.5

就労がむずかしいので働く場の確保 1 3.8 9.2 1 3.9 1 4.8 1 6.6 1 6.4 11.8 11.4

障害に適した設備をもった住宅の礦保 19.2 2 7.5 2 6.0 1 8.2 1 6.4 1 5.7 1 2.5 1 0.5

年金などの所得探障の充夷 6 4.1 6 7.2 6 7.3 6 44 6 64 6 0.0 5 8.8 5 8.3

スポーツ•レクリエーシ；1ン・文化活動 

に対する援助
}11.3 8.2 11.6 8.8 1 5.0 12.0 13.2 6.1

結婚についての相談活動 2.1 1.8 4,3 2.2 2.8 2.5 0.9 1.8

その他 4.5 4.5 3.8 6.2 44 5.2 3.6 2.6

無回答 1 7.5 12.7 13.9 1 8.3 1 6.0 2 0.7 2 2.3 2 2.4
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第3章統計表

本統計表には標本数を掲げてあるから，全国推計数を算出する場合は

4 4 3.5 4を乗ずる。



第1表 身体障害者数,年令階級・

年舲階級

総数 視覚障害

噁 覚 障 害
肢

総数 聴覚障害
平衡機能 

障 害

音声•き第 

機能障害
総数 上肢切断性

総数 4 457 757 715 639 16 60 2 541 165
男 2 556 344 414 362 12 40 1 576 137
女 1 901 413 301 277 4 20 965 28

1 8~19 歳 25 一 5 3 一 2 1 8 一

男 16 一 4 2 — 2 11 一

女 9 — 1 1 一 — 7 一

2 0-29 1 93 22 32 28 一 4 125 8
男 125 17 17 1 6 一 1 83 6
女 68 5 1 5 1 2 一 3 42 2

3 〇〜3 9 305 29 59 53 1 5 1 90 1 9
男 180 12 29 26 1 2 124 18
女 125 17 30 27 一 3 66 1

4 0-4 9 587 81 67 53 2 1 2 381 40
男 358 44 4 1 31 2 8 241 33
女 229 37 26 22 一 4 140 7

5 0-5 9 941 159 93 83 4 6 573 42
男 565 86 49 44 3 2 378 35
女 376 73 44 39 1 4 1 95 7

6 〇〜6 4 542 93 60 51 - 9 336 24

男 329 45 40 33 一 7 2 1 6 20

女 213 48 20 18 一 2 120 4

6 5-69 605 1 04 92 81 3 8 332 1 3

男 367 50 61 52 2 7 216 1 2

女 238 54 31 29 1 1 11 6 1

7 〇- 1 259 269 307 287 6 1 4 586 1 9

男 616 90 173 158 4 11 307 1 3

女 643 179 134 1 29 2 3 279 6

—1 〇 2—



性・障害の種類（重複障害一再掲）別

体 不 自 由 内 部 障 害 （再掲）

重複睡害

上肢機能 

際 害 下肢切断
下肢機能 

障 害

体幹機能 

障 害
総数

心臓機能 

® 害

呼吸器機能 

障 害

じん臓機能 

障 審

754 109 1 083 430 444 2S0 106 78 338

481 90 6 1 7 251 222 116 §9 37 181

273 1 9 466 179 222 1 44 37 4 1 157

4 - 13 1 22 ーー 3

1 — 9

3 - 4

32 8 62

23 6 4 1

9 2 21

49 10 94

37 10 49

12 - 45

1 08 29 156

67 21 94

41 8 52

1 67 25 237

112 22 146

55 3 91

111 1 2 138

64 1 2 86

47 - 52

108 8 1 39

74 7 79

34 1 50

1 75 17 244

103 1 2 11 3

72 5 1 3 1

1 1 1
一 1 1

1 5 14 7

7 8 3

8 6 4

1 8 27 15

10 15 6

8 12 9

48 58 24

26 32 1 3

22 26 11

102 116 63

63 52 27

39 64 36

51 53 29

34 28 16

1 7 25 1 3

64 77 50

44 40 25

20 37 25

131 97 70

66 46 25

65 51 45

— 一 1

一 2

2 5 1 4

1 4 9

1 1 5

1 11 15
一 9 6

1 2 9

20 1 4 30

11 8 18

9 6 12

29 24 37

20 5 24

9 19 1 3

1 6 8 30

8 4 21

8 4 9

17 10 52

1 2 3 36

5 7 16

21 6 1 57

17 4 66

4 2 91
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第2表身体障害者数，年令階級・

年舲階級

・性

総数 視覚障害

聴 覽 障 害 肢

総 数 聴覚障害
平衡キ 

障

幾能

害

音声•君語 

機能障害
総数 上肢切断

総数 4 457 657 631 579 9 43 2 417 1 64

男 2 556 298 368 334 6 28 1 503 1 37

女 1 901 359 263 245 3 1 5 914 27

18〜19歲 25 一 4 3 — 1 16 —

男 16 一 3 2 一 1 11 一

女 9 一 1 1 一 一 5 一

2 0-29 193 21 28 25 — 3 116 8

男 125 1 7 14 14 — 一 77 6

女 68 4 14 11 一 3 39 2

3X3 9 305 27 55 49 1 5 182 19

男 180 12 28 25 1 2 1 20 1 8

女 125 15 27 24 I 3 62 1

4 0-4 9 587 75 5 8 49 1 8 370 40

男 358 41 35 29 1 5 235 33

女 229 34 23 20 — 3 135 7

5 〇〜5 9 941 145 84 75 3 5 563 41

男 565 75 45 41 2 2 373 35

女 376 70 39 35 1 3 190 6

6 〇〜6 4 542 86 51 46 一 5 324 24

男 329 40 35 31 — 4 206 20

女 213 46 16 1 5 一 1 11 8 4

65-69 605 88 82 75 1 6 311 13

男 367 4 1 53 48 一 5 199 1 2

女 238 47 29 27 1 1 11 2 1

7 〇〜 1 259 215 269 256 3 ! 〇 535 1 9

男 6 16 72 1 55 144 2 9 282 13

女 643 143 114 112 1 1 253 6

一1 04-



性•障害の種類（重複障害一別掲）別

体 不 自 由 内 部 障 害 （別掲）

重複障害
上肢機能 

障 害
下肢切断

下肢機能 

障 害

体幹機能 

障 害
総数

心臓機能 

障 害

呼吸器機能 

瞬 害

じん臟機能 

障 害

707 105 1 041 399 414 243 96 75 338
452 89 5 93 232 206 110 6 1 35 181

255 1 7 448 167 208 1 33 35 40 157

2 — 1 3 1 2 2 - 一 3

1 一 9 1 1 1 一 一 1

1 一 4 一 1 1 - 一 2

28 8 60 1 2 14 7 2 5 14
21 6 39 5 8 3 1 4 9

7 2 21 7 6 4 1 1 5

47 1 〇 92 1 4 26 15 1 1 〇 15
36 10 48 8 14 6 — 8 6

11 - 4 4 6 12 9 1 2 3

103 29 1 50 48 54 24 17 13 30
65 21 90 26 29 13 9 7 18

38 8 60 22 25 11 8 6 1 2

164 25 235 98 11 2 62 26 24 37

111 22 145 60 48 26 17 5 24

53 3 90 38 64 36 9 19 13

107 12 1 32 49 51 27 1 6 8 3C
61 1 2 81 3 2 27 15 8 4 21

4 6 一 5 1 17 24 1 2 8 4 9

97 8 1 33 60 72 46 1 6 1 〇 52

63 7 77 40 38 23 1 2 ・ 3 36

34 1 56 20 34 23 4 7 1 6

159 14 226 117 83 60 1 8 5 157
94 11 1 04 60 4 1 23 14 4 66

65 3 122 57 42 37 4 1 91
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第3表身体障害者数（延数）,年齢

年齢階級

総数 視覚障害

聴 觉 障 害 肢

性 総数 聴覚障害
平衡機能 

障 害

音声•言語 

機能障害
総数 上肢切断

総 数 6 267 874 961 784 32 1 45 3 548 181
男 3 534 398 556 441 22 93 2 129 147

女 2 733 476 405 343 10 52 1 4 1 9 34

18〜19歳 39 — 7 3 — 4 27 一

男 19 一 4 2 一 2 1 3 一

女 20 - 3 1 一 2 14 一

2 〇〜2 9 270 24 50 30 1 1 9 167 8

男 1 78 17 27 1 7 一 10 11 7 6

女 92 7 23 13 1 9 50 2

30-39 401 34 77 59 2 1 6 242 20

男 235 1 7 36 28 1 7 157 19

女 1 66 1 7 41 31 1 9 85 1

4 〇〜4 9 751 87 91 65 4 22 477 44

男 449 48 56 38 4 1 4 293 35

女 3 02 39 35 27 一 8 184 9

50-5 9 1 203 1 77 121 98 6 17 746 48

男 718 94 67 54 5 8 480 39

女 485 83 54 44 1 9 266 9

6 〇〜6 4 743 103 82 62 3 1 7 465 25

男 449 5 3 59 43 2 14 282 2 1

女 2 94 50 23 1 9 1 3 183 4

65-69 890 126 128 102 7 1 9 489 13

男 5 53 60 89 68 4 1 7 317 1 2

女 337 66 39 34 3 2 172 1

7 0- 1 S70 323 405 365 9 31 935 23

男 933 、!09 218 19 1 6 21 470 1 5

女 1 037 214 187 174 3 10 465 8
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階級•性•障害の種類（重複障害一再掲）別

体 不 包 由 内 部 障 害 （再掲）

上肢機能 

障 害
下肢切断

下肢機能 

障 害

体幹機能 

障 害

総数«« 呼吸器機能 

障 害

じん臓機能 

隱 害
重複曉害

940 131 1 700 596 546 310 139 97 338
594 102 946 340 270 140 83 47 181
346 29 754 256 276 170 56 50 157

6 一 1 7 4 2 2 一 3
2 一 10 1 1 1 一 一 1

4 一 7 3 1 1 一 一 2

39 10 89 21 1 5 7 3 5 14
30 7 61 13 8 3 1 4 9

9 3 28 8 7 4 2 1 5

58 10 123 31 33 1S 5 12 15
4 1 10 68 1 9 1 9 7 2 10 6

17 一 55 1 2 1 4 9 3 2 9

127 30 217 59 66 25 22 1 9. 30
79 21 126 32 34 14 11 9 1 8

48 9 9 1 27 32 11 11 10 1 2

135 29 353 1 21 1 22 65 33 24 37
1 3 1 26 210 74 5 3 27 21 5 24

64 3 143 47 69 38 1 2 1 9 1 3

131 15 221 73 63 34 20 9 30
77 13 1 28 43 34 1 9 11 4 21

54 2 93 30 29 1 5 9 5 9

142 10 235 89 95 59 22 1 4 52
99 8 137 61 5 1 30 1 5 6 36

43 2 98 28 44 29 7 8 16

242 27 445 1 98 150 102 34 1 4 157
135 1 7 206 97 70 39 22 9 66

1 07 10 239 1 〇 1 80 63 1 2 5 9 1
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第4表身体障害者数,障害の

障害の程度

総数 視覚障害

聴 党 睡 害 肢

性 総数 聴覚障害
平衡機能 

障 害

音声•言話 

機能障害
総数 上肢切断

総 数 4 457 757 715 639 1 6 60 2 541 165
男 2 556 344 4 1 4 362 12 40 1 576 137

女 1 901 4 1 3 301 277 4 20 965 28

1 661 289 1 1 一 一 286 1
男 339 134 1 1 一 一 158 1

女 322 155 一 一 一 一 128 一

2 級 800 11 8 1 99 1 94 2 3 482 28
男 4 36 58 110 106 1 3 268 22
女 36 4 60 89 8 8' 1 一 214 6

3 級 759 65 161 1 23 5 33 442 50
男 454 27 90 63 4 23 295 4 3
女 305 38 7 1 60 1 ! 〇 147 7

4 級 860 66 106 82 4 20 519 37

男 512 27 53 48 4 11 333 32

女 348 39 43 34 — 9 186 5

5 級 598 S3 1 〇 6 4 — 525 29
男 375 28 5 3 2 一 342 25

女 223 35 5 3 2 一 183 4

6 級 551 11 6 211 211 一 224 20
男 334 61 1 27 127 一 一 146 14

女 217 55 84 84 一 — 78 6

7 級 一 一 一 一 — 一 一 一

男 一 一 一 一 一 一 一 一

女 一 一 - 一 一 一 一 一

不 明 228 40 27 22 1 4 63 **

男 106 9 1 8 14 1 3 34 一

女 122 31 9 8 1 29 一

—! 〇 8 —



程度・性・障害の種類（重複障害一再掲）別

体 不 包 由 内 部 障 害 （再掲）

上肢機能 

障 害
下肢切断

下肢機能 

障 害

体静機能 

障 害
総数

心臓機能 

障 害

呼吸器機能 

障 害

じん臟機能 

障 害
重複障害

754 109 1 083 430 444 260 106 78 338

481 90 617 251 222 116 69 37 181

273 19 466 179 222 144 37 41 157

117 4 81 83 85 38 ! 〇 37 88

61 4 45 47 46 1 5 10 21 49

56 一 36 36 39 23 一 16 39

1 77 8 156 113 1 1 一 一 77

95 8 76 67 一 一 一 38

82 一 80 46 1 1 一 一 3 9

1 61 27 1 23 81 91 58 25 8 65

113 25 70 44 42 24 1 5 3 3 5

48 2 53 37 49 34 10 5 30

1 23 50 309 一 1 69 1 02 48 19 58

92 39 170 一 89 51 31 7 33

31 11 139 一 80 5 1 17 12 25

95 7 255 1 39 — 一 一 一 25

7 1 3 159 84 一 一 一 一 1 3

24 4 96 55 — 一 一 一 1 2

66 13 125 一 一 一 一 11

42 11 7 9 一 一 一 一 - 6

24 2 46 一 一 一 一 一 5

— 一 — *" 一 一 一 一 —

一 一 一 一 - 一 一 一

一 一 一 - 一 一 一 —

1 5 一 34 14 98 61 23 14 14

7 一 18 9 45 26 1 3 6 7

8 16 5 53 35 10 8 7

—1 〇 9—



第5表 身体障害者数,障害の

障害の程度

総数 視党障害

聴 覽 障 害 肢

性 総数 聴覚障害
平衡機能 

障 害

音声・言語 

機能障害
総数 上肢切断

総 数 4 457 6 57 631 579 9 43 2 417 1 64

男 2 556 298 368 334 6 28 1 503 137

女 1 901 359 263 245 3 15 914 27

1 蔽 661 250 一 一 一 243 1

男 339 115 一 一 - 一 133 1

女 322 135 一 一 一 — 1! 〇 一

2 赧 800 100 1 78 178 一 一 444 27

男 436 50 103 103 一 一 245 22

女 364 50 75 75 —
一 199 5

3 敬 759 49 132 103 4 25 430 50

男 454 1 9 74 52 3 1 9 287 43

女 305 30 58 51 1 6 14 3 7

4 級 860 59 90 76 一 1 4 501 37

男 512 25 50 44 — 6 324 32

女 348 34 40 32 一 8 177 5

5 靱 598 54 4 一 4 一 515 29

男 375 24 2 一 2 — 336 25

女 223 30 2 一 2 一 179 4

6 級 551 11 2 205 205 一 — 223 20

男 3 34 58 124 1 24 一 一 146 14

女 2 1 7 54 81 81 一 一 77 6

7 騷 一 一 一 一 一 一 — 一

男 一 - — 一 一 一 - 一

女 一 一 一 一 一 一 一 —

不 明 228 33 22 17 1 4 61 一

男 10 5 7 15 11 1 3 32 一

女 122 26 7 6 一 1 29 一

一1! 〇1



程度•性，障害の種類（重複障害一別掲）

体 不 自 由 内 部 障 害 （別掲）

上肢機能 

障 害
下肢切断

下肢機能 

障 害

体幹機能 

障 害
総数

心臓機能 

障 害

呼吸器機能 

障 害

じん肠機能 

障 害
重複障害

707 106 1 041 399 414 243 96 75 338
452 89 593 232 206 110 61 35 181
255 17 4 48 167 208 133 35 40 157

100 4 69 69 80 37 8 35 88
52 4 37 39 42 1 5 8 1 9 49
48 一 32 30 38 22 一 1 6 39

156 8 148 105 1 1 一 一 77
81 8 71 63 一 一 一 一 38
75 一 77 42 1 1 一 一 39

1 56 27 120 77 83 52 24 7 65
109 25 70 40 39 22 14 3 35

47 2 50 37 44 30 10 4 30
1 21 47 296 — 1 52 92 41 1 9 58

91 38 163 80 47 26 7 33
30 9 133 一 72 45 15 1 2 25
93 7 252 1 34 一 一 一 一 25
70 3 157 8 1 一 一 一 一 1 3
23 4 95 53 — 一 一 - 1 2
66 13 124 一 一 一 - 一 11
42 11 79 一 一 一 一 一 6
24 2 45 一 — 一 一 一 5
— — 一 一 — - 一 -

一 一 — 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一

15 — 32 14 98 61 23 14 1 4
7 一 1 6 9 45 26 1 3 6 7
8 一 16 5 53 35 10 8 7
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第6表 身体障害者数（延数）,障害

障害の程度

総数 視覚障害

聴 觉 障 害 肢

性 総数 聴覚障害
平衡機能 

障 害

音声•書語 

機能障害
総数 上肢切断

総 数 6 267 874 961 784 32 145 3 548 181

男 3 5 34 398 556 44 1 22 93 2 129 147

女 2 733 476 40 5 34 3 10 52 1 4 1 9 34

1 級 770 282 — 一 一 一 328 1

男 395 1 29 一 一 一 — 181 1

女 375 153 一 一 一 一 147 一

2 級 961 1 25 198 1 98 一 一 570 28

男 514 63 109 109 — - 307 22

女 447 62 89 89 一 一 263 6

3 級 1 200 66 220 1 38 11 71 752 49

男 684 25 124 67 7 50 4 55 42

女 516 4 1 96 71 4 21 297 7

4 級 1 1 83 77 156 106 一 50 687 42

男 719 36 93 64 一 29 4 54 36

女 464 4 1 • 63 42 - 21 233 6

5 級 736 69 14 - 14 一 639 31

男 456 30 10 一 ! 〇 一 407 24

女 280 39 4 一 4 一 232 7

6 級 718 148 259 259 一 一 283 20

男 4 16 77 151 151 一 一 174 16

女 302 71 108 108 一 一 109 4

7 級 1 09 一 一 一 - 一 109 4

男 63 一 一 一 一 一 63 1

女 46 一 一 一 一 一 46 3

不 明 320 47 45 34 3 8 91 一

男 151 11 30 21 3 6 45 一

女 169 36 1 5 13 - 2 46

級 外 270 60 69 49 4 1 6 89 6

男 136 27 39 29 2 8 43 5

女 134 33 30 20 2 8 46 1
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の程慶・性・障害の種類（重複障害一再掲）

体 不 自 由 内 部 障 害 （再掲）

垂複障害
上肢機能 

障 害
下肢切断

下肢機能 

障 害

体幹機能

漳 害
総数

心臟機能 

it 害

呼吸器機能 

障 害

じん臟機能 

障 害

940 131 1 700 596 546 310 139 97 338

594 102 946 340 270 140 83 47 18 1

346 29 7 54 256 276 170 56 50 157

65 4 1 37 121 87 38 12 37 73

34 4 74 68 47 1 5 11 2 1 38

31 一 6 3 53 40 23 1 1 6 35

160 8 232 142 一 一 一 一 68

85 6 11 5 79 一 一 一 - 35

75 2 11 7 63 一 一 一 一 33

258 36 284 125 96 56 31 9 66

158 31 1 55 69 44 24 17 3 36

100 5 1 29 56 52 32 14 6 30

170 57 418 一 188 11 2 55 21 75

130 43 245 一 94 54 33 7 42

40 14 173 一 94 58 22 14 33

11 6 8 310 174 一 一 一 一 1 4

87 4 1 86 106 一 一 一 - 9

29 4 124 68 一 一 一 一 5

80 14 1 69 一 一 一 — 一 28

48 1 2 98 一 一 一 一 一 1 4

32 2 71 — 一 一 一 — 14

52 一 53 — 一 一 一 — 一

32 一 30 一 一 一 一 一 一

20 一 23 一 一 — — 一 一

20 — 55 16 123 68 30 25 14

9 一 25 11 58 30 1 7 11 7

11 — 30 5 65 38 13 14 7

19 4 42 1 8 52 36 11 5 一

11 2 1 8 7 27 1 7 5 5 一

8 2 24 11 25 19 6 一 一

一11 3一



第7表 重複障害者数,障害の種類の組合せ・障害の程度別

靈複障害の趣類 愿数 !級 2級 3級 4級 5級 6級 不朝

総 数 338 88 77 65 58 25 11 14

視觉臨害と吨觉障害 51 12 14 12 7 4 1 1

視觉障害と枝体不自由 78 29 12 10 13 7 3 4

祝覚障害と内部障害 8 2 2 3 - - 1

聴党障害と肢休不自由 134 30 42 24 19 12 4 3

聴党障害と内部障害 14 1 1 6 3 - 1 2

肢体不自由と内部障害 27 3 3 7 11 1 - 2

三種類以上の重複障害 26 .11 5 4 2 1 2 1
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第8表 身体障害者数,障害の種類（重複障害一別掲）•障害の原因•性別 

（2-1）

障害の颔類
総数 交通事故 労働災害 その他の寧故

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

総 数 4 457 2 556 1 901 208 167 41 399 354 45 269 152 117
視覚漳害 657 298 359 9 6 3 27 21 6 36 15 21

聴覚障害 631 368 263 8 5 3 18 16 2 18 10 8
聴覚障害 579 334 245 5 2 3 18 16 2 16 9 7
平衡機能障害 9 6 3 1 1 一 — 一 一 一 一 一

咅声・倉語檢能腿害 43 28 15 2 2 — 一 一 一 2 1 1
肢体不自由 2417 1 503 914 178 148 30 333 299 34 206 123 83
上肢切断 164 137 27 10 8 2 95 85 10 24 16 8
上肢段能障害 707 452 255 33 26 7 90 78 12 47 41 6
下肢切断 106 89 17 24 18 6 33 31 2 9 8 1
丁肢機能障害 1041 5 93 448 96 84 12 90 82 8 108 48 60
体餡機能障害 399 232 167 15 12 3 25 23 2 18 10 8
内部障害 414 206 208 — 一 一 11 10 1 2 — 2
心臓機能障害 243 110 133 一 一 1 4 4 一 2 一 2
呼吸器機能障害 96 61 35 一 一 — 6 5 1 一 一 一

じん臓機能障害 75 35 40 一 一 一 1 1 一 一 一 一

（別掲）霾複障害 338 181 157 13 8 5 10 8 2 7 4 3

障害の種類
戦傷•戦病 戦災 感染症 中瘵性疾患

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

総 数 203 199 4 16 12 4 206 112 94 17 7 10
視覚障害 20 19 1 3 3 一 20 6 14 3 1 2
聴覚障害 25 25 f 2 1 1 19 7 12 6 4 2
聴覚障害 24 24 一 2 1 1 18 7 11 5 3 2
平衡機能障害 一 — — 一 一 一 一 — 一 1 1 一

音声•玄融槻能覧害 1 1 一 — 一 — 1 一 1 一 一 一

肢体不自由 147 145 2 9 7 2 123 74 49 5 — 5
上肢切断 17 17 一 2 2 一 1 1 — 一 一

上肢機能障害 48 47 1 3 2 1 23 16 7 一 一 一

下肢切断 11 10 1 1 1 2 2 — — 一 一

下肢機能障害 55 55 一 3 3 一 74 42 32 4 一 4

体幹機能障害 16 16 一 一 一 一 23 13 10 1 一 1
内部障害 6 6 一 1 1 一 29 17 12 一 一 —
心臓槪能障害 一 — 一 — 一 一 2 1 1 一 — —

呼吸器裁能障害 5 5 一 一 一 一 23 15 8 一 — —

じん徹機能障害 1 1 一 1 1 一 4 1 3 — 一 —

（別掲）重複障害 5 4 1 1 一 1 15 8 7 3 2 1
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第8表 身体障害者数,障害の種類（重複障害一別掲）・障害の原因・性^
(2-2 )

障害の種類
その他の疾患 出生時の損傷 その 他 不 明

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

総“ 数 1 895 945 950 157 85 72 569 270 299 518 253 265
視"克障害 300 128 172 23 10 13 105 48 57 111 41 70
聴党障雪 210 116 94 34 21 13 141 74 67 150 89 61
廳覚障害 188 99 89 32 20 12 130 69 61 141 84 57
平衡機能障害 1 1 一 一 一 一 2 1 1 4 2 2
音严•営鶉按施牆兽 21 16 5 2 1 1 9 4 5 5 3 2

肢体不自由 1 020 515 505 81 43 38 199 90 10S 116 59 57
上肢切断 9 4 5 1 1 — 4 3 1 1 - 1
上肢機能障霑 353 180 173 23 15 8 58 33 25 29 14 15
下肢切斯 20 18 2 2 一 2 2 1 1 2 1 1
下肢噬能際害 412 192 220 45 21 24 96 36 60 58 30 28
体幹機能障害 226 121 105 10 6 4 39 17 22 26 14 12

内部障喜 203 100 103 8 3 5 67 33 34 87 36 51
心猱機能障害 120 55 65 7 3 4 49 23 26 59 24 35
呼吸器黴能障害 39 25 14 1 一 1 7 4 3 15 7 8
じんKE機能孫害 44 20 24 一 一 一 11 6 5 13 5 8

（別掲〉靈複障害 162 86 76 11 8 3 57 25 32 54 28 26
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第9表 身体障害者数,障害の種類（重複障害一再掲）・疾病の種類・性別 

（2 —1）

障害の卷穎
総数 脳性マヒ 脊髓性小児マヒ 脊 髄損傷

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

総 数 4457 2559 1 901 132 83 49 120 76 44 148 114 34
視 党障害 757 344 413 1 1 — 1 一 1 一 一 -

聴 覚障害 715 414 301 12 8 4 4 3 1 1 — 1
聽覚障害 639 362 277 4 3 1 4 3 1 1 一 1
平衡機能障害 16 12 4 1 1 一 一 一 一 一 一 —

音声•普話機能障害 60 40 20 7 4 3 一 一 一 一 一 一

肢 体不自由 2 541 1 576 965 119 74 45 115 73 42 147 114 33
上肢切断 165 137 28 3 3 一 2 1 1 1 1 一

上肢機能障窖 754 481 27 3 55 34 21 24 13 11 18 12 6
下肢切断 109 90 19 一 一 一 2 1 1 3 3 一

下肢機能障害 1 083 617 466 39 25 14 82 55 27 69 53 16
体眸機能障麥 430 251 179 22 12 10 5 3 2 56 45 11

内 部障害 444 222 222
心臓機能障害 260 116 144
呼吸器機能障害 106 69 37

じん淼機能障害 78 37 41
（再掲）靈複障害 338 181 157 21 13 8 4 2 2 5 4 1

障害の極類
進行性筋娄縮疾患 脳血管障害 脅関算疾患 リウマチ性疾患

総数| 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

総 数 12 8 4 511 322 189 415 227 188 208 38 170
視覚障害 一 一 W 5 5 — 十 一 1 — 1
聴覚障害 ** i 22 17 5 一 一 — 1 1 —
聴覚障審 一 — — 7 5 2 - 一 一 — 1 —
平衡機能障害 一 — 一 4 3 1 一 一 — — 一 —
音声•1•話機能障害 一 一 11 9 2 一 一 一 一 — 一

肢体不自由 12 8 4 482 299 183 415 227 188 205 36 169
上肢切断 1 1 一 一 一 一 1 1 一 2 一 2
上腫機能障害 5 4 1 246 154 92 57 47 10 97 17 80

下肢切断 一 — 一 2 2 一 10 7 3 2 一 2

下肢機能障密 4 3 1 99 59 40 320 163 157 83 17 66

体幹機能障雪 2 一 2 135 84 51 27 9 18 21 2 19

内部障害 一 — 2 1 1 一 — 1 1 —

心臟機能障害 — 一 一 2 1 1 — 一 1 1 —

呼吸器機能障害

じん臟槻能障客 — —

（再掲）重摟障害 — 一 •** 60 43 17 9 5 4 13 2 11
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第9表 身体障害者数,障善の種類
(2-2 )

障害の種類
中耳性疾恵 内耳性疾患 角膜疾患 水晶体疾患

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

総 数 163 89 74 184 105 79 166 76 90 146 53 93

視 覚障害 4 — 4 1 1 — 163 75 88 143 51 92

聽 覚障害 157 87 70 180 102 7B 2 — 2 2 2 一

聽覚陳窖 157 87 70 180 102 78 2 一 2 2 2 一

平衝機能障害 一

き声・胃語梭能極害 - 一

肢 体不自由 2 2 一 3 2 1 1 1 — 1 — 1

上肢切断 一 一

上胺機能彈窖 一 一 1 1 — 1 1 — 1 一 1

下肢切断

下肢黴能障密 2 2 — 2 1 1 一 一 一 — —
体幹機能障害 一

内 部障害

心臓機能障害 一

呼吸器摊能障害

じん臓黴能障害 一

（再掲）證複障害 7 3 4 20 12 8 23 14 9 25 7 . 18

障害の毯類
不 明

総数 男 女

総 数 313 169 144
視覚障害 60 28 32
聴觉障害 133 75 58
聽覚障害 121 70 51
平衡推能血害 4 3 1
•&声•苕鸽檢能障辔 8 2 6

肢体不自白 102 58 44
上肢切断 6 4 2
上肢機催障害 23 18 5
下肢切断 4 4 一

下肢機能障害 48 21 27
体幹機能障害 21 11 10

内部障害 18 8 10
心臓機能障害 10 5 5
呼吸器機能障書 6 2 4
じん就黴能障窗 2 1 1

（再揚）靈複障害 35 17 18
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（重複障害一再掲）・疾病の種類•性別

mw視^^巒 じん臓疾患 心臓疾患 呼吸器疾患 その他

総数| 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

265 123 142 73 36 37 244 109 135 153 102 51 1 204 826 378
257 119 138 — — — 2 1 1 1 一 1 118 63 55

4 3 1 一 — — — 一 一 7 2 5 190 114 76
4 3 1 一 一 一 一 一 一 7 2 5 149 84 65
- — 一 一 一 — 一 一 一 一 一 一 7 5 2

34 25 9
4 1 3 — — 一 3 2 1 44 33 11 886 646 240

一 149 126 23
一 一 一 一 一 一 1 1 一 10 9 1 215 170 45
— 86 73 13
2 一 2 一 一 一 1 一 1 3 1 2 329 217 112
2 1 1 一 一 — 1 1 一 31 23 8 107 60 47
— 一 ■ 73 36 37 239 106 133 101 67 34 10 3 7
一 — - I 1 一 238 105 133 1 — 1 7 3 4
一 一 一 一 一 一 一 一 一 100 67 33 一 一 一

— 一 一 72 35 37 1 1 一 — 一 一 3 一 3
20 8 12 3 2 1 15 5 10 14 9 5 64 35 29
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第10表身体障害者数,障害の種類

障害の®!類
総 数 脳性マヒ 脊置性小児マヒ 脊做損傷

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

翳 数 4 457 2 556 1 901 132 83 49 120 76 44 148 114 34
視 覚障害 657 298 359 1 1 一 1 一 1 一 一 一

聴 覚障害 631 368 263 9 5 4 2 2 一 1 一 1
聴覚障害 579 334 245 3 2 1 2 2 一 1 一 1
平衡機能障害 9 6 3 1 1
音困・倉齬极能障轡 43 28 15 5 2 3 一 一 一 — - -

肢 体不自由 2 417 1 503 914 101 64 37 113 72 41 142 110 32
上肢切断 164 137 27 3 3 一 2 1 1 1 1 一

上肢機能障害 707 452 255 46 30 16 23 13 10 18 12 6
下肢切断 106 89 17 一 — 一 2 1 1 3 3 一

下肢機能障害 I 041 593 448 34 21 13 81 54 27 65 51 15
体幹黴能障害 399 232 167 18 10 8 5 3 2 54 43 11

内 部障害 414 206 208
心臟機能障害 243 110 133
呼吸器機能障害 96 61 35 - 一

じん矇機能障窖 75 35 40
（別掲）重複障害 338 181 157 21 .13 8 4 2 2 5 4 1

障窖の種類
内耳性挟患 角膜疾恵 水晶体疾患 •視患

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 |総数 男| 女

総 数 184 105 79 166 76 90 146 53 93 265 123 142
視覚障害 1 1 一 140 61 79 118 44 74 237 111 126
聴覚障害 160 90 70 2 一 2 2 2 — 4 3 1
聴覚障啻 160 90 70 2 一 2 2 2 i 4 3 1
平衡機能障害 一 一

音声•君語機能障害 一

肢体不自由 3 2 1 1 1 一 1 — 1 4 1 3
上肢切断 — —

上肢裁能障害 1 1 一 1 1 一 1 — 1 一 '— —
下肢切断 一 一 一

下肢毀能障害 2 1 1 一 一 一 一 一 一 2 — 2
体幹槪能障窖 2 1 1
内部障害

心朦柱能障害 一 一

呼吸器機能障害 一 —
じん臓機能障害

（別掲）重複障害 20 12 8 23 14 9 25 7 18 20 8 12
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（重複障害一別掲）・疾病の種類・性別

進行性筋萎縮疾患 脳血管濫害 骨関節疾患 リウ マチ性疾患 中 耳性疾患

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

12 8 4 511 322 189 415 227 188 208 38 170 163 89 74
— — — 3 3 4 4

— — 12 10 2 — 一 一 1 1 — 150 84 66
一 — 一 6 4 2 一 一 一 1 1 一 150 84 66
一 — — 1 1 一 一 一

一 一 一 5 5 一 — 一

12 8 4 435 265 170 406 222 184 193 34 159 2 2 —
1 1 — * 一 一 1 1 一 2 一 2 一 — —

5 4 1 221 135 86 55 46 9 93 16 77 一 — —

一 一 一 2 2 一 10 7 3 2 一 2 一 一 —

4 3 1 89 51 38 313 159 154 76 16 60 2 2 —

2 一 2 123 77 46 27 9 18 20 2 18 — — 一

— — — 1 1 — 一 一 一 1 1 一 — — 一

一 - 一 1 1 一 一 一 - 1 1 一 — 一 一

一 —— — — 一 — 一 — — 一 一 ー ー — —

60 43 17- 9 5 4 13 2 11 7 3 4

じん臓疾患 心朦疾患 呼吸器疾患 そ の 他 不 明

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 !妇 総数 男 女

73 36 37 244 109 135 153 102 51 1 204 826 378 313 169 144
一 — 一 2 1 1 1 一 1 102 55 47 47 21 26
一 一 一 一 一 一 6 2 4 166 102 64 11S 67 49

一 一 — 一 一 5 2 4 134 79 55 108 65 43
— 一 一 — 一 — 一 — 5 3 2 2 1 1
— 一 一 一 - 一 一 —— 一 27 20 7 6 1 5
一 一 一 3 2 1 41 32 9 863 632 231 97 56 41
一 一 - — 一 一 一 — 一 148 125 22 6 4 2
一 一 一 1 1 一 10 9 1 210 166 44 22 18 4
一 一 一 一 一 一 一 — — 83 72 11 4 4 一

一 一 - 1 一 1 2 1 1 324 214 110 45 20 25
一 十 一 1 1 一 29 22 7 98 54 44 20 10 10

70 34 36 224 101 123 91 59 32 9 2 7 18 8 10
1 1 — 223 100 123 1 — 1 6 2 4 10 5 5

— - 一 — 一 一 90 59 31 一 一 一 6 2 4
69 33 36 1 1 一 一 一 一 3 — 3 2 1 1

3 — 2 1 15 5 10 14 9 5 64 35 29 35 17 「8
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第11表 身体障害者数（延数）,障害の

障害の緞類

総耗 数

視党障窖 

聽覚障害

聽覚障窖 

平衡機能障害 

音声•営翳機能障害 

肢体不自由

上肢切斷 

上肢機能障害

下肢切断 

下肢機能障害 

体幹哉能障害 

内部障害

心臓機能障窖 

呼吸器機能障害 

じん臓機能障害

総 数

総数 男 女

5 929 3 353 2 576
874 398 476
961 556 405
784 441 343

32 22 10
145 93 52

3 548 2 129 1 419
181 147 34
940 594 346
131 102 29

1 700 946 754
596 340 256
546 270 276
310 140 170
139 83 56

97 47 50

脳性マヒ

総数 男 女

240 150 90
2 1 1

36 21 1S
7 4 3
2 1 1

27 16 11
201 128 73

3 3 一

67 43 24
2 1 1

92 59 33
37 22 15

1 1
'~~ 一 一

1 - 1
一 一 一

背驗性小児マヒ

総数 男 女

146 86 60
1 一 1
7 4 3
5 4 1
一 一 —
2 一 2

138 82 56
2 1 1

28 15 13
2 1 1

98 61 37
8 4 4
— 一 —
一 一 一

- 一 一

一 一 一

脊做損傷

総数 男 女

191 143 48
1 — 1
3 1 2
1 一 1
2 1 1
— 一 —

185 141 44
1 1 一

25 17 8
3 3 —

89 67 22
67 53 14

2 1 1
1 一 1
一 一

1 1 —

障害の抵類
内耳性疾患 角膜疾患 水晶体疾患 視:

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総鞭 男 女

総 数

視覚 障害 

聴覚障害

聴覚障轡 

平術機能障番 

音声•客語機能篩害 

肢体不自由

上肢切断 

上肢機能障皆 

下肢切断 

下肢機能障售 

.体幹機能障害 

内部 陳霭

心喊機能障害 

呼吸器機能障害 

じん膝淡能障害

217 122 95
2 2 一

211 117 94
207 L16 91

2 一 2
2 1 1
4 3 1

182 83 93
176 85 91

4 2 2
4 2 2
一 - 一

一 — 一

2 2 一

179 68 111
174 65 109

3 3 i

3 3 一

一 — 一

_ 一 一

2 — 2

281 129 152
271 124 147

4 3 1
4 3 1
一 一 一

- 一 一

6 2 4
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種類・疾病の種類・性別

進行性筋萎縮疾患 脳血管障害 骨関節疾患 リウマチ性疾患 中耳性疾患

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

22 16 6 970 614 356 478 255 223 345 60 285 182 100 82
一 一 一 9 7 2 一 一 1 一 1 5 1 4
一 — 70 52 18 — 一 一 1 1 — 175 97 78
一 一 一 18 13 5 — 一 — 1 1 一 175 97 78
一 一 一 9 8 1
一 一 — 43 31 12

22 16 6 886 551 335 478 255 223 342 58 284 2 2 —

1 1 一 一 一 一 2 2 一 3 一 3 一 - 一

7 5 2 320 203 117 66 52 14 123 23 100 一 一 一

1 1 一 7 3 4 12 9 3 6 1 5 一 一 一

9 7 2 358 225 133 361 178 183 178 31 147 2 2 一

4 2 2 201 120 81 37 14 23 32 3 29 一 一 一

— 一 一 5 4 1 一 一 一 1 1 一 一 — —
亠 — 一 4 3 1 一 — 一 1 1 — 一 一 一

じん臟疾患 心臓疾患 呼吸器疾患 そ＜〇 他 不

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

88 43 45 283 125 158 187 121 66 1 494 990 504 444 242 202
— 一 — 2 1 1 1 — 1 151 77 74 78 35 43
— 一 一 一 一 — 10 4 6 252 147 105 185 104 81
一 一 一 一 一 一 9 3 6 193 105 88 157 90 67

11 8 3 6 4 2
一 一 一 一 一 — 1 1 — 48 34 14 22 10 12

一 — 4 3 1 51 38 13 1 073 761 312 152 87 65
161 133 28 8 6 2

一 — — 1 1 — 11 10 1 257 199 58 32 24 8
92 77 15 6 6

一 一 一 2 1 1 3 1 2 421 274 147 79 37 42
一 一 一 1 1 一 37 27 10 142 78 64 27 14 13

88 43 45 277 121 156 125 79 46 18 5 13 29 16 13
2 2 一 272 119 153 1 ■ 1 10 4 6 19 11 8
一 — 一 4 1 3 123 78 45 4 1 3 7 3 4

86 41 45 1 1 — 1 1 一 4 一 4 3 2 •1
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第12表身体障害者数.疾病の種類•年齢階級別

疾 病 名 総数 18-19® 20~29歳 30~39 歳 40~49歳 50~59歳 60~64 歳 65169 歳 70歳~

総 数 4 457 25 193 305 587 941 542 605 1 259

脳性 マ ヒ 132 8 39 34 20 18 6 2 5

脊做性小児マヒ 120 2 19 20 40 21 6 6 6

脊碰損傷 148 1 5 9 28 34 21 24 26

進行性筋萎縮疾患 12 - 1 2 3 3 1 2

脳血管疾患 511 1 2 3 27 81 75 104 218

骨関節疾思 415 一 13 32 64 110 58 53 85

リウマチ性疾患 208 一 1 8 27 46 37 28 61

中耳性疾患 163 2 3 7 16 24 17 24 70

内耳性疾患 184 ヨ 9 11 13 28 13 24 86

角膜疾患 166 一 5 9 17 32 22 31 50

水晶体疾患 146 一 2 1 11 11 16 15 90

網脈絡膜• 
視神経系疾患

265 - 9 16 28 64 34 40 74

じん朦疾患 73 5 12 13 22 7 9 5

心臓疾患 244 2 8 12 21 61 25 46 69

呼吸器疾念 153 一 2 2 29 57 17 20 26

そ の 他 1204 8 55 109 189 275 153 136 279

不 明 313 1 15 18 41 54 34 41 109



第13表 身体障害者数,障害の種類（重複障害一再掲）•障害の程度• 

身体障害者手帳所持の有無別

障害の種類
総数 ! 級 2 級 3 級

矗数 チ檢有り 手帳無し 構数 手帳有り 手帳無し 黴数 手段有り手根無し 壽数 手有り HR煞し

総 数 4 457 3 2311 226 661 542 119 800 694 106 759 570 189

視覚障害 757 583 174 289 265 24 118 101 17 65 49 16
聴党障害 715 504 211 1 1 — 199 187 12 161 104 57
聴覚障害 639 463 176 1 1 一 194 185 9 123 77 46
平衡樓能障害 16 2 14 一 一 一 2 一 2 5 1 4
音声•営語按能障害 60 39 21 一 — 一 3 2 1 33 26 7

肢体不自由 2 541 1 983 558 286 207 79 4B2 405 77 442 371 71
上肢切断 165 155 10 1 1 一 28 27 1 50 50 —
上肢機能障害 754 584 170 117 93 24 177 146 31 161 131 30
下肢切断 109 102 7 4 4 一 8 8 一 27 27 —
下肢趙能障害 1 0 83 838 245 81 58 23 156 125 31 123 101 22
体幹機能障害 430 304 126 83 51 32 113 99 14 81 62 19
内部障害 444 161 283 85 69 16 1 1 — 91 46 45
心臓機能障害 260 76 184 38 29 9 1 1 一 58 25 33
呼吸器錢能障害 106 44 62 10 4 6 一 一 一 25 19 6
じん臓機能障害 78 41 37 37 36 1 一 — — 8 2 6

（再掲）重複障害 338 188 150 88 58 30 77 54 23 65 34 31

障害の種類
4 級 5 級 6 級 不 明

総数 手擬有り 手整焦し 絲数 手覲有り 手恢無し 総敎 手很有り 手帳焦し 椅» 手議有り 手银無し

総 数 860 606 254 598 452 146 551 362 189 228 223
視覚障害 6S 52 14 63 46 17 116 70 46 40 一 40
聴覚障害 106 67 39 10 3 7 211 142 69 27 一 27
聽覚障窖 82 56 26 6 2 4 211 142 69 22 一 22
平衡機能障害 4 一 4 4 1 3 一 一 一 1 一 1
音声•言解极能陥害 20 11 9 - 一 一 一 一 - 4 一 4

肢体不自由 519 443 76 525 403 122 224 150 74 63 i 59
上肢切断 37 33 4 29 27 2 20 17 3 一 一 一

上肢機能障害 123 107 16 95 70 25 66 37 29 15 - 15
下肢切断 50 48 2 7 7 一 13 8 5 一 — 一

下肢機能障害 309 255 54 255 208 47 125 88 37 34 3 31
体幹機能障害 一 一 一 139 91 48 一 一 一 14 1 13
内部障害 169 44 125 — — 一 — — 98 1 97
心臟機能障害 102 20 82 — 一 一 — 一 一 61 1 60

呼吸器機能障害 48 21 27 一 一 — 一 一 一 23 一 23
じん臓機能障害 19 3 16 — 一 一 一 一 一 14 一 ・14

（再掲）重複障害 58 29 29 25 12 13 11 1 10 14 — 14

一12 5—



第14表 身体障害者数,障害の種類•年齢

数 総 級
1

級
2

級
3

瞬
帳
り 

手
有

瑜
無

紳 影 熬 帳
し 

手
無 紳

帳
り 

手
有

数 総
754

31
23 622

661 54
9111 800

496 64

— 759 5r

歳
90

0 25

C
O

7 5 5 - 7 7
-

3 2

2920
39 1A711 22 32 31

1 64 34 3 43
30

3930 30 81
2

勿
7

47 一
5 5

一 51 49
94

一〇 587
394

94
9 7 2 81 41 4

93 85

5950 941
557

186 30
52 5 94 11 8 86 43

6460
245 324

19
6

68
8

〇
1

90 〇 89
4

96-56
60

24 48
86

3 3 5U1
99

6 9
 〇 S3

- 9521A 966
590 20 16 90 2(J

53 56 22 311

害 障 哋 視 757
385

174
982

26 24 18

V
-
*

41 7 56 9

廳 

〇
>

-8
一

-
一 一 一 一 一

-
一

2920 22 21
1A 〇

〇 - 5 5 - 2 2

3930 29 28
7 7

一
W

10 一

3 3

94
一〇

8
だ

9 24 24 - 0
〇

- 6 4

5950
951 63 32

62
26 - 32

22
7 3

6460
39 2

21 36
33 3 7 4 3 7 4

96
一

56 41 28 22 34
〇

3 7 41 3 8 6

962 271
97 89

1 8
36 26 10

22 7

W
 障 覚 聴 71 50 211

1* - 9941 87
2

61
4<1

歳
9

一

0
0

5 2 3
一 一

- 1- 12
一

1A

29一20
23 62 6 1 1 -

21 20
4 2

3930
95

55
4 - -

一 41 41 - 5 4

4940 67 55
2 - - -

32 30
2 2 0

5950
39 2

21 一 一 一
23 13 1A 21

7

64
-

60 60
64 4I

7

一
2 2

一

6 3

96
一

56
92

56 62 -
一

22 20
2

20
7

30
28 52 -

一 一
38 32

6
82 40

541
3B9 855 682

20 79
284

40 叶
24

37

歳
9

一
8 8 6 2 5 5

一
6 6

一

1A

2920
52 711 8 5 5

一 20
8 2 62

25

393() 90
8 2

30 30 一
32

23 一 37 37

40
83 633 54

22 21
1A 66

64
2 86

65

50 57
994 4 4 2 2

94 88
6 111 88

6460
633 282

54 30 25
5

71 64
7 85

52
9656 233 252

80
3 52 6

65
1T—

1

56
52

〇
685

30
382 9

 Aゝ 44 56 62 7 g 68
51

W
 障 内 44 61 283 85

96 64
—

41 1 - 91 46

歳
91

一
8 2

一
2

一
-

一 一
-

一
2920

4 7 7 6 5
一 一 一

2 1*

一30 27 20
7

〇 〇 一
1 1A - 6 5

翻一
0 85

30 28
5 4 1-

一 一 一

7 6

-
50

61 84
68 24 21

3
一

-
一

92 6

6460 53
32

30 〇
W -

一 一 一

8 5

96
一

56 7
21

65 2 8 4
一 一

- 6 8

-
97

2
85

8 1X 7
一 一 一 22

5

一1 2 6一



階級・障害の程度・身体障害者手帳所持の有無別

級
4

級一 不

紳 手帳
無し 細

帳
リ 

手
有

手帳 
無し 門

帳
り 

手
有

帳
し 

手
無

帳
リ
ー 

手
有 蠶

981* 〇
68

60
452 895 254

46 551
263 9814 822 5 322

1A 3 2 «£ 3 2 1 1A
一

3 - 3

4 93
35

4
25 22

3 2
〇

2 5
一

5
2

61 53
8

38
53 3 32 22 T* 〇 一 〇8 83 511A 23 90
3 7

55 38
7

24
1A 2343 38 1I 2

60
23

28 〇 80 30
1A 2

395 41A 29
8

67
1i 94

25 21 一 21

26
512 36 24 4

54 20
7 84

29
93 1

38

99 227
22 51A 30 68 62

99 4 58
85

1A 48

16
一

G6 52 14 63 46
7 6

70 46
0 - 〇

ー
 

ー

ー
 

ー

f  

一

ー
ー

-
2

-
1

-
1 一

 
3 一

 
3 ー

ー
ー
ー

こ こ

一
2 2

一
6 6

一 一
-

一
41

一
IX

2 8 8 - 5 4 1 8 4 4 2 - 2
4 2 1 1 2 8 4

27 20
5 - 6

3 6 6
十

6 5 1 7 0 7 4 - 4

2 5 5
一

6 4 2
20

3 7 5
一

5

5
33 20

3
25

8 8 4
20 21 22 一 22

57_
6
 
1

Xi 67_
3

10
一

3
 
-

7
 

一

211 142 69 272
 
2

- 272
 
2一

 
2

* 
3 一

 
2

A 
1 一

 
7

一
・

ー
ー

-
1 一1 ー

 

ー1 5 3 2 1A - 6 6
一

1X
一

IX
2

〇
7 3

一
IX

〇
8 2 2 - 2

4 8 4 4 2
一

2
28 20

8 2
一

2

3 2-1
〇

2
一

8 1 7 1 ■
3 5 8 7

一 一 一 31 21 〇
4

一
4

42 52
33 9 5 2 3

17
5 2 3 - 3

51
34 6 525

03 22 224 50
4

63
4

59

一
2 2

一
3 1 2 1*

一
- -

一1A 33
23 1

23 21
2 8 6 2

一
-

一 47
44 3

31
82 3 7 6 5

一
5

3
97 90

7
84

96 5
37 26

7 6

3 521 51*IX 10
64 42

22
55

40
5 8 2 6

6
61 51 〇

7
62

9
39 28

n 6 - 6

31
58

64 2 86
50

8
26

411 2 8
一

8

35 96 63 33 99

0
0 51 41

9
22 29

1- 28
5

69 44 125 - -
一

- -
一 98

1» 971* -
一

-
一

-
一

-
一 一

1-
一1> 3 11 2 -

一 一 一 一
3

一
3

7 4 3
一 一

-
一 一

3
一

3

1
23 〇

3 f ■ ■
一

- 3 ■ 3

3
38

H
27

一 一 一 一 一
- 25 一

52

3
25

8 7
 

!• -
一 一 一 一 〇 一 〇8

27
4 32

一
- -

一 一 一 22
1» 217

16
6

〇 一
- -

一
- -

21 一 21



第15表 身体障害者数,疾病の種類•障害の程度• 
身体障害者手帳所持の有無別

疾病 名
給数 ! 級 2 級 3 級

総R 兵・5有り 手帳焦し 梅敎 手帳有り手帳無し K数 手帳有り手帳焦し 爲数 手帳有り 手帳煞し

総唇 数 4 457 3 231 1 225 661 542 119 800 694 106 759 570 189
脳性マヒ 132 126 6 42 41 1 39 38 1 22 20 2
脅蔺性小児マヒ 120 113 7 4 4 — 33 32 1 28 27 1
脊翻执儡 148 131 17 33 29 4 36 35 1 21 17 4
進行性筋萎縮疾患 12 11 1 4 4 一 3 3 一 2 2 一

脳血管疾患 511 335 176 113 68 45 188 151 37 112 77 •35
骨関節疾患 415 331 84 11 8 3 30 21 S 43 38 5

'）ウマチ性疾患 208 123 85 25 19 6 4 6 35 11 30 19 11
中耳性疾患 163 130 33 3 3 一 38 36 2 31 23 8
内耳性疾患 184 132 52 1 1 一 48 44 4 46 29 17
角膜疾患 166 134 32 68 66 2 28 25 3 14 10 4
水晶体疾患 146 87 59 44 31 13 22 16 6 15 9 6
愛神嘻黑疾監 265 227 38 107 103 4 49 43 6 31 24 7
じん5K疾患 73 40 33 37 36 1 - 一 一 8 2 6
心微疾患 244 74 170 39 30 9 2 1 1 54 24 30
呼吸器疾患 153 93 60 10 4 6 5 4 1 29 21 8
そ の 他 1 204 943 261 86 67 19 174 156 18 239 206 33
不 明 313 201 112 34 28 6 59 54 5 34 22 12

疾 病 名
4 級 5 級 6 級 不 明

応数 手帳有り 手機焦し 壽数彌有り 手報無し 手皴有り 手帳焦し K数 手圾有り 手帳黒し

数 860 606 254 598 "52 146 551 362 189 228 5 223
脳性マヒ 17 16 1 4 3 1 8 8 一 一 一 ■ _
脊腕性小児マヒ 27 26 1 17 15 2 9 8 1 2 1 1
脊罰損的 22 19 3 34 30 4 — 一 一 2 1 1
進行•性筋篓綁疾患 2 2 - 一 一 一 1 一 1 一 一 一

腕血管疾患 38 20 18 36 31 25 16 8 8 8 一 8
皙関節陕患 132 117 15 142 118 24 53 29 24 4 一 4
リウマチ性疾患 44 25 19 32 15 17 22 9 13 9 1 8
中耳性侯想 25 22 3 2 2 一 60 44 16 4 — 4
内耳性疾患 26 1S 10 2 1 1 58 41 17 3 一 3
角膜疾患 15 12 3 13 10 3 23 11 12 5 一 5
水晶体疾怨 18 12 6 16 10 6 22 9 13 9 一 9
超脈籟膜， 貌神経黑茨患 22 20 2 22 18 4 27 19 8 7 一 7
じん臓疾患 16 2 14 — — 一 — — — 12 — 12
心蕨茨患 97 17 80 一 一 1 ・ 1 — 51 1 50
呼吸器疾患 50 26 24 37 36 1 2 2 一 20 一 20
そ の 他 258 220 38 213 165 48 180 128 52 54 1 53
不 明 51 34 17 28 18 10 69 45 24 38 一 38
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第16表 身体障害者数,障害の種類・障害の程度・障害の原因別

障窖の预類 交通 労働 その他 戦傷 中毒性 その他 出生時!

障轡の程度
総数

事故 災® の事故 戦網
戦災 感染症

疾患 の疾患
の損傷1その他 不明

総

1

2

3
4

5

6

不

数

級

明

視覚

級

4

3

4

5

6
不 明

457 208 399 269 203 16 206 17 1 895 157 569 518
661 12 26 20 8 4 22 4 371 27 87 80
800 24 36 28 17 2 35 5 407 51 104 91
759 37 76 48 32 5 32 4 344 23 86 72
860 56 98 72 44 3 52 1 315 27 98 94
598 47 92 54 53 43 1 198 15 61 34
551 25 63 40 46 1 15 2 177 12 93 77
228 7 8 7 3 1 7 - 83 2 40 70

757 12 32 39 23 4 21 3 347 24 125 127
289 2 8 3 6 4 10 2 149 9 46 50
118 2 5 7 3 4 1 57 4 19 16
65 1 2 4 2 F 2 — 28 2 12 12
66 1 3 3 1 - 1 38 2 11 6
63 2 3 8 1 1 21 Z 8 14

116 1 9 13 10 - 3 37 5 25 13
40 3 2 1 一 一 一 一 14 - 4 16

聴覚

1
2
3

4

5

障害

級

715 15 20 19 27 2 23 8 235 36 156

不 明

肢体不自由 

!級

2

3
4

6
不明

内部障癣

!級

2

4

6

不明

2

199
161

106

10

6

3

1

6
2 4

6

4

8

5
3

4 54
65
37

28

4

3

45
34

23
3

741

53
28
31

3
211

27

3

2

12

1

9

1

11

2

1 6

1

2 73

4
1 45

6

48

10

541 181 335 209 147 9 127 6 1 097 89 215 126
286 10 16 17 2 7 2 176 16 27 13
482 22 31 19 10 1 23 295 19 40 22
442 30 63 38 23 5 18 3 204 15 27 16
519 52 90 68 34 3 31 1 161 20 34 25

525 44 89 46 52 - 42 - 172 13 50 17

224 21 42 18 25 6 67 6 23 16
63 2 4 3 1 — 22 14 17

444 12 2 6 1 35 — 216 8 73 91
85 2 — 5 46 2 14 16

1 一 一 一 - — 1 一 - -

91 5 1 7 - 47 2 13 16
169 4 「 5 17 79 2 加 32

- - - -
一 一 一 一 一 — 一 一 - 一

98 1 2 一 1 6 一 43 2 16 27

一129 —



第17表 身体障害者数,障害の穫類•障害発生時の年齢階級•障害の原因別

障害の稼類 
障害発生時 縊数 不羽

交通 労働 その他 戦傷 啓述挂 中擁性 その他 出生時
工めんh

事故 災害 の事故 戦病
毂火 AStiKiiE

疾® の疾患 の損傷
ての・U3

緣 数 4 457 208 399 259 2D3 16 206 17 1 895 157 569 518
〇~3 SS 553 2 1 40 - - &9 - 150 12右 101 64
4-12 322 10 2 42 1 34 4 143 12 38 36

13 〜17 144 12 20 15 1 2 8 55 1 12 18
18 ~ 39 1 033 73 206 61 190 8 47 6 304 1 71
40 ~ 64 I 509 92 153 78 12 4 36 6 762 3 182 181
65〜 653 18 10 28 ■ 1 4 1 391 - 111 89
不詳 243 1 7 5 8 - 90 14 54 64

祝党障嘗 757 12 32 39 23 4 21 3 347 24 125 127
〇 ~ 3祓 94 1 4 - - 8 26 20 22 13
4 ~ 12 83 5 ■ 4 - 45 1 15 13

13 -17 31 3 2 1 一 - 一 13 ▼ 5 7
18 〜39 147 3 15 12 2] 2 3 2 50 1 16 22
40 ~ 64 230 6 14 13 1 1 4 1 116 1 38 35
65〜 117 1 2 1 - — 73 - 17 23

不胖 55 1 1 - — 2 24 1 12 14

聽覚障嘗 715 15 20 19 27 2 23 8 235 36 156 174
0 f 3歲 125 ■ 3 - - 6 24 30 28 34
4 ~ 12 68 5 8 2 32 2 7 12

13 〜!7 13 ■ — 2 - - 1 4 - 6
18 ~ 39 101 5 5 2 24 1 2 4 30 - 16 12
40 ~ 64 202 8 8 4 3 1 5 1 79 一 39 54
65 ~ 139 2 4 3 ■ 1 52 - 44 33
不群 67 - 3 1 14 4 22 23

肢体不自由 2 541 181 335 209 147 9 127 6 1 097 関 215 126
〇〜3歳 322 1 1 33 55 98 71 48 15
4〜12 159 10 2 32 1 19 2 62 7 15 9

13 〜!7 88 12 17 11 - 2 6 29 1 7 3
18 ~ 39 686 65 181 47 140 30 172 ■ 30 17
40 ~ 64 856 78 124 61 7 2 11 4 460 1 60 48
65 ~ 341 15 6 22 一 2 237 - 40 19

不詳 89 4 3 4 39 9 15 15

内部障嘗 444 一 12 2 6 1 35 216 8 73 91
〇 ~ 3歳 12 - Z 5 3 2
4-12 12 - 一 - 3 4 2 1 2

13 ~ 17 12 - 1 9 ■ 2
18 〜39 99 5 5 1 12 52 一 9 15
40 ~ 64 221 7 一 1 一 16 107 1 45 44
65〜 56 1 - 一 2 29 F 1〇 14
不詳 32 - 1 - 1 13 - 5 12

一!3 0 —



第18表 身体障害者数,障害の種類•障害の程度・治療訓練の有無別

障害の種類
総 数 有 り 無 し 回答なし

障害の程度

総 数 4 457 2 464 1 944 49
!級 661 423 233 5
2 800 477 314 9
3 759 418 330 11
4 860 443 412 5
5 598 303 288 7
6 551 260 285 6
不明 228 140 82 6

視覚障害 757 407 340 10
!級 289 169 119 1
2 118 63 55 一
3 65 29 34 2
4 66 38 28 —
5 63 25 34 4
6 116 60 53 3
不明 40 23 17 一

聴覚障害 715 317 391 7
!級 1 一 1 -
2 199 85 108 6
3 161 7S 81 1
4 106 43 63 一

5 10 3 7 一

6 211 90 121 一

不明 27 17 10 一

肢体不自由 2 541 1 478 1 038 25
!級 286 196 86 4
2 482 329 150 3
3 442 257 178 7
4 519 268 248 3
5 525 275 247 3
6 224 110 111 3
不明 63 43 18 2

内部障害 444 262 175 1
!級 85 58 27 一
2 1 - 1
3 91 53 37 1
4 169 94 73 2
5 一 -
6 - - 一 一

不明 98 57 37 4
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第19表 身体障害者数,障害の穫類・年齢階級•治療訓練の有無別

障害の租類
総 数 有 り 無 し 回答なし

年齢階級

総 数 4 457 2 464 1 944 49
18〜19歳 25 17 7 1
20 〜29 193 130 60 3
30 ~ 39 305 169 128 8
40 〜49 587 303 280 4
50 〜59 941 509 421 11
60 〜64 542 296 238 8
65 ~ 69 605 365 236 4
70 ~ 1 259 675 574 10

視覚障害 757 407 340 10
18〜19歳
20-29 22 11 10 1
30 ~ 39 29 15 13 1
40 〜49 81 42 38 1
50 ~ 59 159 87 70 2
60 〜64 93 47 44 2
65 ~ 69 104 60 44 一

70〜 269 145 121 3
聴覚越害 715 317 391 7

18 ~ 19 歳 5 3 2
20 〜29 32 20 12 一

30 〜39 59 23 32 4
40 ~ 49 67 26 41 一

50 - 59 93 44 47 2
60 〜64 60 28 32 一

65 〜69 92 44 48 一

70〜 307 129 177 1
肢体不自由 2 541 1 478 1 038 25

18〜19歳 18 13 4 I
20 〜29 125 88 35 2
30 〜39 190 112 75 3
40 〜49 381 202 177 2
50 ~ 59 573 306 261 6
60 〜64 336 195 137 4
65 ~ 69 332 215 116 1
70〜 586 347 233 6

内部障害 444 262 175 T
18 ~ 19 歳 2 1 1 一

20 ~ 29 14 11 3
30 ~ 39 27 19 8 —

40 〜49 58 33 24 1
50 〜59 116 72 43 1
6〇〜64 53 26 25 2
65 ~ 69 77 46 28 3
70 ~ 97 54 43

-132-



第20表 身体障害者数,障害の程度.年齢階級.治療訓練の有無別

回答なし無 し有 り総 数
障害の程度

年齢階級

9
 1
3
8
4
1
8
4
0
 5
 1
1
 
-
1
1
-
1
 QV -
1
4
1
1
-
-
2
 1» -
1
1
1
3
3
 - 2
 !〇

 

f  

~ 1
1
2
 -
1
 7

— -
-
1
1
2
1
 
2
 

- 
- 2
 

一
 2

『
一2 6
 - 

i  

一
 

ー

4
 

1
 

1
 

41

一

4
7
0
8
0
1
8
6
4
 3
 1
1
6
8
1
8
5
3
 4
 
- 0
4
4
2
2
2
0
 0
1
9
5
6
9
8
3
9
 2
2
7
0
6
5
6
8
8
 8
1
9
9
9
6
4
0
0
5
 - 3
9
8
6
1
7
1
 2
2
1
5
9
2
9
1
3

4
 
6
2
8
2
3
3
7
 3
 
1
 
2
5
2
2
8
 1
 
1
3
5
5
3
4
9
 3
 

2
4
6
3
4
9

「 

1
3
6
8
5
4
0
 8
 

1
4
9
3
3
5
 8
 

2
5
4
3
1
8
 

1
 
1
3

4
7
0
9
3
9
6
5
5
 3
3
0
1
1
8
7
1
2
 7
 

6
1
3
6
0
0
9
6
7
2
 
2
4
5
7
4
6
2
7
 

4
 
1
1
3
5
2
3
6
 4
 

1
 4

7
5
7
3
6
8
3
8
 8
2
4
5
6
6
8
6
1
 3
1
2
1
1
7
6
7
8
 3
2
6
8
0
2
3
4
8
 

〇1
9
2
7
2
3
0
6
 0
1
4
5
5
8
1
4
2
 

3
3
5
9
6
7

〇 1
 
2
2
4
9
4
6
1
 4
 
2
3
7
9
4
5
1
 

〇 

1
1
4
6
4
4
7
6
 

1
2
5
3
4
8
4
 

1
2
1
2
5
 

1
 4
 

1
 4
 

1
 3
 

2
 

1

7
5
3
 5
7
1
2
5
9
 1
5
2
7
9
0
6
6
6
 0
7
6
5
8
9
0
5
0
 9
3
4
1
3
8
9
9
2
 0
3
9
 1
8
3
4
 5
7
 8
3
5
8
0
0
8
4
0
 1
1
2
3
5
0
4
7
9
 8
3
5
0
4
 1
1
9
5
 

5
2
9
0
8
4
4
0
5
 6
 
3
4
7
3
7
8
0
 

〇 

4
7
0
4
0
1
0
 5
 
3
5
9
6
8
0
1
 6
 
3
6
3
8
0
0
2
 9
 
2
3
9
6
7
7
3
 5
 
1
2
5
1
7
7
9
2
 

1
2
4
2
3
8
 

4
 
1
3
5
9
5
6
2
 6
 

1
 

2
 8
 

1
1
1
1
2
 7
 

1
 
1
2
 8
 

1
1
1
1
2
 5
 

1
 

1
 5
 

1
 

1
 2

4
 

1

§ 数 

18〜19歳 

2〇〜29 
3〇〜39 
4〇〜49 
5〇〜59 
6〇〜64 
65 〜69 
7〇〜

1879 
2〇〜29
3〇〜39
4〇〜49 
5〇〜59
6〇〜64
65 〜69
7〇〜

2 級 
18〜19歳 

2〇〜29 
3〇〜39
4〇〜49
5〇〜59
60 ~ 64
65 〜69
7〇〜

3
18 〜19 
2〇〜29 
3〇〜39
40 〜49
5〇〜59
6〇〜64 
65 〜69 
7〇〜

4
18 〜19
2〇〜29
3〇〜39
40 〜49
5〇〜59
60 〜64
65 〜69
7〇〜

5 級 

18〜19歳 

2〇〜29
3〇〜39 
4〇〜49 
5〇〜59 
6〇〜64 
65 〜69 
7〇〜

6 穆 
18〜19歳 

2〇〜29
3〇〜39 
40 ~ 49 
5〇〜59 
60 —• 64 
65 *69
7〇〜
不 明 

JL8〜19歳 

2〇〜29 
3〇〜39 
40 〜49
5〇〜59 
6〇〜64 
65 〜69
70 ~
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第22表 身体障害者数,性•障害の種類・年齢階級・過去1年間の

(2-1)(総数〕 受療状況別

障害の穂類 全くかから

年齢階級 なかった

総 数 4 457 1168
18 ~ 19 歳 25 9
2〇〜29 193 64
30 ~ 39 305 102
40 〜49 587 179
50 〜59 941 263
60 〜64 542 133
65 〜59 605 147
70〜 1 259 271

視覚陳啻 757 192
18〜19歳 一 一
20-29 22 9
30 ~ 39 29 8
40 〜49 81 28
50 〜59 159 46
60 〜64 93 20
65 〜69 104 22
70〜 269 59

聴覚障害 715 184
18 ~ 19 歳 5 2
20 〜29 32 9
30 ~ 39 59 23
40 〜49 67 24
50 〜59 93 27
60 〜64 60 16
65 〜69 92 23
70〜 307 60

肢体不自由 2 541 711
18〜19歳 18 7
20 〜29 125 45
3〇〜39 190 68
40 ~ 49 381 114
50 〜59 573 173
60 ~ 64 336 85
65 ~ 69 332 86
70〜 586 133

内部障害 444 81
18 -19 歳 2
20 〜29 14 1
30 〜39 27 3
40 〜49 58 13
50 〜59 116 17
60 ~ 64 53 12
65 〜69 77 16
70〜 97 19

1 ~ 10 B 11-30 0 31日以上 回答なし

1 375 691 1172 51
9 4 2 1

85 27 14 3
114 36 47 6
194 85 125 3
308 139 219 12
156 80 165 8
165 104 182 7
344 215 418 11
226 117 211 11

一 一 -
8 4 一 1

12 5 4 一

28 10 14 1
46 21 44 2
29 17 24 3
31 19 31 1
72 41 94 3

219 107 193 12
1 1 1

19 2 2 一
22 4 7 3
19 8 16 一
30 11 22 3
12 11 19 2
23 13 31 2
93 57 95 2

813 387 604 26
7 2 1 1

51 19 8 2
73 24 22 3

130 58 77 2
191 86 116 7
106 42 100 3

94 59 90 3
161 97 190 5
117 80 164 2

1 1 一
7 2 4 -
7 3 14

17 10 18 一
41 21 37 一

9 10 22 一
17 13 30 ・1
18 20 39 1
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第22表身体障害者数,性•障害の種類•

(2 — 2)〔男〕

障害の種類

年齢階級
総 数

全くかから 

衣かった
1 ~ 10 日 11 ~ 30 0 31日以上 回答なし

総 数 2 556 727 803 384 611 31
18 ~ 19 歳 16 6 6 3 1 一

20 〜29 125 39 57 22 6 1
3〇〜39 180 65 72 21 19 3
40 ~ 49 358 113 122 50 71 2
50 〜59 565 170 188 76 122 9
60 ~ 64 329 97 88 44 97 3
65 〜69 367 95 103 64 101 4
7〇〜 616 142 167 104 194 9

視党障害 344 99 101 44 92 8
18 ~ 19 歳
20 〜29 17 6 8 3 一 一

30 〜39 12 2 6 2 2 -
40 ~ 49 44 15 16 3 9 1
50 〜59 86 30 24 7 24 1
60 〜64 45 13 12 5 13 2
65 〜69 50 16 11 10 12 1
70〜 90 17 24 14 32 3

聴党障害 414 112 130 64 100 8
18 ~ 19 歳 4 2 1 1 十

20 〜29 17 3 12 I 1 一

30 〜39 29 10 13 2 2 2
40 〜49 41 17 13 5 6 一

50 〜59 49 17 15 5 9 3
60 〜64 40 13 6 6 14 1
65 ~ 69 61 13 17 10 20 1
70 ~ 173 37 53 34 48 1

肢体不自由 1 576 472 517 234 339 14
18〜19歲 11 4 4 2 1 一

20 ~ 29 83 29 34 16 3 1
30 〜39 124 52 49 15 7 1
40 〜49 241 74 84 35 47 1
50 ~ 59 378 117 129 56 71 5
60 〜64 216 64 67 27 58 一

65 〜69 216 56 67 35 55 n

70〜 307 76 83 47 97 4
内部障害 222 44 55 42 80 1

18 ~ 19 歳 1 1 一

20 〜29 8 1 3 2 2
30 ~ 39 15 1 4 2 8
40 〜49 32 7 9 7 9
50 ~ 59 52 6 20 8 18
60 ~ 64 28 7 3 6 12
65 〜69 40 10 8 8 14
70〜 46 12 7 9 17 1
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年齢階級•過去I年間の受療状況別

障害の種類

年齢階級
総 数

全くかから

なかった
1〜10日 11 ~ 3〇 a 31日以上 回答なし

総 数 1 901 441 572 307 561 20
18〜19歳 9 3 3 1 1 1
20 〜29 68 28 5 8 2
30 〜39 125 42 15 28 3
40 ~ 49 229 72 36 54 1
50 〜59 376 120 63 97 3
60 〜64 213 68 36 68 5
65 〜69 238 62 40 81 3
70 ~ 643 129 177 111 224 2

視党障害 413 125 73 119 3
18 ~ 19 歳 一 一 -
2〇〜29 5 3 1 一 1
30 〜39 17 6 6 3 2 一

40 〜49 37 13 12 7 5 一

50 〜59 73 16 22 14 20 1
60 〜64 48 7 17 12 11 1
65 〜69 54 6 20 9 19 一

70 ~ 179 42 48 27 62 一

聴覚障害 301 72 89 43 93 4
18〜19歳 1 ** 1 -
2〇〜29 15 6 7 1 1 一

30 ~ 39 30 13 9 2 5 1
40 〜49 26 7 6 3 10 一

50 〜59 44 10 15 6 13 一

60 〜64 20 3 6 5 5 1
65 〜69 31 10 6 3 11 1
70〜 134 23 40 23 47 1

肢体不自由 965 239 296 153 265 12
18 -19 歳 7 3 3 1
20 〜29 42 16 17 3 5 1
30 〜39 65 16 24 9 15 2
40 〜49 140 40 46 23 30 1
50 〜59 195 56 62 30 45 2
60 ~ 64 120 21 39 15 42 3
65 ~ 69 116 30 27 23 35 1
7〇〜 279 57 78 50 93 1

内部障害 222 37 62 38 84 1
18〜19歳 1 1 f
20 〜29 6 一 4 一 2 一

30 〜39 12 2 3 1 6 一

40 〜49 26 6 8 3 9 一

50 ~ 59 64 11 21 13 19 一

60 〜64 25 5 6 4 10 一

65 ~ 69 37 6 9 5 16 1
70〜 51 7 11 11 22
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第23表身体障害者数,性•障害の程度・

(3-1)〔総数〕

障雪の程度 
年齢階級

総 数
全くかから 
なかった

1〜10日 11-30 日 31日以上 回答なし

・総 数 4 457 1168 1 375 691 1172 51
18〜19歳 25 9 9 4 2 1

2 〇〜2 9 193 64 85 27 14 3
3 〇〜3 9 305 102 114 36 47 6

4 〇~4 9 587 179 194 86 125 3
5 〇〜5 9 941 263 308 139 219 12

6 〇〜6 4 542 133 156 80 165 8
6 5〜6 9 605 147 165 104 182 7
7 0~ 1 259 271 344 215 418 11

1 級 661 187 210 88 169 7
18〜19歳 5 2 1 1 一 1
2 〇〜2 9 32 11 12 5 3 1
3 〇〜3 9 47 13 18 8 8 一

4 〇〜4 9 79 31 21 9 18 一

5 〇〜5 9 130 39 42 21 26 2
6 〇〜6 4 76 17 25 6 27 1
6 5 〜6 9 86 25 26 11 24 一

7 〇〜 206 49 65 27 63 2

2 級 800 219 260 124 180 17
18〜19歳 7 5 2 一 一 一

2 〇〜2 9 46 14 21 9 1 1

3 0—39 75 25 25 9 12 4
4 〇〜4 9 108 32 39 15 20 2
5 〇〜5 9 149 43 45 19 40 2
6 〇〜6 4 100 29 26 17 26 2
6 5 〜6 9 115 30 33 18 30 4
7 0 ~ 200 41 69 37 51 2

3 級 759 202 224 126 201 6
18〜19歳 3 1 一 2 一 一

2 0—29 34 12 13 9 - 一

3 〇〜3 9 51 18 20 8 4 1

4 〇〜4 9 93 25 36 15 17 —

5 〇〜5 9 168 50 51 27 38 2
6 〇〜6 4 89 23 25 13 26 2
6 5 〜6 9 109 24 25 20 40 一

7 〇〜 212 49 54 32 76 1

—1 3 8 —



年齢階級•過去1年間の受療状況別

障雪の程度 
年齢・階級 総 数

全くかから 
なかった

1〜10日 11〜30日 31日以上 回答なし

4 級 860 216 268 142 230 4
18~19歳 3 1 2 - 一 -
2 〇〜2 9 39 12 21 2 4 —
3 〇〜3 9 61 24 17 7 13 -
4 〇〜4 9 138 43 45 19 31 一

5 〇〜5 9 183 45 55 32 48 3
6 〇〜6 4 104 24 35 15 29 1
6 5 〜6 9 105 23 33 22 27 一

7 〇〜 227 44 60 45 78

5 級 598 145 204 93 149 7
18〜19歳 3 一 1 • 1 1 一

2 〇〜2 9 25 12 10 1 2 一

3 〇〜3 9 38 11 18 4 5 一

4 〇〜4 9 90 27 32 14 16 1
5 〇〜5 9 160 41 64 26 28 1
6 〇〜6 4 78 16 24 10 26 2
6 5 〜6 9 74 15 19 11 28 1・
7 〇〜 130 23 36 26 43 2

6 級 551 149 152 91 152 7
18〜19歳 1 - 1 一 一 一

2 0-29 12 2 5 1 3 1
3 〇〜3 9 23 11 9 一 2 1
4 0 ~ 4 9 55 15 14 12 14 -
5 〇〜5 9 110 39 37 9 23 2
6 〇〜6 4 74 18 20 16 20 一

6 5 〜6 9 77 21 23 14 19 一

7 〇〜 199 43 43 39 71 3

不 明 228 50 57 27 91 3
1 8 1 9 歳 3 一 2 L 1 一

2 〇〜2 9 5 1 3 一 1 一

3 〇〜3 9 10 一 7 一 3
4 〇〜4 9 24 6 7 2 9 一

5 〇〜5 9 41 6 14 5 16 一

6 〇〜6 4 21 6 1 3 11
6 5 〜6 9 39 9 6 8 14 2
7 〇〜 85 22 17 9 36 1
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第23表 身体障害者数，性•障害の程慶・
(3-2 )〔男〕

障書 
年齢

の程度 
階級 稔 数 全くかから 

なかった
1〜10日 11〜30日 31日以上 回答なし

総 数 2 556 727 803 384 611 31
1 8 〜1 9歳 16 6 6 3 1 -

2 〇 〜2 9 125 39 57 22 6 1

3 〇 〜3 9 180 65 72 21 19 3

4 〇 9 358 113 122 50 71 2

5 〇 〜5 9 565 170 188 76 122 9

6 〇 ~6 4 329 97 88 44 97 3
6 5 〜6 9 367 95 103 64 101 4

7 〇 616 142 167 104 194 9

1 級 339 105 102 41 87 4
1 8 ~1 9歳 2 1 一 1 一 一

2 〇 〜2 9 25 7 10 5 2 1

3 〇 〜3 9 34 11 11 6 6 一

4 〇 9 42 17 9 5 11 一

5 〇 〜5 9 69 23 23 8 14 I

6 〇 ~6 4 38 12 10 2 13 1

6 5 〜G 9 45 16 12 5 12 一

7 〇 84 18 27 9 29 1

2 級 436 136 135 68 88 9
1 8 〜1 9歳 4 3 1 一 一 一

2 〇 〜2 9 28 8 13 6 1
3 〇 〜3 9 36 13 14 3 3 3
4 〇 〜4 9 69 22 25 9 11 1
5 〇 〜5 9 75 23 23 9 19 1
6 〇 〜6 4 53 18 10 11 13 1

6 5 〜6 9 71 22 21 10 16 2
7 〇 100 27 27 20 25 1

3 級 454 142 144 68 97 3
1 8 〜1 9歳 2 1 一 1 一 一

2 〇 〜2 9 23 8 8 7 一 一

3 〇 〜3 9 35 13 16 5 1 一

4 〇 〜4 9 60 18 24 7 11 一

5 〇 〜5 9 104 34 34 12 22 2

6 〇 〜6 4 55 19 15 7 14 -

6 5 〜6 9 69 19 16 13 21 一

7 〇 〜 106 30 31 16 28 1

一1 4 〇 一



年齢階級・過去1年間の受療状況別

障善の程度 
年齢階級

総 数
全くかから 
なかった

1-10 0 11 ~ 30 日 31日血 回答なし

4 級 512 136 173 75 126 2
18〜19歲 2 1 1 一 一 —

2 〇〜2 9 26 9 14 2 1 —

3 〇〜3 9 35 16 10 5 4 一

4 〇〜4 9 85 26 33 9 17 一

5 〇〜5 9 110 31 35 18 24 2

6 〇〜6 4 66 16 26 5 19 一

6 5 ~6 9 70 15 24 15 16 —

7 〇〜 118 22 30 21 45 ■

5 級 375 87 131 64 87 6
18〜19歳 3 一 1 1 1 一

2 〇〜2 9 16 6 8 1 1 一

3 〇〜3 9 21 6 12 2 1 一

4 〇〜4 9 57 17 19 11 9 I

5 0 — 5 9 115 29 46 18 21 1

6 〇〜6 4 56 14 16 8 17 1

6 5 〜6 9 47 8 12 9 17 1

7 0~ 60 7 17 14 20 2

6 級 334 97 91 54 87 5
18〜19歳 1 一 1 一 一 一

2 〇〜2 9 5 1 2 1 1

3 〇〜3 9 11 6 4 一 1 —

4 〇〜4 9 35 9 9 8 9 —

5 〇〜5 9 71 28 21 7 13 2

6 〇〜6 4 50 15 11 9 15 一

6 5 〜6 9 48 13 15 7 13 —

7 〇〜 113 25 28 22 35 3

不 明 106 24 27 14 39 2
18〜19歳 2 - 2 一 — —

2 〇〜2 9 • 2 一 2 — — —

3 〇〜3 9 8 一 5 一 3 —

4 〇〜4 9 10 4 2 1 3 —

5 〇〜5 9 21 2 6 4 9 —

6 〇〜6 4 11 3 一 2 6 —

6 5 〜6 9 17 2 3 5 6 1

7 0 ~ 35 13 7 2 12 1
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第23表 身体障害者数,性•障害の程度・

(3-3)〔女〕

障害の程度 
年齢陶級

総 数
全くかから 
なか〇た

1-10 0 11〜30 B 3!日以上 回答衣し

総 数 1 901 441 572 307 561 20
汎18〜19歳 9 3 3 1 1 1

2 〇〜2 9 68 25 28 5 8 2
3 〇〜3 9 125 37 42 15 28 3

4 〇〜4 9 229 66 72 36 54 1

5 0~5 9 376 93 120 63 97 3
6 〇〜6 4 213 36 68 36 68 5

6 5 ~6 9 238 52 62 40 81 3

7 〇〜 643 129 177 111 224 2

1 級 322 82 108 47 82 3
18〜19歳 3 1 1 7 1
2 〇〜2 9 7 4 2 一 1 一

3 〇〜3 9 13 2 7 2 2 一

4 〇〜4 9 37 14 12 4 7 一

5 〇〜5 9 61 16 19 13 12 1

6 0—64 38 5 15 4 14 一

6 5 〜6 9 41 9 14 6 12 一

7 〇~ 122 31 38 18 34 1

2 級 364 83 125 56 92 8
18~19歳 3 2 1 一 -

2 〇〜2 9 18 6 8 3 一 1

3 〇〜3 9 39 12 11 6 9 .1
4 〇〜4 9 39 10 13 6 9 1

5 〇〜5 9 74 20 22 10 21 1
6 〇〜6 4 47 11 16 6 13 1

6 5~ 5 9 44 8 12 8 14 2

7 〇〜 100 14 42 17 26 1

3 級 305 60 80 58， 104 3
18〜19箴 1 一 一 1 i 一

2 〇〜2 9 11 4 5 2 - 一

3 〇〜3 9 16 5 4 3 3 1
4 0—49 33 7 12 8 6 -

5 〇〜5 9 64 16 17 15 16 一

6 〇〜6 4 34 4 10 6 12 2

6 5〜6 9 40 5 9 7 19 一

7 〇〜 106 19 23 16 48 —
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年齢階級•過去1年間の受療状況別

障害の程度 
年齢階級

総 数
全くかから 
衣かった

1-10 8 11〜30日 31日以上 回答なし

4 級 348 80 95 67 104 2
18〜19歳 1 一 1 一 一 一

2 〇〜2 9 13 3 7 — 3 一

3 〇〜3 9 26 8 7 2 9 一

4 〇〜4 9 53 17 12 10 14 —

5 〇〜5 9 73 14 20 14 24 1

6 〇〜6 4 38 8 9 10 10 1
6 5~6 9 35 8 9 7 11 -

7 〇〜 109 22 30 24 33 一

5 級 223 58 73 29 62 1
18〜19歳 一 一 — 一 一 一

2 0~2 9 9 6 2 一 1 一

3 〇〜3 9 17 5 6 2 4 -

4 〇〜4 9 33 10 13 3 7 一

5 〇〜5 9 45 12 18 8 7 —

6 〇〜6 4 22 2 8 2 9 1

6 5〜6 9 27 7 7 2 11 一

7 〇〜 70 16 19 12 23 一

6 辍 217 52 81 37 65 2
18〜19歳 一 一 一 一 一 一

2 〇〜2,9 7 1 3 一 2 1

3 〇〜3 9 12 5 5 - 1 1

4 〇〜4 9 20 6 5 4 5 一

5 〇〜5 9 39 11 16 2 10 一

6 〇〜6 4 24 3 9 7 5 一

6 5〜6 9 29 8 8 7 6 —

7 〇〜 86 18 15 17 36 —

不 明 122 26 30 13 52 1
18〜19歲 1 一 一 一 1

2 〇〜2 9 3 1 1 1 一

3 〇〜3 9 2 - 2 一 一 一

4 〇・^** 4 9 14 2 5 1 6 一

5 〇〜5 9 20 4 8 1 7 一

6 〇〜6 4 10 3 1 1 5 一

6 5〜6 9 22 7 3 3 8 1

7 〇〜 50 9 10 7 24

—1 4 3—



第24表身体障害者数,障害の

障害の種類 総

带 世 者 用 韻

数 総

带 世 者 曜 常

時

者

带 

龍

雇

世

雇

者

带

帥

日

労

世数 総

•

等

員 

社

体

役
 

会

団

の

带 世 

•

者雇 常 般
-

数 総

者
模
人
満

弔 

〇

展
規3

未

覽
997

雇用者
規模
1000人 
以上 
官公庁

総 数 4 457 1 760 1 632 79 1 553 520 607 426 53 75
祝克障害 757 282 262 11 251 94 100 57 7 13

聴負障害 715 244 226 11 215 74 91 50 8 10

眩体不自由 2 541 1 061 979 50 929 301 363 265 34 48

内部障善 444 173 165 7 158 51 53 54 4 4

第25表 身体障害者数,障害の種類•世带構造別

第26表身体障害者数,障害の種類•世帯類型別

障雪の極類 総 数 高齢者世帶 母子世帝 父子世帝 そのイ也の世带

総 数 4 457 5S0 9 1 3 881
視覚障害 757 113 2 1 641

聴覚障害 715 114 一 一 601

肢体不自由 2 541 263 4 5 2 269

内部障害 444 70 3 1 370

一1 4 4—



種類・世帯業態別

自営業世帯

a 耕 世 帯

その他の世帯

総 数 專粟世帶 兼業世帶

787 1 093 347 746 817
161 158 55 103 156

116 219 73 146 136
437 631 193 438 412

73 85 26 59 113

第27表 身体障害者数,障害の種類•世帯主との続柄別

陳害の種類 総数 世带主 配偶者 長子
その他 

の子

子の 

配偶者
孫 父母 祖父母

兄弟• 

姉妹

その他 

の親族

その

他

総 ・ 数 4 457 2 300 774 185 133 23 7 834 15 124 52 10
視覚障害 757 352 139 15 13 3 1 193 6 23 11 1

聴覚障善 715 331 103 29 30 2 - 181 1 22 15 1

肢体不自由 2 541 1 384 423 130 76 14 5 396 8 74 24 7

内部障害 444 233 109 11 14 4 1 64 一 5 2 1

—1 4 5 —



(2 —1)
第28表 身体障害者数,障害の種類•

障害の純類 

漳晋の程匪 絶数
页

数

未婚その他

8 ~ I 9 歳

烤敌 § ? 未i§ その他

〇

匣偶 
有り

2 9歳

未婚その他

\样 数
級

2
3

4

5
6

不 明

祝覚障雪

!級

2
3

4

5
6
不明

4 45? 2 934 515 1 008 25 1 24 一 193 37 152 4
661 388 114 159 5 一 5 一 32 3 29 一

800 495 132 173 7 — 7 一 46 8 36 2
759 493 85 18] 3 一 3 一 34 5 28 1
860 590 90 180 3 1 2 一 39 12 27 一

598 433 50 115 3 一 3 一 25 5 20 一
55】 389 27 135 1 一 1 一 12 2 9 1
228 146 \7 65 3 3 一 5 2 3 一

757 440 65 252 一 一 — — 22 4 17 1
289 166 39 84 一 一 一 10 1 9 一

118 69 10 39 一 一 一 5 1 4 一

65 33 4 28 — 一 一 一 2 一 1 1
66 39 2 25

63 39 4 20 - 一 一 2 1 1 一

116 74 6 36 - - 一 一 3 1 2 一

40 20 — 20

疤覚谭再

!級

2

3
4
5

6

不脚

715 449 88 178 5 — 5 — 32 6 24 2
1 一 1 — 一 — — 一 1 一 1 一

199 111 53 35 1 一 1 一 21 4 16 1
161 97 14 50 1 - 1 一 4 一 4 一

106 65 14 27 1 一 1 一 3 一 3 一

10 7 一 3

211 149 3 59 一 一 一 一 1 一 一 1
27 20 3 4 2 - 2 一 2 2 一 一

肢体不自由 2 M1 1 740 322 479 18
!圾 286 161 63 62 5

2 482 314 €9 99 6

3 442 300 59 83 1

4 519 372 64 83 2

5 525 *387 46 92 3
6 224 166 18 40 1

不明 63 40 3 20

1 17 一 125 24 100 1
5 一 15 15 一

- 6 一 20 3 16 1
- 1 26 5 21 -

i 1 33 11 22

一 3 一 23 4 19 -

一 1 - 8 1 7 一

2 
3 
4 5 
6 
不

級 

明 21
1X6689

—]4 6 —



障害の程匿•年齢階級・配偶の状況別

3 〇 〜 3 9歳 4 〇 ~ 4 9 歳 5 〇 - 5 9 歳

総数 配偶 
有り

未箝 その他 総数 屠ま 未婚 その他 総数 St 未 その他

305 183 114 8 587 460 76 51 941 740 85 116
47 16 30 1 79 57 16 6 130 87 20 23
75 51 24 ■ 108 76 22 10 149 105 23 21
51 30 2】 一 93 74 11 8 168 131 13 24
61 40 19 2 138 111 18 9 183 151 15 17
38 26 9 3 90 78 4 8 160 137 8 1S
23 13 8 2 55 44 3 8 110 95 4 11
10 7 3 — 24 20 2 2 41 34 2 5

29 19 8 2 81 68 8 5 159 113 17 29
7 4 3 一 42 34 6 2 62 37 11 14

10 8 2 - 10 9 1 一 23 18 2 3
3 2 1 一 6 6 f 17 8 1 8
2 1 1 8 7 「 1 12 12 一

6 3 1 2 5 5 一 12 9 J 2
一 一 - 8 5 1 2 27 23 2 2
1 1 一 一 2 2 — — 6 6 一 一

59 38 20 1 67 48 12 7 93 64 13 16

41 30 H 一 32 22 8 2 32 16 8 8
5 2 3 一 12 9 1 2 21 15 3 3
5 1 4 一 10 6 3 1 8 7 1 一

1 1 一 一 1 1 一 一 2 1 ■ 1
6 3 2 1 10 8 一 2 28 24 1 3
1 1 — — 2 2 — 一 2 1 — 1

190 109 76 5 381 297 53 31 573 468 49 56
30 7 22 1 22 11 9 2 44 31 9 4
23 12 11 66 45 13 8 94 71 13 10
37 22 15 - 68 53 10 5 101 83 7 11
47 32 13 2 97 79 14 4 125 101 12 12
31 22 8 1 84 72 4 8 146 127 7 12
17 10 6 1 37 31 2 4 55 48 1 6

5 4 1 — 7 6 1 一 8 7 — 1

27 17 10 - 58 47 3 8 116 95 6 15
10 5 5 LS 12 1 2 24 19 5

1 1
6 4 2 一 7 6 一 1 29 25 2 2
7 6 1 — 23 19 1 3 38 31 2 5

3 1 2 13 10 1 2 25 20 2 3

—14 7 —



第28表 身•体障害者数,障害の種類•障害の程度・年齢階級・配偶の状況別 

(2 — 2 )
瑕 種 の 普 障 60

-
歳
46 56 ■

歳
96

一
〇
7

数 総 配
有

偶
り

1

未田 他 の そ 数 総 譬 偶
り 婚 未 他 の そ

R
就
有
一

药
リ
ー

他 の そ 婚 未

総 数 542 422 24 96 605 442 18 145 1 259 649 22 588
!級 76 59 6 11 86 64 1 21 206 102 7 97
2 100 74 7 19 115 77 8 30 200 104 5 91
3 89 64 3 22 109 84 4 21 212 105 2 105
4 104 83 4 17 105 74 2 29 227 118 3 106
5 78 68 2 8 74 56 2 16 130 63 2 65
6 74 59 1 14 77 60 1 16 199 116 - 83
不明 21 15 1 5 39 27 — 12 35 41 3 41

視堂®S害 93 57 3 23 104 础 4 37 269 10G 8 155
1駅 36 27 3 6 43 29 1 13 89 34 6 49
2 17 11 6 17 9 一 8 36 13 1 22
3 7 5 一 2 8 4 1 3 22 8 — 14
4 6 5 1 5 4 一 1 33 10 1 22
5 6 5 - 1 6 4 1 1 26 12 14
6 17 12 5 20 12 1 7 41 21 一 20
不明 4 2 2 5 1 — 4 22 8 — 14

聡覚障害 60 45 4 11 92 72 5 15 307 176 5 126
!級

2 12 9 2 1 22 12 4 6 38 18 3 17
3 16 10 1 5 20 17 一 3 82 44 1 37
4 12 8 1 3 15 12 1 2 52 31 一 21
5 1 1 一 一 - 一 f 5 3 一 2
6 18 16 一 2 31 27 一 4 117 71 - 46
不明 1 1 — 4 4 一 一 13 9 1 3

肢体不自由 336 270 13 53 332 256 7 69 58S 315 7 264
!級 30 24 2 4 31 25 6 109 63 1 45
2 71 54 5 12 76 56 4 16 126 73 1 52
3 58 43 2 13 65 51 2 12 86 43 1 42
4 61 51 1 9 58 46 ** 12 96 51 1 44

5 71 62 2 7 68 52 L 15 99 48 2 49
6 39 31 1 7 26 21 - 5 41 24 一 17
不明 6 5 — 1 8 5 一 3 29 13 1 15

内部障客 53 40 4 9 11 51 2 24 97 52 2 43
!級 10 8 1 1 12 10 2 8 5 — 3

3 8 6 — 2 16 12 1 3 22 10 12
4 25 19 2 4 27 12 1 14 46 26 1 19
5

6 -

不明 10 7 1 2 22 17 一 5 21 11 1 9

—1 4 8一



第29表 身体障害者数， 障害の種類•世帯人員・住宅の種類別

障害の種類 

世帯人員
総数 持ち家

借 家
その他 回答なし

総数 公営住宅 公 社
公団住宅

給与住宅 民営借家

総 数 4 457 3 581 775 199 23 49 504 73 28
!人 328 179 134 18 1 6 109 14 1
2 978 711 243 68 1 13 161 15 9
3 788 592 174 54 7 11 102 19 3
4 769 610 142 42 9 12 79 9 8
5〜 1 594 1 489 82 17 5 7 53 16 7

視覚障害 757 590 145 29 2 4 110 16 6
!人 81 50 28 3 一 一 25 3 一

2 145 95 44 8 一 一 36 3 3
3 149 104 39 11 2 2 24 6 —

4 115 92 19 6 一 1 12 2 2
5 ***^ 267 249 15 1 一 1 13 2 1

聴覚障害 715 613 84 27 1 5 51 12 6
!人 52 35 13 3 一 — 10 3 1
2 158 131 23 9 一 — 14 1 3
3 78 66 10 3 一 1 6 1 1
4 133 100 28 9 1 3 15 4 1
5〜 294 281 10 3 一 1 6 3 一

肢体不自由 2 541 2 051 440 109 15 33 283 35 15
!人 158 75 75 8 1 6 60 8 一

2 548 401 137 37 — 9 91 7 3
3 481 371 98 35 2 5 56 10 2
4 462 372 83 23 7 B 45 2 5
5〜 892 832 47 6 5 5 31 8 5

内部障害 444 327 106 34 5 7 60 10 1
!人 37 19 18 4 一 一 14 一 一

2 127 84 39 14 1 4 20 4 一

3 80 51 27 5 3 3 16 2 一

4 59 46 12 4 1 一 7 1 —
5 141 127 10 7 一 一 3 3 1

-14 9-



第30表 身体障害者数,障害の種類・年鈴階級・住宅の種類別

障窖の種 類
B 数 持ち家

借 家
その他 回答なし

年齢階 級 総数 公営住宅
公 社
公団住宅 給与注宅 民営住宅

率 数 4 457 3 581 775 1S9 23 49 504 73 28
1 8〜1 9 歲 20 2 1 一 1 2 1
2 〇〜2 9 193 144 42 5 3 5 29 5 2
3 〇〜3 9 305 198 96 29 3 6 58 8 3
4 0 ~ 4 9 587 405 173 46 9 17 101 5 4
5 〇〜5 9 941 733 185 52 4 14 115 20 3
6 0—6 4 542 449 75 18 1 4 52 13 5
6 5〜6 9 605 504 90 16 3 2 69 9 2
7 〇〜 1 259 1128 112 32 1 79 11 8

視覚障 害 757 590 145 29 2 4 110 16 6
1 8〜1 9 銭 一 一 - 一 一 一 一
2 〇〜2 9 22 15 5 1 - 一 4 2 一
3 0~3 9 29 18 11 2 1 1 7 一 -
4 〇〜4 9 81 49 30 5 1 一 24 1 L
5 〇〜5 9 159 119 36 5 一 一 31 4 一
6 〇〜6 4 93 74 15 4 - 2 9 3 1

• 6 5 〜6 9 104 76 24 7 一 1 16 3 1
7 0~ 269 239 24 5 — 一 19 3 3

聴党障 審 715 613 84 27 1 5 51 12 6
1 8〜1 9 歳 5 3 1 1 一 一 1 一

2 〇〜2 9 32 26 5 - 一 — 5 1 -
3 〇〜3 9 59 37 17 7 一 *- 10 4 1
4 0 ~4 9 67 52 14 6 1 1 6 1 二

5 〇〜5 g 93 7S 15 4 一 2 g 1 2
6 〇〜6 4 60 52 7 3 一 1 3 一 1
6 5 〜6 9 92 83 7 2 一 一 5 1 1
7 〇〜 307 285 18 4 •*- 1 13 3 1

肢体不自 由 2 541 2 051 440 10S 15 33 283 35 15
19 — 19 战 18 15 1 一 一 一 1 1 1
2 〇〜2 9 125 90 31 4 3 5 IS 2 2
3 〇〜3 9 190 129 55 13 2 5 3S 4 2
4 〇〜4 9 381 269 106 27 4 15 GO 3 3
5 〇〜5 9 573 457 106 35 3 6 62 9 1
6 〇〜6 4 336 284 41 6 1 1 33 9 2
6 5~6 9 332 286 42 6 2 1 33 4 一

7 〇〜 586 521 58 18 - ・ 一 40 3 4

内部障 444 327 106 S4 5 7 60 10 1
18—19
2 〇〜2 9

張 2 2 一 一 一 一 一 一 一

14 13 1 — 一 1 一 一

3 〇〜3 9 27 14 13 7 一 一 6 一 一

4 0 ~ 4 9 58 35 23 8 3 1 11 — 一
5 〇〜5 9 116 82 28 8 1 6 13 6 一

6 〇〜6 4 53 39 12 5 一 一 7 1 1
6 5 ~ 6 9 77 59 17 1 1 一 15 1 一
7 〇〜 97 83 12 5 — - 7 2 一

—1 5〇—



第31表 身体障害者数,障害の程度•年齢階級•住宅の種類別
(2-1)

回答戏しその他
借 冢

統数 公営住宅 公団住宅 給与住宅 民營住宅
持ち家

障害の程度

年齡階級

281
3
 25023

一
2
 
3
 
4
 3
 
5
 
2
 

0
0

5
 
8
 
5

20
139
 
H

29
58
01
15
52
69
79

5
 
6
 
7
 
4
 
4
 
2
 
1
 

1
 
1

3
 
3
 
9
 
4
 
1
3

的1
5

29
46
52
J8
16
32

5
2
2
6
3
5
5
0
2

7
 

4
9
 
7
 8
7
 
g
l

7
 

1
1
 

1

0
 
4
 8
 
5
 3

2
 
4
 9
 
0
 
3

1
1
 
4
 
7

452

19
30
58
94

4

4
 
1

6
 
-

4

—

4
 

j

36-
3
 
-

2
 
1

5
 

ー
ー

44
50
12

52

54
60
25

-
-
5
4

6
 
-
1
4
 3
 
2
 
4

1
1
4
 
1
2
 
4

1
1
1
 

i  
4
 2

5
 1
1
1

3
 
8
 
8
 
6
 3

11
12

86
一

4
 
3
1
1

81- 
3

0
 
3
 
3
 
0
 
3
 
9

1
1
2
 
3
 
1

971
8

13
21
219

4

〇
77
一
 
5
 
6

21

1
1
2

4
 
-

2
 

一

3
 
- 
3

1
4
 
5

4
 
-
1
1
5
 
3
 
2
2

ー
ー 
2
 

ー
ー

6
 

一-
2
3

2
 

一
 
1

一
ー

1
 4
 
S
 
5
 7

4
 W

37

2
 
7
 
1
8
 
3
3
 
3

4
 
8
 9
 
3
 
3
 5

1
6
 
9
 
1
3

6

22
ー
ー 
4
 8

4

12
26
22
12

33
一
7

20
26

5

0
0  

G

33

6
 
7
 
7
 
3
 7
 
4

1
 2
 3
 
1
1
1

E
1
1
O
 5
6
4
9
6

5
 

1
 
2
 3
 3
 
1
 
1
 
1

OS- 
6

11
33

26
34
53
03
60
68
80

2
 
7
 
9
 
0
 6
 
6
 
6

3
 
4
 
7
 
3
 7
 
8
 0

E48007

37
50
77

46
75
08

5
 0
 
4
 2

1
8
 
9
 
8

0S2
 

勿

34
64
26
73
旳
93

962

27
40
03
43
87
84
10

792

18
26
56

9
 
0
 5
 
0

4
 
0
 
1
0

3

34
51
93
68
89
09
12

603

39
61
38
83
04
帖
27

&

歳

胡
谈

2
1 8 〜 1 g
2 〇 〜 2 9
3 〇 3 9
4 〇 4 9
5 〇 5 9
6 〇 6 4
6 5 6 g
7 〇

3
1 8 «"W 1 9
2 〇 2 9
3 〇 〜 3 9
4 〇 4 9
5 〇 〜 5 9
6 〇 6 4
6 5 6 9
7 〇

扱
砂

6

銭

-151-



第31表 身体障害者数,障害の程度•年齢階級・住宅の種類別 
(2-2 )

障窖の程 度
総数 持ち家

借 冢
その他 回答なし

年齢階 級 総数 公営色宅 公 社
公囲住宅 給与住宅 民營住宅

5 〇〜5 9 歳 160 130 29 6 1 2 20 一 1
6 〇〜も4 78 68 9 1 1 一 7 1
6 5〜6 9 74 68 5 1 一 4 1
7 〇〜 130 111 16 2 一 — 14 1 2

6 数 551 457 84 23 1 6 54 6 4
1 8〜1 9 誉 1 1 - 一 一 一 一 一
2 〇〜2 9 12 9 3 一 一 一 3 —
3 〇〜3 9 23 11 10 3 一 1 6 1 1
4 〇〜4 9 55 38 16 3 — 3 10 1
5 〇〜5 9 110 91 18 10 1 1 6 1 一

6 〇〜6 4 74 62 10 1 一 一 9 2 一
6 5〜6 9 77 68 9 1 一 一 8 一 一

7 〇〜 199 177 18 5 一 I 12 1 3

不 明 228 173 51 9 3 1 38 4
1 8〜1 9 歳 3 2 1 1 - 一 —
2 〇〜2 9 5 3 2 一 — 一 2 一

3 〇〜3 9 10 3 7 1 — 1 5 一

4 〇〜4 9 24 14 10 2 1 - 7 —
5 〇〜5 9 41 25 12 3 1 一 8 4
6 〇〜6 4 21 19 2 一 一 一 2 一

6 5〜6 9 39 32 7 1 1 一 5 -
7 〇〜 85 75 10 1 — 9 一

—1 5 2-



第32表 住宅の改造を希望する身体障害者数（延数）, 
障害の種類（重複障害一再掲）•改造希望場所別

障害の擅類 総数 玄関 風呂 トイレ 台所 那T 階段 居S その他
改遣の 
必要は 
たい

回答 

なし

卷 数 3 646 269 910 1 015 443 90 22S 508 185 2 320 216

視覚障害 586 48 126 157 31 13 37 84 40 409 44

聴覚陶書 463 46 101 98 74 10 12 85 37 425 35

聴覚陳!？ 410 42 86 84 68 10 10 77 33 381 33
平衡機能障晋 16 1 5 4 1 1 3 1 9
音用•BWW® 37 3 10 10 5 一 1 5 3 35 2

肢体不自由 2 307 159 612 S81 241 59 161 295 99 1 213 119
上肢切断 108 12 23 20 18 1 11 17 6 101 5
上肢機能障窖 641 35 177 184 58 26 35 91 25 379 37
下肢切断 100 6 28 26 12 1 10 11 6 53 3
下肢機能障善 1 057 72 269 338 112 24 80 119 43 485 58
体徐機能障害 401 34 115 113 31 7 25 57 19 195 16

内部障害 290 16 71 79 47 8 16 44 9 273 18
心臟機能B®害 188 11 45 49 33 6 10 28 6 150 11
呼吸器機能障害 66 2 18 20 10 2 3 9 2 69 3
じん臟機能障害 36 3 8 10 4 3 7 1 54 4

（再掲）僮復障害 322 20 87 105 32 5 15 39 19 154 19

—1 5 3—



第33表 住宅の改造を希望する身体障害者数（延数）,
障害の種類・障害の疵度・改造希望場所別

31
338

4
 
5
 2

X
 
1* 3

3
 
3
 
1

5
 5
 
2

4
 
8
 
1

3
 
1
1

6
 
8
 
7

60
70
32

2
 
7
 
0

4
 
8
 
4

3
 
5
 3

1
7
 
4

27
397

65
73
65

類

BE 

極
程 

の
の 

書
轡

4
 0
 6
 
5
 
5
 
7

0
3
6
3
4
3
7
2

40
214
 7
 
4
 
1
 3

S
o
 6
 5
 
6
 
5
 

〇

4
 1
 

J

畀

0
0  

6

3
 4
 
3

9
 
9

8
 2

2

35423785

2
 
- 
4

5
 
0
 
7

7
 5
 
4
 
4
 
2
 
9

5
 7
 
2
 
1
 
1

6
 6
 
5
 1
7
 
7

2̂
 6
 1
1

5
2

〇

6
55

5
 5

8
 2
 7
 
4
 
5
 
1
9

4
 286

75
8-1
5O
4G
35
76
20

439
45

1
 7
 
4
 2
 8
 
3

4
 
0
 0
 6
 
8
 
6

1
 
0
 
6
 

2
 
1

9
 
0
 
6
 
1

37
138
 
1

242

1
3
 
2
 

一
 
4
 2

2
 
2
 
2
 

2

0
 
1
 
9
 
2
 
4
 5

3
 
2
 
1
 

2

9
 
4
 
7
 
- 
5
 
1

1
 

1

63
一
47
88
765

31
16

侣

13
24
20
23
22
152

3
2
8
5
3
0
6
9

1
2
 
8
 
1
 
7
 
7
 
1
 
2

2
 
1
 
1
2
 2
 
2
 
1

9
3
9
6
4
5
9
3

9
 
1
1
1
2
 
1

35
58
58
46
52
50
19
12

61
10̂

34
36
309
3

9
5
2
8
 
6
 
5
2
1

5
 1
1
 

1

1

—
 9
 0
 
9
 9
 
3
 
0
 1

4
1
4
3
4
5
3
1

1
1
7
7
3
2
6
5

C
O  7

 
6
 
1
 
3
 
3
 
4
 
1

6
 

1
1
1
1

12
83
S3
08H

04
36
”

9
6
9
3
7
 
6
5
3

5
 2
 
2
 
3
 2
 
2
 1

7
5
7
1
8
3
6
5

0
9
1
0
3
2
6
6

3
 2
 5
 4
 
4
 
4
 1

2

8
 
2
-
3

73
55
一
59

443
 
1
 
9

6
 2
-
4

8
 
-
-
1

7
 0
-
9

16662

9
 2
 

一
 

〇 

〇

7
 
1
 

2
 
3

—1 
4
 
7

7
 1
 

1
 
2

6
 
3
 
1

1

3

0
 
4
 
3
 
9
 
0

9
 5
 

5
 
1

2
 

1

285363

絶

1
2
3
4
5
6 
不

散

級

明

視 党

1
2

瞳 害 

級

3
4
5
6 
不 明

聡 党

1
2
3

限 書

級

4
5
6 
不 明

肢 体不自

1
2
3

由

級

4
5
6 
不 明

内 8B
1
2
3
4
5
6
不

誓

級

明
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第34表 住宅の改造を希望する身体障害者数（延数）, 
障害の種類・年齢階級・改造希望場所別

原書の橙 類

級
総数 玄関 風呂 トイレ 台所 IR下 階段 居室 その他

改造の 
必姿は 
ない

回答 

衣し年 齡惰

総 数 3 646 269 910 1 015 443 90 226 508 185 2 32C 216
1 8〜19 歳 32 1 12 9 4 一 2 4 - 9 1
2 〇〜2 9 143 12 29 36 18 2 13 24 9 97 14
3 〇~3 9

〇〜4 9
253 25 64 64 28 7 19 39 7 153 21

4 588 59 135 138 98 9 37 79 33 264 42
5 〇〜5 9 746 52 184 187 104 18 59 102 40 495 49
6 〇 ~ 6 4 444 34 111 138 53 8 25 56 19 279 22
6 5~6 9 44? 29 115 138 41 13 29 62 20 343 15
7 〇〜 993 57 260 305 97 33 42 142 57 680 52

視 覚隐 書 588 48 126 157 81 13 37 84 40 409 44
1 8〜19 歳
2 〇〜2 9 11 3 1 3 1 1 1 1 n 5
3 〇〜3 9 19 — 6 5 3 一 2 2 1 18 1
4 〇〜4 9 76 9 16 11 12 2 6 14 G 37 8
5 〇〜5 9 102 9 24 25 11 3 9 11 10 84 11
6 〇〜6 4 89 6 16. 22 15 一 5 18 6 45 6
6 5〜6 9 72 4 15 24 9 1 2 12 5 62 2
7 〇〜 217 17 48 67 29 7 12 26 11 1S2 11

聽 覚障 ■£ 463 46 101 98 74 10 12 85 37 425 35
1 8〜19

〇〜2 9
歳 6 1 2 1 2 一 - 一 3

2 21 3 2 1 4 - - 9 2 20 1
3 〇〜3 9 40 7 9 7 4 一 1 11 1 29 8
4 〇~4 9 66 7 15 15 13 一 1 g 6 35 3
5 〇 —5 9 57 4 13 8 10 一 1 16 S 55 6
€ 〇〜G 4 39 5 10 8 5 一 一 S 6 3フ 2
6 5〜6 9 54 7 10 10 9 1 3 9 5 59 1
7 〇〜 180 12 40 48 27 9 6 26 12 18? 14

肢 体不自 由 2 307 159 612 681 241 59 161 295 99 1 213 119
1 8〜1g 我 26 f 10 8 2 — 2 4 4 1
2 〇〜2 9 105 6 24 32 13 2 12 10 6 58 7
3 〇〜3 9 173 16 44 49 19 6 15 20 4 89 11
4 〇〜4 9 405 41 97 103 63 7 27 47 20 157 29
5 〇〜5 9 507 34 129 132 67 13 42 67 23 284 26
€ 〇~6 4 279 19 75 98 26 6 18 30 1 165 11
6 5〜6 9 291 18 82 97 19 9 22 34 10 166 10
7 0 521 25 151 162 32 16 23 33 29 290 24

内 郃PS 審 290 16 71 79 47 8 16 44 9 273 18
1 8~1 9 敝 2
2 〇〜2 9 6 - 2 * — 一 一 一 4 - 8 1
3 〇〜3 g 21 2 5 3 2 1 1 6 1 17 1
4 〇~4 9 41 2 7 9 10 一 3 9 1 35 2
6 〇~5 9 80 5 18 15 2 7 8 2 72 6
6 〇〜6 4 37 4 10 6 2 2 3 一 32 3
6 5〜6 9 30 一 8 4 2 2 7 一 56 2
7 〇〜 75 3 21 9 1 1 7 5 51 3

-155-



第35表 住宅の改造を希望する身体障害者数

陰番の 程

&
匪

載
総数 玄関 風呂 トイレ

年 齢 f

护 数 3 646 269 910 1 015
1 8〜1 9 歳 32 1 12 9
2 〇〜2 9 143 12 29 36
3 〇〜3 9 253 25 64 64
4 〇〜4 9 583 59 135 138
5 〇〜5 9 746 52 184 187
6 〇〜6 4 444 34 111 138
6 5 ~ 6 9 447 29 315 138
7 〇〜 993 57 260 305

1 624 51 162 158
I 8〜1 9 錢 6 — 2 2
2 〇〜2 9 14 1 3 4
3 〇〜3 9 49 4 16 14
4 〇〜4 9 91 9 16 16
5 0—6 9 118 12 29 24
6 〇 ~ 6 4 90 7 22 23
6 5〜6 9 87 6 23 23
7 〇〜 169 12 51 52

2 15 751 56 199 218
1 8〜1 9 歳 11 彳 3
2 〇~2 9 48 6 8 13
3 〇〜3 9 57 9 10 12
4 〇〜4 9 135 9 40 34
5 〇〜5 9 147 12 34 39
6 〇〜6 4 102 5 30 34
6 5〜G 9 94 8 27 31
7 〇~ 157 7 46 52

3 載 593 42 154 174
1 8〜1 9 複 一
2 〇〜2 9 28 3 3 6
3 〇~3 9 48 5 12 12
4 〇〜4 Q 82 12 21 22
5 〇~5 9 140 8 39 34
6 〇〜G 4 64 4 19 22
6 5〜G 9 85 5 22 24
7 〇〜 151 5 38 54

4 670 47 164 196
1 8〜1 9 藏 7 - 3 2
2 〇~2 9 26 — 8 6
3 〇〜3 9 &4 4 14 18
4 〇~4 9 114 10 23 28
5 〇〜5 9 143 10 35 41
6 〇〜G 4 86 8 22 28
6 5 6 9 56 1 14 18
7 〇〜 184 14 45 S5

5 級 465 27 113 142
1 8 ~ 1 9 歳 5 — 2 2
2 〇〜2 9 19 1 6 4
3 〇〜3 9 22 1 7 3
4 〇〜4 9 87 12 16 22

台所 廊下 階段 居室 その他
改造の 
必娶は 
たい

回答 

なし

443 90 226 508 185 2 320 216
4 2 4 — 9 1

18 2 13 24 9 97 14
28 7 19 39 7 153 21
98 9 37 79 33 264 42

104 18 59 102 40 495 49
53 8 25 56 19 279 22
41 13 29 62 20 343 15
97 33 42 142 57 680 52

58 19 30 111 35 309 25
一 一 1 1 1 1
1 一 1 2 2 17 5
4 2 3 6 一 22 2

17 2 7 18 6 31 3
12 7 5 21 8 60 4
8 2 6 17 5 28 1
5 5 1 20 4 42 一

11 1 6 26 10 108 9

71 17 46 112 32 365 41
1 1 1 2 一 2
4 一 3 12 2 20 3
6 一 5 13 2 32 11

21 3 7 13 8 42 7
18 4 _14 20 6 71 5

6 3 7 14 3 42 2
7 一 4 12 5 54 5
8 7 5 26 6 102 8

66 12 43 73 34 409
3

14

35

2 2 5 6 1 3
5 1 3 9 1 26 2
8 i 6 11 2 45 9

21 2 11 17 8 86 8
10 — 3 4 2 52 4

? 3 9 11 4 61 3
13 4 6 15 16 122 6

86 11 44 82 40 476 43

A — 3 2 3 21 1
8 1 2 4 3 31 一

19 1 8 16 9 69 10
20 2 12 15 8 110 10

9 2 7 7 3 54 7
6 - 5 9 3 71 2

19 5 7 28 11 120 13

60 16 34 56 17 314 31
1 一 — 一 — 一

5 一 1 2 一 14 1
1 3 A 3 - 22 4

17 2 5 10 3 41 6

—1 5 6 一



（延数）,障害の程度•年齢階級•改造希望場所別

障害の程度 

年齢階憑

5
6
6
7

〇〜5 9 
〇〜6 4 
5〜6
〇〜

9

歳

6

2
3

5
6
6
7

8〜1 
〇〜2 
〇〜3 
〇〜4 
〇〜5 
〇~6 
5〜6 
0〜

9
9
9
9
9
4
9

级
敖

不

1
2
3
4
5
6
6
7

8 ~ 1 
〇〜2 
〇〜3 
〇〜4 
〇〜5 
〇〜G 
5〜6 
〇〜

g

9
9
9
4
9

明

裁

数 玄関 風呂 トイレ 台所 廊T 階段 居室 その他
改造の 
必要は 
ない

109 4 30 31 13 2 7 18 4 86
36 1 5 19 5 1 4 1 49
59 3 14 21 4 1 8 5 3 40

128 5 33 40 14 8 8 14 6 62

373 39 75 87 70 8 18 53 23 315

7 1 十 3 2 一 一 一 1 7
14 2 3 3 3 一 1 2 13
58 6 15 12 10 1 2 8 4 24
63 6 11 13 14 一 6 8 5 58
52 9 10 9 13 一 1 6 4 41
4S 6 9 16 6 2 2 3 1 49

134 9 27 31 22 5 6 26 8 122

165 7 43 40 32 7 11 21 4 132
3 1 1 一 1 一 一 一 2
1 — 1 — 一 — 一 4
9 一 2 2 1 ** 1 2 1 7

21 1 4 4 6 2 3 ] 12
26 一 6 5 6 1 4 3 ] 24
14 一 3 3 2 1 一 4 1 13
21 一 6 5 6 2 - 2 一 26
70 5 20 21 10 3 4 7 — 44

回答 

衣し

9
2
2
7

33

6
11
6

6

8

1
2

2
3

—15 7 —



第36表 身体障害者数,障害の種類•障害の程度•自動車所有の有無;

運転免許証の有無;遛転免許証の取得希望の有無（再掲）別

自動車所有の有無 運耘免許証の有尿 遵耘免許証の取得希望（再掲）

辔害の程度 総数
所有し 
ている

所有し 
て应 
い

回
4

答 
し

総数
も〇て 

いる

もって 
いむい

叵各 

・し
総数

取得し 
たいと 
思う

取得し 
たいと 

い

回备 
・し

鮭 数 4 457 2 271 2 145 41 4 457 727 3 607 123 3 607 3 326 16
1 级 661 320 335 6 661 43 596 22 596 569 3
2 S00 376 418 6 800 60 709 31 709 656 4
3 759 409 341 9 759 130 613 16 613 566 2
4 860 450 404 6 860 191 651 18 651 590 1
5 598 335 256 7 598 171 411 16 411 364 1
6 551 273 275 3 551 99 440 12 如〇 409 3
不 明 228 108 116 4 228 33 187 8 187 172 2

視覚陣 害 757 318 431 8 757 21 703 33 703 22 678 3
1 級 289 112 176 1 289 2 276 11 276 6 268 2
2 118 47 ?1 一 118 1 110 7 110 3 106 1
3 65 34 30 1 65 — 61 4 61 2 59 一
4 66 33 32 1 66 3 62 1 62 5 57 一
5 63 28 32 3 1 63 3 57 3 57 3 54 —
6 116 46 68 2 116 10 101 5 101 2 99 一
不 明 40 18 22 -i 40 2 36 2 36 1 35 一

聘党!® 書 715 347 363 5 “5 80 619 16 619 40 577 2
I 級 1 1 一 1 一 1 一 1 1
2 199 76 122 ] !199 17 177 5 177 2】 156 一
3 161 81 7フ

3 ! 161 15 143 3 143 6 137 一
4 106 59 47 -I 106 12 89 5 89 3 85 1
5 10 5 5 10 1 9 一 9 9
6 211 113 98 211 26 183 2 183 7 175 1
不 明 27 12 14 1 27 9 17 1 17 3 14

肢体不自由 2 541 1 386 1131 24 2 541 541 1 931 69 1 931 181 1 739 11
1 級 286 153 129 4 286 20 255 11 255 11 243 1
2 482 252 225 5 482 42 421 19 421 25 393 3
3 442 251 186 S 442 100 334 8 334 33 299 2
4 519 271 241 4 519 140 367 12 367 45 322
5 525 302 219 4 525 167 345 13 345 43 301 1
6 224 114 109 1 224 63 156 5 156 19 135 2
不 明 63 40 22 1 63 9 53 1 53 5 46 2

内部停 害 444 220 220 4 444 85 354 5 354 22 332
1 級 85 54 30 I 85 21 64 一 64 7 57 —
2 1 1 - 1 — 1 f 1 一 1 _
3 91 43 48 91 15 75 1 75 4 71 _
4
5

169 84 84 1 169 36 133 133 7 126 —

6 
不 明 98 38 58 2 98 13 81 4 81 4 77 —

—1 5 8—



第37表 身体障害者数,障害の種類・年齢階級•運転免許証の有無;

運転免許証取得希望の有無（再掲）別

障害の 程類 邇 耘免許证の有無 運耘免群证取得帑望（再掲〉

年 齢 暗 級 総 散 もっている もっていない 回答なし 彬 数
取得したい 
と思う

取得したい 
と思わiい 回答なし

総 数 4 457 727 3 607 123 3 607 265 3 326 16
1 8~1 9歳 25 7 16 2 16 6 10 一

2 〇〜2 9 193 65 125 3 125 43 80 2
3 〇〜3 9 305 102 195 8 195 50 143 2
4 〇〜4 9 587 176 395 16 395 72 322 1
5 〇〜5 9 941 210 699 32 699 45 651 3
6 〇〜6 4 542 84 447 11 447 23 421 3
6 5〜6 9 605 42 551 12 551 19 532 -
7 〇〜 1 259 41 1179 39 1179 7 1167 5

視 掘 压 757 21 703 33 703 22 678 3
1 8〜1 9複 一 一 一 へ 一 一 一

2 〇〜2 9 22 1 21 一 21 2 18 1
3 〇〜3 9 29 一 27 2 27 4 23 —

4 0~4 9 81 2 70 9 70 10 59 1
5 〇〜5 9 159 11 142 6 J42 2 140 —
6 〇〜6 4 93 3 88 2 88 1 87 一
6 5〜6 9 104 2 100 2 100 2 98 *—
7 〇〜 269 2 255 12 255 1 253 1

腸 覚 篠 害 715 80 619 16 619 40 577 2
1 8〜! 9歳 5 1 3 1 3 1 2 —
2 〇〜2 9 32 8 24 一 24 8 16 一

3 〇〜3 9 59 10 47 2 47 12 34 1
4 〇〜4 9 67 16 51 一 51 6 45 一

5 〇〜5 9 93 20 68 5 68 4 64 一

6 〇〜6 4 60 10 49 1 49 1 48 一

6 5 ~6 9 92 7 85 — 85 6 79 —
7 〇 ~ 307 8 292 7 292 2 289 1

肢体不 直 由 2 541 541 1 931 69 1 931 181 1 739 11
1 8〜1 9歳 18 5 12 ] 12 5 7 4
2 〇〜2 9 125 50 72 3 72 30 41 1
3 〇〜3 9 190 83 103 4 103 29 73 1
4 〇〜4 9 381 135 239 7 239 49 190 —
5 〇〜5 9 573 151 403 19 403 35 365 3
6 〇 ~ 6 4 336 65 263 8 263 18 242 3
6 5〜6 9 332 24 300 8 300 11 289 一

7 〇〜 586 28 539 19 539 4 532 3
内 部 琢 害 444 85 354 5 354 22 332 一

1 8〜1 9歳 2 1 1 一 1 一 1 —

2 〇〜2 9 14 6 8 一 8 3 5 一

3 〇~3 9 27 9 18 一 18 5 13
4 〇 ~ 4 9 58 23 35 35 7 28 一

5 〇〜5 9 116 28 86 2 86 4 82 一

6 〇 ~ 6 4 53 6 47 一 47 3 44 一

6 5〜6 9 77 9 66 2 66 一 66 一

7 〇〜 97 3 93 1 93 一 93 一

-15 9-



第38表 身体障害者数,障害の程度•年齢階級•連転免許証の有無;

運転免許証の取得希望の有無（再掲）別

陳

年

害の程度

魏階級

遲耘免狞証の有彳晋 運駅免於征の取得希恕（再扭〉

総数1 もってはる もつ・てい去い 回答なし 総 数
取得したい 
と思う

取得した0 
と思わ去い 回答なし

総 数 4 457 727 3 607 123 3 607 265 3 326 16
h 1 8〜1 g炭 25 7 16 2 16 6 10

2 〇〜2 9 193 65 125 3 125 43 80 2
3 〇〜3 9 305 102 195 8 195 50 143 2
4 〇 ~ 4 9 587 176 395 16 395 72 322 1
5 〇~ 5 9 941 210 699 32 699 45 651 3
6 〇 ~ 6 4 54 2 84 447 11 447 23 421 3
6 5〜6 9 605 42 551 12 551 19 532
7 〇〜 1 259 41 1179 39 1179 7 1167 5

1 敬 661 43 596 22 596 24 569 3
1 8〜1 9歳 5 1 3 1 3 1 2
2 〇〜2 9 32 5 26 1 26 2 23 1
3 〇〜3 9 47 14 32 1 32 4 28
4 〇〜4 9 79 9 64 6 64 7 56 I
5 〇〜S 9 130 6 121 3 121 6 115
6 〇〜6 4 76 2 72 2 72 3 69 一
6 5〜6 g 86 4 82 82 1 S1 一
7 〇〜 206 2 196 8 196 — 195 1

2 載 800 60 709 31 709 49 656 4
1 8〜1 9歳 7 t 6 2 <1
2 〇〜2 9 46 8 36 2 36 13 23 —
3 〇〜3 9 75 13 60 2 60 13 47 —

4 〇〜4 9 108 19 86 3 86 10 76 —

5 〇~ 5 9 149 9 132 8 132 6 126 —
6 0 ~ 6 4 100 5 92 3 92 1 90 1
6 5〜6 9 115 1 106 8 106 3 103
7 〇 200 4 J9J 5 丄91 J 】87 3

3 級 759 130 613 16 613 45 566 2
1 8〜I 9敝 3 1 2 — 2 2
2 〇〜2 9 34 14 20 20 8 12 —

3 〇〜3 9 51 21 29 1 29 7 22 —

4 〇〜4 9 93 29 64 64 14 50 一
5 〇〜5 9 】68 39 123 6 123 8 114 1
6 〇 ~ 6 4 89 10 78 1 78 1 76 1
6 5〜G 9ヽ 109 13 96 96 6 9C
7 〇〜 212 3 201 8 201 1 200 —

4 載 860 191 651 18 651 60 590 1
1 8〜1 9核 3 2 1 2 1 1
2 〇〜2 9 39 20 19 — 19 J0 —

3 〇〜3 9 6】 26 33 2 33 12 20 1
4 0 4 9 138 48 87 3 87 21 66 —
5 〇〜5 9 183 52 127 4 127 10 117 —
6 〇〜6 4 104 24 77 3 77 5 72 —

6 5〜6 9 105 7 98 — 98 — 68 —
7 〇〜 227 14 208 5 208 1 207 一

5 粧 598 171 411 16 411 46 364 1
1 8〜1 9歳 3 J 2 — 2 2 — —
2 〇〜2 9 25 14 11 — 11 6 5
3 〇〜3 9 38 16 21 ] 21 7 —

4 〇〜4 9 90 40 4? 3 47 11 36 —
5 〇〜5 g 160 62 93 5 93 9 83 1
6 〇〜6 4 78 25 52 1 52 6 46 —

6 5〜〇 9 74 7 66 1 66 4 62 —

7 0 •***■» 1 30 6 119 S M9 ] 118 —
6 載 551 98 440 •12 440 28 409 3

1 1 9蔻 1 1 — — — 一
2 〇〜2 9 12 2 10 10 1 8 1
3 〇〜3 9 23 8 14 J 14 6 8 —
4 〇 ~ 4 9 55 25 29 1 29 5 24 —
5 〇〜5 9 110 35 7】 4 71 5 65 1
6 〇〜6 4 74 14 59 1 59 6 53 —
6 5〜6 9 77 6 71 71 4 67 —

7 〇〜 199 8 186 5 186 1 184 1
不 明 228 33 187 8 187 13 172 2

1 E〜1 9砂 3 2 1 — 1 一

2 〇~2 9 5 2 3 3 —

3 〇〜3 9 ］〇 4 6 — ] 4 1
4 〇〜4 9 24 6 18 18 4 14 —

5 〇 ~ 5 9 41 7 32 2 32 1 31 —

6 〇 6 4 21 4 17 17 1 1 5 1
6 5 ~ 6 9 39 4 32 3 32 ] 31 —

7 〇 ~ 85 4 78 3 78 2 76

-160 —



第39表 就業している身体障害者数,障害の種類•障害の程度•年齢階級別

障害の租類

障害の程度
総数

[18〜19歳
2〇〜29歳 3〇〜3 9歳 4〇〜4 9歳 5〇〜5 9歳 6〇〜G4歳 65^~

総 数 1 439 5 99 168 344 425 170 228
! 級 112 1 6 18 32 26 11 18
2 190 一 24 35 53 44 15 1 9
3 213 一 18 27 51 58 21 38
4 352 1 27 34 87、 95 48 60
5 292 1 16 31 66 112 38 28
6 221 1 7 16 40 77 29 51
不 明 59 1 1 7 15 13 8 1 4

視覚障害 201 — 13 16 47 68 21 36
! 級 74 一 4 6 24 18 9 13
2 35 一 3 5 5 12 5 5
3 13 一 2 - 1 7 2 1
4 21 一 - 1 6 5 2 7
5 18 一 2 3 4 8 1 —
6 31 一 2 6 15 2 6
不 明 9 一 一 1 1 3 — 4

穗覚障害 226 1 18 30 45 45 22 65
! 級 一 一 一 一 — 一 一 —
2 88 一 14 23 23 14 5 9
3 34 一 2 2 7 6 3 14
4 22 一 1 十 4 2 5 10
5 3 一 一 1 1 1 — 一

6 67 一 一 3 8 21 8 27
不 明 12 1 1 1 2 1 1 5

肢体不自由 908 4 65 114 227 278 112 108
! 級 19 1 一 8 2 5 1 2
2 67 一 7 7 25 18 5 5
3 148 一 14 23 40 37 15 19
4 263 1 25 32 68 71 32 34
5 271 1 14 27 61 103 37 28
6 123 1 5 13 26 41 19 18
不 明 17 一 一 4 5 3 3 2

内部障害 104 一 3 8 25 34 15 19
! 級 19 一 2 4 6 3 1 3
2
3 18 一 2 3 8 1 4
4 46 - 1 1 9 17 9 9

5 一 — — 一 一 一 一 一

6 一 — — — -— — — —

不 明 21 i 一 1 7 6 4 3

-161-



第40表 就業している身体障害者数,
(2-1)

総数 1卜49歳 2〇〜29歳 30~39 歳 40~49 歳 5〇〜5 9歳 60—64 歳 65歳〜
仕事の内容 

月収入金額
8
1
8
9
8
8
6
3
7
2
8
 
-

2
 7
 2
 2
 1
1

20
3
6
 2
 8
5
8
4
2
2
?
 

一

7

— 3
 U
 2
 1
1
 

1A

5
 7
 2
 8
 9

2
 5
 4
 5
 3

4

1
1
6
7
2
0
8
3
2
1
-
1
-

一

一-
2
8
1
-
1
-
-

1
2
 71 3
 1
 

1

1
5
7
7
6
9
6
8
4
 

ニ

ー

ー
3
 

二 
2
9
 

二

一
-
-

一
一
一
一
一

1
 IX !〇

 1

5
8
9
6
5
3
4
7
2
0
7
6
 4
4
9
6

5
1
1
2
1
2
 

4
2
8
1
1
1
 

1

7 
1
4
 1
1

一1
 2
 

0
0  6

 

一

4
5
0
0
7
1
9
4
6
5
8
7
7
1
4
7
9
6
7
3
3
2
 
-
2
-
1

一-
1
3
1
1

ー
 

ー
ー-
-
-
-
-

4
3
3
3
3
4
2
1
3
1
2
 

2
1
3

35
 2
 
- 
2
 1

-

f  
-
-

9
1
3
8
9
 1
7
 4
6
3
0
3
0
7
7
9
5
0
6
4
6
3
2
7
1
6
 
-
1
7
1
9
1
1
2
1
2
 
-
1

-
-

3
2
4
6
3
6
8
6
0
4
8
1
2
9
9
6
7
4
3
2
2
 

4

4
 2
 1
1
1
1
 

1
 

C
N

数
円千

総

〇 
〇 
〇

5
 7
 9 9

9
 9
 0

6
 8
 1

0
0
0
0
0
0
0
0

1
3
5
7
9
1
3
5

1
1
1
1
1
2
2
2

9
 9
 9

2
 4
 6

1
1
1
 

こ

- 

〇 
〇 
〇

1
3
 5
 

T* 1A TA

事従
弼

2採-
94

./

30

〇

採

事
一一
^詳 

9
 9
 9
 9
 9
 

一

通

二

二

1
1
1
1

〇

1
3
5
7
9
1
3
5
 

•

1* 1
1
IX 1
 

C
Q  2

 

1
4
-

輸

〇 

〇 
〇

3
 5
 7

0
 0
 0
 0

1
3
 5
 7

1
1
1A 1

詳 不

-162-



職業・収入金額階級•年齢階級別

杜事の内容 

月収入金額

事 務 従 事 
〜2 9千円

3 〇〜4 9
5 〇〜6 9
7〇〜89
90~ 1 0 9

11 0~ 1 29
1 3〇〜1 49
I 50~ 1 6S
17〇〜1 89
19〇〜209
21〇〜229
23〇〜249
25〇〜 
不 詳

管理的聚務従事 
〜29 m 

3〇〜49 
50~ 69
7〇〜89
9〇〜10 9

II 〇〜1 29
1 3〇〜1 49
1 5〇〜1 69
1 7〇〜189
1 9〇〜209
21〇〜229
23〇〜24 9
250〜 
不 詳

販売・サビス従番 
〜29千円

3〇〜49
5〇〜6 9
7〇〜89
9〇〜1 09

11〇〜1 29
1 3〇〜2 4 9 
150—169 
17〇〜189
1 9〇〜20 9
21〇〜229
23〇〜249
25〇〜
不 詳

あ® •マ;か-ジ­はり却う従事 
〜2 9千內 

3〇〜4 9
5〇〜69
7〇〜89
9〇〜10 9

11〇〜129
1 3〇〜1 4 9
1 5〇〜169
1 7〇〜2 89
1 9〇〜20 9
21 〇〜229
23〇〜249
25〇〜
不 詳

総 数 i8〜19歳2〇〜29歳3〇〜39歳40ヘ49歳5〇〜59歳60~64歳65歳〜

1
7
 5
 5
 7

2
 1

-
-
1

6
 1
1
-
2

2
別
­
I
 2
 4

〇
&
 4
 1

5

8
 9
 3
11
8
 2
 7
 9
7

一

7
 1

4
 2
 5

3
 2
 1

4
 4
 4
 7

7
 1
1
 

一
 
2
 

ー
ー
ー

4
 
- 

j  
1
1

3
8
1
1
3
4
6
2
2
7
3
!
 

一
 
2
2
4
4
8

Z
 

1
 

3
 

1« 2
2

5
 0
 8
 8
 2

2
 3
 1
2
 1

〇
6
5
9
1
2
8
2
8
3

2
 

1
8
 2

5
2
0
7
1
4
3
3

2
 3

-

_ 
_

2

2
 1
2
 2
 1

3
 3
 1
2
 4

1

-
-
-
-
9
2

- 

c
m  

〇̂ 

一
 
1! 

一
 
!A1A nu 11

1
1
2
 1
2

3
1
3
3
3
3
1
7
 
-
-
-
1
-
-
-
2

3
 
- 
2
 

〇

〇­
2
5
3
1
7
7
3
3
2
1
5

5
 

1

4
 7
 6

2

5
 3
 4
 2

2
 2
 1

4
4
5
4
2
2
1
6
 

一
 
-
1
-
2
1
-
1
1
5
 
- 
- 4
2
 

1

2

 

1

4
7
3
4
4
9
1
2
3
1
2

5
 

1

1
4
 3
 8
 5

2
 3
 3
 1

1

-
-
2
 
-

1
1

1

一1
 3
 

】1

-
-
4

3
1
5
3
6
2
2
6

1

2
 2
 0
 3

2
 1
-
1
1
 
-

一
一 2
 
- 
- 
- 
-
0
1
-
1
3
2
1
1
2
1
2

2

5
 1
 8
 0
 0
 7
 1
3
 

〇〇 1
1

1
2
 1

-

-

1
2
 4
 6

1»

1
4
2
 
-
]

- 

一
 
-
-
-

—I 6 3一



第40表 就業している身体障害者数,職業•収入金額階級•年舲階級別 
(2—2)
仕劭の内容 

月収入金額
総額 ]8~1喊 20 -29 歳 3〇〜39歲 4079 歳 5〇〜59歳 6〇〜64歲 65歳〜

専門的•技術的糜業従お 162 2 18 29 52 42 8 11
〜2S千円 10 — 3 5 1 1

3 0 ~ 4 9 8 — — 3 4 1
50~ 69 1 6 2 2 3 4 3 1 1
7〇〜89 9 — 1 1 4 2 1
9 0~ 1 0 9 17 — 4 3 5 2 — 3

1107 29 17 — 4 3 6 3 1 —
1 30~ 1 4 9 11 — 2 3 4 2 _
1 50~ 1 69 19 — 1 6 6 5 — 1
1 ?〇~ 1 8 9 8 — 1 4 3 —
190 — 209 18 — — 5 7 4 — 2
21〇〜229 2 — — — 2 一
23〇〜249 4 — — 3
25〇〜 14 — 1 2 5 4 1
不 詳 g — 3 2 1 1 —

製造工程従事 269 一 28 39 85 74 20 23
~ 29千円 27 — 1 4 7 2 8

3〇〜4 9 31 3 6 11 1 1
50—69 33 — 5 5 11 3 2
70~89 36 — 7 1 11 9 4 4
9〇〜109 33 一 2 2 1 5 11 3

110—129 19 — 2 3 4 2 1
13 0—149 16 — 3 5 4 — 1
1 5 0 ~ 1 6 9 21 — 1 5 5 2 1
170—189 10 — 2 — 2
1 90— 209 12 — 3 2 1 —
210—229 1 — — — — —
23〇〜249 1 — — 一 一 — —
2 5〇〜 15 r•〇 — 1 5 2 1
不 詳 14 — 4 1 3 3 1

その他の従事 180 1 25 35 53 21 38
—29千円 49 1 6 6 13 7 13

30~ 4 9 27 一 4 8 8 3 4
5〇〜69 26 — 2 1 3 11 4 5
7 〇〜89 15 — 2 1 3 6 3
9〇〜;109 18 — 2 3 6 3 4

11 〇〜1 29 15 — *— 3 5 3 2 2
1 30-1 49 5 — 一 1 2 1 1
1 50—1 69 6 — — 2 1 3 — 一

1 ?〇-189 1 一 一 1 — — — —
1 90 - 209 5 一 — 2 1 — — 2
210 — 229 1 一 一 — 1 一 一
230- 249 1 —• — 一 — — — 1
25〇- 1 一 — 1 — — — —
不 詳 10 - — 1 2 2 1 4
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第41表 就業している身体障害者数,

障罟の種類 
戲労日数 総 数 〜29年お 30~49 5〇〜G9 7 〇〜8 9 90~109 11〇〜129 13〇〜149

総 数 1 439 221 143 168 139 161 87 64
1-10B 263 129 44 29 14 13 4 1

11—15 137 32 23 26 14 16 4 2
1 6~20 380 30 41 55 47 53 26 19
21〜 622 30 33 57 64 79 53 42

不 詳 37 — 2 1
覆党障害 201 45 17 34 25 21 13 4

】~10日 44 28 5 5 4 1
11 — 15 17 8 4 4 — — ]
1 6〜20 48 3 7 10 S 9 5 1
21 ~

不 詳
聴覚障宙

86
6

226

6 1 1 5 16 11 8 2

45 27 31 21 22 17 8
1—10B 41 24 6 3 3 — — —

1】~】5 28 9 6 4 4 2 — —
1 6 〜20 65 9 7 15 6 1 i 4 3
21〜 80 3 7 8 8 9 13 5

不 詳 12 J 1 — — —
肢体不自由 908 118 83 90 82 114 52 49

1—106 152 66 27 18 12 3 1
11 — 15 77 14 9 17 14 3 1
1 6〜20 237 16 22 27 32 33 15 13
21〜 425 20 25 28 37 55 31 34

不 詳 17 — — —
内部障密 104 13 16 13 11 4 5 3

1〜10日 26 9 6 3 2 — 1
二11-15 15 1 4 1 2 — 1

16 — 20 30 2 5 3 4 2 2
21- 31 1 6 3 4 1 \

不 朕 2 j I — — —

第42表 就業している身体障害者の平均就労 

黎 螫＞ 犁強 総 数 〜29曲 3〇〜4 9 ®〇〜69 7 〇〜89 9〇〜109110~129130~149
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障害の穫類•就労日数階級・収入金額階級別

15〇〜169 170-189 19L2D9 210~229 23〇〜249 250— 不 眸

106 43 80 13 20 97 9T
4 2 4 — 3 16
3 4 — — 4 9

28 12 22 2 3 26 16
71 29 50 11 17 64 22

— — — 一 — 34
7 7 1 一 9 15

— — — — — 1
— 一 —

2 — 3 — 一 1 2
5 4 4 一 一 8 6
— — — 6

18 3 4 1 1 8 20
1 — — — 4
—— — 一 1 2
5 2 — — 1 1

12 2 2 1 1 6 3
10

75 34 60 9 17 68 57
3 1 3 — — 2
1 2 — — 1

18 11 16 — 2 20 12
53 22 39 9 15 4S 12

— — 17
6 2 9 3 2 12

1 1 — — 1
2 2 — — 2
3 - 1 2 1 4 1
1 1 5 1 1 5 I

— i 一 — 1

日数,陣害の種類•就労日数階級・収入金額階級別

15〇〜169 1 7〇〜189 19〇〜209 21〇〜229 23〇〜249 25〇- 不 詳

2 2.5 21.7 21.9 2 3£ 228 22.3 1 7.9
3.8 5.0 8.3 — 6.7 6.6

1 5.0 15 0 — — 15.0 1 4.4
】9.5 1 9.3 1 9.5 18.5 20.0 1 9.2 1 9.6
2 5.0 2 3.9 2 4.6 2 4.5 2 3.2 2 4.7 2 6.4

—
2 33 2 2.0 23.9 - 一 23.9 2 2.9
— 一 — 】0.0

— 一
2 0.0 — 20.0 一 — 1 9.0 ]9.0
2 4.6 2 2.0 2 6.8 — — 24.5 2 63

2 2.7 23.3 2 4.0 2 5.0 2 3.0 23.3 1 6.3
— 8.0

— 一 — 15.0 1 5.0
】9.8 20,0 2 0.0 — 20.0 2 0.0
2 5.8 2 5.0 2 8.0 2 5.0 2 3.0 25.2 2 7.0

— — 一
2 2.6 213 21.9 2 4.6 22.9 22.5 1 7.7

5.0 10.0 10.0 6.3
1 5.0 — ,15.0 — — 15.0 1 4.3
19-5 1 9.3 1 9.3 — 20.0 1 9.3 1 9.6
2 4.8 2 4.1 2 4.2 2 4.6 2 3.3 2 4.6 2 6.4
— — —

1 8.3 1 7.5 1 9.4 2 0.3 21.0 1 9.0 1 2.8
I 0.0 3.0 — 3.0

1 5.0 15.0 — — 1 5.0
1 8.3 20.0 1 &5 20.0 1&5 2 0.0
2 5.0 25.0 24.4 2 0 22.0 2 4.8 25.0

— — — —
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第43表 就業している身体障害者数,性•障害の種類•職業別

性•障也の穂類 濟数

畫樂・ 

林菜・

採皺 遅称

事務

管理的 販売 ちん'ま・ 専門的

技術的 製造 その他

漁秦 採お 通信 事務 ピ药 ・き" 瞰乗

絵 数

祝覚障害 

聴党障害 

平衡機能障害 
音声-能 
障 害
上肢切断 

上肢黴能加害 

下肢切断 

下肢機能障害 

体幹機能隨害 

心腫機能阳害 

呼吸器或fi豳害 

じA®伽窖 

男

祝覽障害 

鹿党障誉 

平衡機能障害 
音声•莒語機能・
障 害
上肢切断 

上肢機能障害 

下肢切断 

TM能障罟 

依幹瀕能障害 

心臟按能障害 

呼吸器機能障害 

じん朦機能昨 

女

439 269 9 29 141 78 214 88 162 269 180
201 26 1 1 4 7 21 83 10 21 27

212 56 2 2 2 3 22 4 32 53 36

5 2 一 J 一 - 3 一 一 一

9 1 一 2 1 一 1 一 一 2 2

110 21 1 4 15 7 15 一 8 30 9

230 48 4 g 28 10 33 29 44 25

66 15 一 1 10 7 10 一 9 10 4

415 72 6 56 24 72 1 50 81 53

87 14 一 1 14 7 16 一 10 12 13

58 10 1 — 4 6 12 一 9 8 8

25 3 一 2 2 5 4 2 6 1

21 ! 一 1 5 2 5 - 3 2 2

136 220 8 29 107 74 168 65 140 208 117
142 16 1 1 3 6 18 62 ］〇 12 13

164 42 I 2 2 3 16 2 29 43 24

4 2 — 一 一 - 2 一 一 一

9 1 — 2 1 一 1 2 2

101 20 1 4 11 7 13 8 28 9

195 41 4 9 24 10 29 一 27 36 15

59 13 一 1 10 7 9 一 8 7 4

315 62 一 6 39 24 55 1 36 60 32

66 10 一 1 10 6 11 * - 9 8 11

44 10 1 — 3 5 6 一 9 4 6

22 3 一 2 1 5 4 一 1 6 一

15 一 _ 1 3 1 4 — 3 2 1

祝
聴
平
音
障
上

書
窖
害
能
書
断 

瞳
根

障

障

能

帝

切
 

党

咒

肢

303
59

49
10

48 14

上肢標能障害 

下肢切断 

下肢機能障害 

体转機能隠善 

心臓檢能障轡 

呼吸器機能晞書 

じん滚撥能障窖

9 1

35 7

7 2

100 10

21 4

14 -

3 一

6 1

63
14

10

21

2

2

1

1
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第44表 就業している身体障害者数,従業上の地位•障害の種類別

（54年5月中）

従樂上の地位 総 数 視覚障害 聴覚障害 肢杯自由 内部障害
（再掲） 

巫複障害

総 数 1 763 256 283 1 083 141 65
自営業者（雇人あり） 103 13 9 71 10 6

自管業者（雇人なし） 627 125 108 353 41 32

家族 従事者 215 34 57 102 22 4

会社•団-体等の役員 40 5 8 24 3 5

一 般 常屉者 625 55 79 441 50 12

1〜29人 262 33 39 167 23 6

雇用者 3〇~999 人 240 16 31 180 13 3
規模 1000人以上

tたは官公庁
123 6 9 94 14 3

臨時 雇用者 36 4 5 24 3 f

日 M 労働者 50 7 9 31 3 2

その他 の就業者 67 13 8 37 9 4

（55年1月中）

従樂上 の地位 稔 数 視覚障害 聴覚障害 肢体不包由 内部障害
（再掲） 

重複障害

総 数 1 230 163 181 801 85 28
自営業者（雇人あり） 84 10 6 60 8 2

自営業者（雇人なし） 409 81 63 240 25 17

家族 従業者 93 14 20 55 4 一

会社•団体等の役員 26 3 5 15 3 2

一 般 常雇者 523 42 74 373 34 5

'1〜29人 215 24 35 141 15 3

雇用者 30~999 人 202 13 30 149 10 1
規模 1000人以上 

tたは官公庁
106 5 9 83 9 1

臨時 屈用者 24 3 一 19 2 一

日 雇 労働者 37 5 9 20 3 1

その他 の就業者 34 5 4 19 6 1

注）54年5月中に就業した者のうち55年;!月中に抄いても就乗した者。（昭和54年6月1日

実施の厚生行政基礎調查による。）
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第45表 就業している身体障害者の平均就労日数,障害の種類•年齢階級別

障害の極類 総 数 18〜19歲 2 0—2 9歲 3 〇〜3 9歲 4 〇〜4 9歲 5 0—5 9歲 6 〇〜64歲 6 5歲〜

稔 数 19. 〇 21.〇 2〇. 8 2〇- 4 19. 7 19.1 1& 〇 16. 6
視競障害 1& 5 21.8 19, 4 19. 3 17. 9 16. 7 18.1
聴党障害 1& 6 2〇・ 〇 21.9 2〇, 6 19. 〇 1& 6 18. 5 1S. 4
肢体不自由 19. 4 21.3 2〇, 6 2〇. 8 2〇.1 19. 6 17. 9 15. 8
内部障雪 17. 2 — 13. 7 16. 5 17. 8 17. 9 19. 8 14.1

第46表 就業している身体障害者の平均収入金額,障害の種類・年齢階級別

障害の種類 総 数 18〜19歲 2 〇〜2 9歲 3 0—3 9 歲 4 0-4 9歲 5 0—5 9 歲 6 0—6 4歲 6 5歲〜

総 数 106. 7 39- 8 84 7 12〇. 〇 118. 5 115- 3 102. 8 74. 5
視觉障害 81.3 一 76. 2 9〇. 6 100. 4 81.3 71.8 59. 〇

聴党障害 84. 9 6 〇, 〇 96. 9 9 5. 5 88. 6 104. 〇 67.1 64. 7
肢体不自由 115. 3 34. 8 86. 〇 132. 6 125. 〇 12 〇. 6 114, 6 81.1
内部障害 125. 8 — 3 〇. 〇 8 2. 4 147. 〇 154. 2 10 5. 4 98.1

第47表 就業している身体障害者の平均就労日数,障害の種類•職業別

障害の穫類 総数

1刪.
•

滅 
従卿

2鮭. 

朗 

従も

総 数 19. 〇 13. 8 19. 〇
視觉障害 18. 5 11.8 15. 〇

聴覚障害 1& 6 14.1 2 〇. 〇

肢体不自由 19. 4 14.1 19. 2
内部障窖 17. 2 12. 4 2 〇, 〇

3齢• 4事務 5晡勺 6帧.

通信 琳務

従事 従事 從事 従那

21.4 21.3 21.8 21.8
25. 〇 1& 〇 25. 〇 22. 4
24. 5 23. 3 25. 〇 19. 〇

21.6 21.6 22. 〇 22. 2
14. 3 18. 2 18. 3 21.4

7埶ま. 9製造 lotの他
マン^ (1〜9
は逹ゆ w 刚）
う従事 豁 従ま つit

17. 8 2 〇. 6 19- 3 18. 5 一

1& 0 21.2 18, 8 2〇. 3 —

13. 0 22. 3 19. 8 19. 2 一

22. 〇 2〇. 4 19. 4 18. 5 —

— 18. 4 16. 8 12. 3 一

第48表 就業している身体障害者の平均収入金額,障害の種類•職業別
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第49表 不就業の身体障害者数,障害の種類•障害の程度•不就業の理由•性別

（2-1）

障害の穩類 

障害の程度

総 数 重度の障害。ため 病気のため 离齢の尢め

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 絲数 男 女

稔 数 2 975 1 398 1 577 963 512 451 649 320 329 780 340 440
! 蔽 542 248 29 4 37 7 184 193 72 32 40 50 18 32
2 602 286 316 322 175 147 90 40 50 97 38 59
3 537 274 263 141 80 61 128 69 59 137 64 73
4 506 218 288 63 36 27 136 65 71 180 78 1〇2
5 299 138 161 33 19 14 82 38 44 96 37 59
6 325 167 158 19 14 5 76 40 36 161 S3 78

不明 164 67 97 8 4 4 65 36 29 59 22 37
視・ W W 545 195 350 212 83 129 86 41 45 160 45 115

! 憑 212 77 135 147 55 92 15 7 9 29 7 22
2 83 32 51 42 17 25 10 7 3 17 4 13

3 51 18 33 12 5 7 9 5 4 18 5 13
4 45 9 36 5 3 2 5 一 5 23 4 19

5 43 14 29 3 1 2 11 5 6 21 6 15
6 82 38 44 1 1 一 28 14 14 38 16 22

不明 29 7 22 2 1 1 7 3 4 14 3 11

聡覚障啻 487 236 251 48 28 20 75 36 39 248 129 11S
! 級 1 1 一 1 1
2 109 44 65 21 12 9 18 4 14 34 16 18
3 127 61 66 14 7 7 20 11 9 64 31 33
4 84 42 42 9 5 4 15 8 7 46 23 23
5 7 3 4 一 一 ** 3 1 2 3 2 1
6 144 78 66 3 3 一 16 10 6 95 53 42

不明 15 7 8 一 一 一 3 2 1 6 4 2

肢体不自由 1 606 828 778 648 376 272 328 1B8 160 305 141 164
! 級 264 142 122 197 116 81 34 15 19 18 8 10
2 409 210 199 259 146 113 61 29 32 46 18 28
3 287 165 122 102 61 41 58 36 22 51 28 23
4 254 115 139 41 24 17 59 27 32 71 37 34
5 249 121 128 30 18 12 68 32 36 72 29 43
6 99 51 48 15 10 5 32 16 16 28 14 14
不明 44 24 20 4 1 3 16 13 3 19 7 12

内部障害 337 139 198 55 25 30 160 75 85 67 25 42
!級 65 28 37 32 12 20 22 10 12 3 3 一

2 1 一 1 一 一 一 1 一 1 一 — —•
3 72 30 42 13 7 6 41 17 24 4 一 4
4 123 52 71 8 4 4 57 30 27 40 14 26
5 — 一 一 一 一 一 一 一 — 一 一
6 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 —
不明 76 29 47 2 2 一 39 18 21 20 8 12
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第49表 不就業の身体障害者数，障害の
（2-2）

陳害の额類
働く埸がなsため 適聯がないため 通勤が困難衣ため 家彷•修学に專念tるtめ

瞰害の程度
带数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

稲 数 76 53 23 95 50 45 9 2 7 178 13 165
1 級 4 4 一 5 4 1 1 一 1 11 1 10
2 12 8 4 10 2 8 1 一 1 26 3 23
3 22 17 5 32 17 15 4 1 3 29 2 27
4 17 10 7 22 12 1C 2 一 2 48 2 46
5 10 5 5 13 11 2 一 - 一 28 5 23
6 9 7 2 6 3 3 1 1 一 21 一 21

不 明 2 2 一 7 1 6 一 — — 15 - 15
視党簿 11 5 6 15 6 S 一 一 一 31 2 29

1 級 2 2 一 4 3 1 一 一 一 7 1 6

2 1 一 1 2 一 2 - 一 — 5 1 4
3 3 1 2 4 1 3 一 一 一 3 一 3
4 2 1 1 一 一 一 一 一 — 6 6
5 一 一 一 2 1 1 一 一 一 3 — 3
6 3 1 2 2 1 1 一 - 一 3 一 3
不 明 一 一 - 1 一 1 一 一 一 4 - 4

聴党晦 書 14 12 2 18 3 15 一 一 一 36 1 35
1 級 + ・ 一

2 4 3 1 4 - 4 一 一 一 13 1 12
3 5 5 一 G 1 5 - 一 - 9 - 9
4 1 1 4 2 2 一 一 一 4 一 4
5 1 - 1
6 3 3 - 2 - 2 — 一 一 8 - 8

不 明 一 一 一 2 一 2 一 一 一 2 - 2
肢体不自由 46 31 15 55 38 17 7 1 6 87 10 77

1 級 一 一 1 1 - 1 一 1 一 - 一

2 7 5 2 4 2 2 1 一 1 8 1 7
3 12 9 3 19 13 6 3 一 3 13 2 11
4 13 7 6 18 10 8 1 一 1 30 2 28
5 9 5 4 11 10 1 一 一 — 25 5 20
6 3 3 一 2 2 一 1 1 — 10 一 10

不 明 2 2 一 一 — 一 — 1 — 1

内部陣 5 5 - 7 3 4 2 1 1 24 — 24
1 級 2 2 ♦ 一 一 — 一 一 4 一 4
2
3 2 2 - 3 2 1 1 1 一 4 - 4

4 1 1 一 一 一 一 1 一 1 8 一 8

5
6

不 明 一 一 — 4 1 3 一 一 — 8 — B
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種類・障害の程度・不就労の理由・性別

そ の 他 回答なし

総数 男 女 総数 男 女

169 84 85 56 24 32
10 3 7 12 2 10
32 14 18 12 6 6
33 18 15 11 6 5
34 13 21 4 2 2
28 18 10 9 5 4
28 17 11 4 2 2

4 1 3 4 1 3

21 11 10 9 2 7
2 1 1 5 1 4
6 3 3 一 一 一

1 一 1 1 1 一

4 1 3 一 一 一

1 1 一 2 一 2
7 5 2 一 一 一
一 一 一 1 一 1

39 21 18 9 6 3
— 一 一 — 一 一

12 6 6 3 2 1
9 6 3 - 一 一

4 2 2 1 1 一

— — 一 - 一 —

14 7 7 3 2 1
一 一 一 2 1 1

97 48 49 33 15 18
6 1 5 7 1 6

14 5 9 9 4 5
21 11 10 8 5 3
20 8 12 1 一 1
27 17 10 7 5 2

7 5 2 1 一 1
2 1 1 一 一 —

12 4 8 5 1 4
2 1 1 一 一

— — 一 —
2 1 1 2 - 2
6 2 4 2 1 1
一 一 — 一 一 —
— — 一 — 一 一

2 一 2 1 一 1
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第50表身体障害者数,障害の

啄書の秘類 

世带人員

総 数 所得税が探税されてSる

総数 所得割
を課税

均舸Jの 
み課税 舷税

回答 
衣し 総数

所得割 
を鹹

均邸昨 
み踝税

非探税 回答 
なし

桧 数 4 457 1 521 609 1 096 231 2 329 2 213 75 8 33
1人 328 63 13 207 45 59 57 2 一 一

2 978 339 140 453 46 323 297 18 ] 7
3 788 500 98 153 37 454 436 10 Z 6
4 769 509 102 121 37 49 0 468 13 3 6
5 615 435 97 57 26 418 397 14 一 7
6 567 408 85 54 20 358 34 4 9 1 4
7〜 412 267 74 51 20 227 214 9 1 3

視党障害 757 373 107 234 43 340 320 13 - 7
1人 81 8 3 61 9 8 8 一 — 一
2 145 35 17 83 10 31 25 2 一 4
3 149 84 26 36 3 74 72 2 - 一

4 115 62 16 28 9 60 56 2 — 2
5 110 76 20 10 4 72 68 4 一 一

6 89 66 12 7 4 57 55 1 一 1
7〜 68 42 13 9 4 38 36 2 一 一

聴党障害 715 382 110 196 27 329 316 12 1 —
1人 52 8 3 37 4 10 8 2 — —
2 158 51 21 78 8 46 44 2 一 一
3 78 47 11 15 5 43 41 2 一 —

4 133 75 23 34 1 70 68 2 一 一

5 110 77 19 12 2 68 67 I 一 一

6 98 66 19 10 3 53 51 2 —1 一
7〜 86 58 14 10 4 39 37 1 1 —

肢体不自由 2 541 1 506 342 556 137 1 411 1 343 44 5 19
1人 158 43 6 81 28 38 38 一 一 一
2 548 200 83 243 22 193 179 10 1 3
3 481 311 55 90 25 281 271 6 1 3
4 462 326 60 53 23 316 302 9 2 3
5 342 241 5J 33 17 238 224 8 一 6
6 324 239 44 30 11 215 206 6 1 2
7〜 226 146 43 26 11 130 123 5 2

内部障窖 444 260 50 110 24 249 234 6 2 7
1人 37 4 ] 28 4 3 3 一 —
2 127 53 19 49 6 53 49 4 - 一

3 80 58 6 12 4 56 52 - 1 3
4 59 46 3 6 4 44 42 一 1 ]
5 53 41 7 2 3 40 38 1 ”ふ 1
6 56 37 10 7 2 33 32 一 一 1
7〜 32 21 4 6 1 20 18 1 — 1

—17 4 —



種類•世帯人員.・世帯の課税状況別

所得税が非探税 回 答 衣 し

総数
折得割
を課税

昨曲 

み課稅
非踝税 回答 

なし 総数 所得制 
を探税

堀解 
み謀税 非課税 回答 

衣 し

1 876 289 509 1 064 14 252 1S 25 24 184
218 4 11 201 2 51 2 一 6 43
597 36 114 443 4 58 6 8 9 35
301 60 88 149 4 33 4 - 2 27
236 40 83 113 一 43 1 6 S 31
176 38 79 57 2 21 — 4 一 17
184 60 70 53 1 25 6 一 15
164 51 6 4 48 1 21 2 1 2 16

372 50 89 230 3 45 3 5 4 33
62 一 3 59 一 11 一 一 2 9

107 10 15 82 - 7 一 1 6
71 10 24 36 1 4 2 一 一 2
44 5 11 28 一 11 1 3 一 7
34 8 15 10 1 4 一 1 一 3
28 11 10 7 一 4 一 1 3
26 6 11 8 1 4 一 - 1 3

344 62 90 188 4 42 4 8 7 23
36 — 1 35 一 6 一 一 2 4

102 6 18 75 3 10 1 1 3 5
31 6 9 15 1 4 一 - 一 4
59 7 19 33 一 4 — 2 1 1
39 10 17 12 一 3 一 1 — 2
36 1 3 13 10 一 9 2 4 一 3
41 20 13 8 一 6 1 へ 1 4

987 153 288 540 6 143 10 10 11 112
91 3 6 80 2 29 2 一 1 26

321 17 66 238 一 34 4 7 4 19
176 38 49 87 2 24 2 一 2 20
121 24 50 47 一 25 一 1 4 20

93 17 42 33 1 11 一 1 一 10
100 32 38 29 1 9 1 一 一 8
85 22 37 26 - 11 1 1 - 9

173 24 42 10S 1 22 2 2 2 16
29 1 1 27 一 5 一 一 1 4
67 3 15 48 1 7 1 一 1 5
23 6 6 11 - 1 一 一 一 1
12 4 3 5 一 3 一 一 — 3
10 3 5 2 一 3 一 1 一 2
20 4 9 7 一 3 1 1 一 1
L2 3 3 6 — 一 — 一
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第51表身体障害者数,障害の種類

数耗
瞳害の種類

liS3?の程废

所得税が課稅されている

非課税回答7総数総数
所得割均寻刑の 

を課税み踩税

所得割均等割の 

を課税み踝税
非課稅回答なし

総 数 4 457 890 412 2 990 165 824 749 36 16
! 級 6 61 54 38 551 18 4 9 44 2 *
2 800 81 59 622 38 77 64 6 5
3 759 140 68 524 27 133 120 8 4

4 860 24 0 83 512 25 221 203 8 3
5 598 197 73 311 17 180 169 6 1
6 551 133 70 328 20 119 105 4 2

不 明 228 45 21 142 20 45 40 2 1
覘党障害 757 86 70 572 29 75 68 4 1

! 級 289 17 20 246 6 13 12 1
2 118 11 12 90 5 11 9 1 1
3 65 11 6 44 4 10 10 -
4 66 12 4 48 2 9 8 -

5 63 13 G 42 2 11 10 -
6 116 16 19 75 6 15 13 2
不 明 40 6 3 27 4 6 6 -

聴党障害 715 104 69 521 21 102 84 9 6
1 荻 1 - - 1 - - - - -
2 199 23 16 151 9 21 16 2 3
3 161 22 14 124 1 25 21 3 1
4 106 19 9 77 1 18 16 1 1
5 10 1 9 - - - - ・ -
6 211 35 26 143 7 31 26 2 1

不 明 27 5 3 16 3 7 5 1 -

肢体不自由 2 541 614 231 1 600 36 561 522 20 6
! 級 286 21 16 241 8 18 17 1 -
2 482 47 31 380 24 45 39 3 1
3 442 95 38 290 19 87 79 4 3
4 519 174 51 27 6 18 160 150 6
5 525 184 66 260 15 169 159 6 1
6 224 82 25 110 7 73 70 - 1

不 明 63 11 4 43 5 9 8 ■

内部障巒 444 86 42 297 19 86 75 3 3
! 級 85 16 2 63 4 18 15 - -
2 1 - - 1 - - - - -
3 91 12 10 66 3 11 10 1 -
4 169 35 19 111 4 34 29 1 2
5 - - - - 一 - - - -
6 - - - *• 一 - - - -

不 明 98 23 11 S6 8 23 21 i 1

2

1
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•障害の程度・本人の課税状況別

所得税が 非課税 回 答 な し

総 数
所得割 

を課税

均暮割の 

み課税
非課税 回答なし 総数

所得割 

を課稅

均等削の 

み課税
非課税 回答なし

3 455 129 355 2 940 31 178 12 21 34 111
590 10 34 545 1 22 - 2 6 14
683 15 50 607 11 40 2 3 10 25
597 20 56 517 4 29 - 4 3 22
612 32 75 502 3 27 5 7 15
397 27 61 306 3 21 1 6 4 10
409 20 60 323 6 23 4 6 3 10
167 5 19 140 3 16 - 1 15

647 17 62 563 5 35 1 4 8 22
265 5 18 242 - 11 1 4 6
103 2 11 89 1 4 - 4

51 1 6 44 - 4 - *• 4
55 4 4 47 - 2 - 1 1
49 3 5 41 - 3 1 1 1
93 2 15 74 2 8 1 2 1 4
31 3 26 2 3 - 1 2

582 17 53 507 5 31 3 7 8 13
1 - + 1 - -

165 5 13 145 2 13 2 1 3 7
130 1 8 121 - 6 3 2 1

86 3 8 75 - 2 - 1 1
10 1 9 - - ■ - -

172 8 21 140 3 8 1 3 2 2
18 - 2 16 - 2 - 2

1 886 87 201 1 579 19 94 5 10 15 64
259 4 14 240 1 9 1 1 7
414 8 26 372 8 23 2 7 14
338 16 33 286 3 17 1 1 15
34 3 22 45 273 3 16 2 - 3 11
338 24 55 256 3 18 1 5 3 9
144 10 24 109 1 7 2 1 - 4

50 3 4 43 一 4 - - - 4
340 8 39 291 2 18 3 一 3 12

65 1 2 62 - 2 - 1 1
1 - - 1 - - - - -

78 2 9 66 1 2 - - 2
128 3 18 10 7 - 7 3 2 2
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第52表 身体障害者数,障害の種類•補装具の所有状況;身体障害者福祉法で

〔総 数;!

眼轨 その他の 
褚装具

点宇器
方人安全 
つえ

補曉器 義肢 装具 車いす
< 動
車いす

歩行植助 
つえ

所有している 707 84 271 S06 180 242 154 9 72! 117
（再16）谢体祉 

址で交忖された 48 41 197 263 127 118 110 2 201 41

（再第）効果あり 469 65 222 332 125 171 120 8 599 75
今後の總翳 282 52 186 348 125 144 88 7 394 57

希望しない 381 31 81 150 54 94 63 2 311 56

回答なし 44 1 4 8 1 4 3 〇 16 4

所有していない 3 605 4 205 4 024 3 793 4 111 4 054 4 140 4 275 3 590 4 170
今酮删 75 17 77 118 15 37 173 57 208 40

希望しない 3 464 4 112 3 872 3 604 4 021 3 939 3 885 4 135 3 315 4 052

回答むし 66 76 75 71 75 78 82 84 65 78

回答なし 145 168 162 1S8 16G 161 163 172 146 170

〔視覚障宙〕

眼鏡 点字3S 酉人皎企 
つえ 袖聽器 義胺 装 A 車いす

« 勤
mい十

歩行箱助 
つ乏

その他の

所有している 293 83 259 35 3 7 5 1 36 19
（再

运で交付された 43 41 190 12 1 1 〇 〇 5 6
（再站）効果あり 174 64 213 13 1 5 2 〇 27 14
今後の總嬲 151 52 177 12 〇 3 〇 〇 12 9

希望しない 128 30 78 22 3 4 5 1 22 7
回答なし 14 • 1 4 1 〇 〇 〇 〇 2 3

所有していない 447 651 480 694 725 721 723 727 694 711
今妣麴嬲 40 13 69 17 1 1 7 4 10 4

希望しない 395 626 402 661 707 703 698 705 667 693
回答なし 12 12 9 16 17 17 18 18 17 14

回答なし 17 23 18 23 29 29 29 29 27 27

〔聴党障害〕

眼鏡 点宇貉
盲人安全 
つ丸 補聴器 義肢 装具 №いす

K 動
建いす

歩行福助 
つえ

その他の 
梢装具

所有している ' 107 〇 5 422 3 10 4 〇 56 13
（再掲）身体障害者柜扯

3 〇 3 241 2 4 1 0 8 3
（再紺〉効果あり 7S 〇 4 288 2 9 3 〇 47 6
今後の麥世希虫 

爺总おり 27 〇 4 306 2 4 2 〇 30 5
希烹しない 72 〇 1 110 1 6 2 〇 24 8
回备むし 8 〇 〇 6 〇 〇 〇 〇 2 〇

所育していない 594 697 692 286 694 687 693 697 641 684
今後の麹翳 5 1 3 43 1 〇 2 1 14 2

希望しない 575 679 670 236 675 670 675 679 612 665
回答なし 14 17 19 7 17 17 16 17 15 17

回答なL 14 18 18 7 18 18 18 18 18 18
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交付されたもの（再掲）;効果があったもの（再掲）,交付希望•補装具の種類^

〔肢体不自由〕

所有している 235
（再»）•*«»««福祉 

法で交付された 2
（再掲）効果おり 174
今後の黯麴 78

希望しない 138
回答なし 19

所有し乞いない 2 205
今後の織鵜 27

希望しない 2 144
回答なし 34

回答なし. 101

眼鏡 点字器
百人史全 
っえ 補聴器

1 6 36
〇 4 10
1 4 26
〇 4 24
1 2 12
〇 〇 〇

2 427 2 423 2 396
3 S 50

2 385 2 379 2 305

39 39 41
113 112 109

義.肢 装具 車いす

174 224 145

124 113 109
122 156 115
123 136 86

50 84 56

1 4 3

2 262 2 217 2 294
13 36 159

2 216 2 145 2 095
33 36 40

105 100 102

・ 動
車いす

歩行微助 
つ;L

その他の 
福装ハ

8 610 80
2 188 32

8 510 51
7 343 .40

1 255 39
〇 12 1

2 422 1 844 2 349
51 172 31

2 330 1 645 2 279

41 27 39
111 87 112

〔内部障害］

眼鏡 点字器
盲人安全 
つえ

補腹器 義肢 谡具 車いす « 動
車いす

歩行補助 
つえ

その他の

所有している 72 〇 1 13 〇 1 〇 〇 19 5
（再4B）莎体障害老福祉

谡で交付された 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（衿棉）効果あり 46 〇 1 5 〇 1 〇 〇 15 4
今後の麴嬲 26 〇 1 6 〇 1 〇 〇 9 3

希望しない 43 〇 〇 6 〇 〇 〇 〇 10 2
回答なし 3 〇 〇 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇

所有していない 359 430 429 417 430 429 430 430 411 428
今後の總耕 3 〇 〇 8 〇 〇 5 1 12 3

希望しない 350 422 421 402 422 421 417 421 392 415

回答なし 6 8 8 7 8 8 8 8 7 8

回答なし 13 14 14 14 14 14 14 14 14 13
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第53表 身体障害者数,年齢階級•補装具の所有状況:身体障害者福祉法 

（2 —1）
〔総 数〕

〔18〜19歳〕

眼 m 点字器
ffAtf全
つえ

補聽器 義肢 蜚具 If0いす
< 動
HLいす

歩行菊肋
つえ

その他の 
确装□

所有している 1 〇 〇 1 1 2 3 〇 2 〇

（再那）身住萍ヨ者皿桃 
はで交付された 〇 〇 〇 1 1 i 3 〇 〇 〇

（再妇）効杲あり 〇 〇 〇 〇 1 1 3 〇 2 〇

今後の總痢
〇 〇 〇 〇 1 〇 2 〇 1 〇

希9!しない 1 〇 〇 1 〇 2 1 〇 1 〇

回答なし 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇

所有していない 22 23 23 22 22 22 20 23 21 23
今後の魏輕 

希・ SKお9 1 〇 〇 〇 〇 1 1 〇 1 〇

希55しない 21 23 23 22 22 21 19 23 20 23
回答なし 〇 D 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

回答なし 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2

〔2〇〜29歳〕

限鏡 点宇器
右人安全 
つ丸

補聡器 莊肢 装 A 車いす « ft 
車いす

歩行備肋 
つ丸

その他の 
« 8 A

所有している 15 11 11 15 12 23 10 1 12 6
（再畑〉身休障害者損甚 

法で交村た 1 4 4 5 9 12 8 〇 6 3

（M6）効果あり 9 8 6 9 9 18 9 1 12 3
今浊鶴 9 8 9 12 9 13 8 1 8 3

希気しない 4 3 2 3 3 10 2 〇 4 3
回答なし 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

所有していない 170 173 173 169 172 162 175 182 173 178
今後の娈肚希望 

蕃塑あ9 〇 〇 1 1 〇 1 2 2 2 〇

希望しない 167 170 169 166 169 158 170 177 168 175
回答なし 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3

回答なし 8 9 3 9 9 8 8 10 8 9

—1 8 01



で交付されたもの（再掲）;効果があったもの（再掲）,交付希望•補装具の種類別

C 3〇〜39歳］

限鏡 点字器
盲人安全
つえ 補聴器 義肢 装具 車いす

電 動
車いす

歩行補肋 
つえ

その他の 
猜装具

所有している 15 12 12 29 16 22 18 2 19 5
（再翅网休障害者福社 

證で交付された 1 7 7 16 13 13 14 〇 10 3

（呼S）効果あり 10 12 9 12 11 12 15 2 16 3
今後の霜無 8 9 9 16 14 12 13 2 17 3

希望しない 7 3 3 13 2 9 5 〇 2 2

回答なし 〇 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 〇 〇

所有していない 276 279 279 264 276 271 275 290 275 288
今後の細麴 3 2 2 1 1 2 4 1 9 4

希望しない 263 267 267 256 266 259 261 279 257 274
回答なし 10 10 10 7 9 10 10 10 9 10

回答なし 14 14 14 12 13 12 12 13 11 12

〔4 〇〜4 9歳〕

眼鏡 点字器
盲人安全 
つえ 補聴器 義肢 装具 車いす 電 動

いす
歩行衞助
つえ

その他の 
補益具

所有している 62 23 39 26 41 34 19 3 62 15
（再掲）身体薄害者福社 

虫で交付された 9 11 29 13 30 22 17 〇 19 9

（再第）効果あり 38 19 35 21 26 28 16 3 52 8
今後の細嬲 27 13 27 20 29 23 12 3 43 8

希望しない 30 10 11 6 11 11 7 〇 19 6

回答なし 5 〇 1 〇 1 〇 〇 〇 〇 1

所有していない， 499 538 523 533 518 524 539 554 498 543
今後の婪程费望

斋齢9 11 S 6 11 3 10 12 12 16 2

希望しない 477 522 506 509 504 502 513 528 471 530

回答なし 11 11 11 13 11 12 14 14 11 11

回答なし 26 26 25 28 28 29 29 30 27 29

C 5〇〜59歳〕

眼 鏡 点字器
盲人安全 
つえ

補聽器 義肢 装具 車いす
« 鮒
車いす

歩行補肋 
つ丸

その他の 
循装具

所有している 
（懈）密体障害者?a社

程で交付された 

（再倚）効果あり 

今響嬲 

希望しない 

回答なし 

所有していない 

今後の御 

希望しない 

回答なし 

回答なし

131 22 52 53 48 50 27 2 106 34
15 13 42 30 32 25 25 2 47 14

94 18 43 41 39 39 22 2 95 24
64 13 34 40 35 36 15 1 65 21

59 8 17 13 12 14 10 1 39 12

8 1 1 〇 〇 〇 2 〇 2 1

775 880 850 848 856 852 874 898 800 866

16 4 15 17 6 14 27 12 50 10
745 862 822 813 833 822 830 868 733 840

14 14 13 18 17 16 17 18 17 16

35 38 39 40 37 39 40 41 35 41
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〔6 5〜6 9歳〕

眼鏡 点字器
盲人安全 
つえ

補聽器 發肢 装具 車いす « to
車いす

歩行補助 
つえ

その他の 
M K A

所有している 116 8 35 73 16 44 22 〇 132 14
（再掲）A低障害者7晦: 

法で交flされた 8 3 29 40 9 21 13 〇 41 1
（再检）効果おり 74 4 31 56 12 31 18 〇 116 10
今後の細甥 42 6 25 54 11 23 10 〇 73 4

示望しない 67 2 10 18 5 20 12 〇 57 9
回答なし 7 〇 〇 1 〇 1 〇 〇 2 1

所有していない 473 576 549 514 568 541 564 584 457 571
今後の紬黔 13 1 13 13 1 3 32 8 33 7

希望しない 452 566 528 491 559 529 521 566 417 557
回答なし 8 9 8 10 8 9 11 10 7 7

回答なし 16 21 21 18 21 20 19 2T 16 20

〔70微〜J

眼窥点字醤;;安全袖聴眸 義肢灰具車いす
« ©歩行楠助その他の
車いナつえ M S A

所有している
（再1S）身休障害老?S施 

诜でま竹された

（再骸）効果冷り 

今後の埶疥望
觸お9
希・望しない

回答なし 

所有していない 

今後の字魏望

希!5しない 

回答なし 

回答なし

271 4 91 264 24 26 36 1 282 27
8 1 59 132 17 8 15 〇 43 4

186 1 70 161 15 16 22 〇 220 16

100 〇 57 171 12 11 14 〇 127 9

156 4 33 89 12 13 21 1 145 18
15 〇 1 4 〇 2 1 〇 10 〇

959 1 214 1130 962 1195 1194 1184 1 218 942 1189

25 3 31 66 3 1 68 13 70 13

923 1193 1 080 883 1174 1175 1 097 1187 860 1157

11 18 19 13 18 18 19 18 12 19

29 41 38 33 40 39 39 40 35 43
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第54表 身体障害者数,障害の程度•補装具の所有状況;身体障害者福祉法で交付 

（2-1）されたもの（再掲）;効果があったもの（再掲）,交付希望•補装具の種類^

〔桧 数〕

点字器
豫人安全 
つえ 義肢装 車いす

« 動歩行菊功 
車いすつ丸

その他の 
萄装具

所有している
（再掲）谢体障普者松社 

隹で交命された

（再処）効果あり 
今後の妾低奄望

希望あ9 
希显しない

回答なし 

所有していない 
今後の脚 

希望しない

回答なし

回答なし

707 84 271 506 180
48 41 197 263 127

469 65 222 332 125
282 52 186 348 125
381 31 81 150 54

44 1 4 8 1
3 605 4 205 4 024 3 793 4 111

75 17 77 118 15

3 464 4 112 3 872 3 604 4 021
66 76 75 71 75

145 168 162 158 166

242 154 9 721 117
118 110 2 201 41
171 120 8 599 75
144 88 7 394 57

94 63 2 311 56
4 3 〇 16 4

4 054 4 140 4 276 3 590 4 170
37 173 57 208 40

3 939 3 885 4 135 3 316 4 052
78 82 84 66 78

161 163 172 146 170

眼 鏡 補聽器 A

〔1級〕

眼鏡 点字器
玄人安全 
つえ 補聽器 義肢 装具 車いす « »

車いす
歩行補肋
つえ

その他の 
箱装具

所有している 100 61 178 19 8 19 80 4 63 19
（再搭）身体障告卷松社 

法で交付された 21 33 139 8 6 9 58 2 17 13
（再掲）効果あり 59 50 150 14 6 12 62 4 46 8
今後の絲黔 43 38 124 12 3 10 44 3 30 7

希望しない 54 23 50 6 5 8 33 1 30 12
回答なし 3 〇 4 1 〇 1 3 〇 3 〇

所有していない 539 576 463 615 627 617 559 630 576 614
今後の繼骨 14 9 25 14 1 1 43 14 8 10

希望しない 514 557 431 586 612 601 502 602 556 591
回答なし 11 10 7 15 14 15 14 14 12 13

回答なし 22 24 20 27 26 25 22 27 22 28

〔2級〕

眼鏡 点字器
裔人安全 
つえ

補聽器 莪肢 装具 車いす
« tb 
車いす

步行梢助 
つ尢

その他の 
補英具

所有している 109 20 55 99 36 67 61 4 225 19
（再掲）费体障書者福社 

法で交为された 11 8 37 59 28 36 49 〇 85 8
（再他）効采あ!） 71 14 44 56 22 53 49 4 189 14
今後の怨麴 53 13 40 61 26 40 38 4 119 11

希望しない 47 6 15 38 9 26 23 〇 102 7
回答なし 9 1 〇 〇 1 1 〇 〇 4 1

所有していない 665 749 715 671 732 703 710 764 553 751
今縮龜觀 12 3 16 15 2 5 60 24 37 7

希望しない 643 735 688 644 721 688 639 726 508 729
回答なし 10 11 11 12 9 10 11 14 8 15

回答なし 26 31 30 30 32 30 29 32 22 “ヽ30
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第54表 身体障害者数,障害の程度・補装具の所有状況;身体曉害者福祉法で 

（2 - 2 ）
〔3級］

眼貌 点字掘
方人安全 
つま

補聴器 我肢 装 A 車いす « 動
車いす

歩行補妙 
つえ

その他の 
M IS R

所有している 123 〇 12 110 66 59 9 〇 156 21
（期IJ）あ体舷吿者棚II 

ifeで交けされた 2 〇 8 54 48 32 3 〇 47 9
（再ぬ）効果あり 85 〇 10 75 44 45 7 〇 133 19
今後の毬翳 38 〇 6 76 46 37 5 〇 89 12

希tEしない 76 〇 6 32 20 22 4 〇 62 14
回答/£し 9 〇 〇 2 〇 〇 〇 〇 5 1

所有していない 606 728 716 620 667 670 719 728 574 699
今後の帥 8 C 5 12 〇 12 30 8 44 9

希见しない 586 712 695 596 653 642 673 704 518 675
回答なし 12 16 16 12 14 16 16 16 12 15

回谷なし 30 31 31 29 26 30 31 31 29 33

〔4級〕

眼班 点字器
方人安全 
つえ

袖聽S& 遥肢 装 A 車いす « 動
mいす

歩行補助
つえ

その他の 
« n

所有している 134 2 15 87 47 45 〇 〇 126 20
（再犯:> 3■体障害者?JWd 

比で交付ま九た 7 〇 9 39 34 19 〇 〇 31 6

（再外）効见おり 96 1 11 60 40 28 〇 〇 110 12
今譬潮 56 1 10 63 38 25 〇 〇 82 11

希気しない 71 1 5 22 9 20 〇 〇 44 9
回甞なし 7 〇 〇 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

所有していない 709 838 825 754 793 798 840 841 719 823
今後の麴無! 16 1 7 25 3 8 17 3 46 6

希50しない 683 825 805 721 779 779 811 826 661 806
回答むし 10 12 13 8 11 11 12 12 12 11

回答なし 17 20 20 19 20 17 20 19 15 17

〔5械〕

眼鏡 点字番
百人安全 
つえ

補聴器 遏肢 萤具 車いす
ft ft 

巫いす
步行裕肋 
つえ

その他の
* % A

所有している 82 〇 6 11 11 38 2 〇 92 19
（再め讲体陥書冰B祉 4 〇 2 4 5 16 〇 〇 18 3
（测）効果あり 61 〇 3 6 7 23 2 〇 74 16
今後の紬嬲 35 〇 3 4 7 25 1 〇 52 10

希望しない 38 〇 3 6 4 11 1 〇 37 9
回答なし 9 〇 〇 1 〇 2 〇 〇 3 〇

所有していない 494 568 563 558 557 532 566 567 479 550
今後の蜩 12 2 8 17 5 5 15 4 42 5

希望しない 472 556 545 530 542 518 540 552 431 535
回签むし 10 10 10 11 ］〇 9 11 11 6 10

回答なし 22 30 29 29 30 28 30 31 27 29
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交付されたもの（再掲）;効果があったもの（再掲），交付希望 補装具の種類^

〔6級〕

その他の 
補摂巽眼鏡 点字器

盲人安全 
つえ 補聽器 a脸 裝头 車いす

K 動
車いす

歩行補肋 
つえ

〔不明〕

所有している 110 1 4 171 12 （2 2 1 45 9
（再掲）身体障答者堀祉 

程で交付された 3 〇 2 99 6 6 〇 〇 3 2
（再娼）効果あり 71 〇 3 118 6 8 〇 〇 36 3
今後の紬鰐 42 〇 3 131 5 6 〇 〇 15 4

希S3しない 63 1 1 39 7 6 2 1 29 3
回答なし 5 〇 〇 1 〇 〇 〇 〇 1 2

所有していない 423 529 526 366 518 519 529 529 486 520
今後の細鬻 11 2 12 25 4 5 5 3 20 2

希望しない 404 515 501 333 502 502 511 514 455 509

回答なし 8 12 13 8 12 12 13 12 11 9

回答なし 18 21 21 14 21 20 20 21 20 22

眼鏡 点字器
盲人安全
つえ

補聴器 義肢 装具 車いす 車いす
歩行補舫
っえ・•-

その他の

所有している 49 〇 1 9 〇 2 〇 〇 14 4
（再掲）身体障害者福祉 

住で交付された 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（再斛）効果おり 26 〇 1 3 〇 2 〇 〇 11 3
今後の細耕 15 〇 〇 1 〇 1 〇 〇 7 2

希望しない 32 〇 1 7 〇 1 〇 〇 7 2
回答なし 2 〇 〇 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇

所有していない 169 217 216 209 217 215 217 217 203 213
今後の絲翳 2 〇 4 10 〇 1 3 I 11 1

希望しない 162 212 207 194 212 209 209 211 187 207
回答なし 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

回答なし 10 11 11 10 11 11 11 11 11 11
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第55表 身体障害者数,障害の種類•日常生活用具の所有状況;国の制匿で交付

（椁»）

E/JB ナー 

ア リu ープ•**
B人用跨計

盲人用
古ナ・イブ 
クイター

用ナンクド 
マ決ダ・ 用 QX^it

・覚障書も

用!6円饴弓ち

H沐不P由 

奢用曲・

枝"不。由 

雷川“殊む

圧体不自血 

釧E

収处不B曲 徨弹不0由 ■Bダイブ 

フ歩タ-

所有している 76 99 12 3 20 28 69 58 215 36 51 8
40 47 9 3 7 8 20 H 21 4 17 4

（再再）効果おり 61 76 9 3 13 21 51 43 172 29 46 6
今呻嬲 42 51 5 1 7 16 25 17 75 14 11 G

希显しない 30 41 7 2 8 11 40 39 134 19 39 2
回答かし 4 7 〇 〇 S 1 4 2 6 3 1 〇

所有していない 4 208 4 137 4 269 4 268 4 254 4 244 4 212 4 222 4 067 4 246 4 226 4 254
98 100 39 39 93 71 284 184 201 131 151 14

細しかい 4 025 4 002 4 138 4 140 4 074 4 085 3 838 3 947 3 774 4 021 3 980 4 149
回答なし 8S 85 92 89 87 88 90 91 92 94 95 91

回答なし 173 171 176 186 183 185 176 177 175 175 18Q 195

（观觉牌客〉

WAH けー 

ア“コーダ・*
百人卿釧

盲人用 
カナタイ7 
フィター

雜竟ノを?； 
用旳クF

・凭st客も 

用©卯計

・覓51需オ

创!浴槽

M体不Brti 
務用济*刀

FSU^DLb 
•MOBS お用祥柬寝台

・羽タ4プ 

ク彳ター

所有しでいる 74 82 12 〇 2 〇 1 2 18 2 2 〇

番•〇交村された 40 45 9 〇 1 〇 〇 〇 2 〇 2 〇

（期B）効舉あり 60 71 9 〇 1 〇 1 1 II 1 2 〇

今昨麴詢 42 49 5 〇 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇

希81しない 29 30 7 〇 1 〇 1 2 13 2 2 〇

回答なし 3 3 〇 〇 1 〇 〇 U 1 〇 〇 〇

所有していない 664 654 723 721 721 722 720 71S 703 720 720 722
今的魁群 94 100 39 3 12 7 16 13 11 5 11 2
細しかい 553 537 660 697 687 692 682 684 671 692 686 696
回各なし 17 17 24 21 22 23 22 22 21 23 23 24

回答なし 19 21 22 36 34 35 36 36 36 35 35 35

く聴党障害＞

百人用ケー 

プレ n- ダ
li人用亦計

・人用 
カナタ4プ 
シイター

HJtt・曹も 
用ナンクド 
マ;・才

害お 

用ロ兔町計 用がの信号灯

级":不n由 
溝用那用

曲和出 股律:M由 

き川国な

お作不a由 

迓对孙建便25
移体冰a由 

额林胎

3タイプ 

ク“ 一

所有している 〇 4 〇 3 10 28 4 4 9 1 1 〇

（籽拇）密体坤富帑な祕 
ノ址で交”された 〇 ! 〇 3 6 8 〇 1 〇 〇 〇 〇

効采あり 〇 2 〇 3 8 21 3 4 8 I 1 〇

神弩健常 〇 1 〇 1 6 15 〇 〇 3 〇 〇 〇

希気しかい 〇 3 〇 2 3 11 3 3 6 1 1 0

回答なし 〇 〇 〇 〇 1 1 1 1 〇 〇 〇 〇

所有していない 696 692 596 696 688 671 692 692 687 695 695 696
F嬲 2 〇 〇 35 75 60 11 5 S 7 6 1

祐超しない 680 678 582 647 601 599 668 674 667 674 575 681

回答むし 14 14 14 14 12 12 13 13 14 14 14 14
⑥答なし 19 19 19 16 17 16 15 19 19 19 19 19
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•され允もの（再掲）;効果があったもの（再掲）,交付希望・日常生活用具の種類別

（枝体不自由）

プレR 一ダー 盲人角灯計
・人洌 
カナダイプ 
フィノ-

■化.”
用少”クド

用眈

■九・書宕 

用直内饴＜3幻
腔・不Rd)
<AM

牡怵不Dib 
・用•ネみ

n^oth 収挥不D由 發ヨ不R虫 

彌m班

・购3イブ 

フィダー

所有している 2 11 〇 〇 6 〇 63 47 178 31 47 7
谀でま希されな 〇 1 〇 〇 〇 〇 20 13 18 4 15 4

(»M) »«#>9 1 2 〇 〇 3 〇 47 35 143 25 42 6
〇 1 〇 〇 〇 〇 25 L6 61 13 11 5

希S!しねい 1 7 〇 〇 4 〇 3S 30 112 15 35 2
回答なし 1 3 〇 〇 2 〇 3 1 5 3 1 〇

所育していない 2 423 2 417 2 425 2 426 2 421 2 426 2 37S 2 391 2 262 2 403 2 387 2 412
今啓嬲 2 〇 Q 〇 4 3 252 163 179 115 130 11

希望しない 2 377 2 373 2 381 2 382 2 374 2 380 2 079 2 182 2 036 2 246 2 209 2 358
回答かし 44 44 イ4 44 43 43 45 46 47 47 48 43

回答なし 116 113 116 11S 114 11S 102 103 101 102 107 122

(内 20KS )

■/urn
7vs — 盲人用琦計

南人用 
カナダイブ 
クイタ—

屍加窖者 
用"クド 
••ユター

・覓■書名 

用 PjtM
仪体不©宙 敍依不0U

i/naws
技体不〇血 

君用便ロ

技休を〇由 

あ用^ntts
0体不抽
硕牺屈

・ぬタイプ 

ク4ター

所・している 〇 2 〇 〇 2 〇 1 5 10 2 1 1
体・事き31直

艇で交付された 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 〇

（希1） 〇 1 〇 0 1 〇 〇 3 10 Z 1 〇

今骨删 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 1 7 1 〇 1

抵妃しまい 〇 1 0 〇 〇 〇 1 4 3 1 1 〇

回答なし 〇 1 〇 〇 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

所有しでいない 425 424 425 425 424 425 424 420 415 423 424 424
今啊瞬 〇 〇 〇 1 2 1 5 3 5 4 4 〇

箱8Jしない 415 414 415 414 412 414 409 407 400 409 410 414

回体力し 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

回答なし 19 13 19 19 18 19 19 \9 1S 19 19 19
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(2-1)
第56表 身体障害者数,年齢階級•日常生活用具の所有状況;国の制度

（松飲）

SAfflr- 
/・レ n—ノー

已人用耳だ
W人用 
”,イブ 
クイタ"

・爻“肓希 
用ジンクド 
*・哭夕-*

♦工"咅盲 

fOQ5t*J8!
・書 2 

用 Enew
煎怵不Q必

■Mfiin *<n)asQ
履体不nsh
S/RK&

f£U70lb 
酬剤!ot as

茨体不〇山 ■・夕4プ 

クイタ~

ゝ所有している 76 99 12 3 20 28 69 58 215 36 51 8
（再を）身体降害氓淤社 4C 47 g 3 7 8 20 M 21 4 17 4
（««）对系おり 61 76 9 3 13 21 SI イ3 172 29 46 G
今呼嬲 42 51 5 1 7 16 25 17 75 14 11 6

希望しない 30 41 7 2 8 J1 40 39 134 】g 39 2
回答なし 4 7 〇 〇 5 1 4 2 6 3 1 〇

所有していない 4 208 4 18? 4 263 4 268 4 254 4 244 4 212 4 222 4 057 4 246 4 226 4 254
今“總紳 9E 100 39 39 93 71 284 184 201 131 151 14

希宝しない 4 02S 4 002 4,138 4 14〇 4 074 4 〇85 3 B38 3 947 3 774 4 021 3 980 4 149
回？?なし 85 85 92 89 87 88 90 9」 92 94 95 91

g谷なし 173 171 176 1B6 183 185 H6 177 175 17S 180 195

（18〜2 〇战）

方人用少ー 
オレn ーター

用人m 
カナタイプ 
フ"-

用ノックド
用も久歸計

花凭障雪も

川宦内佟片

肢・耳〇由 

老川か密

绒件不n由

七7!!・亦运
桜ト不mt 
港ma

联お不Bib
者用箱は复も

イブ 

ライター

所节している 〇 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 1 1 〇 2
医で交忖された 〇 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 1 〇 〇 2

（M*?盘果おり 〇 〇 〇 〇 〇 L 〇 〇 1 1 〇 2

孔噺嬲 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 2

希印しない 〇 〇 〇 〇 Q I 〇 〇 〇 1 〇 〇

回答なし 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0

所有していない 23 23 23 23 23 22 23 23 22 22 23 21
今後のま仕治鬼

〇 〇 〇 〇 2 〇 1 1 1 〇 〇 1

卅0し刀1い 23 23 23 23 21 22 22 22 21 22 23 20

回務なし 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

回答なし 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

（2〇〜2 9箴）

UA用ナー 

ブ レローダ
ア人用码耐

辽人吗 
・ナ，イブ 
クイノ・

用ナノワF 
マコタ

■Jt"答者 

用目凭畤計 币住円悵号疗
枝作不Q ib

盍用が槽

欣体不£1由 

^用研お2?

肢体不口山 

tf/rlKB

从休不。由 

c/nwteo も用冊隹台

"ハブ 

クイデー

所有している 4 9 1 〇 2 3 1 1 6 〇 〇 3
（月播）盒体鼻遊!;料社 

医で交何3れた 2 1 〇 〇 〇 〇 1 ・ 〇 〇 〇 〇 〇

効呆あり 4 7 〇 〇 1 2 1 1 5 〇 〇 2

F轄 3 5 〇 〇 〇 1 〇 〇 4 〇 〇 2

话!2しない 1 4 1 〇 2 2 1 1 2 〇 〇 1

回谷なし 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

所右していない 178 173 181 182 180 179 181 181 176 182 182 178
今环寫親 6 5 8 8 11 10 B 7 6 Z 5 4

細しかい 170 166 171 172 1&7 167 171 172 158 178 174 172

回答たし 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2

回答なし 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 12
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で交付されたもの（再掲）•効果があったもの,交付希望・日常生活用具の種類別

（3 〇〜3 9歳）

盲人用チー 

ブ レコ1ダー
百人用些"

育人用 
カナタイプ 
クイター

・龙*書畫 
用チソウF 
マ決グー

・竟昨者

用

・覓障姜W

腐屋内住号工

肢体不倉由 

老須务槽

肢悴不盘由 魅体不自由 

者用蜩

酸保不自由 

き用絲便?5
芯#不R由 

者用册軸

w»ぎイブ 

ライタr

所有していも 7 11 1 2 4 12 S 2 8 2 5 电
（衬掲）會休n咨耆灘 

医で癸付された 3 2 1 2 I 5 5 1 1 1 if
（«*）効栗あり 6 8 1 2 1 9 5 2 6 2 英 ：2
今後囉嬲 6 8 1 〇 1 8 4 2 4 2 £ 1

希議しめ、 1 2 〇 2 1 3 2 〇 4 〇 4 1
◎答なし 〇 1 〇 〇 2 1 〇 〇 〇 0 9 〇

所有していない 2BI 278 287 286 285 276 283 287 281 23? 284 285
今後噺親 6 3 7 8 15 12 18 13 9 6 7 5

希鬼しない 266 266 271 268 262 256 255 264 261 270 256 270
回答なし 9 9 9 10 8 8 10 10 11 11 14 10

回答なし 17 16 17 17 16 17 16 16 16 1S 16 コBi

（4 〇〜4 9战）

盲人用劳ー 

ブレコ fダー
目人即時乳

窗人用 
カナタイブ 
クイター

1¢兌匪客耆 
用サンクy 
p A/-

电竟障咅活
那目覚歸計

電岌・壽老

帝星內帀号ダ

让体不日由 

丢用浴fl!

壮体不。由

老用蕩洙ま

肢体不直由 

寺用債爲

桜体不□由 

春用警殊便冯
枝保不自由

む用購滋极£

■動クイプ 

ライター

所有している 21 25 5 〇 4 9 10 6 17 〇 4 〇

（芳掲）壽体障き若禄扶 
法で交付@hた 11 16 4 〇 4 2 4 3 3 〇 i 〇

（MM）効果あり 18 21 4 〇 4 7 8 6 14 〇 4 お〇

今後の麴驚 14 15 2 〇 3 5 6 3 5 〇 1 〇

袖したV、 7 10 3 〇 1 4 4 3 11 〇 3 〇

回答なし 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 〇

所有していない 541 535 555 557 553 548 549 552 542 557 553 557
今陀麴 12 12 5 6 15 12 35 2? 27 16 12 1

希Siしない 513 506 530 534 521 519 4S8 509 498 525 525 539

@备かし 】6 17 20 17 17 17 】6 16 17 16 16 17

回答なし 25 27 27 30 30 30 28 29 28 30 30 30

(50-598)

E人用チー 

プレコーダ
YAROtl

旨人用 
カナケイブ 
クイター"

・兌・富礬 
用サゾウド 
て災ダ 用目竟苟豺

■篦聲善者

甲屋内＜5お灯
技轉不直由 

却fl浴fll
股休不®由 

若用酸廉肴

股件不自由

お用傅?5
枝体不◎由 

芳用锌便な

肢体不倉由 

枷

・於プくブ 

クイター

所有している 18 23 3 〇 〇 2 15 1S 25 8 8 1
（w«）t体黑老樹a址 

ノ冻で交付された 13 11 2 〇 〇 〇 5 4 6 2 3 〇

効果あり 15 18 2 〇 〇 1 11 13 15 6 6 〇

今總麴 11 9 2 〇 〇 1 6 5 8 4 1 1

黍!aしむい 6 12 1 〇 〇 1 8 10 17 3 7 〇

回答なし 1 2 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 1 〇 〇

所有していない 882 878 896 897 898 896 886 885 876 8S3 892 895
今後の紐拥 22 25 11 6 12 8 60 33 39 28 18 1

希超しない 843 837 B68 874 896 870 80G 832 817 846 855 875

回答なし 17 16 17 17 17 18 20 20 20 J9 19 19
風答なし 41 40 42 44 43 43 40 41 40 40 41 45
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第56表 身体障害者数,年齢階級•日常生活用具の所有秋況;国の制度で交付された 

（2-2 ）もの（再掲）;効果があったもの（再掲），交付希望•日常生活用具の種類別

C 6 〇〜6 4箴）

盲人用ヶ・* 

ブレコーダ-
帝人囲岭卄

盲人用 
カナダイブ 
クイダー

用乡#クr
用目爻SHT 用盂內储旳

相・不直由 

零曲的・
由

牯用・沛も
注为不自由

•辭!四

肢藝不0由 疲体不0血 

古用概覆土

■・夕4プ 

ダイター

所宥してい不 10 12 2 〇 3 1 17 11 27 4 7 〇

法で交常された
6 8 2 〇 1 〇 3 2 3 〇 3 〇

（MM）効果為り 8 8 2 〇 1 1 10 4 20 3 6 〇

今呻嬲 3 3 〇 〇 〇 1 6 2 14 3 1 〇

池塑しない 5 7 2 〇 1 〇 9 8 12 1 5 〇

回答なし 2 2 〇 〇 2 〇 2 1 1 〇 〇 〇

所有していない 518 517 525 526 525 526 511 517 501 524 521 524
作”怨前 14 20 3 2 4 3 29 18 23 13 19 〇

抒羅しない 49S 487 512 514 511 512 473 490 468 499 490 513

@おなし 9 10 11 10 )0 11 9 g 1Q 12 12 11
⑥答なし 14 13 14 16 U 15 14 U 14 14 14 18

C 6 5〜6 9め

オレn—#—
育人用畤附

・人用 
mイブ 
フ"—

耗覓量害哲 
用オンクF 
マスター 用目覚宵計

・丸課害缶 联はな〇由 

芒用©帶

社〇车n由 

礬用AB5
怯体不〇也 

SMiaZS
牧体不bfih 
盘用豁铁便as

耽件不白由 

看用％樣建も

・もライブ 

ケイクー

所有してい召 7 7 〇 〇 2 〇 3 5 34 5 5 〇

（〃編）會体・鲁省?!社 
底で55对さおな 3 4 〇 〇 〇 〇 2 2 1 〇 1 〇

（和〉 5 7 〇 〇 2 〇 2 S 27 4 6 〇

呻鶉 3 4 〇 〇 1 〇 2 3 10 2 2 〇

★現しねむ、 4 3 〇 〇 1 〇 1 2 23 3 4 〇

回答なし 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 〇

所有していない 580 580 587 586 584 586 583 581 553 582 580 585

“囁篦 14 14 2 1 10 9 38 22 33 20 30 1

希氯しむい 555 555 574 574 563 566 535 547 509 550 538 574

回あなし 11 11 11 11 11 L1 10 12 11 12 \2 10

回答なし 18 18 18 19 1S IS 19 19 18 18 19 20

（7 〇贡〜）

谱人ff） ■—
7•レコーダ

自人用峥計
盲人用 
カナキイプ 
クイター

MA*®?? 
用サンクド 
マスタ

•8竟・客さ 心体不©由 

盘用肘馆

域作不直由 

令用场おお

逹体不も由 枝体がB由 

老用耨便各

飪体不□由 "タイプ

ク・1 ノ—

所有している 9 12 〇 1 6 〇 17 18 97 16 21 〇

く桃）詹は・書書越社 2 5 〇 1 1 〇 〇 9 6 1 8 〇

効果热り 5 7 〇 1 4 〇 L4 12 84 13 20 〇

今後嗦g鶴 2 7 〇 1 2 〇 1 2 29 3 5 〇

才翅しない 6 3 〇 〇 2 〇 15 U 65 11 15 〇

困答なし J 2 〇 〇 1 〇 1 1 3 2 1 〇

所有していない 1 205 1 203 1 2U 1 211 1 206 1 211 1196 1196 1116 1199 1191 1 209

今臂嬲 24 21 3 8 24 17 95 63 63 46 60 1

希$8しない 1160 1162 1189 1181 1150 1173 1 07B 1111 1 032 1131 1109 1186

倒告なし 21 20 22 22 22 21 23 22 21 22 22 22
回舊なし 45 44 45 47 48 48 46 45 46 44 47 50
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第57表 身体障害者数,障害の程度•日常生活用具の所有状況;国の制度で交付された 

（2 — 1）もの（再掲）;効果があったもの（再掲〉，交付希望•日常生活用具の種類別

（檢板）

プレ"ーダー
wa m*fit

1AJH
为ナカイブ 
クイノー

・览・冨嚼 
闭ルウF 
マスター 用昌覓崎計 用屋内fl!弓£

は井不〇由 

着阳用胡

般・不自由

者用・B8
H件不8血 /体祁A由 

巒用徐！It配□

耽体斤目由 

0用祕砒
■・タイプ

Jイタ-

所有していも 7G 99 12 3 20 28 69 58 215 36 51 8
（再羯）P住・・醤砒

起で交村され比 40 47 9 3 7 8 20 14 21 4 17 4
（MM）効果あり 61 76 g 3 13 21 51 43 】72 29 46 6
"伽 42 51 5 1 7 16 25 1? 75 14 11 6

4Sしない 30 41 7 2 8 11 40 39 134 19 39 2
回答办し 4 7 〇 〇 5 1 4 2 6 3 I 〇

所有していない 4 208 4 187 4 269 4 268 4 254 4 244 4 212 4 222 4 067 4 246 4 226 4 254
械の籟麴 98 100 39 39 93 71 284 184 201 131 151 14

侨SB LAH 4 025 4 002 4 138 4 140 4 074 4 085 3 838 3 94 7 3 774 4 021 3 680 4 149
回答かし 85 85 92 89 87 88 90 91 02 94 95 91

回答なし 173 171 176 186 183 185 176 177 175 175 180 195

（1級）

7・レコーダー
&人用珥計

盲人用
カナダイア 
ク4ター

F ・篦■黑ネ ■"砂 

用感

壮“不站 驱滋不“由 

看府勇辭w

坯4不〇由 

需用换还

壯床不G由

◎用

載体不a由 

u用苕安寝《

■ぬタイブ 

クイター

所有している 65 70 12 〇 2 〇 27 14 59 13 20 5
提で交竹まれた 36 41 9 〇 〇 〇 14 7 10 4 6 3

（»»?効果あり S2 60 g 〇 〇 〇 25 11 45 13 19 4
冲㈱ 37 42 5 〇 〇 〇 10 5 16 4 2 4

邢8しか、 2S 26 7 〇 1 〇 15 8 40 6 17 1

@答むし 3 2 〇 〇 1 0 2 1 3 3 1 〇

所有していない 577 572 628 633 633 634 609 622 576 625 £16 628
今辭酬 54 60 25 2 5 2 53 33 2£ 30 44 4

疵aしか、 511 498 584 615 611 615 538 □ 71 534 876 553 606

回答加し 12 14 19 16 17 17 18 18 17 19 19 18
回答なし 19 19 21 28 26 27 25 25 26 23 25 28

（2 拔）

&人 

ブレコーダ
・人耐計

肯ハ用
£ナタイプ 
クイナー

川サソクr 
マスク wsawsf

♦策■寧•& 移は不自直 

む用辭桶

れ你不R由 
片用洪吝彫

移件不B生

25
收俅不B曲 4卅ボ0禹

初枷跆

タイプ

・イター

所有している 8 14 〇 3 8 28 23 21 70 9 24 2
（肖）升休耳き密殖肚 4 3 〇 3 4 8 6 7 9 〇 10 1

効果あク G 10 〇 3 6 2】 bt 17 56 6 22 2

今後・弩gま爭 4 7 〇 1 3 16 11 9 29 4 7 1

舸しい' 4 5 〇 2 4 11 1Q 11 40 5 17 1

回答なし 〇 2 〇 〇 2 1 2 1 1 〇 〇 〇

所有していない 761 755 788 763 758 739 748 750 702 762 746 761
今後の親黔 23 23 10 20 46 34 72 51 54 34 S3 2

伽しない 725 7 20 745 730 700 693 664 G86 633 112 677 ?47

回零かし 13 12 U 13 12 12 12 13 15 16 !6 12
回答なし 31 31 32 34 34 33 29 29 28 29 30 37

一1 91一



第57表 身体障害者数,障害の程度•日常生活用具の所有状況;国の制度で 

（2-2 ）
（3 城）

盲人用ター 

ブ U3-/-
FA mon

・人用 
カナタイプ 
ライター

川労ソクY wx»««
nex«58t

聘免・工名 

期E内幻
坡体不nd） 
岔用洲

肚床不（3由
OSW5

Kft^Dlb 
i/nas

戕修不!）由 

苦用馆蛀

■・タイプ

クイター

两肖している t 3 〇 〇 2 〇 2 2 30 9 6 〇

掲）片侔慮咅零很圧
〇 2 〇 〇 1 〇 〇 〇 2 〇 1 〇

（«»）处m 1 3 〇 〇 2 〇 2 2 26 5 S 〇

F嬲
〇 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12 4 2 〇

希S!しかい L 1 〇 〇 〇 〇 t 2 16 5 4 〇

回农なし 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 D
所有していない 725 723 726 724 ”2 724 726 725 697 713 720 724
仏の麴卿 4 5 〇 6 17 14 63 47 45 29 22 4

浦3!しない 707 704 712 705 693 697 648 56? 637 675 682 706
回答かし 14 U 14 13 1 2 13 15 15 15 14 15 24

回答なし 33 33 33 35 35 35 31 32 32 32 33 35

C 4 級）

・人m 
ブレミーダー

百人/OcJUi
EMI 
カナタイブ 
シイタ-

理加如き 
用クシクド 
ッコター

屍jo・咅も 

/HOtQlf
・蔑"告右

川民內促併］

股体不ロ由 

ZJfflVffl
皈体不!3U 
谷用〇ら0

眩体不0山 
当用・百

般体不〇由 

初］射只工む

紐は不Qin 
石川

・養ダ4ブ 

クイダ-

所有している 1 3 〇 〇 3 〇 8 9 27 2 1 1
（丹?•）腐力潭咅务?8处 

疋で戈何8仇た 〇 1 〇 〇 1 〇 〇 Q 〇 0 〇 〇

（«*?剜Rあり 1 1 〇 〇 2 〇 3 4 22 2 〇 〇

F嬲 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2 1 10 1 〇 1

希S5しめい 〇 2 〇 〇 2 0 & 8 17 1 1 〇

回笞むし L 1 〇 〇 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

所有していない 831 830 832 832 830 832 825 824 807 83i 832 831
叫蜩 3 4 〇 3 7 8 35 22 35 15 16 1

希俎しない 81 3 813 819 816 B10 81】 777 789 739 803 803 816
回不仗し 13 】3 13 13 13 13 13 13 13 13 13 14

回答なし 28 27 2B 28 27 28 27 27 26 27 2? 28

(5 )

HA か十
7^3-夕

1A JD«ytt
盲人用 
カナタイブ 
シイター

・丸鼻咅者 
用まソクド

昆覓・き塔

阳屋片fltり□

皈体爪Qtn 
樹伽

H体不〇由

7/11 ftffS
股X不〇也 

哲用便お

胧体不n幻 

併川聃R@お

M不M 
丸川律〜ま

・蛉タ4プ

ク4夕・

所有している 1 2 〇 〇 〇 〇 4 6 9 2 〇 〇

〈触）轟は聲害£祖社 
ノ由で交付され尢 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇

剜nあり 1 〇 〇 〇 〇 C 3 4 7 2 0 〇

今8 1 〇 〇 〇 〇 〇 1 1 3 1 〇 〇

希?aしか、 〇 1 〇 〇 〇 〇 3 5 6 1 〇 〇

回なかし 〇 ] 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇

所有していない 571 570 572 570 5T0 5T0 567 565 563 569 5T0 568
5 4 2 1 3 3 43 22 28 17 10 2

希S!しない 550 551 564 553 551 551 508 527 518 536 544 549

回签なし 15 15 )6 16 16 】6 16 16 17 16 16 17
回答なし 26 26 26 28 28 2£ 27 27 26 27 2S 30

-1 9 2—



交付されたもの（再掲）;効果があったもの（再掲），交付希望・日常生活用具の種類別

（S級）

盲人用4- 

ブン!3 ーダー
WA用畤針

進人用 
カナタイプ 
ライクー

用サンウド
聽竟曲害壺 

用目先mb 用墨内a^r：
駭性不3由 
溶用浴相

由

娜曙魁5
战!坏B由 

制血あ

桂甘不自由 

者用林"

转体不日曲 

老用蘇農老

ブ

ク4ター

所有している 〇 6 〇 〇 4 〇 5 6 11 1 〇 〇

（税望辍您煙 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（WJB）効呆い 〇 1 0 〇 2 〇 4 5 8 1 〇 〇

今臂㈱ 〇 〇 〇 〇 2 〇 1 1 2 〇 〇 〇

希鱼しない 〇 5 〇 〇 1 〇 4 5 8 I 〇 〇

回答衣し 〇 1 〇 〇 1 〇 〇 〇 1 〇 〇 〇

所有していない 532 527 532 535 531 534 526 525 520 530 531 531
冲㈱ 7 3 2 7 13 10 13 8 11 5 4 1

希議MX*' 5)4 513 519 516 507 313 503 507 499 535 517 520

回答なし 11 11 11 12 11 11 10 10 10 10 10 10
回??なし 19 18 19 16 16 17 20 20 20 20 20 20

（不明）

アレn—ダー
官人用勾計

商人用 
カナダイブ 
クイター

昭凭障害老 
和サアクド 
•・決ター 用 Qtmt

f書も 
用・内拔$幻

n*JT0jh
者用矗惜

枝体不A由 

寺用議を2S
肢体不a由

者护お

旅体不!3由 

着用特殊便冀

は体不D由 
乔用松広農亡

亀©タイプ

ライ/-

所宥している 〇 1 〇 〇 1 〇 〇 〇 9 〇 〇 〇

（**）共關蠶¥ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

(«»)剜!ib9 〇 1 〇 〇 1 〇 〇 〇 8 〇 〇 〇

今後の議書導 〇 〇 〇 G 〇 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇

希SBしない 〇 1 〇 〇 〇 〇 〇 5 〇 0 〇

回答なし 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 〇 1 〇 Q 〇

所有していない 211 210 211 211 210 211 211 211 202 211 211 211
今後の紐妈 〇 1 〇 〇 2 〇 5 1 3 [ 2 〇

箱/しなV' 20 5 203 205 205 202 迹 200 2Q4 104 204 203 205

回答かし 6 6 6 6 6 6 6 6 5 6 6 6

回筈なし 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17

—1 9 3—



第58表 身体障害者数,障害の種類•障害の程度・
(3 —1)

〔食事をする〕

障害の和類 

障害の程度
総 数 —人でできる

時問をかけ 

ればできる

一人ではできない

回答なし
2部介助が必要 全部介助が必要

総 数 4 457 3 631 414 184 1B7 41
!級 661 347 101 81 129 3
2 800 566 129 63 35 7
3 759 635 89 19 10 6
4 860 797 43 10 4 6
5 598 555 27 5 2 9
6 551 530 11 2 3 5
不明 228 201 14 4 4 5

視覚障害 757 606 67 49 25 10
!級 289 194 36 38 21 一

2 118 96 15 6 1 j
3 65 57 3 2 2 1
4 66 59 5 1 1
5 63 55 4 一 一 4
6 116 111 1 1 1 2
不明 40 34 3 1 — 2

聴覚障害 715 663 30 12 5 5
!級 1 1 - 一

2 199 185 7 4 3
3 161 144 11 4 2 一

4 106 92 8 4 2 -
5 10 10 一 一

6 211 207 3 - 1
不明 27 24 1 1 1

肢体不自由 2 541 1 951 298 118 152 22
!級 286 79 59 41 104 3
2 482 284 107 53 34 4
3 442 351 69 12 6 4
4 519 485 26 4 1 3
5 525 490 23 5 2 5
6 224 212 7 1 2 2
不明 63 50 7 2 3 1

内部障害 444 411 19 5 5 4
!級 85 73 6 2 4 -
2 1 1 - -
3 91 83 6 1 - 1
4 169 161 4 1 1 2
5 - - -
6 一 - - 一 一 一

不明 98 93 3 1 — 1

一194 一



日常生活動作の種類・介助の必要度別

〔トイレを使う〕

隨霑の租類 '人~0は・できない

障害の程度
桧 数 '■■・人でできる

ればできる -那介助が必要 全部介助が必要
回客なし

総 数 4 457 3 454 435 211 311 46
!級 661 337 73 72 184 5
2 800 513 121 69 88 9
3 759 603 94 34 20 8
4 860 768 63 1'7 7 5
5 598 536 46 4 3 9
6 551 515 23 5 3 5
不明 228 192 15 10 6 5

視覚障害 757 626 59 31 28 13
!級 289 211 35 19 22 2
2 118 102 11 2 2 1
3 65 57 4 2 1 1
4 66 57 5 3 1
5 63 57 1 1 — 4
6 116 109 2 1 2 2
不明 40 33 1 3 1 2

聴觉障害 715 658 30 11 11 5
!級 1 — 1 -
2 199 188 7 — 1 3
3 161 146 6 S 4 -
4 106 91 7 4 4 -
5 10 10 一 —
6 211 200 9 1 - 1
不明 27 23 1 1 1 1

肢体不自由 2 541 1 769 329 155 264 24
!級 286 44 3d 49 156 3
2 482 222 103 67 85 5
3 442 321 80 21 14 6
4 519 461 46 9 1 2
5 525 469 45 3 a 5
6 224 206 12 3 1 2
不明 63 46 9 3 4 1

内部障害 444 401 17 14 8 4
!級 85 72 4 4 5 —
2 1 1 - -
3 91 79 4 6 1 1
4 169 159 5 1 2 2
5 * -
6 一 — - - -
不明 98 90 4 3 — 1

—1 9 5—



第58表 身体障害者数,障害の種類•障害の程度• 

（3 一 2） 〔入浴する〕

障害の麺類 

礦害の程度
総 数 一人でできる

時間をかけ 

ればできる

一人ではできない

回答なし
一部介助が必要 全部介助が必要

谿 数 4 457 3 191 343 377 498 48
!級 661 288 51 88 226 8
2 800 434 72 112 175 7
3 759 535 91 85 51 7
4 860 726 68 43 18 5
5 598 512 43 23 9 11
5 551 510 16 13 7 5
不明 228 186 12 13 12 5

視覚障害 757 594 56 50 45 12
!級 289 195 29 31 32 2
2 118 98 11 4 5 L
3 65 53 7 3 1 1
4 66 56 3 4 2 1
5 63 55 1 2 1 4
6 116 106 3 2 3 2
不明 40 31 2 4 1 2

聴党障害 715 631 28 35 16 5
!級 1 - 1 一

2 199 182 5 8 1 3
3 161 132 8 14 7 一

4 106 86 9 7 4 -
5 10 8 1 1 - 一

6 211 201 4 4 1 1
不明 27 22 1 1 2 1

肢体不自由 2 541 1 583 241 266 424 27
!級 285 27 20 45 188 6
2 482 154 56 99 169 4
3 442 275 60 61 41 5
4 519 430 50 28 9 2
5 525 449 41 20 8 7
6 224 203 9 7 3 2
不明 63 45 5 6 6 1

内部障害 444 383 18 26 13 4
!級 85 66 2 12 5
2 1 - 1 - -
3 91 75 6 7 2 1
4 169 154 6 4 3 2
5 - - -
6 - — 一 一 ■ —
不明 98 88 4 2 3 1

—1 9 6一



日常生活動作の種類•介助の必要度別

（衣服の着脱をする〕

障害の種類

障害の程度
総 数 一人でできる

時間をかけ 

ればできる

一人ではできない

回答なし
F部介助が必要 全部介勒が必要

桧 数 4 457 3 162 510 332 409 44
!級 661 305 72 77 202 5
2 800 442 116 98 137 7
3 759 514 135 68 35 7
4 860 716 84 39 15 6
5 598 506 52 25 6 9
6 551 496 31 15 4 5
不明 228 183 20 10 10 5

視覚障害 757 599 67 44 35 12
!級 289 197 33 32 25 2
2 118 99 13 2 4 —

3 65 52 9 2 1 1
4 66 56 5 2 2 1
5 S3 55 4 - 一 4
6 116 107 2 3 2 2
不明 40 33 1 3 1 2

聴覚障害 715 632 40 23 15 5
!級 1 - 1 一

2 199 183 7 5 1 3
3 161 135 11 8 7 一

4 106 88 9 4 5 一

5 10 9 1 一 一 ■
6 211 196 9 5 一 1
不明 27 21 3 1 1 1

肢体不自由 2 541 1 546 375 249 348 23
!級 286 39 34 39 171 3
2 482 159 96 91 132 4
3 442 251 106 54 25 5
4 519 418 63 29 6 3
5 525 442 47 25 5 5
6 224 193 20 7 2 2
不明 63 44 9 4 5 1

内部陣害 444 385 28 16 11 4
!級 85 69 5 6 5 —
2 1 1 - k 一

3 91 76 9 4 1 1
4 169 154 7 4 2 2
5 - - 一

6 一 一 - •—
不明 98 85 7 2 3 1

一 ・- - lr ハ -----一

一1 9 7—-



第58表 身体障害者数,障害の種類•障害の程度•日常生活動作の種類•介助の必要度別

（3—3） 〔家の中を移動する〕

障害の预類 

障害の程度
総 数 一人でできる

時間をかけ 
ればできる

一人ではできない

回答なし
一部介助が必要 全部介助が必要

総 数 4 457 3 395 527 182 301 52
!級 661 307 103 64 178 9
2 800 490 154 58 89 9
3 759 599 108 26 18 8
4 860 761 71 19 3 6
5 598 537 42 5 5 9
6 551 515 25 3 2 6
不明 228 186 呪 7 5 5

視党障害 757 599 82 36 23 12
!級 289 194 44 27 2：7 2
2 118 98 15 3 2
3 65 56 5 2 1 1
4 66 58 4 3 ・・ 1
5 63 53 6 一 ・・ 4
6 116 108 4 2 2
不明 40 32 4 1 1 2

聴覚障害 715 659 37 10 4 5
!級 1 - 1 一

2 199 187 8 1 3
3 161 144 11 4 〇 一

4 106 94 8 3 1 -
5 10 10 - - 一

6 211 202 7 1 - 1
不阴 27 22 3 1 1

肢体不自由 2 541 1 744 379 126 261 31
!級 286 42 52 34 151 7
2 482 204 131 54 87 6
3 442 321 84 17 14 6
4 519 453 53 9 1 3
5 525 474 36 5 5 5
6 224 205 14 2 - 3
不明 63 45 9 5 3 1

内部障害 444 393 29 10 8 4
!級 85 71 7 2 5
2 1 1 —
3 91 78 8 3 1 1
4 169 156 6 4 1 2
5
6 - - 一 一 一

不明 98 87 8 1 1 1

—1 9 8—



第59表 身体障害者数,日常生活動作の種類,障害の種類•障害の程度. 

年齢階級•介助の必要度別

一】） 〔食事をする）

障窖の鱸・程度給数一人でできる

総 数 4 457 3 631
18〜3 9歳 523 451
4 〇〜6 4 2 070 1 770
6 5〜 1 864 1 410

1〜2級 1 461 913
I 8〜3 9歳 212 157
4 0~6 4 642 449
6 5~ 607 307

3〜4級 1 619 1 432
18〜3 9歳 191 180
4 〇~ 6 4 775 696
6 5〜 653 556

5〜6級 1149 1 085
18〜3 9歳 102 99
4 〇~6 4 567 541
6 5~ 480 445

不 明 228 201
18〜3 9歳 18 15
4 〇〜6 4 86 84
6 5〜 124 102

視党障害 757 606
18〜3 9歳 51 46
4 〇〜6 4 333 278
6 5〜 373 282

1〜2粒 407 290
18~3 9歳 32 29
4 〇~6 4 190 144
6 5〜 185 117

3〜4級 131 116
18〜3 9歳 7 7
4 〇〜6 4 56 53
6 5〜 68 56

5〜6級 179 166
18〜3 9歳 11 9
4 〇~6 4 75 70
6 5〜 93 87

不 明 40 34
18〜39歲 1 1
4 〇〜6 4 12 11
6 5〜 27 22

時間をかけ 
ればできる

一人ではできない

回答なし
一部介助が必要 全部介肋が必要

414 184 187 41
29 11 23 9

175 57 49 19
210 116 115 13
230 144 164 10

19 9 21 6
102 47 43 1
109 88 100 3
132 29 14 12

7 2 2 一

59 7 3 10
66 20 9 2
38 7 5 14

1 2
13 2 3 8
24 5 2 4
14 4 4 5

2 - 1
1 1 -

11 3 4 4

67 49 25 10
1 2 2

24 20 9 2
42 27 16 6
51 44 22

1 2 - 一

19 19 〇 一

31 23 14 -
8 3 2 2
— - 一 一

2 1 - 一

6 2 2 2
5 1 1 6

一 - 2
2 1 2
3 1 2
3 1 一 2
-
1 一 一 一

2 1 - 2

-19 9-



第59表 身体障害者数,日常生活動作の種類•障害の種類・

(8-2 ) 〔食事をする〕

障害の预類.程度 時間をかけ
一人ではできない

総 数 一人でできる 1 回答なし
ればできる年齢階級 一部介助が必要｝全部介助が必要

聽党障害 715 663 30 12 5 5
1 8~3 9歳 96 87 3 3 1 2
4 〇〜6 4 220 205 10 4 1
6 5~ 399 371 17 5 4 2

!〜2級 200 186 7 4 一 3
1 8~3 9歳 64 59 2 1 一 2
4 〇〜6 4 76 71 3 2 一

6 5〜 60 56 2 1 一 1
3〜4級 267 236 19 8 4

18〜3 9歳 19 15 1 2 1
4 〇~ 6 4 79 71 6 2
6 5〜 169 150 12 4 3 一

5〜6級 221 217 3 _ _ 一 1
18〜3 9歳 8 8 一 一

4 〇〜6 4 60 58 1 — - 1
6 5〜 153 151 2 - 一

不 明 27 24 1 一 1 1
18〜3 9歳 5 5 一

4 G〜6 4 5 5 一 一 一

6 5〜 17 14 1 - 1 1

肢体不自由 2 541 1 951 298 118 152 22
1 8~3 9歲 333 278 22 6 22 5
4 〇〜6 4 1 290 1 073 134 31 39 13
6 5〜 918 600 142 81 91 4

1〜2級 768 363 166 94 138 7
18〜3 9歲 99 54 14 6 21 4
4 〇〜6 4 327 190 77 24 35 1
6 5〜 342 119 75 64 82 2

3〜4級 961 836 95 16 7 7
18〜3 9歳 146 139 6 1
4 〇〜6 4 510 450 47 4 2 7
6 5〜 305 247 42 12 4 一

5〜6級 749 702 30 6 4 7
18〜3 9廳 83 82 1 一 - 一

4 〇〜6 4 432 413 10 2 2 5
6 5〜 234 207 19 4 2 2

: 明 63 50 7 2 3 1
18〜3 9歳 5 3 1 - - 1
4 〇〜＜5 4 21 20 1 - -
6 5〜 37 27 6 1 3

-20〇-



障害の程度•年齢階級・介助の必要度別

障害の穩類-程度 

年齢階級
総 数 一人でできる

時間をかけ 

ればできる

一人ではできない

回答なし
y部介助が必要 全部介助が必要

内部障害 444 411 19 5 5 4
18〜3 9歳 43 40 3 - - 一

4 〇〜6 4 227 214 7 2 1 3
6 5〜 174 1S7 9 3 4 1

1〜2級 86 74 6 2 4 一

18〜3 9歳 17 15 2 - 一 —
4 〇〜6 4 49 44 3 2 - 一

6 5〜 20 15 1 - 4 —
3〜4報 260 244 10 2 1 3

18〜3 9歳 19 19 一 **
4 〇〜6 4 130 122 4 ** 1 3
6 5〜 111 103 6 2 - 一

5〜6薇 - 一 一

18〜3 9歳 1 - - -
4 〇〜6 4 - -
6 5〜 - - — - -

不 明 98 93 3 1 一 1
18~3 9歳 7 6 1 一

4 〇~6 4 48 48 — -
6 5~ 43 39 2 1 — 1

一 2 01—



(8 - 3 )

障害の秘類・程度 

年齢PS扳

総 数

18〜3 9战
4 〇〜6 4
6 5〜

1〜2級
18〜3 9歳
4 〇 ~~ 6 4
6 5〜

3〜4殺
1 8~3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜

5〜6颖
18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜 

不 明

18〜3 9歲
4 〇〜6 4
6 5〜

視党障害

18〜3 9箴
4 C 〜6 4
6 5〜

1〜2級
18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜

3~4級
18〜3 9歲
4 〇〜6 4
6 5〜

5〜6怨
18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜

不 明

18〜3 9歳
4 〇~6 4
6 5〜

第59表 身体障害者数,日常生活動作の種類•障害の種類・

〔トイレを使う〕

時間をかけ 
ればできる

一人ではできない
総 数 一人でできる

_部介助が必要 全部介助が必要
回答なし

4 457 3 454 43弓 211 311 46
523 435 31 20 28 9

2 070 1 721 182 76 70 21
1 864 1 298 222 115 213 16
1 461 840 194 141 272 14

212 147 18 1S 25 6
642 423 100 54 63 2
607 270 76 71 184 6

1 619 1 371 157 51 27 13
191 177 7 4 3 一

775 678 62 18 6 11
653 516 88 29 18 2

1149 1 051 69 9 6 14
102 95 5 - 2
567 538 18 2 1 8
480 418 46 7 5 4
228 192 15 10 6 5

18 16 1 1
86 82 2 2 - ■

124 94 12 8 6 4

757 626 59 31 28 13
51 47 2 2

333 297 21 7 5 3
373 282 38 22 23 8
407 313 46 21 24 3
32 30 2

190 160 20 4 5 1
185 123 26 15 19 2
131 114 9 5 1 2

7 7
56 54 1 1 ** «*-•
68 53 8 4 1 2

179 16G 3 2 2 6
11 9 2
75 72 一 ] 一 2
93 85 3 1 2 2
40 33 1 3 1 2

1 1 - - -
12 11 - 1 ■ -
27 21 1 2 1 2

—2 〇 2一



障害の程度・年齢階級・介助の必要度別

障窖の種類-程度 

年齢階蔽
総数 一人でできる

時間をかけ 

ればできる

一人ではできない

回答なし
i部介助が必要 全部介助が必要

聴觉障害 715 658 30 11 11 5
18〜3 9歳 96 84 5 2 3 2
4 〇〜6 4 220 209 6 2 2 ・ 1
6 5〜 399 365 19 7 6 2

1〜2級 200 188 7 — 2 3
18〜3 9歳 54 58 3 - 1 2
4 〇〜6 4 76 73 3 一 一 一

6 5〜 60 57 1 1 1
3〜4級 267 237 13 9 8 —

18〜3 9歳 19 13 2 2 2 一

4 〇〜6 4 79 73 2 2 2 -
6 5〜 169 151 9 5 4

5〜6級 221 210 9 1 — 1
18〜3 9歳 8 8 - - -
4 〇〜6 4 60 58 1 - 1
6 5〜 153 144 8 1

不 明 27 23 1 1 1 1
18〜3 9歳 5 5 - -
4 0~6 4 5 5 - - 一

6 5〜 17 13 1 1 1 1

肢体不自由 2 541 1 769 329 '155 264 24
18〜3 9歳 333 264 24 15 25 5
4 〇〜6 4 1 290 1 004 149 62 61 14
6 5〜 918 501 156 78 178 5

1〜2級 768 266 137 116 241 8
18〜3 9歳 99 44 14 13 24 4
4 〇〜6 4 327 146 75 48 57 1
6 5〜 342 76 48 55 160 3

3〜4級 961 782 126 30 15 8
18〜3 9歳 146 138 5 2 1
4 〇〜6 4 510 431 56 12 3 8
6 5〜 305 213 65 16 11 一

5〜6級 749 675 57 6 4 7
18〜3 9歳 83 78 5 一 一 -
4 〇〜6 4 432 408 17 1 1 5
6 5〜 234 189 35 5 3 2

不 明 63 46 9 3 4 1
18〜3 9歳 5 4 - 1
4 〇〜6 4 21 19 1 1 一 —
6 5〜 37 23 8 2 4

—2 〇 3—



第59表 身体障害者数,日常生活動作の穫類•障害の種類・ 

（8 — 4 ） 〔トイレを使う）

障害の砌•程度 

年齢皓扱
総 数 一人でできる

時問をかけ 

ればできる

一人ではできない

回答なし
一部介助が必要 全部介助が必要

内部障害 444 401 17 14 8 4
18〜3 9歳 43 40 2 1 一

4 〇〜6 4 227 211 6 5 2 3
6 5〜 174 150 9 8 6 1

1〜2級 86 73 4 4 5 -
18〜3 9歳 17 15 1 1 •—
4 〇〜6 4 49 44 2 2 1 一
6 5〜 20 14 1 1 4 一

3〜4蜒 260 238 9 7 3 3
18~3 9歳 19 19 一

4 〇〜6 4 130 120 3 3 1 3
6 5~ 111 99 6 4 2

5〜6級 一 一 一 一

18〜3 9歳 — — 一

4 〇〜6 4 - *- 一

6 5〜 - -
不 明 98 90 4 3 1

18〜3 9歳 7 6 1 —
4 〇〜6 4 48 47 1 一 一

6 5〜 43 37 2 3 1

一204 一



障害の程度・年齢階級・介助の必要度別

（入浴する〕

際害の预類•程度 

年韵階級
総 数 一人でできる

時間をかけ 
ればできる

一人ではできない
回答なし

一部介助が必要 全部介助が必要

総 数 4 457 3 191 343 377 498 48
18〜3 9歳 523 414 27 30 42 10
4 〇〜6 4 2 070 1 616 151 149 134 20
6 5~ 1 864 1161 165 198 322 18

1〜2級 1 461 722 123 200 401 15
18~3 9歳 212 135 12 24 34 7
4 〇〜6 4 642 368 66 95 111 2
6 5〜 607 219 45 81 256 6

3〜4級 1 619 1 261 149 128 69 12
18〜3 9箴 191 168 9 6 8 -,
4 〇〜6 4 775 637 66 44 18 10
6 5〜 653 456 74 78 43 2

5〜6魏 1149 1 022 59 36 16 16
1B〜3 9歳 102 95 5 1 — 2
4 〇 6 4 567 530 18 7 4 8
6 5〜 480 397 36 29 12 6

不 明 228 186 12 13 12 5
18〜3 9歳 18 16 1 一 — 1
4 〇〜6 4 B6 81 1 3 1 一

6 5〜 124 89 10 10 11 4

視覚障害 757 594 56 50 45 12
18〜3 9歳 51 47 一 2 — 2
4 〇〜6 4 333 283 20 19 8 3
6 5~ 373 264 36 29 37 7

1〜2薇 407 293 40 35 37 2
18〜3 9箴 32 30 一 2 十 一

4 〇〜6 4 190 151 17 14 7 1
6 5~ 185 112 23 19 30 1

3~4級 131 1C9 10 7 3 2
18〜3 9歳 7 7 一

4 〇〜6 4 56 49 3 4 一 —
6 5〜 68 53 7 3 3 2

5〜6級 179 161 4 4 4 6
18〜3 9歳 11 9 一 — 一 24 〇〜6 4 75 72 一 1 26 5〜 93 80 4 4 3 2

不 明 40 31 2 4 1 2
18〜3 9歳 1 1 一
4 〇〜6 4 12 11 — 1 一
6 5〜 27 19 2 3 1 '2

-2 0 5-



第59表 身体障害者数,日常生活動作の種類•障害の種類•

(8 — 5 ) 〔入浴する〕

障害の種類•程度 

年齢階級
総 数 一人でできる

時間をかけ 

ればできる

一人ではできない

回答なし
一部介助が必要 全部介助が必要

°聴覚障害 715 631 28 35 16 5
18〜3 9歳 96 82 2 5 5 2
4 0~6 4 220 201 7 8 3 1
6 5〜 399 348 19 22 8 2

1〜2怨 200 182 5 8 2 3
18〜3 9歳 64 57 2 2 1 2
4 〇〜6 4 76 72 1 3 一 一
6 5〜 60 53 2 3 1 1

3〜4級 267 218 17 21 11 —
18〜3 9歳 19 12 3 4 一
4 〇〜6 4 79 56 5 5 3 一
6 5〜 169 140 12 13 4 一

5〜6扱 221 209 5 5 1 1
18〜3 9歳 8 8 •• —
4 〇〜6 4 60 58 1 — 1
6 5〜 153 143 4 5 1 一

不 明 27 22 1 1 2 1
18〜3 9歳 5 5 一
4 〇〜6 4 5 5 一 一 — 一
6 5〜 17 12 1 1 2 1

肢体不自由 2 541 1 583 241 266 424 27
18〜3 9歳 333 248 22 20 37 6
4 〇〜6 4 1 290 928 117 112 120 13
6 5〜 918 407 102 134 267 8

1〜2級 768 181 76 144 357 10
18〜3 9歳 99 35 9 17 33 5
4 〇〜6 4 327 103 47 73 103 1
6 5〜 342 43 20 54 221 4

3~4級 961 705 110 89 7
18〜3 9箴 146 131 8 3 一
4 〇〜6 4 510 406 53 30 7
6 5〜 305 168 49 56 32 -

5〜6级 749 652 50 27 11 9
18〜3 9歳 83 78 5
4 〇〜6 4 432 400 17 7 3 5
6 5~ 234 174 28 20 8 4

不 明 63 45 5 6 6 1
18〜3 9歲 5 4 —
4 〇〜6 4 21 19 - 2 十

1

6 5〜 37 22 5 4 6 —

-2 0 6-



障害の程度•年齢階級・介助の必要度別

障害の種類•程度 

年齡階級
総 数 一人でできる

時間をかけ 

ればできる

一人ではできない

回答なし
一部介助が必要 全部介助が必更

内部障害 444 383 18 26 13 4
18〜3 9歳 43 37 3 3 一 一

4 〇~6 4 227 204 7 10 3 3
6 5~ 174 142 8 13 10 1

!〜2板 86 66 2 13 5 一

I 8〜3 9歳 17 13 1 3 - 一

4 〇〜6 4 49 42 1 5 1 一

6 5〜 20 11 5 4
3~4級 260 229 12 11 5 3

18〜3 9箴 19 18 1 — - 一

4 〇〜6 4 130 116 5 5 1 3
6 5〜 111 95 6 6 4 -

5〜6級 — — 一 一 一 —
18〜3 9歳 * - ** 一 1 —
4 〇〜6 4 — - 一 1
6 5〜 - - 一

不 明 98 88 4 2 3 1
18〜3 9歳 7 6 1 一 一

4 〇〜6 4 48 46 1 - 1 一

6 5〜 43 36 2 2 2 1

一2 〇 7一



第59表 身体障害者数,日常生活動作の種類•障害の種類・

〔衣服の着脱をする〕(8-6 )

時問をかけ 

ればできる

一人ではできない

総 数 J・人でできる
一部介助が必耍 全部介助が必要

回答なし

4
409335162

3
57

4

障害の種類・程度 

年齢階級

9
 
1
4

2
 
1

3
 
2
 
4

3
 
0
 
7

I
 
2

0
 
5
 
7

2
 
3
 
7

4241
325

〇 
8

3
 
3

2
 
2

2
 
1

8
 
6

5
 
1

〇 
4

7
 
6

〇 
8

2
 
1

2
 
6
 
2
 
4

588
47

7i

3

1
 
2

4
 
2
 
8
 
4
 
5
 
!
 

一  
4

1

2
 
2
 
3
 
7

XI

2
 

一  
~ 
2

6
 2 2
 2

一
 
2

7
 
6
 
6

2
 
8
 
22

0
 
6
 
2
 
2

5
 

1
3

〇
4

—

35-

9

26

29-

8

21

6
 
0
 
9

1
7
 
8

9
 
6
 
3

1
0
 
6

1

4
 
8
 
5

4
 
7
 
2

1
3
 
2

46
21
64
60

7
 
4
 
7
 
6

〇 

4
 
5

19
 
7
 
4
 
8

1

Qv

2
 

1

4* 
1x 
CU

3
 
6
 
1
5

2
 
1
6
 
4

4

—

9
 
1
5

1
 
9
 
7

6
 
1
7

356

40835002
95

7
 
3
 
0

-

1

9

!
 

〇̂

442
 
9

33

342
 
7

25

-
3

3

6
 
2

2
 
5

0
 
1
4
 
5

2
 

1

7
 
1
4
 
2

6
 

2
 
4

46-

20
26

41

4

〇
Au 
1

41

1

一208—

3
 
4

1
 
9

5
 
3

49
02
67
80

1
—

3
 
6
 
0
 
7

8
 
1
8
 
8

28
18
86
24

総 数

18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5~

1〜2級
18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜

3〜4級
18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜

5〜6級
18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜

不 明

18〜3 9歲
4 〇〜6 4
6 5〜

9
 6
 
8
 
5

9
 
4
 
8
 
5

5
 

2
 
2

7
 
1
3
 
3

5
 
5
 
3
 
7

7
 

3
 
3

6
 0
 
4
 
2

9
 3
 
5
 
1

2
 

1
1

7
 
2
 
0
 
5

〇 3
 
9
 
8

4
 

1
1

087

50

51

1
7
 
6
 
8

3
 

5
 
6

628

72
82

9
 
1
5
 
3

7
 
1
7
 
9

331

12
20

0
 
1
2
 
7

4
 

1
 
2

視覚障害

18~3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜

1〜2級
1 8~3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜

3〜4級
18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜

5〜6級
18〜3 9箴
4 〇〜6 4
6 5〜

不 明

18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜



障害の程度•年齢階級•介助の必要度別

障害の種類•程度 

年齢階級
総 数 一人でできる

時間をかけ 

ればできる

一人ではできない

回答なし
一部介助が必耍 全部介助が嫉

聴覺险害 715 632 40 23 15 5
18 — 3 9歳 95 84 4 1 5 2
4 〇〜6 4 220 202 9 5 3 1
6 5〜 399 346 27 17 7 2

［〜2級 200 (83 7 5 2 3
18〜3 9歳 64 58 3 1 2
4 〇〜6 4 76 72 1 3
6 5〜 60 53 3 2 1 1

3〜4報 257 223 20 12 12 一

18〜3 9歳 19 13 1 1 4 一

4 〇〜6 4 79 68 6 2 3 —
6 5〜 169 142 13 9 5 -

5~ 6級 221 205 10 5 一 1
18〜3 9歳 8 8 一 一 一 —
4 〇〜6 4 60 58 1 一 一 1
6 5〜 153 139 9 5 -

不 明 27 21 3 1 1 1
18〜3 9歳 5 5 一 -
4 〇〜6 4 5 4 1 一 一 一

6 5〜 17 12 2 1 1 1

肢体不自由 2 541 1 546 375 249 348 23
1 8~3 9歳 333 250 34 16 28 5
4 〇〜6 4 1 290 887 188 114 87 14
6 5〜 918 409 153 119 233 4

1〜2報 768 1S8 130 130 303 7
18〜3 9歳 99 41 15 13 26 4
4 〇〜64 327 110 82 57 77 1
6 5〜 342 47 33 60 200 2

3〜4級 961 669 169 83 32 8
18〜3 9歳 146 126 15 3 2 **
4 〇〜6 4 510 375 80 39 8 8
6 5〜 305 168 74 41 22 —

5〜6級 749 535 6T 32 8 7
18〜3 9歳 83 79 4 一 一 一

4 〇~6 4 432 383 25 17 2 5
6 5〜 234 173 38 15 6 2

不 明 63 44 9 4 5 1
1 8~3 9歳 5 4・ — 一 一 1
4 〇〜6 4 21 19 1 1 一 ・ 一

6 5〜 37 21 8 3 5

一2 0 9—



第59表 身体障害者数,日常生活動作の種類・障害の種類・

(8-7 ) (衣服の藩脱をする〕

障害の種類•程度 

年齢階級
総 数 一人でできる

時間をかけ 

ればできる

一人ではできない

回答なし
一部介助が必更 全部介助が必要

内部障害 444 385 28 16 11 4
18〜3 9歳 43 39 3 1 一 一

4 〇〜6 4 227 205 9 7 3 3
6 5〜 174 141 16 8 8 1

1〜2級 86 70 5 6 5 一

18〜3 9歳 17 15 1 1 -
4 〇〜6 4 49 42 3 3 1 一

6 5〜 20 13 1 2 4 一

3〜4敬 260 230 1S 8 3 3
18~3 9箴 19 18 1 -
4 〇〜6 4 130 118 4 4 1 3
6 5〜 111 94 11 4 2 一

5〜6极 一 — 一 一 一

18〜3 9歳 — — ■—■ 一 — 一

4 〇〜6 4 — — — — 一 .一
6 5~ 一 — 一 — 一 一

不 明 98 85 7 2 3 1
18〜3 9歳 7 6 1 — 一
4 〇〜6 4 48 45 2 一 1 一

6 5〜 43 34 4 2 2 1

-2 10-



障害の程度・年齢階級・介助の必要慶別

〔家の中を移動する〕

陳害の極類•程度 

年齢階极
総 数 一人でできる

時間をかけ 

ればできる

—人ではできない

回答なし
一 •部介助が必要 全部介助が必嬰

総 数 4 457 3 395 527 182 301 52
18〜3 9歳 523 444 30 22 17 10
4 〇〜6 4 2 070 1 695 227 54 70 24
6 5〜 1 864 1 256 270 106 214 18

1〜2級 1 461 797 257 122 267 18
18〜3 9歳 212 147 23 19 17 6
4 〇〜6 4 642 397 134 43 64 4
6 5〜 607 253 100 60 186 8

3〜4級 1 619 1 360 179 45 21 4
1 8 — 3 9歳 191 184 4 3 一 _
4 〇〜6 4 775 676 75 8 4 12
6 5~ 653 500 100 34 17 2

5〜6級 1 149 1 052 67 8 7 15
1 8~3 9歳 102 96 3 - •* 3
4 〇〜6 4 567 542 14 1 2 8
6 5〜 480 414 50 7 5 4

不 明 228 186 24 7 6 5
118〜3 9歳

4 〇〜6 4
6 5〜

視覚障害

18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜

1〜2級
18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5〜

3〜4級
18〜3 9歳
4 〇〜6 4
6 5~

5〜6級
18〜3 9歳
4
6 

不

1
4 〇〜6 4
6 5〜

〇〜6 4
5〜

明

8~3 9歳

18
86

124

757
51

333
373
407
32

190
185
131

7
56
68

179
11
75
93
40

12
27

17
80
89

4
20

2
5 6 4

599
46

281
272
292
29

146
117
114

7
52
55

161
9

72
80
32

1
11
20

82
1

29
52
59

26
32

9

36
2

12
22
30
2

10
18

5

28

8
20
24

12
2
3
7
2

3
6

10

10
4

4

一 211—

1

2

1
4 1

2

1 1

2
6
2
2
2
2

1
2



第59表 身体障害者数,日常生活動作の楝類•障害の種類・

(8 — 8) 〔家の中を移動する〕

障害の蝕類•程度 

年齢階級
総 数 一人でできる

時間をかけ 

れぱできる

—人ではできない

回答なし
一部介助が必要 全部介助が必要

聴觉障害 715 659 37 10 4 5
18〜3 g歳 96 89 3 2 一 2
4 〇〜6 4 220 209 9 1 一 1
6 5〜 399 361 25 7 4 2

1〜2報 200 187 8 2 — 3
18〜3 9歳 64 58 3 1 一 2
4 〇〜6 4 76 73 3 一

6 5〜 60 56 2 1 一 1
3〜4級 267 238 19 7 3

1 8~3 9 歳 19 18 1
4 〇〜6 4 79 73 5 1 一
6 5~ 169 147 14 5 3 一

5〜6负 221 212 7 1 一 1
18~3 9歲 8 8 - — 一
4 〇〜6 4 60 58 1 一 一 1
6 5〜 153 146 6 1 一 一

不 明 27 22 3 一 1 1
18〜3 9歲 5 5 一 一
4 〇〜6 4 5 5 - 一 一 一
6 5〜 17 12 3 - 1 1

肢体不自由 2 541 1 744 379 126 261 31
18〜3 9歳 333 268 24 18 17 6
4 〇〜6 4 1 290 998 176 39 60 17
6 5〜 918 478 179 69 184 8

1〜2級 768 246 183 88 238 13
18〜3 9歳 99 45 17 16 17 4
4 〇~6 4 327 134 102 32 56 3
6 5〜 342 67 64 40 165 6

3〜4級 961 774 137 26 15 9
I 8〜3 9就 146 140 4 2 ■7* 一
4 0~6 4 510 433 60 5 3 9
6 5〜 305 201 73 19 12 一

5〜6戲 749 679 50 7 5 8
18〜3 9歲 83 79 3 - — 1
4 〇〜6 4 432 412 13 1 1 5
6 5〜 234 188 34 6 4 2

不 明 63 45 9 5 3 1
18〜3 9箴 S 4 - ■ 一 1
4 〇〜6 4 21 19 1 1 一
6 5〜 37 22 3 4 3 ■
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障害の程度・年齢階級・介助の必要度別

障害の稅類.程匪 

年齢階級
総 数 一人でできる

時間をかけ 
ればできる

一人ではできない

回答なし
一部介助が必要 全部介助が必要

内部障害 -444 393 29 10 8 4
18〜3 9歯 43 41 2 - 一 -
4 〇〜6 4 227 207 13 2 2 3
6 5〜 174 145 14 8 6 1

1〜2報 86 72 7 2 5 _
18〜3 9歳 17 15 2 一 一 —
4 〇〜6 4 49 44 3 1 1 一
6 5〜 20 13 2 1 4 -

3〜4報 260 234 14 7 2 3
18〜3 9歳 19 19 - - 一
4 〇〜6 4 130 118 7 1 1 3
6 5〜 111 97 7 6 1 -

5〜6級 — 一 一 一 —
18〜3 9歳 亠 - -
4 〇〜6 4 — - 一
6 5〜 一 - 一 一 -

不 明 98 87 8 1 1 1
18〜3 9您 7 7 -
4 〇〜6 4 48 45 3 一 一
6 5〜 43 35 5 1 1 1

-213-



第60表 身体障害者数,日常生活動作
（2 —1） 〔食事をする〕

疾病 名 総 数 -一人でできる
峙間をかけ 一人ではできない

回答なし
ればできる ■•一部介助が必耍 全部介助が必翌

総 数 4 457 3 631 414 184 187 41
脳性マヒ 132 71 26 10 21 4
脊槪性小児マヒ 120 107 7 2 3 1
脊僦損傷 148 119 15 5 9 一

進行性筋萎縮疾患 12 6 3 一 3 -
脳血曽疾想 511 229 137 71 70 4
骨関節疾患 415 389 15 4 4 3
リウマチ性疾患 208 141 40 10 13 4
中耳性疾患 163 158 3 1 1 一

内耳性疾患 184 175 5 2 1 1
角膜疾患 166 139 12 9 5 1
水品体疾患 146 109 16 12 6 3

265 208 28 22 7 -
じん臓疾患 73 69 4 一 —
心B疾患 244 220 12 6 4 2
呼吸器疾患 153 147 2 一 3 1
そ の 他 1 204 1 068 75 26 29 6
不 明 313 276 14 4 8 11

〔入浴する〕

疾病 名 総 数
時間をかけ —人ではできない

回答衣し一人でできる
ればできる —部介励が必要 全部介助か必要

総 数 4 457 3 191 343 377 498 48
脳性マヒ 132 61 15 16 36 4

脊犍性小児マヒ 120 94 10 8 7 1

脊M 够 148 91 )4 17 26

進行性筋菠綁疾思 12 5 1 3 3

脳血符疾患、 511 10¢ 63 111 223 8

骨関節疾患 415 333 42 20 18 2
'）ウマチ性疾,怨 208 98 35 34 37 4

中耳性疾患 163 153 6 3 1 -*•

内耳性疾屈 184 167 6 8 2 1

角膜疾患 166 140 9 8 7 2

水晶体疾思 146 105 14 12 12 3

如蜃耘賈 265 211 20 21 13 —

じん臓疾患 73 63 4 5 1

心號疾患 244 205 9 17 11 2

呼吸器疾思 153 136 5 4 7 I
そ の 他 1 204 968 76 78 73 9

不 明 313 255 14 12 22 11.



の種類・疾病の種類■介勒の必要慶別

〔トイレを使う〕

枱数 一人でできる
時間をかけ 一人ではできない

疾 病 名 回答なし
ればできる 一部介助が必娶 全部介助力泌要

総 数 4 457 3 454 435 211 311 46
脳性マヒ 132 65 23 14 26 4
脊議性小児マヒ 120 98 12 4 5 1
脊働損傷 148 102 17 12 17 —

進行性筋萎縮疾患 12 6 4 1 1 一

脳血管疾怨 511 192 109 69 137 4
骨関節疾思 415 351 43 9 10 2
'）ウマチ性疾思 208 122 44 13 25 4
中耳性疾患 163 158 3 1 1 一

内耳性疾患 184 171 8 Z 2 1
角膜疾患 165 144 10 5 5 2
水晶体挟思 146 110 12 10 10 4

265 225 24 10 6 一

じん臓疾患 73 65 5 2 -
心駭疾患 244 215 10 1D 7 2
呼圾器疾患 153 143 3 2 4 1
その他 I 204 1 018 93 41 42 10
不 明 313 268 15 6 13 1]

〔衣服の着脱をする〕

疾 病 名 綺 数 一人でできる
時間をかけ 一人で吐でま衣い

回答なし
ればできる 一部介助が必要 全部介助が必嗾

総 数 4 457 3 162 510 332 409 44
脳性マ ヒ 132 55 32 13 28 4
祷樹性小児マヒ 120 95 13 4 7 1
脊糙撅傷 148 95 16 19 18 一

進疔性筋慕縮疾想 12 5 2 2 3
脳血管挾患 511 101 103 109 194 4
脅関節按患 415 329 47 23 13 3
リウマチ性疾患 208 92 51 32 29 4
中耳性抿患 163 154 6 2 1
内耳性疾患 184 167 8 6 2 1
角膜疾患 166 143 10 6 5 2
水晶体疾患 146 104 15 13 11 3

265 210 28 18 9 一

じん豚疾患 73 67 5 1 —
心戯俟患 244 202 19 12 9 2
呼吸器疾患 153 139 6 1 6 1
そ の 他 1 204 947 130 61 58 8
不 明 313 257 19 10 16 11

-2 15-



第60表 身体障害者数,日常生活動作の種類•疾病の・種類•介助の必要度別

(2-2) 〔家の中を移動する〕

疾病名 総 数 一人でできる
時間をかけ 

れぱできる

一人ではできない

回答なし
一部介助が必更 全部介助が必耍

総 数 4 457 3 395 527 182 301 52
脳性マ ヒ 132 75 27 10 15 5
脊髓性小児マヒ 120 96 14 4 5 1
脅施損傷 148 95 28 8 17
進行性筋萎縮疾患 12 7 4 1 — —
脳血管疾患 511 176 139 47 142 7
付関節疾患 415 345 44 13 10 3
リウマチ性疾患 208 119 43 19 22 5
中耳性疾患 163 157 4 1 1 •*
内耳性疾患 184 170 9 3 1 1
角膜疾患 166 138 15 8 3 2
水,晶体疾患 146 107 18 9 9 3
網脈絡膜・ 

祝神経系疾患
265 213 31 13 8

じん魔疾患 73 69 3 1 — ■

心臓疾患 244 208 20 8 6 2
呼吸券疾虑 153 139 7 1 5 1
そ の 他 1 204 1 019 98 30 47 10
不 明 313 262 23 6 10 12

一21 6一



第61表介助の必要を身体障害者数,障害

Ki雪の朋類 
主玄介助者

数

者

供

族

戚

口

人

人

他

し 

唱

仕

知
 

な 

偶

掘

眈

秦
•

の

肌

庭

人
 

签 

橙

配

干

そ

親

家

膳

JE
そ
回

祝北陞密
者

供

族

戏

〇
:

人
人
他
し 

呢

仕

如
 

衣 

偶

親

龊

李
• 

の
ミ 

观

庭

人

答
 

国

子

そ

觀

家

隣
硕
そ
回

ns 
圧

党阻 

偶 
親

害 

藩

そ

圈

の他の家

庭奉仕
人•知

の
答な

A

肢

配

体不自

偶 
瑕

由 

者

そ

家 
隣

の他の空

庭奉仕 
人•知

の
签な

族'

員 
人

内 部障 害

配

子

そ

朝

家

隆

JS
そ
回

の

偶

観

駅

萌
• 

庭
人

の
菩

者

供

族

威

〇

:

人
人
他
し 

球

仕

处

处爭をする
総枚

371
160

35
77
54

3
1
5

11
14

74
35

15
16

2

2
2

17
3
4
4
4

1
1

270
118
29
56
31

3

10
11

8

10
4

2
3

1

トイレを使う

稔数

184
85
10
41
30

1
1
3
3
7
3

49
25

2
7

12

1

12
2
3
2
3

118
56

5
31
14

1
1
2
2
5

5
2

187 522
75 239
25 48
36 101
24 70

2 5

2 1
8 14
7 23
8 21

25 5S
10 30
- 1
8 13
4 9
- 1

I *

1 2
1 3

5 22
1 S
1 5
2 5

- 2
■ 1
- 1

152 419
62 192
24 41
25 79
17 55

2 4

1 1
8 12
6 19
7 16

5 22
2 12
- 1
1 4
2 3

211
112

18
32
29

311
J27

30
69
4 I

4

1
3
7
8

31
1 7

1
6
5

11
2
2
3
2

155
85
14
21
21

2
5
5

14
8
1
2
1

11
16
13

28
13

7
4
1

2
1

11
3
3
2
1

264
107
27
58
34

3

10
14
1 I

8

2

875
392

74
197
117 

g 
5
5

14
28
34

95
40

2
24
20

2

A

51
16
10
11

8

2
3

680
314

SO
156
84

7
5
4

13
23
24

39
22

2
6
5

1
3
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の種類•宝な介助者•日常生活動作の種類•介助の必要產別

入浴する 衣服の蓊脱をする 家の中を移魏する
! 一部介助が於要!全部介助が必要 総 数! 助加必要1全駆枷も要 総 数1 助が必要1全翩介助,兀谊

377 498 741 332 40S 483 182 301
194 198 376 181 195 213 87 126
26 48 55 19 36 35 18 17
81 116 140 61 79 107 37 70
44 73 96 43 53 65 19 46

4 5 6 2 4 5 5
1 4 1 1 -
4 1 3 2 1 1 1 -
1 13 14 4 10 12 3 9
6 22 20 4 16 21 5 16

16 18 30 16 14 24 12 12

50 45 79 44 35 64 36 28
26 14 38 25 13 30 1 9 11

1 1 2 1 I 1 1
13 11 18 9 9 15 7 8

7 13 14 7 7 10 5 S
1 1 1 1 1 1
*- - - - -
1 - - - - - -

■ 2 1 1 3 1 2
1 3 5 2 3 4 3 1

35 16 3B 23 15 14 10 4
12 4 12 7 5 4 3 1

4 6 6 1 5 2 2
8 3 6 4 2 5 3 2
7 1 7 6 1 2 1 1
ヤ - - - - -

-
2
1
2

1
1
7
 7
 8
 4
 
-

6
 1
1
5
 3

2
 1

2
 4
 1
4

3
 8
 5

8
 7
 2
-

4
 2

1
9
 4
 1

1
1

1
2
 3
 5

1
0
 4
 0

1
1* 1

4
0
5
1
3
2
7
0

1
 7
 

1
1
2

6
 4
 4
 1
2
 8

5
 

1
1

8
 3
 1
3
 1
5
 0

2
 

1

8
 3
.
3
2

8
 8
-
3
2

6
 0
 1
-

7
 7
 1
2

2
 1

6
 0
 5
 7
 3

6
 L
 9W 1

8
 7

3
 1

8
 

〇

4
 7

3
 1

9
 9

4
 3

2
 1

7
 9

9
 

〇

5
 3

4
 4

2
 7

4
 1

6
 

〇

6
 4

2
 1

〇
3
6
 3
 3
 1

6
 4

6

2
 2
 3
 0

6449

〇 〇
65

〇 5

2
 2

3
 6
 
~ 
2
3

6
 6
 2
 
4

2
 1

2

1
 42
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第62表 全部介助が必要な身体障害者数,疾病の種類・年齢階級. 

日常生活動作の種類別

按病名
稔 数 1 8-39®

粽数 11種類1 2種類| 3槿類| 4種類| s a® 稔数 11穫類1 2穩類| 3種類| 4巒類 | 5穩類

総 数 544 120 99 63 111 151 46 10 11 4 6 15

脳性マヒ 39 7 9 4 6 13 31 4 7 4 5 11

脅髓性小児越 9 3 1 3 2 1 1

脊翹損啻 29 8 5 3 5 8 2 1 1
進行性 
筋萎縮疾患

4 1 1 1 1 - 1 1

脳血管茨患 235 43 40 33 51 68 -

骨関節疾患 21 8 4 1 4 4

リウマチ更 42 13 4 5 10 10 3 1 1 - - 1

中耳性疾患 1 - - - - 1

内耳性疾患 2 ■ - 1 - I

角膜疾患 10 3 3 1 2 1

水晶依疾患 14 1 4 2 2 5
網脈絡膜• 
視神経系疾患

17 8 1 2 3 3

じん臓疾患 1 1 - - -

心臟疾患 11 2 2 1 2 4

呼吸器鉄患 8 2 2 - 1 3 -

その 他 80 16 18 7 19 20 7 2 3 - 1 1

不 明 21 4 5 2 2 8 1 1 - - - -

疾病名
4 0 — 6 4 歳 6 5歳〜

能数|1穫頻 | 2種類! 3種類! 4極類| 5極類 総数|1種類 | 2種類| 3種類|4锂類 | 5稳類

総 数 148 43 30 14 25 36 350 67 5B 45 80 100
脳性マヒ 5 2 - - 1 2 3 1 2 - - -

啊性小児マヒ 5 2 1 - 2 - 3 1 - - 1 1

脊髓損倭 14 3 3 2 3 3 13 4 2 1 2 4
進行性 2
筋泰縮揆患

1 1 1 1

脳血管疾患 67 19 15 6 11 16 168 24 25 27 40 52

骨関節疾患 5 2 2 1 - 16 6 2 1 3 4

リウマ世舷 16 6 3 2 5 23 6 - 5 8 4

中耳性疾患 - - - - 1 - - - - 1

内耳性疾患 - ■ - - 2 - - 1 - 1

角膜疾患 - - - 10 3 3 1 2 1

水晶体疾患 1 1 - - 13 1 4 1 2 5
網脈経膜• 
視神庭系疾患

5 3 1 1 12 5 1 2 2 2

じん朦疾念 - - - - 1 1 - - ■ -

心朦疾患 1 1 - 10 2 2 1 1 4

呼吸器疾患 3 1 1 - 1 5 1 1 - 1 2

その他 20 5 3 3 3 6 53 9 12 4 15 13

不 明 4 - 1 1 2 16 3 4 1 2 6

-22〇-



第63表 身体障害者数,障害の種類•障害の程度•外出回数別

総数
険の国類 

障客の程度
ほぼ毎日週に2~3回月に2~3回年に数回全くなかった回答なし

総 数 4 457 1 9 53 786 656 509 510 43
1 級 661 96 113 106 121 221 4
2 800 267 125 134 129 135 9
3 759 3 66 128 112 77 69 7
4 860 440 190 120 76 29 5
5 598 359 94 75 42 18 10
6 551 322 91 76 43 16 3
不 明 228 103 45 33 21 21 5

視覚 隔W 757 259 152 155 100 79 12
1 級 289 55 55 68 56 54 1
2 118 45 25 24 16 7 1
3 65 33 9 12 7 3 1
4 66 23 20 14 6 2 1
5 63 31 9 11 4 4 4
6 116 57 23 22 8 4 2
不 明 40 15 11 4 3 5 2

聴党 障W 715 373 145 83 70 39 5
1 級 1 - - 1 -
2 199 116 34 23 16 8 2
3 161 74 36 14 20 15 2
4 106 48 29 14 9 6
5 10 4 4 - 2 -
6 211 117 39 28 20 7 -
不 明 27 14 3 4 3 2 1

肢体不自由 2 541 1135 . 376 337 294 373 26
1 級 286 19 26 22 56 160 3
2 482 106 66 86 97 121 6
3 442 218 67 64 41 48 4
4 519 295 99 66 39 16 4
5 525 324 81 64 36 14 6
6 224 148 29 26 15 5 1
不 明 63 25 8 9 10 9 2

内部 障審 444 18S 113 81 45 19 一

1 級 85 22 32 16 9 6
2 1 - - 1 — -
3 91 41 16 22 9 3
4 169 74 42 26 22 5
5 -
6 - - 一 -
不 明 98 49 23 16 5 5

一 221—



第64表 身体障害者数（延数）,障害の種類•障害の程度•外出に困ることとタ*出しな 
い理由別

障害の種類

障害の程度
総散

介助者ヵ;

いない

経費が

かかる

人の目 
が気に 
かかる

人と曙を
すること
が困難

利用でき 
る交通機 
関がない

阳
道路や駅 

に階設 
が多い

外出して 
も困るこ 
とはない

外出した 

いとは思 
bない

その他
回答

なし

終 数 7 130 475 381 280 481 369 1 185 957 1 217 569 526 690
!级 1 213 157 72 34 48 85 213 166 67 159 144 68
2 1 471 125 90 65 158 100 297 194 118 118 107 99
3 1 242 85 65 65 93 55 211 169 205 96 86 112
4 ] 290 47 73 56 65 54 195 187 306 81 84 142
5 837 25 46 35 19 35 110 126 220 47 48 126
6 788 21 24 21 90 31 131 86 224 41 34 85
不羽 289 15 11 4 8 9 28 29 77 27 23 58
視覚降害 1 356 140 68 35 41 67 356 203 147 121 79 101
1朝 587 87 34 15 14 36 152 S1 26 56 41 25
2 228 20 15 8 8 7 72 46 16 15 8 13
3 121 8 4 3 4 4 36 18 17 12 6 9
4 101 8 3 2 3 4 32 13 15 6 6 9
5 104 7 5 2 7 5 24 14 1B 8 3 11
6 166 6 4 5 5 10 34 19 45 9 11 18
不明 49 4 1 - ■ 1 6 2 10 5 4 16

聴覚障害 1 142 43 41 2B 311 42 234 55 179 80 40 109
1城 4 - 1 - 1 1 - ■ - 1 - -
2 340 13 12 12 108 10 82 12 40 10 8 33
3 24 5 13 10 7 60 8 4 7 10 34 2D 8 28
4 174 6 6 4 52 6 34 8 21 11 13 13
5 13 - - 1 2 2 1 1 2 - 2 2
6 327 8 11 3 82 14 64 20 74 15 g 27

不明 3H 3 1 1 6 1 6 4 8 3 - 6

肢体不自由 4 034 272 23? 211 118 234 537 628 730 338 341 38£
!級 502 66 27 17 28 41 50 57 13 85 88 30
2 898 92 63 45 4 2 82 142 135 62 92 90 53
3 748 58 42 54 26 38 114 118 129 56 58 55
4 788 26 53 48 8 34 106 148 202 40 39 84
5 720 18 41 32 10 28 85 111 200 39 43 113
6 295 7 9 13 3 7 33 47 105 17 14 40

不明 83 5 2 2 1 4 7 12 19 9 9 13

内部障害 5S8 20 37 6 11 26 58 71 1S1 50 6$ 92
J級 120 4 10 2 5 7 11 18 28 7 15 13
2 5 - - - - 1 1 1 - 1 1 -
3 128 6 9 1 3 5 14 23 25 8 14 20
4

5
227 7 11 2 2 10 23 18 68 24 26 36

6

不明 118 3 7 1 1 3 9 11 40 10 10 23

-2 2 2-



第65表 身体障害者数,性•年齢階級•.公的年金の受給状況•公的年金の種潇リ

性•年鈴階級

・無金を吏給している
年金を受給

していかい
総 数 隠窖に超因する 

年金:？?み⑴

靜雪以外の理由 

によ◎馳の他
(1),⑵の両年金

総 数

18〜19歳
2〇~29
3〇〜39
4〇~49
5〇〜59
60 〜64
65—69
7〇〜

男

18〜19歳
2〇〜29
3〇〜39
4〇〜49
5〇〜!59
6〇〜64
6 5 6 9
7〇〜

女

18〜19歳
2〇〜29
3〇〜39
40~49
5〇〜59
6〇〜64
65〜69
7〇〜

4 457 1 417 1 523 137 1 380
25 6 — 一 19

193 90 3 一 100
305 145 1 4 155
587 226. 11 3 347
941 3?1 52 24 494
542 207 177 42 116
605 170 329 39 67

1 259 202 950 25 82
2 556 837 794 122 803

16 2 •••• — 14
125 64 1 一 60
180 87 1 3 89
358 140 5 3 210
565 217 15 23 290
329 124 130 38 57
367 101 197 37 32
616 102 445 18 51

1 901 580 729 15 577
9 4 一 i 5

68 26 2 一 40
125 58 一 1 66
229 86 6 一 137
376 154 17 1 204
213 83 67 4 59
238 69 132 2 35
643 100 505 7 31

第66表 身体障害者数,障害発生時の年鈴階級•公的年金の受給状況• 

公的年金の種類別

年金を受給している
年金を受給

していない
障害発生時の年齢 総 数 障害に起因する 

年金のみ⑴

障害は外の理由

による年金のみ<2>
(1),(2)の両年金

総 数

〜19歳
24 5 9
6 〇〜6 4
64
不詳

4 457 1 417 1 523 r 1 380
1 098 473 137 483
2 131 737 543 113 738

332 83 214 8 27
653 64 541 8 40
243 60 88 3 92

-2 2 3-



第67表 身体障害者数,障害の種類•年齢階級•公的年金の受給状況・

公的年金の種類別

障害の相類
年金を受給している

年金を受給

していない年齢階級
应書以外の浬由 

による年金のみ2）
障害に起因する

年金のみ（1）
総 数

⑴，（2）の両年金

総 数 4 457 1 417 1 523 137 1 380
18〜19歲 25 6 一 一 19
2〇〜29 193 90 3 一 100
3〇〜39 305 145 1 4 155
4 〇 - 4 9 587 226 11 3 347
5〇〜59 941 371 52 24 494
6 〇 6 4 542 207 177 42 116
65 〜69 605 170 329 39 67
7〇〜 1 259 202 95() 25 82

視覚障害 757 340 253 9 155
18〜19歳 一 一 一 — _
2〇〜29 22 17 一 一 5
3〇〜39 29 17 一 — 12
4 〇〜4 9 81 51 一 一 30
5〇〜59 159 90 7 1 61
6 〇 6 4 93 50 21 1 21
65 〜69 104 45 42 4 13
7〇〜 269 70 183 3 13

聴党障害 715 213 331 19 152
18〜19歳 5 — 一 5
2〇〜29 32 22 1 一 9
3〇〜39 59 41 一 1 17
40—49 67 36 一. 一 31
5〇〜59 93 37 6 1 49
6〇〜64 60 18 21 5 16
65 〜69 92 23 54 6 9
7〇〜 307 36 249 6 16

陵体不自由 2 541 760 776 96 909
18〜19歳 18 6 一 — 12
2〇〜29 125 45 1 一 79
3〇〜39 190 76 — 3 111
4〇〜49 381 120 9 3 249
5〇〜59 573 210 30 17 316
6〇〜64 336 125 113 34 64
65 〜69 332 88 187 26 31
7〇〜 586 90 436 13 47

内部障害 444 104 163 13 164
18〜19歳 2 一 — 一 2
2〇〜2g 14 6 1 一 7
3〇〜39 27 11 1 一 15
4〇〜49 58 19 2 一 37
5〇〜59 116 34 S 5 68
6 〇〜6 4 53 14 22 2 15
6 5 〜69 77 14 46 3 14
? 〇 97 6 82 3 6

-224-



第68表 身体障害者数,障害の種類•障害の程度•公的年金の受給状況・

公的年金の種類別

障害の稚類

障害の程度

年金を受給

していをい

年金を受給してSる

障害に起因する 

年金のみ⑴

障害以外の理由

による年金のみ(2)
⑴，⑵の両年金

総 数

視

聴

肢

内

総 数 4 457 14仃 1 523 137 1 380
!級 661 430 145 12 74
2 " 800 478 192 23 107
3 ク 759 232 270 29 228
4 ク 860 146 317 33 364
5 を 598 67 213 22 296
6 ク 551 51 273 17 210
不明 228 13 113 1 101
覚障害 757 340 253 9 155
!級 289 229 45 4 11
2 ク 118 74 29 1 14
3 ク 65 16 29 1 19
4 7 66 3 39 1 23
5 ク 63 3 32 1 27
6 み 116 12 58 1 45
不明 40 3 21 16
覚障害 715 213 331 19 152
!級 1 1 一 一 -
2 ク 199 145 30 3 21
3 ク 161 37 82 6 36
4 8 106 15 63 3 25
5 ク 10 1 5 4
6 ク 211 11 138 7 55
不明 27 3 13 11
体不自由 2 541 760 776 96 909
!級 286 150 84 6 46
2 " 482 258 133 19 72
3 ク 442 152 124 19 147
4 ク 519 107 1.41 22 249
5 か 525 63 176 21 265
6 う 224 28 77 9 110
不明 63 2 41 20
部陳害 444 104 163 13 164
!級 85 50 16 2 17
2 ク 1 1 — 一 一
3 〃 91 27 35 3 26
4 ク 169 21 74 7 67
5 ク - 一 一 一 一

6 ク 一 一 一 一 一

不明 98 5 38 1 54

-2 2 5-



第69表 身体障害者数，世帯主から見た続柄.

世帶主からみた統柄

年齡阳级

年金を受給してSる

年金を受給 
していない

徒 数 1¢目に起因ナる 

年金のみ(1)
隔害以外の理由 
による建の如2) (1),⑵の両年金

桧 数
18〜19私 
2〇〜29 
3〇〜39

3〇〜39
4 〇〜49

40 〜 49
50 59
60 54
65 69
70

帯 主
18 1 9 a
20 29

2〇〜29
30 — 39
4 〇〜4 9
5 〇〜5 9
6〇〜54

50 〜 59
60 64
65 69
70 *»

偶 考
IB 〜 1 9 歳

65 〜69
7〇〜

子
18 — 19
20~ 29 
3〇〜39
4 〇〜49 
50—59
6 0 ~ 6 4
65 〜69
7〇〜

5〇〜59
6 〇〜64
6 5 〜69
7〇〜

の他の子
18〜19歳
2 〇〜29
3〇~39
40 — 49
5 〇〜59
6〇〜64
6 5 〜69
7〇〜
の配偶活
18〜19歳
2 〇〜29
3 〇〜39
4 0 ~ 4 9

4 457 1 417 1 523 137 1 380
25 6 一 - 19

193 90 3 一 100
305 14S 1 4 155
587 226 11 3 347
941 371 52 24 494
542 207 177 42 116
£05 170 329 39 67

1 25S 202 950 25 82
2 300 689 ?44 115 752

- — 一 — 一

27 9 - 一 18
120 48 1 3 68
347 121 9 3 214
588 212 44 22 310
348 12S 125 35 63
352 92 197 34 29
518 82 368 1 8 50
714 254 15B 4 360
一 — — 一 一

16 7 1 一 8
61 21 一 一 40

155 52 1 一 102
243 84 3 1 155
101 38 25 1 37
93 33 47 一 13

105 19 79 2 5
185 94 2 89

12 3 9
72 32 一 40
62 36 一 26
29 17 1 11

8 6 一 2
1 一 1
— — — —
1 一 一 1

133 77 1 55
n 2 9
64 36 1 27
34 26 一 8
15 7 — 8
8 6 — 2
1 - 一 1
- 一 一 -
一 - — -

23 10 — 13
— — 一 -
6 2 一 4
8 2 一 6
6 5 — 1
3 1 - 2

一
- 一 一
一 一 一

一 226—



匸齢階級・公的年金の受給状況・公的年金の種類別

世带主からみた続柄

年齢階級
総 数

年金を爰給してSる

年金を受給 
していなハ

障害に朋する 
年金のみ⑴

障害以外の理由 
化よる年金のみ⑵

(U (2)の両年金

蘇 7 3 1 一 3
18〜19歳 2 1 一 — 1
2〇〜29 3 1 一 一 2
3〇〜39 一 —* 一 — -
4〇〜4 9 一 一 一 一 一
5〇〜59 — 一 一 一 一

6〇〜6 4 一 - 一 — 一

6 5 〜6 9 一 -*• 一 — —
7〇〜 2 1 1 一 —

父 母 834 173 575 16 70
18〜19慮 一 一 一 — —
2〇〜29 1 ] 一 —
3〇〜3 9 - —* 一 一 一

40 — 49 3 1 一 — 2
5〇〜59 28 17 2 1 8
6 〇 6 4 71 31 22 6 12
6 5 〜6 9 146 36 82 5 23
7〇〜 585 88 468 4 25

祖 父 母 15 13 一 1
18〜19歳 - - — 一 一
2〇〜29 一 - 一 一 —
3〇〜39 一 一 一 — —
4 〇 4 9 一 一 一 一 —
50 — 5$ 一 一 一 一 —
6〇〜6 4 - — —
65 〜69 —* - 一 一 —
7〇〜 15 1 13 — 1

兄笫•姉妹 124 80 13 2 29
18〜19歳 亠 一 — 一

2〇〜29 3 3 - 一 -
3〇〜39 20 12 1 7
4 〇〜4 9 26 18 一 — 8
5〇〜59 49 34 2 一 ¥3
6 〇 6 4 9 6 2 一 1
6 5 〜6 9 6 4 2 — —
70~ 11 3 7 1 —

その他の親族 52 32 15 一 5
.18〜19歲 一 一 — 一 -
2〇〜29 1 — 一 — 1
30—39 — — — 一 -
4〇〜49 3 3 一 一 j

5〇〜5 9 12 10 1 — 1
6〇〜64 10 7 2 — 1
65〜69 8 5 1 2
7〇〜 18 7 11 一 一

そ の 他 10 4 3 一 3
18〜1 9歳 一 一 一 — —
2〇〜29 一 - 一 —• 一
3〇〜39 一 - - — 一
40~ 49 3 2 — — 1
5〇〜59 2 1 一 — 1
6 〇 6 4 1 一 — 一 1
65 〜69 — - 一 一 一

7〇〜 4 1 3 -

-2 2 7-



第70表身体障害者数,障害の原因•

舐害の原因• 

哝害の程废
能 数

年金を受給している

笙金を受1給 
していない

睡窖忆起因ナる 

年金のみ⑴

障害以外の理由 

による年金のみ(2)
⑴,(2)の両年金

総 数 4 457 1 417 1 523 137 1 380
1扱 681 430 145 12 74
2 300 478 192 23 107
3 759 232 270 29 Z28
4 860 146 317 33 364
5 598 67 213 22 296
6 551 51 273 17 210

一 一 — 一 —
228 13 113 1 101

交通蕃故 208 51 62 6 89
12 9 一 一 3

2 24 13 6 1 4
3 37 15 10 2 10
4 56 11 13 2 30
5 47 1 18 1 27
6 25 1 12 12
7 — — — — 一

不明 7 1 3 一 3
労働災客 399 141 76 27 155
!級 26 21 - 4 1
2 36 23 6 1 6
3 76 44 9 8 15
4 98 34 19 6 39
5 92 14 21 4 53
6 63 5 21 3 34
7 — 一 一 — —

不明 8 一 1 7
その他の爭故 269 59 92 2 116
!級 20 12 6 一 2
2 28 19 5 - 4
3 48 13 14 一 21
4 72 9 25 1 37
5 54 3 25 26
6 40 3 14 1 22
7 — 一 — 一 一

不明 7 3 一 4
戦诲•戦病 203 93 34 49 27

1级 8 7 1 1 一
2 17 9 2 4 2
3 32 17 3 S 3
4 44 20 5 14 5
5 53 21 11 14 7
6 46 18 11 8 g
7 一 — — 一 一

不明 3 1 1 1
戦 災 16 9 2 3 2
!級 4 4 一 一
2 2 2 — — —
3 5 2 1 1 1
4 3 1 1 1
5 一 一 一 — —
6 1 一 — 1
7 — — — 一 —

不明 1 1 一 -
...... .

一 228—



障害の程度•公的年金の受給状況•公的年金の種類別

障害の原因•

障害の程度
総 数

年金を受給している
年金を受給 
していない

障害に起因する 
年金のみ⑴

障窖以外の理由 
による 母のみ"(2)

(1),(2)©両年金

感 染 症 206 71 38 1 96
!級 22 19 一 3
2 35 27 1 - 7
3 32 8 7 — 17
4 52 10 13 一 29
5 43 7 11 1 24
6 15 一 5 10
7 — — — 一 一

不明 7 一 1 一 6
中焉性疾患 17 9 2 一 6
!級 4 4 一 一 一
2 5 4 一 一 1
3 4 1 2 一 1
4 1 一 一 一 1
5 1 一 一 —• 1
6 2 一 一 一 2
7 一 一 — —

不明 一 一 一 — 一
その他の疾患 1 895 567 755 35 538
!級 371 210 106 5 50
2 407 205 138 15 49
3 344 88 146 7 103
4 315 32 139 6 138
5 198 17 84 1 96
6 177 12 9S 1 69
7 — — — — 一
不明 83 3 47 一 33

出生時の損傷 157 82 10 1 64
!級 27 22 2 1 2
2 51 44 — 一 7
3 23 10 1 一 12
4 27 6 2 - 19
5 15 一 1 一 14
6 12 一 4 一 8
7 — 一 — — 一
不明 2 一 一 一 2

そ の 他 569 165 243 6 155
!級 87 60 20 1 6
2 104 61 25 1 17
3 86 22 37 一 27
4 98 14 51 1 32
5 61 2 26 1 32
6 93 5 61 2 25
7 — — 一 一 —
不明 40 1 23 一 16

不 明 518 170 209 7 132
!級 80 62 10 1 7
2 91 71 9 1 10
3 72 12 40 2 18
4 94 10 49 2 33
5 34 2 16 一 16
6 77 7 50 1 19
7 一 — — - —
不明 70 6 35 29

-2 2 9-



第71表 身体障害者数,疾病の種類・
(2— 1)

浜病の種類 

隐害の程废 総 数

年金を受給している

年金を受給
していない

闢に起因する
年金のみ(1)

障害以外の理由 
汇よる年金のみ⑵

(1),(2)の両年金

総 数 4 457 1 417 1 523 137 1 380
!怨 661 430 145 12 74
2 800 478 192 23 107
3 759 232 270 29 228
4 860 146 317 33 364
5 598 67 213 22 296
6 551 51 273 17 210
7 — 一 — 一 —
不明 228 13 113 1 101

脳性マヒ 132 84 4 44
!扱 42 38 一 4
2 39 28 2 9
3 22 9 一 13
4 17 6 一 11
5 4 — — 4
6 8 3 2 3
7 — 一 一 —
不明 一 — _ 一

背骷性小児マヒ 120 40 12 68
!級 4 3 1
2 33 24 2 7
3 28 7 4 17
4 27 4 2 21
5 17 1 2 U
6 9 2 7
7 一 1 一 一

不明 2 一 一 1
脊就損偽 148 67 32 12 37

1憑 33 24 3 3 3
2 36 24 6 1 5
3 21 10 6 2 3
4 22 4 10 2 6
5 34 5 7 4 18
6 一 一 —•
7 一 — 一 一

不明 2 一 一 2
12 3 一 4

!級 4 3 一 1
2 3 3 一 一

3 2 1 一 1
4 2 1 - 1
5 一 — 一 —
6 1 一 一 1
7 — 一 一 -*•
不明 一 一 一 —

脳血管障害 511 167 241 17 86
!級 113 36 56 3 13
2 188 87 74 11 16
3 112 30 54 3 25
4 38 6 20 一 12
5 36 4 21 一 11
6 16 3 10 一 3
7 — 一 — 一 —
不阴 8 1 6 1

一2 30—



障害の程度•公的年金の受給状況・公的年金の種類別

疾病の種類 

障害の程度
総 数

年金を受給している

年金を受給 
してい衣S

障害に起因する
年金のみ(1)

障窖以外の理白 
にXる讎のみ⑵

(1),⑵の両年金

骨関節疾患 415 84 130 17 184
!級 11 7 3 —• I
2 30 13 10 1 6
3 43 15 9 — 19
4 132 26 37 5 63
5 142 17 48 8 69
6 53 6 19 2 26
7 — — — 一

不餌 4 - 4 一 一

リウマチ性疾患 208 53 83 2 70
!級 25 13 3 一 9
2 46 25 13 一 8
3 30 8 11 I 10
4 44 4 22 1 17
5 32 1 15 一 16
6 22 2 12 一 8
7 一 一 一 一
不明 9 一 7 — 2

中耳性疾患 163 37 72 3 51
!級 3 3 一 一
2 38 23 9 L 5
3 31 6 16 一 9
4 25 2 17 1 5
5 2 一 * 一 2
6 60 2 29 1 28
7 一 一 - 一 —

不明 4 1 \ — 2
内耳性疾備 184 47 97 4 36
!級 1 1 一 一
2 48 32 10 一 6
3 46 10 23 2 11
4 26 1 20 一 5
5 2 一 2 — 一
6 58 3 39 2 14
7 一 — — 一

不明 3 一 3 ■ 一

角膜疾患 166 88 43 3 32
1般 68 60 4 2 2
2 28 22 5 一 1
3 14 3 5 —* 6
4 15 1 7 - 7
5 13 5 1 7
6 23 1 16 — 6
7 — — 一 一 —

不明 5 1 1 一 3
水晶体疾患 146 33 88 2 23
!級 44 22 20 1 1
2 22 7 10 一 5
3 15 1 12 一 2
4 18 1 16 1 一

5 16 1 11 一 4
6 22 一 14 一 8
7 — — 一 一 一

不明 9 1 5 — 3

-2 31-



第71表 身体障害者数,疾病の種類•障害の程度•公的年金の受給状況・ 

(2-2 ) 公的年金の種類別

障害の穫類 

睡誓の程度 稔 数

年金を受給してsる
年金を受拾 
していない障害に起因する

年金のみ(1)
暉害以外の理由 
に上る鞍のみ{2} (1),(2め両年金

痢脈絡•視神
轻系華患冲 265 133 73 2 57
!級 107 85 15 1 6
2 49 34 10 1 4
3 31 10 12 - 9
4 22 一 11 一 11
5 22 1 9 一 12
6 27 3 12 一 12
7 •• — — —• —
不明 7 一 4 一 3

じん機疾患 73 31 10 1 31
!級 37 26 3 一 8
2 — 一 一 —• —
3 8 2 2 - 4
4 16 1 2 1 12
5 一 - 一 一 —
6 一 一 一 一 一
7 — —• 一 — —
不明 12 2 3 •— 7

心礁疾思 244 40 115 4 85
!級 39 20 10 1 8
2 2 1 1 — 一
3 54 12 25 一 17
4 97 5 55 3 34
5 一 一 —
6 1 1 一 —
7 一 一 一 — 一

不明 51 1 24 — 26
呼吸器疾患 153 44 39 7 63
!級 10 4 4 1 1
2 5 3 1 一 1
3 29 14 10 1 4
4 50 16 12 2 20
5 37 6 e 2 23
6 2 一 一 - 2
7 — — 一 一 一

不明 20 1 6 1 12
そ の 他 1 204 369 356 53 426
!級 86 59 19 *■" 8
2 174 108 31 7 28
3 239 90 64 18 67
4 258 61 61 11 125
5 213 26 79 7 101
6
7

180 24 71 10 75

不明 54 1 31 一 22
不 明 313 92 128 10 83
!级 34 26 5 一 3
2 59 44 8 1 6
3 34 4 17 2 11
4 51 7 25 5 14
5 28 5 8 15
6 69 3 47 2 17
7 一 — 一 一 —
不明 38 3 18 17

-232—



第72表 障害に起因する公的年金を受給している身体障害者数（延数），
障害の種類・年齢階級・年金の制度別

障害の種類 

年齢階級
国民年金 厚生年金 各極共済年金 船員保険

恩拾法に 
よる年金

労災補償
その他の 
公的年金

総 数 1 078 2H 28 4 135 73 35
18〜19歳 6 - 一 — — 一 —
2〇〜29 78 6 "― 1 — 3 3
3〇〜39 119 19 1 — — 9 1
4 〇 ~4 9 166 45 — a 一 20 3
5 〇 ~5 9 253 60 6 — 44 24 8
6 〇 〜6 4 145 35 10 — 48 11 6
6 5 〜6 9 135 29 5 — 28 5 10
7〇~ 176 23 6 — 15 1 4

視覚障害 289 35 1 一 12 3 7
18〜19歳 — 一 — — —
2 〇〜2 9 16 一 — — — —
3 〇〜3 9 14 2 — — — 1 一

4 0~49 44 7 — — — —
50~59 73 8 一 一 6 1 2
6 〇 〜6 4 35 10 — 一 4 1 1
6 5 ~6 9 40 5 1 一 2 一 1
7〇〜 67 3 — — — — 3

聴覚障害 193 21 — 11 — 4
18〜19歳 一 一 一 一 — —
2〇〜29 22 一 — — — 一 —
3 0—3 9 41 一 — — 一 — 1
4 〇 〜4 9 32 3 — 一 — — 1
5 〇〜5 9 29 6 一 一 1 一 1
6 〇 〜6 4 15 4 一 一 5 一 —*
6 5 〜6 9 21 3 — 一 3 一 1
7〇〜 33 5 一 — 2 一 —

肢体不自由 531 129 26 4 103 60 21
18〜19歳 6 一 — 一 一 — 一

2〇〜29 34 6 一 1 — 3 3
3 〇〜3 9 57 13 1 一 一 8 一
4 〇〜4 9 80 27 一 3 一 19 1
5 0—59 132 33 6 一 34 18 5
6〇〜6 4 87 19 9 一 37 8 4
6 5—6 9 65 17 4 — 21 3 7
7〇〜 70 14 6 一 11 1 1

内部障害 65 32 1 一 9 10 3
18〜19歲 — — 一 一 - - 一

2〇〜29 6 一 — 一 一 一 一

3 〇〜3 9 7 4 一 一 - - 一

4〇〜4 9 10 8 一 — 一 1 1
5 0—5 9 19 13 一 一 3 5 一

6 〇 ~6 4 8 2 1 - 2 2 1
6 5 〜6 9 9 4 一 - 2 2 1
70~ 6 1 2 — —

-2 3 3—



第73表 障害に起因する公的年金を受給している身体障害者数（延数），
障害の種類・障害の程度•公的年金の制度別

障害の穫類 

障害の程度
国民年金 厚生年金 各種共済年金 給員保険

恩給法に 
よる年金

労災補償
その他の 

公的年金

総 数 1 078 217 28 4 135 73 35
!級 360 50 7 一 4 8 9
2 417 53 4 2 12 11 9
3 162 55 8 1 27 14 2
4 82 33 5 1 33 24 7
5 28 11 2 一 33 9 5
6 23 12 2 一 24 4 3
不明 6 3 — — 2 3 一

視党障害 289 35 1 — 12 3 7
!級 202 18 1 一 3 一 5
2 65 9 一 一 1 — 1
3 13 3 一 一 1 — 一

4 2 1 一 - 1 — 一

5 3 一 一 一 一 1 一
6 2 4 一 - 6 1 1
不明 2 一 一 一 — 1 一

聴覚障害 193 21 一 —— 11 一 4
!級 1 一 一 一 一 一 —
2 138 6 一 一 1 一 2
3 28 9 一 一 4 — 1
4 15 2 - 一 1 一 一

5 1 — — — — 一 —
6 • 8 3 一 一 5 一 1
不明 2 1 一 士 — 一 —

肢体不自由 531 129 26 4 103 60 21
!級 125 16 5 — 1 6 3
2 213 38 4 2 10 11 6
3 101 35 8 1 21 12 1
4 55 23 5 1 24 20 5
5 24 11 2 一 33 8 5
6 13 5 2 — 13 3 1
不明 一 1 — 一 1 — —

内部障害 65 32 1 — 9 10 3
!級 32 16 1 一 j 2 1
2 1 一 — — — — —
3 20 8 一 一 1 2 —
4 10 7 — 一 7 4 2
5 一 一 — 一 — 一 —
6 一 — 一 一 — -
不明 2 1 1 2

一2 3 4—



第7 4表 障害以外の理由による公的年金を受給している身体障害者数

（延数）,障害の種類•年齢階級・公的年金の制度別

障害の種類 

年齡階級
国民年金 厚生年金 各繼共済年金 船員保除

恩給法に 
よる年金

労災補償
その他の 

公的年金

総 数 1 054 312 100 4 201 8 92
18〜19歲 一 —* *— — —— 一

2〇〜29 3 — — — — 一 —
3 0~39 一 3 一 — — 2 一

4 0~49 6 6 — — — 2 1
5 0—59 9 24 17 — 24 3 4
6 〇 〜6 4 88 73 30 1 43 15
6 5 〜6 9 222 102 15 2 43 1 14
7〇〜 726 104 38 1 91 1 58

視覚障害 191 27 6 一 33 — 16
18〜19歳 — 一 一 — — —
2 〇〜2 9 一 — — — —— — —
3 0—39 一 - — 一 — —

4 0~49 一 一 — — — —
5 〇 ~5 9 2 2 2 — 2 一 —
6 0—6 4 13 3 2 — 4 一 2
6 5 〜6 9 34 7 — - 8 一 1
7〇〜 142 15 2 19 一 13

聴党障害 240 59 17 1 41 2 16
18〜19歳 一 一 一 一 一 —
2〇〜29 1 — 一 — 一 —
3 0—3 9 一 1 一 — 一 一 一

4 〇〜4 9 一 一 一 一 — — 一

50—5 9 — 3 1 一 2 1 —
6 0~64 9 10 4 一 4 一 2
6 5—6 9 38 17 2 1 5 一 2
7〇〜 192 28 10 一 30 1 12

肢体不自由 529 181 64 1 104 6 47
18〜19歳 一 一 一 一 一 一 一

2〇〜29 1 一 一 一 — 一 —
3 0—3 9 一 1 一 一 一 2 一

4 〇〜4 9 6 5 一 一 一 1 1
5 〇〜5 9 6 11 11 — 15 2 4
6 0~64 54 53 23 1 30 一 9
6 5 〜6 9 129 60 12 - 26 1 4
7〇〜 333 51 18 一 33 一 29

内部障害 94 45 13 2 23 1 13
18〜19歳 — 一 一 — — 一 一

2 0—2 9 1 — 一 一 — 一 -
3 〇〜3 9 — 1 一 - 一 一 —
4 〇〜4 9 — 1 一 一 — 1 一

5 〇〜5 9 1 8 3 — 5 一 一

60 ~64 12 7 1 一 5 — 2
6 5 〜6 9 21 18 1 1 4 一 7
7 〇 59 10 8 1 9 — 4

一2 3 5—



第75表 障害以外の理由による公的年金を受給している身体障害者数
（延数）,障害の種類•障害の程度・公的年金の制度別

障害の種類 

障害の程度
国民年金 厚生年金 各粗共済を金 船負保険

恩給法に 
£る年金

労災補償
その他の 
公的年金

総 数 1 054 312 100 4 201 9 92
!級 108 25 4 一 20 一 13
2 124 41 19 1 25 1 14
3 181 62 16 1 35 1 19
4 224 73 18 1 41 2 17
5 143 43 17 1 32 2 11
6 197 47 22 一 36 2 12
不明 77 21 4 一 12 1 6

視党隔曹 131 27 6 — 33 一 16
!級 33 7 一 一 8 一 6
2 20 6 — 一 5 一 1
3 22 2 2 一 2 一 2
4 30 7 一 一 4 一 1
5 24 2 1 一 7 一 3
6 45 3 3 一 7 一 1
不明 17 "* — 一 一 — 2

聴覚障害 240 59 17 1 41 2 16
!級 — 一 一 — 一 — 一

2 20 8 — 1 3 一 -
3 60 12 2 一 10 一 4
4 48 9 3 一 11 一 4
5 3 2 一 — 一 — —
6 98 27 12 - 16 2 8
不明 11 1 — 一 1 — 一

肢体不自由 529 181 64 1 104 6 47
!級 63 13 3 一 10 — 6
2 84 27 19 一 17 1 13
3 80 39 10 一 17 1 8
4 107 35 8 一 15 2 7
5 116 39 16 1 25 2 8
6 54 17 7 一 13 — 3
不明 25 11 1 — 7 — 2

内部障害 94 45 13 2 23 1 13
!級 12 5 1 — 2 一 1
2 — — 一 — — — 一

3 19 9 2 1 6 一 5
4 39 22 7 1 11 — 5
5 一 - 一 一 - 一 —
6 — — — — — — 一

不明 24 9 3 4 1 2

—2 3 6—



第76表 身体障害者数,麽害の穫類・年齢階級•公的手当の受給状況・ 

公的手当の種類別

:害 の 穫類

:齢階級

相 数

1 8 19歲
20 29
30 39
40 49
50 59
60 64
65 69
70
視 覚 障W
18 19歳
20 ■ 29
30 〜 39
40 49
50 59
60 *~*X 64
65 69
70
聴 障審

18 19歳
20 29
30 39
40 ~ 4 9
50 59
60 64
65 69
70〜 

肢体不自由

18 〜19議
20 〜29
30 〜39
40 〜49
50 〜59
60 ~ 6 4
65 〜69
70〜
内 部 障W
1 8 19歳
20 29
30 *XZ 39
40 49
50 S9
60 64
65 〜 69
70 〜

手当は受絵

してしない

手当を受給している

国の制度に

上る手当

地方公共団体の 

制慶による手当

国及び地方公共 

団体の両方から

457 460 274 105 3 618
25 7 2 - 16

193 28 18 8 139
305 57 24 17 207
587 79 48 12 448
941 79 48 25 789
542 44 32 6 460
605 44 41 15 505
259 122 61 22 1 054
757 154 54 39 510

22 6 2 2 12
29 8 4 1 16
81 24 10 4 43

159 31 8 10 110
93 19 8 4 62

104 22 10 6 66
269 44 12 12 201
715 74 29 23 589

5 1 1 3
32 6 4 2 20
59 17 4 7 31
67 19 2 5 41
93 13 1 3 76
60 4 4 52
92 4 6 2 80

307 10 7 4 286
541 202 164 34 2 141

18 6 1 11
125 13 12 4 96
190 29 14 5 142
381 30 28 3 320
573 29 33 11 500
336 18 19 - 299
332 15 21 5 291
586 62 36 6 482
444 30 27 9 378

2 - 2
14 3 ■ - 11
27 3 2 4 18
58 6 8 - 44

116 6 5 1 103
53 3 1 2 47
77 3 4 2 68
97 6 5 - 85

-2 3 7-



第77表 身体障害者数,障害の種類•障害の程度・公的手当の受給状況・ 

公的手当の種類別

障害の種類

晞害の程度

総
1
2
3
4
5
6
不

視覚

数 

級

明 

障害 

1、.•級

明

障害
級

明

4

6 
不 

聴覚

1
2
3
4
5
6 
不

肢体不自由

1
2
3
4
5
6
不

内部
1
2
3
4
5
6
不

級

明

瞳害

級

明

総 毅

手当を受給して Sな 手当は受給

していない

国の制麼に

よる手当

地方公共団体の 

制度による手当

国及び:地方公共 

団体の両方から

4 457 460 274 105 3 618
661 227 61 69 304
800 155 84 35 526
759 22 78 1 658
860 21 29 - 810
598 13 16 - 569
551 13 4 - 534
228 9 2 217
757 154 54 39 510
289 124 25 38 102
118 20 18 1 79

65 3 5 57
66 マ 3 63
63 3 3 57

116 3 - 133
40 1 - 39

715 74 29 23 589
1 1 - - -

199 63 12 22 102
161 4 13 1 143
106 4 2 - 100

10 - - 10
211 2 2 - 207

27 - - - 27
2 541 202 164 34 2 141

286 86 20 22 158
482 72 54 12 344
442 13 53 376
519 9 21 489
525 10 13 502
224 8 2 214

63 4 1 58
444 30 27 9 378

85 16 16 9 44
1 - - 1

91 2 7 82
169 8 3 158

98 4 1 93

—2 3 8—



第78表 国の制度による手当を受給している身体障害者数健数）, 
障害の種類・年齢階級•手当の制度別

暉害の種類

福祉手当

特別児童 児童扶

児童手当

原爆被爆者 その他の公

年齢階級 扶養手当 養手当 介護手当 的な手当

総 数 458 14 29 23 18 70
18〜19歳 4 4
20 〜29 33 2 I 1 - 3
30 〜39 61 3 6 5 9
4 〇 〜4 9 65 4 20 11 — 6
5 〇 ・*** 5 9 88 1 2 5 4 12
60 〜64 41 - - - 9
65 〜69 49 - - 1 3 8
70〜 117 - - - 11 23
視党障害 170 2 12 3 5 1S
18〜19歳 •— 一 亠

20 〜29 8 - - 一 1
30 〜39 6 1 2 一 - -
40 〜49 24 1 8 1 ■ 1
5 〇 5 9 37 - 2 1 1 4
6 〇 6 4 21 - - - - 2
6 5 〜6 9 24 - - 1 2 2
70〜 50 - - - 2 9
聽党障害 86 3 7 3 4 6
18〜19箴 1 1
20 〜29 8 - 1 - - -
30 〜39 23 1 3 2
4 〇 ・*>- 4 9 21 1 3 3 1
5〇〜5 9 15 一 — - 1 -
6〇 〜64 4 - 一

65 〜69 5 - - 1
7 .0〜 9 - - 一 2 3
肢体不自由 178 9 9 15 7 35
18-19 歳 3 3
20 〜29 14 2 - 1 2
30 〜39 27 1 1 4 一 5
4 〇 〜49 18 2 8 6 - ・2
50 〜5 9 29 1 4 2 8
60 〜64 13 - 5
6 5 〜6 9 18 - — 4
70〜 56 一 5 9
内部障害 24 — 1 2 2 10
18〜19歳
20 〜29 3 一 一

30 〜39 5 1 2
4 〇〜4 9 2 1 1 2
5 〇 〜5 9 7 - -
6 〇 〜64 3 一 2
6 5 〜6 9 2 2
70〜 2 2 2

3 9一



第7 9表 国の制度による手当を受給している身体障害者数（延数） 
障害の種類・障害の程度•手当の制度別

障害の穩類

隨害の程度

福祉手当

特別児童

扶粪手当

総 数 458 14
! 級 275 2
2 162 7
3 9
4 7 2
5 1 2
6 3 1
不明 1

視党障審 170 2
! 級 154 1
2 15 1
3 -
4 ■
5 - -
6 - -
不明 1 -

聴党障害 86 3
! 議 1
2 78 3
3 3
4 4 -
5 - -
6 - -
不 0§ -

肢体不自由 178 9
!級 98 1
2 69 3
3 5 -
4 2 2
5 1 2
6 3 1
不明 -

内部障害 24 一

1 22
2 -
3 1
4 1
5 -
6 -
不 明 -

児童扶

養手当

児童手当

原爆被爆者

介護手当

その他の公

的な手当

29 23 18 70
11 1 4 36
13 5 6 13

2 4 2 5
1 6 4
2 3 2 3
■ 3 - 5
- 1 4 3

12 3 5 19
8 1 2 14
3 1 1 1

- 1 2
-

1 1 1 -
- 2

7 3 4 6
7 2 4 3

1 - 1
- -

- - 一

- 2
- -

9 15 7 35
2 - 2 18
3 2 1 9
2 3 1 2
1 4 - -
1 2 1 3

3 - 1
1 2 2

1 2 2 10
1 4

- 1
2 4

2 1

一 240—



第80表 身体障害者数,障害の程度•被保護者一その他•障害の種類別

（別掲〉 

玉複陣害
8
 5

3
 2

3

3 8
 6

1 8
3

2 7
 7 0
 5
 4

8 7
 
7 6

1
8
 7

6 5

1
5
 1
4
 H

—

5 2
 
2 1

内部障窖肢体不自白聴覚瞬害視覚障辔数総
障害の程度• 

披保皴者一その他

4
 5 9 0
 3 7 1

1
2
 8 8
 
7

4
 
3

7
 1
6
 3
 8

1
9
 2 4

4
 
3 2

5
 4
 5

3 4
 2

2 4

2
 
2

31 4 7
2 

〇
6

9 0
 5 5 1
3

1 
〇〇 1

1
 

〇 !

4 4
 
4 5

-
8
0
3

9
 1
8

8
5
0
5
3
8
5
1
2
9

8 1
2
 9 2
 
1 B
 
5

4 5
 
4 2
 
2

8
 6 2 2
 5 7
 0
 2 8 4
 
一

7
 
7 3
 
2 9
 
8

4 5
 7 8 2
 4 8 

〇 

9 2
 
1

2
 
1

7
5
2
0
3
7
0
1
9
9
 5 

5
5
0
5
2
 2 0
1
8
4
 

6
 
6 2
 
2
 1

4 9
 2 7 4
 3

4 5
 
5 5

1
2
 9 3 3
 2 1

5 1
 

〇 3
 
3

1
 
1

7
0
7
1
0
1
0
9
1
9
3
6
0
2
8
8
4
-
4
1
4
8
8
8
0
 

5
2
3
6
4
2
 G
 4
5
5
3
2
6
3
2
9
2
7
5
2
2
2
1
1
 

4
2
2
6
 
6
 8
 
7
7
 
7 8
 
8 5
 
5 5
 
5 2
 
2 

4
 
4

数
者
他
級
漕
他

i®
者
他
萩
者
他
怨
者
他
怨
老
他
圾
者
他
明
者
他 

超

のT

?

T

T

n?
闕

の
^

 

彼

そ

被

そ

彼

そ

被

モ

被

そ

被

そ

被

そ

被

そ
 

協 

1

2

3

4

5

6

 

不

第81.表 身体障害者数,年齢階級•被保護者一その他•障害の種類別

（別掲） 

或按®｛巒
内S5障窖肢体不自由聽覚障罂視觉障害数

年齢階級• 

被保皴者一その他
8
 5
 3 3
 - 3
 4

3
 2 1 

1

3
 
3

2 4
 2

■
X—

6 6
-
6
6

2 

T—  
1
1

3
 

1

T
— 1
ir 9

1
4
 7 4
 1
3
 8
 -

3
 2 0 

2

6
 
6

7
 

〇

5
 2

4
 2

7 5
 1
4
 3
 2

3 2
 
2 9

2 

1-

4

2 6
 2

1 2
6
 2
 4

1 8
8 5
 1

2 5

4 
〇

1
3

1
9
 7
 2 5 0
 5

2
 3
 
3 3

5 2
 7

2 5

8 1
2
 9
 2
 4

〇 5
 
4 7

1

8
0
2
8
3
6
7
4
9

7
7
2
 4
6
 2 3
2

1 3
 
3
 5
 
5 3

1
7
 2 5 5
 8

2 2
 
2 7

5 Z
 9

4
 5

86
3
 6

8

847

5 5
 4 1

0 3
 2 1

3 5
 
5

8
 1
2
 9 2
 2

7 5
 
4 8

7
5
6
 9 6
 1
5
 8
 8

6 4
 1
2
 8
 I 7 8

0 9
 0 9

8 6
 1
5

2
 
2

0 5
 0

8 4
— 1
2

952

1
5
0
5
7
8
9
 4147 2
9
 3
5
7
 8 9
 9 0 

9 0
1
9
8
3
 4
4
5
 8
4
2
1
0
2
7
5
5
 

〇 

1
3
 
2
5
 
5
9
 
8
5
 
5
6
 
5
2
 
2

総 数
被保憩者 
その他 

18 ~ 19 厳
被保護者 
その他 

20 〜29
披保喪者
その他 

30 〜39
彼保護者 
その他 

40 〜49
被保怨老 
その他 

50 〜59 
-被保護者

その他 
60 〜64
彼保股者
その他 

65 〜69
被保強者 
その他 

70〜
被保怨者 
その他

一2 4 1—



第82表 身体障害者数（延数）,障害の種類,障害の程度・必要な福祉サービス別

列弟にか力、 

りやすいの 

で氐療费の 

fiM

日を生倍で 
かなりの介 
购が必旻の 
ため介助体 
加の瓷突

炯力换じ 

た4（烹网 

の実雄

就労がひず 
かしいので 

動く爛の殆 

保

“巻に速し 

衣股儘七も 

った住宅の

年金などの 

所得保障の 

光赛

スポーソ♦ 
レクy 乂1 
ション文化 
倍動に対す 
る雄助

範蜡につい 

ての朋活

»
モの他 回笞なし

椚的洒 

能@復斛練 

の実務

障害の1!績
障害の＜2度

0
4
1
0
>£ 4
3
1
 

Y 8
1

ま 3
2
0
5
 5 

7» 

•£ IX 
1i 1*

02
30
〇?
 

0C  1 
〇 6

3 4 3 3 2

1
2

4 7 4 5

3 1
2
 1

2
 4〇 5

5

3 7 9 2

9 6 2 7
37

8
 4 0 9 1
9

5 4 3 8 7 5

8
 4 5 4 5 3

28
2
8
0
0
1
4
9
4

5
8
0
 
各 4

9
6
2

8
 1
2
 1
1

6
1
1
2
3
8
5
6

1
6
1
1
4
9
 6
2

6 

1
1
1

4
3
3
0
 4 6
8
0
 

〇 4
0
0
7
3
2
2
 

7 2
 2 L

3
2
 9 4
3
1
3
1

3
3
9
3
1
1
 

10  9

3 1 1 2 3 2 1

9
0
5
2
0
9
3
9

2
0
7
3
3
9
6
2

1 1 1 1*

数
級 

阴

総

視党障害 52 183 140 43 86 182 499 70 10 31 11E
1扱 11 56 93 11 22 88 198 27 6 12 3：
2 11 25 19 10 18 38 £9 13 3 6 1]
3 7 21 11 6 10 15 39 5 - 5 1]
4 3 22 5 5 7 15 43 7 — 4 1：
5 7 19 4 4 10 9 40 5 1 1 1：
6 9 30 彳 6 15 15 69 12 2 2：
不明 4 10 4 1 4 2 21 1 — 1 1：

穗党障霑 73 169 69 63 93 B8 460 T10 18 31 131
!扳 - 1 一 一 一 1 一 一 一 -
2 18 44 22 30 43 21 135 49 13 6 Z
3 17 37 20 10 17 25 99 10 1 16 3
4 14 26 8 9 12 13 73 20 2 4 1
5 2 3 一 1 2 3 4 - 亠 1
6 18 52 14 10 14 23 127 29 2 10 5
不明 4 7 4 3 5 3 21 2 — —

肢体不自由 S54 了 74 460 267 378 536 1 606 28T 75 H8 44
1朝 78 45 142 20 20 84 191 16 4 12 3
2 146 129 161 41 50 148 313 31 18 18 7
3 97 133 59 50 74 81 2劇 48 14 22 E
4 95 185 49 66 104 99 340 89 21 28 F
5 90 189 32 56 86 82 315 G7 14 29 1C
6 36 71 10 29 36 31 128 32 3 8
不明 12 22 7 5 8 8 34 4 1 1 1

内部障害 50 207 35 32 59 50 291 35 8 16
!級 11 31 7 8 10 10 54 11 2 6
2 1 1 1 — — 1 1 一 一 一
3 11 43 10 9 11 14 64 4 2 4
4 18 80 12 7 20 14 115 13 1 2

6
不明 9 52 5 8 9 H 57 7 3 4

—2 4 2—



第83表 身体障害者数（延数）,障害の種類•年齢階級•必要だ福祉サービス別

障書の?!議

年鹤陪絃

椚的な檢 

能因復削練 

の突林

瞬瓠K•かが 

りやすいの 

で医决愛の

E筲生ほで 
かなりの介 
助力临宴の 
ため介船 
制の充宪

絶力に応じ 

た

の実柿

8¢労がむず 
かしいので 

鬱く第の谨 

保

障害に送し 

た役績をも 

った隹宅の 

確・

年金などの

充実

スポーツ・ 
レクリエ— 
レ3ノ文化 
沽舫に对す 
る援助

煎蜡につい 

ての相力活 その他 倒笛なし

絵 数 729 1 333 704 405 616 856 2 858 502 111 202 770
1 8~1 9 歳 5 7 2 4 11 3 12 4 5 2 4
2 0-2 9 35 38 26 46 61 40 113 50 52 7 35
3〇〜39 60 91 37 63 93 85 179 64 24 9 53
4 〇〜4 9 104 213 76 99 138 131 368 92 18 40 88
5 0—5 9 155 377 99 112 173 176 588 103 6 42 153
6 〇〜6 4 98 231 87 39 70 90 374 53 1 22 86
6 5 〜6 9 111 177 86 23 41 103 405 55 1 26 93
7 〇〜 161 199 291 19 29 228 819 81 4 54 258
視覚障害 52 183 140 43 86 182 499 70 10 •31 119
18〜19歳
2 0-2 9 4 5 7 5 8 5 18 7 5 十 2
3 〇〜3 9 3 10 6 5 8 10 21 5 — 1 4
4 〇〜4 9 5 16 19 11 19 32 48 11 2 8 13
5 0-5 9 17 50 20 13 30 36 98 20 1 6 21
6 0—6 4 3 35 12 6 11 17 61 4 4 18
6 5-6 9 5 22 19 I 5 26 76 6 — 4 10
7 〇- 15 45 57 2 5 56 177 17 2 8 51
聴党障嘗 73 169 69 63 93 88 460 110 18 37 136
18〜19歳 - 1 1 一 1 — 2 1 一 1 1
2 〇〜2 9 4 6 5 10 14 7 20 11 11 1 4
3 0-3 9 10 14 5 9 13 13 32 18 3 13
4 〇〜4 9 12 22 7 14 20 7 43 16 2 4 4
5 0—5 9 7 29 5 11 21 12 54 9 一 3 24
6 0-6 4 6 27 6 □ 14 5 40 12 — 7 §
6 5—6 9 10 33 5 7 6 9 66 12 1 4 10
7〇〜 24 37 35 7 4 35 203 31 I 17 71
肢体不自由 554 774 460 267 378 536 1 608 287 T5 118 442
18〜19歳 5 4 1 4 9 3 10 3 4 1 3
2〇〜29 24 21 13 27 34 27 65 32 34 6 27
3〇〜39 42 48 25 43 60 56 112 36 19 6 35
4 〇〜4 9 82 143 42 70 87 87 243 61 13 25 60
5 0-5 9 116 228 69 75 103 116 361 62 3 29 91
60~6 4 82 142 64 26 41 63 229 33 1 10 55
6 5-6 9 90 93 58 13 26 62 211 33 16 56
7 〇〜 113 95 188 9 18 122 377 27 1 25 115
内部障害 50 207 35 32 59 50 291 35 8 16 73
1 8~19 歳 一 2 — 一 1 一 — - 1 一
2 0-2 9 3 6 1 4 5 1 10 一 2 2
3 0-3 9 5 19 1 6 12 6 14 5 2 2 1
4 0—4 9 5 32 8 4 12 5 34 4 1 3 11
5 0—5 9 15 70 5 13 19 12 75 12 2 4 17
6 0—6 4 7 27 5 2 4 5 44 4 — 1 4
6 5-6 9 6 29 4 2 4 6 52 4 - 2 17
7 0- 9 22 11 1 2 15 62 6 — 4 21
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第84表 身体障害者数（延数）,障害の程度•年齢階級•必要な福祉サービス別
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第4章用語の解説



第4章用語の解説

この調查における用語はつぎのよう忙定義して用いている。

1 障害の種類

I 視覚鑼害;視覚障害を有しているものをいう。

B 聴覚障害;縣刀損失吃よる障害、平衡機能の障害及び音声・ ■§•語の機能障害を有し 

ているものをいう。

U 肢体不自由;上肢切断、上肢機能障害、下鼓切斷、下肢機能障害及び体幹の機能障害 

を有しているものをいう。

IV 内部隱害;心臓機能障害、呼吸器機能障害及びじん臟機能篮害を有しているものを

いう〇

V 更複障害;上記の害を複合して有しているものをいう。

2 障害の程度

障害の程度の判定基準は身体曄害者福祉・冻楣行規則別表第5号に準拠して1級から7級、級 

外及び非身体障害者に判定し、本調査維果では1級から6級までと、1~6級に該当するが級 

の判定に糟密検査を経なければ困難な者を「級不明」とし、これらの者を身体障害者としてま 

とめた〇

—24 6—



身体障害者福祉法施行規則別表第5号（第7条関係）
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1冋一の每級について二つの里復する障害がある甥合ま,1級うえの級とする。ただし,二つのHUEする障害が特に本
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表中に指定せられてい•るものは,該当零級とする。

2 肢体不自由疋おSては,7級に該当する障害が2以上迈我する甥合は，6級とする。

3異まる等級について2以上の九奴する阳害がある場合に■ついては,地方社会福社密:8会の意見を開いて定めるものと 

する。

4 「桁を欠〈もの」とは,ふや揺については衍丹間関闻，その他の指については芻1苛骨間阴節以上を欠くもので/う。

5 「币の拔能潭霑」とは,中手fSEKJilii以下の障害をいい，かや珀については,対抗迩動厲霄をも含むものとする。

6 上肢又は下肢欠損の断皓の良さは,実用長（上腕にち、いては腋諾上り,大釦て:&'いて减坐怦結節の禹さより計測した 

もの）をもって时測したものをいう。

7 下肢の良さは.前酬棘よサ内くるぶし下绡茨でを計•測したものをいう。

—2 4 8■—



3 障害の原因

障害の種類ことにつぎの原因を記載することとしたが、原因が2以上ある場合には主な原因一つ 

を選んでいる。

⑴ 交通 番 故;自動車等陸上の交通機関に上る事故

(2) 労 舫 災害;業務上の事由によって生じた負傷、疾病

(3) その他の带故;梅難事故、航空事故、風水害、火災、き傷、他傷、過失衣どによる宙故

(4) 戦傷•戦病;軍人、軍属であった者が戦争樂務中にうけた傷病

(5) 戦 災:空發(原爆を含む)、艦殉射舉等戦争による事故

(6) 感 染 症:結核性股関節炎、連殲球菌性骨膜炎、ポリオ等の疾思

¢7)中寿性疾患; 医薬品汩よびアルコ-ル、水銀、カドニウム、ヒソ、一酸化嚴素等による疾患

⑻ その他の疾患;會肉血、糖尿病、クル病、脳出血、気锌支喘息、推間板ヘルニア等

(9)出生時の損傷

そ の他

G1)不 明

(6)、(7)以外の疾患

甜子分娩等による脳神経系の損傷等

(1)~(9)(C 分類することができなレもの 

何に起因するか不群であるもの

4 障害の疾病名

障害の原因となった疾病名をいい、疾病が2以上ある場合は主な疾病名1つを選んだ。

(1)脳性マヒ\(2)脅魅性小児マヒ、(3)脊骷損傷

C4)進行性筋委縮疾患;筋奏縮性側索確化症、脊融性進行性筋黃縮症、神経性進行性筋萎

縮宦、進行性筋ジストロフィ-宦等

(5) 脳血管障害;脳出血、脳血栓虚、脳軟化症等

(6) 骨関節疾患;細菌性関節炎、非感染性脅壊死症、骨驗炎等

(7) リウマチ性疾患;リウマチ性関節炎、悪性関節リウマチ、リウマチ性心内膜炎等

(8) 中耳性疾患;中耳炎、鼓膜穿孔徐の伝谐系難聴の原因となっている疾病(外耳道閉

磧を含む)

(9) 内耳性疾患;内耳炎等の感音系難聴及び神経性難聰の原因となっている疾病(突発

性難聴、メニエール病等を含む)

(1¢角膜 疾患;結核、梅藝、栄髪失調及び角膜軟化宦による角膜疾患(ベーチエット

病、シェーグレン病等を含む)
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(II)水晶体疾患;先天性白内障、老人性白内眩零

Q0網脈絡膜•視;未熟児網膜症、結核、梅毒による網脈絡膜炎、網膜色

神経系疾患 素変性症、糖尿病、胸血圧等による眼底疾患及びベーチェヨト病、多

発性硬化症、サルコイドージス、スモン、祝神修粪縮等の疾患

0$じん臓疾患;慢性系球体腎炎、腎機能不全、ネフローセ症候髀、皆囲匾、慢性霄う骨炎等

(IQ心腮疾患;宼状励哌硬化症、心筋硬塞宦、僧帕弁膜症、大励脈弁膜任、(突発性) 

心筋宦、ファ コ ー四徴候症尊

05)呼吸器庚思;肺結核、肺気应、元管支拡張症、肺高血圧症、肺腺維症等

(询 そ の 他:上記の(1)~(15)のいずれにも該当し立い疾患

5 治療・機能回復訓練または職業訓練

(1?治 療;斯体の障害を除去、轻滅するための辱門的治療(人工透析蜕法を含む)

をいい、単なるかせなどの一股的な医蜕を除く。

(2)機能回復訓辣;理学療法、作業療法、联能訓練、言晤訓I:楝及び祝能訓冰をいう。

¢3)戦 葉 訓 楝:联至につくための訓練をいう。

6 過去f年間の病気のための受療状況;身依の障害を険去・轻減するための尊門的治療(A

工透析を含む)以外の­ 股的な医療の受療をいう。

7 世帯構造

(1) 単独 世帯; 世带貝が1人だけの世帝をいう。ただし住込みまたは寄宿舍•穽に居

住する年独世帯は除く。

(2) 夫端のみの世帯;世带主とその配偶者のみで榕成する世帯をいう。

(3) 夫婦と未婚の子のみの世帯;夫如と未婚の子のみで耀成する世带をいう。

(4) 片親と未婚の子のみの世帚;父親と未婚の子のみの世带もしくは母親と未婚の子のみ

の世带をいう。

(5) 三世代世帯; 慕•子•孫のいる世帶をいう。親•子•孫のいる世帝には、たとえば、

袈一長男一三男の子で構成されている世帶、あるいは、祖父借や曽祖 

父母がいる世带4含まれる。

(6) その他の世帯;上記⑴〜⑸以外のすべての世带をいう。
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8 世帯類型

(1)高艦者世帯 :男6 5歳以上、女6 0歳以上の者のみで構成するか、または、これ 

に18歳未满の者が!加わった世带をいう〇

(2)母子世帯 ;死別・離婚その他の理由で、配偶者のない2 0歲以上6 0歳未満の 

女と20歳未満のその子(養子を含む。)の世带をいう。

⑶父子世帯 ; 死別・離婚その他の理由で、配偶者のいない20歳以上6 5歳未満 

の男と配偶者の衣い20歳未満のその子(饕子を含む。)のみで構成 

している世带をいう。

(4)その他の世带 :上記(1)^(3;以外のすべての世带をいう。

9 世帯業態

耕地面積によリ世带を0. 3ヘクタール(北海道では0. 5ヘクタール)以上の世带と、0. 3ヘクタ 

ール未満の世带に分け、さらに次のように分類した。

耕地面積0.3ヘクタール未満の世带(以下雇用老・自営業者等の世带という。ゝ

(1)雇用者 世帯 ;最多収入者が、他农雇われて賃金•俸給等を得ている世帯をいう。

(2〉當雇者世帯;最多収入者が、1年以上で雇用期間に別段の定めがなく他に雇われ 

ている世带をいう。

(3) 会社•団倍等の役員;最多収入者が、会社•団体・公社等の役員(重役•理事等)をして

いる世帯をいう。

(4) 一般常龜者世帯;最多収入者加、1年以上で雇用期間に別殿の定めがなく他に屈われ

て賃金・俸給等をもらっている世帯をいう。衣お、この世帯を最多 

収入者の勤め先(企業)の屈用者規模により次のとおり3区分した。 

この場合、官公庁に雇われている者の世带は〔1000人以上〕の区 

分に含めた〇

雇用者規模3 0人未満 雇用者規模30~999人 雇用者規模1000人~ •官公庁

(5) 臨時雇用者世带;最多収入者が、1カ月以上1カ年未満の契約で他忙屜われている世带をいう。

(6) 日羅労働者世帯;最多収入者が、日々または1カ月未満の契約によって雇われている世帶をいう。

(7) 自営樂者世帯;最多収入者が、農樂以外の自営蕖を行っている世带をいう。

(8) その他の世帯;最多収入者が、(1)~(7)に該当しない世带をいう。したがって、最多収入者が 

まったく働いていない世帯、家賃诩I子•配当•年金・恩給で収入を得ている世帯が含まれる。

耕地面積0.3ヘクタール以上の世帯(以下、幾耕世帯という。)

(9?専業世带;靈業だけをやっている世帯で、世带員の中に農業以外の自営業者及び雇用者の 
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まったくいない世带をいう。（耕地面積が0.3ヘクみール以上ある力sまったく働いていない 

世带、家'黄•利子•配当•年金・恩給等で収入を得ている世帯も含まれている。）

<3¢ 核世帯;農耕世带で、世帯員の中に常屈者、稳時雇用者、日帰労働者および自営業 

者加】人でもいる世帶をいう。

10 住宅の種類

（1） 椅ち家;居住している世;皆加所有している住宅。

（2） 公堂住宅:都逋府采、市区町村が颅有又は管理する賃貸住宅で、「⑷給与住宅」でない

なの。

（3） 公社・公団住宅;日本住宅公団や都道府県*市町村の「住宅供給公社」・「住宅協会」・ 

「開発公社」など加所有又は管理する貲貸住宅で「⑷ 給与住宅」でないもの。なお、屈用

促進事樂団の移転就職者用宿舎もここに含める。

（4） 給与住宅:社宅、公務員住宅などのように、会社、団体、官公庁などが所有又は管超して、 

その職員を職務の都合上又は給与の一部として居住させている住宅。この場合、冢賃の支払 

いの有無・を問わないa

（5） 民営借家;国•都道府県•市町村•公団•公社以如のものが所有している住宅を借りてい 

る場舍（賃貸アバートを含む。）で、「⑷給与住宅」で衣いものをいう。

（6） その他;上記（1）〜（5 ）以外の住宅

1! 職業;つぎの内容例示によって分類した。

なお、二つ以上の職樂についている場合は、労働時間の長い方を、時間でわけがたいとき 

は収入の多い方を記入し、労働時間と収入でもはっきりし及いときは、本人の判断によりい

ずれか一つを選ぶこととした〇

1
農業従弟 
林樂従菸 
漁樂徙事

展耕作業者及び家族従事者、農耦、養蚕及び畜遊賃金労働者、畜産作業者及 
び家族従事者、植木職及び造園師、猟師、その他の捕徳人、漁業者、潜水漁 
夫、水産养殖従事者、漁船の船長及び乘組員、伐木夫、建材夫、植林及び手 
入夫、林産物生産採取人、炭辘製薪夫等

2 採鉱・採石従慕 抗外夫、採鉱及び採石労働者、抗内夫、石切出夫、土砂採取失等

3 運輪従事 
通信從事

バス、自動車及び鬣車邇転羊、鬣氮檢関車题転士及がその助手、蒸気機関車 
趣転士及びその助手、水夫及び甲板部貝、無線通信士、給船無線霓信士、有 
縊通信士、锤話交換手等

4 事務従事
会計事務員、駅員、速記者、笛耕者、給仕、タイピスト、郵湮集配人、集金 

人、車家、その他の事務従挟者等

5 管理的第務従事
会社社長、販売部長、希長、人事課長、小売店経誉・者（接客・販売に直接従 

班し衣い場合）、映画館経営者;組合理か、工場長等

6 販売•サービス 
従事

お手伝い及ぴ家庭使用人、個人家庭の派出端、守衛、監祝人、踏切番、その 
他の保安サービス従業者、理容師、美容師、浴場従事者、エレベーター係、携 
帶品預り人、娯楽競技場の従粟員、赤帽ポーター、掃除人、ガイド、葬儀屋、 
料埋店•旅館及び寄宿舎の讎員等

8 專門的•技術的
職業従事

内科医晞、歯科医師、藝剤瞅滔预媼、あんま師、採炭技術者、合金技師、 

工作機械組立技師、畫気工事技術者、教員、洋裁学校講師、弁護師、会計士等

9. 製造從琨

日廉労働者、自動車鉄道車輛•船他及び搬械の組立エ及び修理工、鋳造エ、 
装蹄師、熱処理工、鉄工、製缶工、鉛工、配管工、工具金型工、鉄金工、非 
金顷郦工、大工、指物職、木製家具臓、製材工、合板工、桶構職、木材* 
木製品作菜者、M ・製粉工、屋根職、左官、煉瓦、コンクリート•タイルエ、
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電線架線工、陶磁器工、畳職、洸淞工、洗彊り戦、井戸掘り職、鍛造工、圧 
延工、製鉄製鋼.工、鳶職、土工、道路工夭等

1 〇 そ の 他 画家、歌手、脚:本家、神職、カメラマン、職報野球選手等

12 就労日数;収入を得るために働いた昭和5 5年1月中の就労日数をいう。この場合、時 

間の長短にかかわらず就労した事実があれば、1日の実日数とした。

13 収 入:仕事に従事することにより昭和5 5年1月の1か月間に得た本人の俸絵、賃 

金などの勤労収入（税金や社会保険料の差し引かれる前の金韻）をいう。

農第、物品販売粢をどのように月によQて現金収入の変励の激しい塌合は、 

前年〔昭和5 4年1月~12月）1か年間における月平均収入額とした。

なお、財産収入、他からの仕送り、公的年金、預貯金引出しなどによる収入 

は含まない。

14 課税状・况（世帯の）

（1） 所得税:昭和5 3年分の隸税状況による。

1） 課税されている世帯;所得税を探稅されている者が1人でもいる世带をいう。

2） 課税されていない世瞄 ;所得税を課税されている者加1人もいない世带をいう。

（2） 市町村民税;昭和5 4年康市町村民税の課税の状況による〇

1） 所得割を課税されている世帯;所得刮を課税されている者が1人でもsる世带をいい、

均等刑を課稅をされている者の有無を問わない。

2） 均等割のみ課税されている世帯;均等割のみを課税されている者のみの世帯であって、

他忙所得劃を課税されている者が1人もいない世带をいう。

3） 諌税されていない世帯;市町村民税の課税をされている者が1人もいない世帯をいう。

15吕常生活・用具の種類

（1） 盲人用テープレコーダー•時計•カナタイプライター;視覚障害者が使用しうるもの

（2） 聴覚隱窖者用サウント'マスター;音・音声およびき话を視覽・触党で知覚できるもの

（3） 聴党障害者用目覚時計;靈勸により知党できるもの

（4） 聴觉障窖者用屋内億号灯!来訪者の呼び出し等を光の点滅により知覚できる备の

（5〉肢体不自由者用浴摘;障害者が容易に使用しうる洋式浴槽またはこれに舉ずるもの

（6） 肢体不自由者用湯沸器;障害者が容易に使用しうるなの

（7） 肢体不自白者用便器;洋弍便器、便座等隧窖老邪容易に使用しうるもの

く 8）肢体不目由者用特殊便器;足踏ペタルで溫水、温風を出しうるもの

（9）肢体不自由者用特殊寝台:使用者の頭部および脚部の傾斜角度を個別に調整できる機能を有 

するもの

（1¢電勸タイブライター;言賠•筑談等忙よる意志の伝達が困難な暫語および肢体の複合障害 

者が容易に使用しうるもの
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